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[アー マー ド ・ コ ア 」 シリ ー ズ の 歴史 と は 、 架空 世界 で 繰り 広げ られ る 人 人類 の 戦い の 歴史 で ある 。 

戦い を 繰り 返す の が 人 類 の 性 で ある な ら 、 荒廃 し た 内 地 か が ら 再 び 復興 の 道 を 築く の も 人 類 の 性 で あろ う 。 

な ら ば 戦い の 中 で 人 類 が 手 に し た 新た な カーーーAC の 台頭 は ほ 。 人 類 を いか な る 未来 へ と 導く と と に な る の か 。 
その よう な 打 空 戦史 を 描き 出し た も の と そ が 、「 ア ー マ ー ド ・ コ ア 」 の 歴史 を の で ある 。 
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1 ア 」 の 描く 世界 と れ は 科学 技術 が 
李 限 まで 発達 する 一 方 、 を そこ に 欧 ら す 人 々 の 精神 的 な 発 遂 


4 も な か っ た と いう アン パラ ンス メ 


科学 技術 の 急速 な 発情 は 既存 社会 の ケロ 


だ が それ は 、 人 ん 々 の 経済 格 六 を 級 認 識 ほ サ せろ も の 

あっ ァ と の 格差 を 埋め 。、 自 ら が 頂点 を 目指 す 

/ + 経済 競 常 と 軍事 侵攻 を 繰り 返し 、 自 ら の 行 旋 が 地 千 
} 及ば す 影 響 を 振り 返 ) と も し な か っ ナイ | 

# 紹 が 失わ れ 、 客 源 は 柄 湯 ) | 

残さ きれ t 源 を 求め て 和 争っ ff 

| ) が 世界 規模 の 戯 乱 で ある 。 残 
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| CHRONOLOGY OF ARMORED 


語 衣 2 肛 の 人 戦 か ら 


E02 で の 島 激 な 人 口 増加 に 対応 す 


。 め 、 選 界 各地 に お いて 大 規模 な 地下 者 AG| IACPP| [ACMOA] [AC2 AC2AA」 の 5 タイ トル は 、「 大 
市 の 建造 が 開始 され る 破壊 | と 「 大 深度 戦争 」 と 呼ば れる 戦乱 に 見 舞 わ れ た 世界 を 舞台 と する 


ED.0096 第 1 次 計画 実行 。 人 
星 テ ラ Y i 7 前 が 八 の ハ LL 1 
知能 ロボ た 開拓 船団 「 大 破壊 」 か ら の 復興 と 巨大 企 業 の 台頭 
星 に 送ら れ 放 9 1 1 
し 類 の 歴史 を 知る 上 で の 基準 と な る 年 号 が 「 地 球 暦 (E.D.)」 と 改め られ た 地球 。 だ 
TT が 年 号 が 変わ っ て も 人 類 そ の も の の 本 質 が や す や す と 変わ る も の で は な い 


E.D.0 100 を 越す 頃 に は 自由 経済 の 歪み は 極限 に 達し 、 そ の 影響 は 地球 全土 に 影響 
を 及ぼ すま で に な っ た 。 人 口 爆発 に 伴う 食糧 ・ エ ネル ギー 危機 。 相 次 ぐ 異常 気象 
環境 汚染 、 い つま で も 埋まら な い 経 済 格差 これ ら 複 数 の 要因 が 人 々 の 相互 不 
信 を 生み 、 つ い に 人 類 最大 の 災厄 で ある 「 大 破壊 」 を 引き 起こ し た 。 核兵器 を 上 回 
GS る 大 規模 破壊 兵器 の 使用 に よっ て 地上 の 文明 は 灰 夫 に 帰し 、 生 き 残 っ た 人 々 は 地下 
、 その 際 、「 大 彼 」 で 崩壊 し 都市 へ の 移住 を 余儀 な くさ れ た の で ある 。「 大 破壊 ] は それ まで の 統治 機関 た る 
て 、 和信 生 の 企業 が 家 」 を 崩壊 させ た た め 、 以 後 の 世 界 復興 と 統治 は 「 企 業 」 の 力 で 行なわ れる こ 
に 9 な っ た 。 い くつ か の 大 企業 が 主導 と な っ た が 、 な か で も クロ ー ム の 功績 は 大 き 
共に 地下 都市 間 企業 体 連合 の 中 心 と な っ て 地下 都市 開発 計画 (百年 計画 ) を 推進 、 人 類 社会 の ? 
て 、 各 都市 の 。 に 努め た の で ある 。 し か し 地下 都市 で の 生活 が 安定 期 に 入る と 他 企業 と の 屯 軸 が 表 
季 | 企 業 体 連 化し は じ め 、 特 に ムラ クモ ・ ミ レニ アム と 対立 を 深め る こと と な っ た 。 そ し て こ 
の 8 大 企業 の 対立 が 、 の ち に 「 大 深度 戦争 」 と 呼ば れる 企業 問 戦争 を 3 
包括 的 と な っ た の で ある 。 だ が E.D.0180 を 過ぎ る 頃 に は 、 新 た な 統治 機関 こし て 
大 プロ ジェ ク た 「 地 下 世界 統治 委員 会 (の ちの 地球 政府 )」 が 企業 間 の 紛争 を 平定 。「 ア イザ ッ ク 
"。 と 傘 、 計画 条約 」 と 呼ば れる 停戦 条約 の 締結 を も っ て 、 地 球 に は 再び 平 種 な 時 代 が 訪れ 


能 が 拡大 する と 
a に な っ た の で あっ た 。 


KO 


ワン 事件 勃発 。 ウ ェ ン ズ テ 


応用 し た # 計画 
画 ) を 極秘 裏 に 遂行 する 
ある レイ ヴ ン に 未然 ( 防 が れる 
ED.0158 
アイ ザッ クシ ティ に お ける 、 ク ロ ム と 
ムラ クモ ・ ミ レ アム の 対立 が 深刻 化 | 
最終 的 に 両 企業 共 ( 崩壊 する 。 ま た 同時 
期 に レイ ヴ ン ズ ・ ネ ス 」 も 機能 を 停 上 
その 後 、 統 制 を 失っ が 小 企業 間 で 支 配 権 
を 巡る 紛争 が 激化 する (大 深 度 戦 争 
ED.0186 
大 深度 戦争 終結 。 と の 戦争 に 』 り 、 地 下 世 
界 は 大 幅 に 疲弊 。 人 類 は 自然 環境 が 復興 の 
兆し を 見 せ 始 め た 地上 ン と 戻り 始め る 


「 大 破壊 | 以前 ( 計画 され た 火星 > 
えた 。 た が 過去 の 文献 か 


オー ミン グ 計 画 は 、 地 上 文明 の MM 
£0 で ke 骨 載 と と も に 失わ れ た か に 見 
> その 存在 が 明らか に な り 人 類 は 新天地 を めき すこ これ た 


よ に 
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興し た 世界 


シリ ー ズ だ 。 二 度 に わた る 災厄 を 経験 し た 人 類 の 復興 と 他 惑 星 へ の 移住 
を 根幹 に 、 幾 多 の 戦い が 繰り 広げ られ る 様子 を 見 て 取る こと が で きる 。 


新天地 へ の 移住 と 新た な 戦乱 の 予兆 


大 深度 戦争 」 総 結 後 、 新 た に 形成 され た 統治 機関 [地球 政府 」 の 下 に 統合 され た か に 
見 えた 地球 で あっ た が 、 実 際 に は 大 企業 の 発言 力 は 未だ 隠 然 と 残さ れ て いた 。 世 界 
政府 は 名 ば か り の 存在 で あり 、 世 界 の 復興 に は や は り 企業 の 力 が 必要 と され た の で 
ある だ か ら こ そ 、 崩 壊し た クロ ー ム と ムラ クモ ・ ミ レニ アム の 後継 と し て 台頭 し 
た ジオ マト リク ス と エム ロー ド が 、 か つて の 企業 間 対 立 の 構図 を も 受け 継い で し ま 
うた の は 当 玖 の 結果 だ っ た と いえ る 。 さ ら に 偶然 に も ジオ マト リク ス が 発見 し た 
[ 淡 量 テ ラフ ォ ー ミ ング 計画 (大 破壊 以前 に 計画 され て いた 火星 移住 計画 )/] に よっ て 、 
両者 の 対立 は 地球 外 に まで 拡大 され る こと に な っ て し まっ た 。 火星 移民 計画 の 主導 
権 を 握る ジオ マト リク ス は や が て 火星 市 場 を 独占 する まで に な っ た 、 一 方 、 地球 市 
場 の 大 府 を 占め る エム ロー ド で あっ た が 、 火 星 と いう 新た な 市 場 に 出遅れ た こと か 
ら ジオマ トリクス と の 対決 姿勢 を 明確 に する よう に な っ た の で ある 。 そ の 結果 、 
両者 の 対立 は 火星 を 人 類 の 新天地 か ら 戦場 へ と 変貌 させ て し まっ た 。 こ の 事態 を 夏 
慮 じ た 地球 政府 ほ 独自 に 火星 統治 機関 [LCC」 を 設置 し た が 、 決 定 力 に か ける LCC 
に 再 業 間 抗争 を 押し 留め ある こと は で きず 、 逆 に 三つ巴 の 戦乱 と いう 構図 を 形成 し て 


し まう 。 し か も 次 星 に は 「 デ ィ ソ ー ダ ー」 と 呼ば れる 正体 不明 の 兵器 群 が 出没 する 
こと が 判明 。 デ ィ ソー ダー は 彼ら の 勢力 園内 に 侵入 する 者 を て ことごとく 排除 し 、 企 
業 や 統治 機関 の 戦闘 部 隊 と も 対立 その 結果 、 赤 い 惑 星 で の 戦局 は ます ます 混迷 を 
極め る 事態 と な っ て し まっ た の だ っ た 。 


企業 の 火星 進出 と 共に AC と レイ ヴ ン 
も 新た な 大 地 に 持ち 込ま れ た 。 そ し 
て その 地 で さら な る 進化 を 遂げ た AC 
は 、 火 星 を 舞台 と する 戦乱 の 中 心 的 
存在 と な っ た の で ある 。 


火星 を 活躍 の 場 と する レイ リン の 中 に 
は 、 か つて 地球 で 名 の 知れ た 者 た ちの 


隊 「 フ ライ トナ ー ズ | に は 、 有名 な レ 
イヴ ン た ち が 名 を 連ね て いる 。 


次 も あっ た と いう 。 特 に LCC の 実働 部 


ED.0187 
地下 世界 停戦 委員 会 結成 。 大 深度 戦争 の 
俺 戦 処 理 に あたる 。 停戦 と 共に 戦争 条約 
で ある 「 ア イザ ッ ク 条 約 」 を 締結 。 


ED.O188 
停戦 処 理 終了 後に 解散 する 予定 だ っ た 地 
下 世 界 停戦 委員 会 だ が 、 企 業 間 情 報 綱 の 
再 構築 や 企業 所 有 地 の 再 利用 な ど を 実行 
する た め に 存続 が 決定 。 そ れ に 伴っ て 委 
員 会 は 残存 の を 集中 きせ 
強大 が 支配 力 を 有する こ な る 


ED.0190 
地下 世界 停戦 委員 会 を 中 心 に 、 人 類 の 生 
活 圏 復興 を 目的 と する 地球 政府 が 創立 さ 
る 。 地 球 政府 は 極度 に 疲弊 し た 地下 世 
界 の 状況 を 打破 する た め に 地上 へ の 回 帰 
を 提唱 。 地 上 環境 の 調査 に 着手 する 


ED.0191 
部 分 的 に 地上 で の 居住 が 可能 と 判断 し た 
地球 政府 が 、 人 々 の 地上 移住 を 推進 


ED.0196 
る トリ クス が 旧 ム ラク モ ・ ミ レニ 


レニ 
受け 継い だ デー タ の 中 に 火星 
の 計画 を 発見 。 独 自 に 火 
査 を 行なっ た 結果 、 火 星 の テ ラフ ォ 
ング 化 が 進行 し て いた こと が 判明 する 


ジオ マト リク ス 、 火 星 へ の 

火星 が 居住 可能 な 環境 に ある と 
ED.0199 

火星 へ の 移住 が 開始 され る 。 た た 

画 は 火星 調査 の アド バン テー> 

マト リク ス が 主導 と な っ て 実行 され た 


火星 社会 に AC と レイ 
で 新た な レイ ヴ ン 
し 始め た コン コー ド が 
仲介 組織 と し て 機能 し 始め る 
ED.0210 
地球 政府 、 
設立 する が 


ED.0223 
火星 


LCC の 特殊 部 隊 
る レオ ス ・ ク 
発する が 、 レ イ 


ED.0288 
火星 の ク 
事 力 強 化 を 図る 
の 反発 、 い ま 
の 台頭 が 目 3 


世界 史 年 表 


. 以 前 eR 
ED 以前 Ttー ド の 浴 造 開始 


レイ ヤー ド の 完成 


「 大 破壊 」 の 発生 。 わ ず か に 生き 残っ 7 
人 々 は レイ ヤー ド に 移住 する 9 こと に な る 


トム 


管理 者 に よる レイ ヤー ド の 統治 
以後 、 レ イヤ ー ド 暦 が 開始 され る 


レイ ヤー ド 太 と は 、 管 理 者 が し We 
で 暮らす 人 々 の 生活 基準 と し て 制定 ! に 
暦 で ある 。 レ イヤ ー ド 暦 の 1 年 は 地球 の 公 
転 周期 を 基準 と し た 1 年 で は な く 、 1 日 も 
24 時 間 で は な い 。 さ ら に レイ ヤー ド 暦 は 1 
年 の 長 さや 1 日 の 長 さ が 寺 度 も 変更 され た 
た め 、 正 確 な 期間 は 測定 不可 能 で ある 。 
これ は 、 管 理 者 が 地上 で の 生活 リズ ム を 
\ 々 か ら 奪 うた め の 策 で あり 、 地 下 生活 
に 順応 させ る た め の 処 置 で も あっ た 。 


ED.0000 8 
管理 者 に よっ て 、 地 上 の 一 部 環境 が 人 類 
の 居住 可能 レベ ル に まで 回 復 し て いる こ 
と が 確認 され る 。 管 理 者 は 人 々 の 来る べ 
き 地 上 回 帰 の た め に 、 レ イヤ ー ド 暦 を 地 
上 の 1 年 、1 日 の 長 さ に 固定 し た 。 さ ら に 、 
以降 の 年 号 を 地球 暦 (E.D.) と 改め 、 こ 
の 年 を E.D.0000 と し て 規定 し た の だ っ た 。 


ED.0153 
有力 企業 の ミラ ー ジ ュ と クレ スト に よっ 
て 、MT 試 作 機 が 開発 され る 。 


ED.0156 
実用 に 耐え られ る 最初 の MT が 登場 。 
ED.0166 


「 コ ア 構 想 ] を 取り 入れ た 次 世代 MT の 開 
発 が 始ま る 。 以後 この 機械 は AC と 呼ば 
れ 、 急激 に 普及 する こと に な る 。 


圧 .D.0172 
レイ ヤー ド 内 の 一 部 で 環境 制御 シス テム 
が 故障 。 水質 悪化 と 空気 汚染 に より 多 
数 の 市 民 が 身 牲 と な る 。 こ の 事件 の 影 
を 受け た クレ スト も 大 打撃 を 受け る 

ED.0186 
管理 者 が 隠蔽 し て いた 地上 の 環境 回 復 こ 

た 任 に 
関す る 情報 が 一 般 に 流出 。 そ れ を 腕 け て 、 


管理 者 の 支配 を 脱し 地上 回 帰 を 目指 
非 合 法 組 織 「 ユ ニオ ン 」 が 誕生 。 0 


管理 者 の 直属 部 隊 と ユニ オン と の 間 で sa 
力 衝突 が 激化 する こと に な る 。 CR 


ンタ ルク 
人 理 者 の 武力 行使 が 次 第 に 無 差別 1 て 
いき 、 一 般 人 を も 標的 に され る 。 a 


管理 者 が 破壊 され る 。 


人 類 の 地上 回 帰 が 実現 。 


まで の 5 タイ トル は 、「 大 破壊 」 か ら の 復 奥 
く 異 な る 未来 を 描き 出し て いる . 


ら [ACLRI 
[AC3| か ら 最 新作 |A り 4 
と いう 同じ テー マ を 扱い な が ら も 、 まっ た 


t 下 積層 都市 レイ ヤー ド の 成立 と 月 
[大 破壊 」 を 生き 延び た 人 類 の 新た な 生活 の 坦 内 
部 市 で ある 。 と は いえ 「 大 破壊 」 に 関す る 記憶 は 失わ れ て 久しく へ 、 全 類 が いつ の こ 
ろか ら レ イヤ ー ド に 移住 し た の か は 定か で は な い 。「 管 理 者 」 と 呼ば れる 高度 に 発 
し た 機械 知性 (AI) が 、 い つか ら レ イヤ ー ド の 管理 と 維持 を 行なっ て いた の か も は 
っ きり と は し て いな い 。 た だ ひと つい える こと は 、「 管 理 者 」 に よる レイ ヤー ド の 統 
制 は 極め て さり げ な いな が ら も 徹底 し た も の で あり 、 地 上 か ら 追 われ た 人 類 は 管理 
者 の 序 護 の 下 で 、 地 上 へ 復帰 する た め の 力 を 養っ て いた と いう こと で ある 。 何 世代 
も の 間 、 管 理 者 の 下 で 生活 し て いた 人 類 は 、 も は や 管理 者 の 存在 自体 を 意識 する こ 
と も な く 財 ご し て きた 。 だ が そん な 平穏 な 生活 は 、 管 理 者 自身 の 手 に よっ て 崩壊 し 
た 。 こ れ ま で は 無 私 の 奉仕 者 で あっ た 管理 者 が 、 突 如 、 人 類 に 敵対 的 な 行動 を 取り 
始め た の で ある 。 こ れ に 対し て 、 管 理 者 に よる 統制 に 反発 し て いた 人 々 か が 対抗 組織 
「 ユ ニオ ン 」 を 形成 する と 、 両 者 の 間 に 激 し い 武 力 衝突 が 発生 する こと と な っ た 。 そ 
し て 最終 的 に 管理 者 は 人 類 の 手 で 破壊 され 、 人 々 は つい に レイ ヤー ド か ら 離 脱 。 地 
下 か ら 地 上 世界 へ の 復興 を 果たし た の で ある 。 と は いえ 、 管 理 者 の 方 針 転換 は 、 あ 
ら か じ め 予 定 され た プロ グラ ム に よる も の だ と する 向き も ある 。 そ の 見 地 に よる と 
地上 環境 が 人 類 の 生活 に 適する まで 復活 し た と 判断 し た 管理 者 は 、 今 度 は 人 類 が 地 
下 か ら 地 上 に 移住 で きる だ け の 力 を 持っ て いる か どう か を 試す べく 、 攻 撃 行動 を 開 
始 し た と いう の だ 。 そ し て 管理 者 が 人 類 の 手 で 破壊 され た と き 、 そ の プロ グラ ム は 
達成 され 、 人 類 の 地上 復興 が な され る と いう の で ある 。 た だ し これ は ひと つの 説 に 
周 ぎ ず 、 管 理 者 が 失わ れ た 今 、 そ の 真相 を 明らか に する 術 は な い 。 


管理 者 に 敵対 する 人 々 は A 
C と R 
AC の 飛躍 的 な 発達 を 促す こ 和 


呼ば れる 人 型 DB 
ai 電場 へ と 起 い た 。 だ が この 戦い が 


解放 され た 世界 


人 類 以上 の 管理 能力 を 有する Al が 支配 する 世界 に お いて 、 人 々 は いか に し 
て 生き 延び 、 ど の よう な 未来 を 築き 上 げ る こと が で きた の だ ろう か …。 


「 新 資源 」 を 巡る 企業 間 対 立 と その 結果 


地上 に 復帰 し た 人 類 は 、 大 企業 の 指導 の 下 で 新た な 社会 シス テム を 構築 し て いっ た 。 
だ が 復興 作業 が 進 お に つれ 、 レ イヤ ー ド や 管理 者 と いっ た AI シス テム が 単独 の 存在 
で は な か っ た こと か 判明 する 。「 サ イレ ント ライ ン 」 と 名 付け られ た 未 路 査 地域 で 発 
見 され た レイ ヤー ド 跡 で は 別 の Al が 稼動 し て お り 、 そ の 地 に 侵入 する 者 を 無 差別 に 
牙 撃 し で いた の で ある 。 つ まり 、 地 上 へ の 復帰 が な され た あと も 人 類 は Al の 支配 か 
ら 完 全 に 送れ られ た わけ で は な か っ た の だ 。 そ の 一 方 で 、 企 業 の 注目 は 「 大 破壊 
以前 に 作ら れ た と 思わ れる 「 新 資源 ] に 向け られ て いた 。Al を 創造 し た 技術 も 「 大 
破壊 」 以前 の も の で あり 、 今 は 失わ れ た その 技術 を 手 に 入れ られ れ は 企業 問 競争 を 
制す る こと が で きる 一 その よう な 思惑 が 働い た た めで ある 。 だ か ら こ そ 新 進 企業 
の ナー ビス が 「 新 資源 」 を 発見 し た と き 、 他 の 企業 が 黙っ て 見 過ごす は ず は な か っ 
た 。 その 結果 、 新 資源 の 所 有 権 を 巡り 、 企 業 同 二 の 武力 衝突 が 芝 発 し て し まっ た の 
で ある 。 し か U 「 新 資源 」 に は 誰 も 知ら な い 危 険 な 一 面 や わっ た 。 か つて 「 大 破壊 
を も た らし た 要因 と 「 新 資源 ] に 深い 関連 人 性 が ある と は 、 吾 権 を 争う 企業 の どれ ひ 
と つと も 思い 至ら な か っ た の で ある 。 そ し て 企業 間 抗 争 が 最高 潮 に 達し 、「 新 資源 ] 
の 実体 で ある 旧 世 代 兵器 の 制御 施設 が 起動 され た と き 、 突 名 出現 し た 無人 兵器 
UNKINOWN」 の 大 群 に よっ て 、 地 上 社会 は 崩壊 の 瀬戸 際 ま で 追い 込ま れ て し まっ 
た の だ っ た 。 そ れ は まる で 「 大 破壊 」 の 再来 で ちり 、「UNKNOWN] が 消え 去っ て 
くれ な か っ た な ら ば 、 人 類 は 地下 生活 を 余儀 な くさ れ た だ ろう 。 だ が 生き 残っ た 
入 々 は 新た な 管理 機構 「 ア ライ ラン ス 」 を 形成 し 、 三 度目 の 復興 へ の 道 を 歩み 始め 
た だ じ か し 復興 が 軌道 に 乗り 始め た 矢先 、 今 度 は 他 な ら ぬ 人 間 の 手 に よっ て 、 新 た 
な 社会 は 崩壊 の 危機 に 立た され た の で ある 。 彼 ら の 名 は 「 バ ー テ ックス 」。 企業 の 代 
表 者 が 名 を 運 ね る アラ イア ンス の 支配 を 嫌い 、 レ イヴ ン に よる 新 秩序 の 形成 を め ざ 
武装 集 団 で ある 。 こ の 事態 に アラ イア ンス は 急 如 戦闘 部 隊 を 結成 。 一 方 、 バ ー テ 
ジウ クス に は 歴戦 の レイ ヴ ン が 多数 所 属し て お り 、 両 者 の 衝突 が 多大 な 被害 を も た ら 
すご と ほ 火 を 見 る より 明らか だ っ た 。AI の 支配 を 逃れ た 人 類 だ っ た が 、 韻 争 本 能 と 
いう 自己 の 抗い 難い 欲求 か ら は 逃れ られ な か っ た 。 そ れ を 宛 服 し な い 限 り 、 人 類 は 
これ か ら も 戦い 続け る こと に な る の で あろ う ……。 


AC の 殺 茂 に 対 控 し て 生身 の 兵 た ち が 立 ち 向 か う 場 [UNKNOWN] 消失 後に 勤 発 し た アラ イア ー ^ で 
面 も し ば し ば 見 られ た 。 両者 の 戦闘 カ の 差 は 歴然 バー テッ クス と の 抗争 で は 、 残さ れ た レイ ヴ ン が 
| 碗 も の だ が みず か ら の 信 訪 を 買 と う と する それ ぞ れ の 勢力 に 与 し て 争う こと と な っ た 。 その 
琴 だ ちの 下 気 が 束 え る ど と は な か っ た と いう …"。 た め 和 名 地 で AC 同 士 の 帳 間 が 発生 し た の だ っ た 。 


ED.0188 
地上 に 活動 拠点 を 移し た 複数 の 企業 に よ 
っ て 、 地 上 の 調査 と 開発 の た め の 計 画 
「 ブ リ ゲ ー ト プロ ジェ クト 」 が 提唱 され る 。 


ED.0194 

ブリ ゲー ト プ ロ ジェ クト の 一 環 と し て 地 
上 調査 を 行なっ て いた 部 隊 の ひと つが 全 
減 。 以 後 の 調査 で 、 侵 入 者 に 衛星 砲 か ら 
の 砲撃 と 無人 兵器 の 遂 撃 が 行なわ れる 地 
域 が 特定 され る 。 こ の 地域 に は 調査 部 隊 
が 派遣 で きず 、 未 踏査 地区 (サイ レン ト 
ライ ン ) と 呼ば れる よう に な る 


ED.0203 
サイ レン トラ イン 以外 の 地上 地域 の 調査 
が 終了 。 その 後 、 レ イヴ ン を 中 心 と し て 
サイ レン トラ イン の 調査 が 開始 され る 


ED.0204 
サイ レン トラ イン シ 中 央 に 位置 する レイ ヤ 
ー ド 跡 で 稼動 中 の Al が 発見 され る 。AI 破 壇 
後 、 衛 星 砲 と 無人 兵器 に よる 攻撃 が 停止 


ED.0259 
新進 企業 ナー ビス が 「 
る 過去 の 遺産 を 発掘 
た 技術 を 基盤 に 躍進 を 遂げ る 


ED.0260 


ミラ ー ジ ュ が ナー ビス 領 の 新 ? 
強行 。 両社 の 対立 


恥 
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こわ た る 
全 10 タ イト ル に わ 
が で きる 。 な ら ば ふた つの 選 9 
両者 の 関連 性 と 相違 点 を 眺め な か ) 


具 に 拉 0 の 7 の る 名 5 し が 。 


「 大 破壊 」 か ら 
復興 し た ふた つの 世界 
[大 破壊 」 を 軸 と する 人 類 の 復 貞 と 肖 
乱 の 歴史 を つづ っ た 「 ア ー マ ー ド ・ 
ュ J ア | だ が 、 同 じ 大 破 填 と いう 前 提 
か ら 発 する 物語 は 最終 的 に # 
異な る ふた つの 世界 へ と 分 岐 し て い 
る 。 ひと つ は 火星 と いう 別 天 体 に 移 
住 す る まで に 至っ た も の の 、 そ の 地 
で も 戦い を 忘れ られ な か っ た と いう 
世界 。 そ し て も う ひ と つ は AI の 管理 
に よっ て 大 破壊 か ら か り そ め の 復興 
を 遂げ た も る の の 、 い まだ その 支配 か 
ら 完 全 に 抜け 出せ な いで お り 、 さ ら 
に 暴走 し た Al の 租 撃 

る 世界 で ある 。 一 見 し た と こ 2 

の ふた つの 世界 は 完全 に 独立 し た も 
の で あり 、 両 者 は まっ た く 別 の 物語 
を 描い て いる よう に 見 える 。 と は い 
え ふ た つの 世界 に 共通 点 が な いわ け 
で も な い 。 既 存 の 世界 を 滅ぼし た 
「 大 破壊 ] と いう 災厄 は ふた つの 世界 
で と も に 発生 し て いる の だ 。 ま た 人 
型 戦闘 兵器 AC も 共通 する 要素 で 
ある と いえ よう 「 コ ア 構 想 」 と いう 
独自 の 仕様 を 組み 込ん だ 汎用 性 の 高 
い 後 械 が 別々 の 世界 で 誕生 し た と は 
考え に くい な ら ば ふた つの 世界 は 
どこ か で 関連 し て いる の で は な い だ 
うろ うか 。 そ の よう な 前 提 の 下 に 


ここ で 述べ る 仮 
説 と は 、 前 者 (火星 に 到達 し た 世界 ) 
が 再び 月 模 し た 後に 、 後 者 (Al 
配 さ れ た 世界 ) が 形成 され た と いう 
も の で ある 。 ここ で ポイ ント と と 2 
は 、 ふ た つの 世界 に 共通 する [大 
波 壊 」 を 異な る 時 代 に 発生 し た 災 太 
と 捉え た こと に ある 。 まず は 前 者 の 
世界 に お いて 「 大 破壊 ] が 発生 。- こよ 2 灯 の 人 ぁ で 人 類 の 8 
れ に よっ て 既存 の 文明 は 月 壊し た か 


BD 


PK ed No コガ に MT るー 


た 


こと で の 仮説 が 正しけれ ば 、「 大 破壊 」 を 乗り 越え た 人 類 と 同じ く 、AC も また | 人 
り 越え た と いう こと に な る 。 な ら ば 再び 世界 規模 の 災厄 が 訪れ た と し て も 、 A A 
系 譜 を 連ね る の だ ろう 。 し ぶ と さ ー 一 それ が 人 類 と AC の 最大 の 共通 点 な の か も し れ な し 


UNE TO WORNS COMPLETE HE 


に 見 えた が 、 地 下 に 生き 延び た 一 握 
り の 人 々 に よっ て 、 再 び 地 上 に 文明 
社会 が 形作ら れ た 。 そ し て つい に 火 
星 に 移住 する まで の 高い 文明 を 有 す 
る に 至っ た の で ある 。 た だ し シナ リ 
オ 上 の 物語 は ここ で 完結 し 、 火 星 移 
住 以後 の 物語 が 語ら れる こと は な か 
うた 。 だ が お そら く は この 文明 は さ 
ら な る 発展 を 遂げ た に 違い な い 。 そ 
う 、Al と 呼ば れる 機械 知性 を 生み 出 
し 、 の ち に 「 新 資源 ] と 呼ば れる 高 
度 な 技術 を 残す こと が 可能 な ほど に 

LL だ が 極限 まで 発達 し た AI に よ 
っ て 文明 は 再び 月 壊し 、 残 され た 
人 々 は 再度 地下 生活 を 余儀 な くさ れ 
た 。 こ れ が 後者 の 世界 で 語ら れる 
「 大 破壊 ] で ある 。 後者 の 「 大 破壊 ] 
が 前 者 の も の より る 徹底 し て いた と 
する な ら ば 、 [大 破壊 ] 以 前 の 記録 が 
ほとん ど 残 され て いな いと 作品 中 で 
述べ られ て いる こと か ら も 、 こ の よ 
うな 仮説 を 立て る 余地 が ある の は お 
わか り い た だ ける だ ろう 。 つ まり 前 


者 の 世界 が 減 ん を だ の ち に 後者 の 世界 
が 誕生 し 、 そ の 結果 、 全 10 タ イト ル 
に わた る 『 ア ー マ ー ド ・ コ ア ] は 単 
ー の 世界 を 描き 出し た 物語 と し て の 


次 を 浮か が び 上 が ら せ る の で ある 。 こ 
れ に よっ て 、 一 見 別々 の スト - 

は 、 ひ と つの 壮大 な 未来 世界 の 旋 還 
詩 と し て 仮定 で きる 

で 述べ る 仮説 な の 
史 は 戦争 の 歴史 て 
は 大 量 絶 減 と 復活 

そう で ある な ら 

「 複数 の 大 破壊 

いう 大 胆 な 仮説 も 4 

いる と は いえ な い 

活 を 繰り 返し な が 

げた よう に 、 何 度 \ 

いや られ た 人 類 は 新 

手 に する こと に な 

を 手 に し た 人 類 が 次 は どの 
史 を つづ る こと に な る の か 
今後 の タイ トル で 語ら れる 
で あろ う 


AC の 特徴 は 、 機体 各部 の パー ツ を 交換 する こ と で 、 戦 況 に 応じ た 能力 を 発 


< 揮 で &, 

人 型 を 宰 し た この 兵器 類 が 存在 し 、 そ れ ぞ れ 用 途 と 擬 能 が 異な る 。 そし て 。, 

5 ソソ 場所 に よっ て 14 種 R も th = 9/ 

ここ トー タル な 戦闘 機械 と し て の AC の 総合 性 能 が 決定 する の た . AC を x 
ー ツ を さ = か 


上 で の 基本 と し て 機体 を 構成 する パー ツ の 種類 と 基本 性 能 を 確認 する こ と か ら 始 め よう 。 


ARKMUNITR|  / 


右腕 装備 
AC を 構成 する パー ツ 
画 HEAD 圏 FCS 画 BACK UN te 
A ) ・ 制 御 する 高密 度 集積 装備 し た 火器 の 照準 を 司る 重要 な パー ツ 。 命 コア の 育 部 に 設置 する 大 型 パー ツ 。 ミサ イ 
回 | メイ ン & サ ブ カ メ 中 率 を 左右 する だ け で な く 、 射 程 距離 や 同時 ル に 代表 され る 大 火器 と 索敵 用 レー ダー と 
ラ サー 群 と いっ た 外部 情報 入力 ロッ クオ ン 数 、 ロ ッ ク オ ン に 必要 な 時 間 と い に 分 類 さ れる サイ ズ が 大 きい 
用 の デパ イス が レイ アウ ト さ れ て いる 。 っ た 、 攻 撃 に 関す る 機能 に 影響 を 及ぼ す 。 武器 より も 扱い づら い が 、 攻 撃 
CORE 園 GENERATOR 圏 ARM UNIT R > 
ッ ト フ ロッ ク を 保護 する 重要 な パー 機体 が 稼動 する の に 必要 な エネ ルギー を 供 通常 腕 (右腕 ) に 装備 する 武器 


る と と も に 、 他 の 機体 パー ツ を 設置 給 す る パー ツ 。 大 出力 な も の ほど 舎 
の マウ ント ベー ス と し て も 機能 する 。 
構想 の 根幹 と な る パー ツ で ある 。 


量 が あ や マシ ン ガ ン と いっ た 実弾 兵 
る が 発熱 量 も 高く な る の で 、 機 体 特性 に 見 や パル スラ イフ ル な どの エ 
合っ た パー ツ を 選択 する 必要 が ある 。 ら に 火炎 放射 器 な どの 特殊 兵 装 


置 ARM 


園 RADIATOR 画 ARM UNITL P 
外 付 け の 武器 パー ツ を 保持 する 通常 腕 と 、 機体 稼動 時 や 武器 使用 時 に 発生 する 熱 を 機 通常 腕 (左腕 ) に 装備 する 武器 
内 部 に 武 嘆 を 搭載 し た 武器 腕 の 2 種類 が 存在 体外 に 排出 する 熱 交換 器 。 必須 の パー ツ で  。R] より も パー ツ 数 は 少な い が ; 
する 。 ど と ちら の パー ツ も 戦闘 に 特 化し た AC は な い が 、 装備 する こと で 熱 暴走 に よる 機 大差 な い 。 左 腕 専用 武器 と し て は 税 
に は 欠か せな いも の で ある 体 ダ メー ジ を 軽減 する こと が で きる 。 ー ザ ー ブ レ ー ド と 、 防 御用 の シー 


LEG 固 INSIDE OPTIONAL PARTS と 
お する 人 回 性 能 、 安 定住 な ど を 直接 ダメ ー ジ を 与え る 門 吉 系 イン サイ ド た 尼 休 に 付加 機能 を な える オブ な 
Or we 人 人 貼 の 脚 部 を 機 し た スタ け で な く 、 相 手 を 所 乱 し た り 、 攻 撃 を 無効 " ツ 。 他 の パー ツ と 遣っ て 複数 の パ バーツ" 
ンタ な 王 肢 型 を は じ め . を 関節 型 、 四 化す る 補助 系 イン サイ ド も 存在 する 、 サポ 時 に 搭載 で きる が 、 搭 載 可能 数 は コ "- 
肢 型 、 タ ンク 型 、 フ ロー ト 型 が 存在 する ー ト 用 の パー ツ で あり 、 そ の 効果 は 絶大 だ 。 ツ の スロ ッ ト 数 に よっ て 左右 され て ン “ 


男 BOOSTER 
圏 EXTENSION 
コア の 背後 に 取り 付け る こと で 、 機体 の 機動 肩 部 に 設 了 WM 
性 を 向上 させ る パー ツ 。 連続 使 用 に に 内 介入 バス 


を よっ て は の 種 1 Uy 
民 行 も 可能 に な り 、 高 機動 戦 韻 に は 必須 。 た ブー スス や 防御 用 、 移 動力 向上 の V 


5 0 ブー スタ な ど 、 多岐 に 渡 - 、 必 
だ じ 、 一 部 の 脚 部 パー ツ と は 和 干渉 し て し まう 。 要 と する パー ツ の 中 択 穫 雪 と な っ = 


INIIUHEU LUTE IO WONfg LUTTLEIETILE 


EXTIENSION HEAD この AC は 「『ACLR」 の オ 06 ー 


5 bec ビー に 登場 する モデ ル 
ノ / | エク ステ ンション 頭 部 パー ツ た 力強い フォ ルム を 有 し て お り 、 い か に 
も 戦闘 機体 と いっ た 印象 を 見 る 者 に 与え 
て や まな し E 兵 装 は 右腕 に 装備 し た レ 


ル ガ ン 「YWH16HR-PYTHON」。 装填 
弾 数 は や や 少な い が 、 圧 倒 的 な 火力 に 魅 
『 され る 者 が 後 を 絶た な い 兵 装 で ある 


BACK UNIT 


扇 装備 


| ARM UNIT L 


| 左腕 武装 


CORE | _ 


コア パー ツ 


コア 内 部 搭載 
FCS 

火器 管制 
GENERATOR 
RADIATOR 
ラジ エー タ 
BOOSTER 
ブー スタ 
INSIDE 

イン サイ ド 
OPTIONAL PARTS 


オプ ショ ナル バー ツ 


る 


た | 


アー マー ド ・ コ ア | の 物語 は 大 きく が され oa は 前 述 (だ か 人 

流れ を た どっ て いる 。 自 ら が 生計 Re } 
の AC の 歴史 は 王 必 なわ 放 包 類 復興 の 歴史 KC あり 財 また 
どの よう な 力 を 手 に 入れ た の か 人 


Q --】 
歴史 で も ある 。 こ こ で は 、 そん な AC 開 発足 な 振り 5 所 本 


「 大 破壊 | に よっ て 地下 都市 で の 押 
活 を 余儀 な くさ れる こと と な っ た 人 
類 だ が 、 そ の 生活 は 当初 の 予想 以上 
に 困難 を 極め る も の だ っ た 。 地 下 都 
市 開発 に は 多大 な 労働 力 が 必要 と さ 
れ た の だ が 、| 大 破壊 | の 影響 で 人 
的 資源 が 圧倒 的 に 不足 し て いた の 
だ 。 そ の た め 作 業 機械 の 開発 と 普及 
が 急務 と され 、 さ まさ ざま な 状況 下 で 
汎用 性 を 発揮 する 人 型 作業 機械 の 開 
発 は 、 ほ か の 作業 に 優先 され た の で 
ある 。 そ の 結果 、 極 め て 短 時 間 で 試 
作 機 が 完成 。 動作 テス ト 中 に 発覚 し 
た 二 脚 歩行 に よる バラ ンス 制御 や 関 
節 部 分 の 強度 問題 も クリ ア と な り 、 
つい に 実用 的 な 人 型 作 業 機械 が 誕生 
する こと に な っ た の で ある 。 


改良 を 重ね て 量産 態勢 に 入っ た 人 型 
作業 機械 は MT (マッ スル トレ ー サ 
ー) と 呼ば れ 、 地 下 都 市 に 普及 し て 
いっ た その 要因 と し て は 高い 汎用 
性 が 挙げ られ る 5 本 指 の マニ ピュ 
ーー ター を 備え る MT は 、 装 備 の 持 
ち 換 え に よ っ て 多様 な 作業 に 対応 で 
きた さら に パー ツ の 互換 性 を 高め 
る こと で 汎用 性 は 一 層 高 まり 、 あら 
ゆる 作業 に 対応 可能 と な っ た の で あぁ 
る 。MT を 開発 する 企業 は 共通 規格 
を 提唱 し 、 そ れ に 基づい た パー ツ 開 
発 と 販売 を 開始 これ に より ます ま 
す MT の 汎用 性 は 高まっ て いっ た . 
特に パー ツ 交 換 と いう 概念 は 機 価 開 
発 に パラ ダイ ム ・ シ ラフト を 生じ A 
る 一 大 飛躍 で あぁ り 、 それ が MT の さ 
5 な る 変貌 を 促し た の で あぁ る 。 


【 7 Lj i 呈 
MT の 人 台頭 に よっ て 地下 社会 に お け 
る 生活 環境 は 安定 し た が 、 そ れ に 対 
し て 社会 統治 シス テム の 復興 は 遅 々 
と し て 進ま な か っ た 。 そ の 結果 、 野 
放し 状態 と な っ た 企業 間 競 争 が 激化 
する こと と な り 、 そ の 流れ の な か で 
つい に MT を 武装 化し 、 私 兵 と し て 
利用 する 企業 が 現われ た の で ある 
MT の 汎用 性 の 高 さ が 兵器 と し て 有 
効 な こと に 気付 いた 企業 は 続々 と 戦 
闘 用 MT を 開発 。 既 存 の 兵器 は 駆逐 
され 、 人 型 戦闘 機械 が 続々 と 出現 す 
る こと と な っ た 。 そ し て さら な る カ 力 
を 求め よう と する 開発 陣 に よっ て 
MT に 新た な 概念 が 導入 され た の で 
ある 。 こ れ が の ち に 「 コ ア 構 想 ] と 
呼ば れる も の で あり 、 そ の # ぁ 


な っ た 。 コ ア 構 想 


様 で あり 、 コ ア 
ド ポ イン ト が 設 
て この ハー ド ポ イン ト を 介し て 様々 
な アタ ッ チ メン ト (機体 パー ツ ) 4 


接続 する こと で 、 あ ら 
動 的 に 対応 させ る こと 


で ある 。 こう 
機械 は CM 


業 問 抗争 の 兵力 
そし て 戦い を 通 

が 、 つ い に AC< 

2 し て 戦闘 用 人 型 和 機械 
を 確立 し た AC に 
加え られ た 


ツ の 導入 や 、OB (オー バ 
スト ) と EO (イク シー ド オ ー ト 
と いっ た 新 機能 の 出現 は 、ACG 
ら な る 可能 性 を 物語 る 要素 と い 
いい だ ろう 。 ま た 戦闘 中 の 武器 の 交 
換 や 予備 武器 の 携行 と いっ た 機能 
は 、AC と レイ ヴ ン の 戦闘 スタ イル 
に も 影響 する に 違い な い 


TEN DENCYV nse と 竹 


AC I Gn ASSEM i コア 構想 の 導入 が AC に 限り な 


= 曲 場 で だ 。 だ が じ っ く り 観 察 す れ ば 、 既存 の 
ひと く ち に AC と いっ て も 、 yh 【< 衣 化 し て いる た AC と いう 戦 間 枝 械 の 本 質 を 知る < 
展 性 を 与え 、 eee と も 可能 で ある と と が わ イ レー する こと に し よう . 

を いく つか の カテ ゴリ ー に な っ て いる 午 は の カテ ゴリ ー と 
も 、 こ こ で は 現在 まで に | 
代表 的 な AC と その 第 体 構成 人 
の 人 ::AC エイ ミン グ ホ ー ク 「] 
oer Sai レイ ヴ ン 鳥 大 老 
る の が 脚 部 バーツ で ある 。 oe カテ ゴリ ー 軽量 級 二 脚 AC 
* け で な く 、 
了 度 を な お する だ け て て No 本 部 CR-H95EE ラジ エー タ ANANDA 
MY 3 アァ GR-C840/UL イン サイ ド 
ー 旦 2 ぇ 、 最 終 的 な F I エク 2 テッ ション - 
CA PP Ee 右 肩 装備 WB12RO-SPHix 
動 能力 を 決定 付 ン 2 を ブー スタ  B03-VUKTURE2 左肩 装備 KINNARA 
ヴ ン は 戦闘 スタ イル に 適し た 脚 部 FCS MF03-VOLUTE2 右腕 装備 CR-WH79M2 
選択 し 、 そ れ に よっ て AC の 形状 も ジェ ネ レ ー タ CR-G91 左腕 装備 YWH07-DRAGON 


変化 する 。 脚 部 ご と の 特徴 を 以下 に 
列 拳 し て お く の で 、 そ れ ぞ れ の 特徴 
か ら AC の 能力 を 推察 する の に 役 立 
て て も らい た い 。 

・ 二 脚 型 

も っ と も スタ ンダ ー ド な タイ プ の 脚 
部 で あり 、 人 間 の 姿 に 近い こと か ら 
ユー ザー 数 も 多い 。 機能 的 に は 平均 
的 で あり 、 突 出し た 能力 は な い 。 そ 
の 反面 、 目 立っ た デメ リッ ト も な い 
の で 「 特 徴 が な な い の が 最大 の 特徴 」 
と いう 言葉 が 二 脚 型 の 性 能 を 端的 に 
物語 っ て いる と いえ よう 。 さ ま ざ ま 
な ミッ ショ ン に 対応 可能 で あり 、 汎 
用 性 に 優れ る パー ツ で ある 。 

・ 逆 関節 弄 

鳥 の 脚 部 を 模 し た よう な 形状 を し て 
ちり 、 麻 関節 の 屈折 方 向 が 人 間 と は 
須 方 向 と な る の が 特徴 。 その た め 外 
観 は 三脚 に 近い が 、AC に 搭載 し た 
除 に は まっ た く 異 な る 印象 を 股 け 
ろ 。 それ は 能力 面 で も 同様 で 、 逆 関 
凍 型 は ジャ ンプ 能力 と 旋回 性 能 に 秀 
で て いる 。 これ は 対空 戦闘 に 
効果 的 で あり 、 上 空 を 高速 飛行 する 
航空 機 を 確実 に 追尾 、 ロッ クオ ン す 
る た め に は 、 こ の ふた つっ の 能力 が 必 
分 と な る 。 その た め 聞 関節 型 は 外 和 
っ 機 さ に こだわ ら な い 実 利 的 な し 
イヴ ン の 間 で 愛用 され て いる 。 


お いて 


0 


高速 移動 を 得意 と する た め 、 照準 に 捉え る こと が 困 牙 た だ 
し 機動 性 を 重視 する あま り に 防御 力 と AP が 低く 設定 
る の で 、 Me 


AC オラ クル 
エッ テン シュ 


CR-YH70S2 ラジ エー タ CR-R7 
コア CR-C7SU2 イン サイ ド - 

腕 部 CR-A82SL エク ステ ンション 

脚 部 CR-LH73SSA 右 肩 装備 

ブー スタ  BO1-BIRDIE 左肩 装備 

FCS KOKUH 右腕 装備 
ジェ ネ レ ー タ GOQ1-LOTUS 左腕 装備 


実弾 系 兵 装 を 中 心 に 装備 し た バラ ンズ 重視 型 の 打 人 さら に 
強力 な ブレ ー ド も 搭載 し て いる た め 、 射 撃 と 格 閲 の 双方 で 
定 し た 攻撃 力 を 有する と いう 手強い 相手 で ある nl 


“AC フォックス アイ | 


レイ ヴ ン ジャ ッ ク -O 

カテ ゴリ ー 重量 級 二 脚 AC 

頭 部 HO07-CRICKET ラジ エー タ FURUNA 
コア CO4-ATLAS イン サイ ド 107D-MEDUS^ と 
胸部 CR-A72F エル テッ ショ ン - 3 
服部 LH13-JACKAL2 右 再 桂 備 CR-WBW94M2 
ブー スタ B02-VULTURE 左 扇 装備 。- 

ECS MONJU 右腕 義人 備 CR-WH98GL 

ジェ レー タ % KUJAKU 左腕 装備 - 


高い 搭載 能力 に も の を いわ せ た 重 攻 加 Ac 大 火力 を 誇る 
コイ を 要 指 載 し て ぉ り 、 射撃 戦 で は 極め て 優秀 。 ま た 7 
『 装備 し て いる の で 、 ミ サイ ル に 対す る 耐性 も 高い 


| MRNORED CONE 10 NORNS COMPLETE FL.E 


“AC サ ドゥ ンド ロッ プ 1 
レイ ヴ ン VOLA-VOLANT 

カテ ゴリ ー 軽量 級 逆 関節 脚 AC 

頭 部 CR-H05XS-EYE3 ラジ エー タ RAGORA 

コア CR-YC99UL イン サイ ド - 

胸部 CR-A92XS 192# ツ ショ ッ JIKYOH 

脚 部 LR04-GAZZELE 右 肩 装備 WBO6M-SPARTOI 
ブー スタ 。 CR-B81 左肩 鞭 備 WB20M-EMPUSA2 
FCS CR-F91DSN 右腕 装備 CR-WBB1RS 
バネ レ - タ GO03-ORCHID 左腕 詩 備 CH-WL85RS 
高い ブー スタ 出力 と 軽量 級 の ボディ ー に よっ て 長 時 間 の 飛行 | 
能力 を 獲得 し た AC。 さ ら に ミサ イル 系 武器 を 主 兵 装 と し て い 
る た め 、 上 空 か ら の ミサ イル 攻撃 を 得意 と し て いる | 


::AC パリ オス ・ ク サン トス | 
レイ ヴ ン トロ ッ ト ・S・ ス パー 
カテ ゴリ ー 四肢 AC 


頭 部 H03-BEETLE ラジ エー タ ANANDA 
コア _ CR-C90U3 イン サイ ド 105D-MEDUSA 
腕 部 WAO1-LEO エク 2 テツ シ ョ ン JIREN 

脚 部 LF04-LIZARD 右 肩 装備 CR-WB91LGL 
プー スタ B03-VULTURE2 左肩 装備 CR-WB85RA3 
FCS KOKUH 右腕 装備 - 

ジェ ネ レ ー タ KUJAKU 左腕 装備 


移動 能力 と 導 回 能力 の 高 さ を 特長 と し 、 両 腕 に 装備 し た 武吉 
腕 の 火力 を 充分 に 活か すこ と が で きる 。 た だ し 武器 の 搭載 数 
が 少な い の で 、 長期 戦 よ り も 短期 決戦 に 適し た 機体 で ある 。 | 


5AC ス トレ イタ ス | 
レイ ヴ ン ファン トム 
カテ ゴリ ー タン ク 型 AC 


頭 部 CR-YH85SR ラジ エー タ RAGORA 
コア CR-C83UA イン サイ ド - 

腕 部 CR-A98A2 ェ 22 ツ ショ ン - 

脚 部 CR-LHT92 右 肩 装備 WB01M-NYMPHE 
ブー スタ  - 左肩 装備 CR-WHO5BP 
FCS CR-F82D2 右腕 装備 


ジェ ネー タ GO1-LOTUS 左腕 装備 


騙り も 防 御 力 に 特 化し て いる た め 、 多 少 の 攻撃 で は 機能 
不全 を 起こ すこ と は な い 。 ま た 積 地 量 の 大 き さ を 活か し て 大 火 
ブ の 補 兵器 を 多数 搭載 し て いる の で 、 攻撃 力 に も 優れ る | 


::AC サン タイ ルフ ェ ザ ー | 


レイ ヴ ン プリ ン シ バ ル 
カテ ゴリ ー フロ ー ト 型 AC 


願 部 H09-SPIDER ラジ エー タ CR-R92 
コア CR-C84O/UL イン サイ ド SYAMANA 
胸部 CR-A72F 1227 ツ ショ y CR-E73RM 

脚 部 CH-LN99M2 右 肩 財 備 WRO4-CENTAUR 
ブー スタ - 左肩 昔 備 - 

FCS CR-F91DSN 右腕 症 備 WRO4M-PIXIE2 
ジェ ネ レ ー タ CR-G91 左腕 主人 備 WHO2RS-WYRM 


地形 に 関係 な 3 ー ト を 搭載 し た 
地形 に 関係 な く 高い 機動 性 を 発揮 で き る フロ ト ! 

AC。 そ の た め 様 々 な 地形 で 安定 し た 移動 スピ ー ド を 発揮 で き 

る 。 だ だ し エネ ルギー 消費 量 が や や 高い の が 典 点 で ある | 


・ 四 脚 型 
神話 に 登場 する 半 神 半 獣 を 思わ せる 
パー ツ で あり 、 人 間 よ り も 獣 に 近い 
その 姿 は 高い 移動 スピ ー ド を 約束 す 
る も の で ある 。 ま た 機体 を 支え る 肢 
部 数 が 増加 し た た め に 安定 性 に 優 
れ 、 重 量 の 重い パー ツ の 搭載 に も 適 
し て いる 。 ス ピー ディ ー な 戦闘 を 好 
む レ イヴ ン た ち は 四 脚 型 を 選択 する 
者 が 多く 、 マ ニア ッ ク な 分 野 な が ら 
ー 部 か ら は 絶大 な 支持 を 得 て いる 

・ タ ンク 型 

タン ク 型 の 歴史 は 古く 、 元 を 正 せ ば 
「 大 破壊 ] 以前 か ら 戦 闘 車 輌 を 中 心 
に 普及 し て いた 。 そ の た め 信頼 性 は 
他 の パー ツ を 大 きく 上 回 り 、 古 参 の 
レイ ヴ ン を 中 心 に 根強い 人 気 を 誇っ 
て いる 。 能力 的 に も 優れ て お り 、 移 
動力 の 低 さ を 驚異 的 な 耐久 力 と 防御 
力 で 補っ て いる 。 積載 量 も 大 きい た 
め 、 大 火器 を 複数 搭載 する 場合 に は 
タン ク 型 に 勝る パー ツ は な v ぃ 

・ フ ロー ト 型 

高田 力 ジェ ネ レ ー タ の 出現 が フロ ー 
ト 型 を 生み 出す 要因 と な っ た 
ー に よっ て 地表 面 か ら わ すか ! 


至っ た の で ある 。 て の 反 臣 
ギー 消費 量 が 大 きく 

ー タ や ほか の バー 
搭載 で き な い 機体 も 
され て いる 


形状 以外 に 脚 部 最大 積載 量 
性 能 を 左右 する 。AC の 弄 

ー ツ は 脚 部 最大 積載 量 【 

され で 搭載 パー ツ の 合計 重量 が 匠 ブ 
積載 量 を 上 回 る と 、 機 体 は 行動 夏 
(も し く は 機能 を 著しく 制限 < 
状態 ) と な る 。 そ の た め レ イワ 
戦闘 スタ イル に 適し た 脚 部 を 選択 す 
る だ け で な く 、 搭 載 可 能 範囲 内 で の 
パー ツ 構 成 を 考え る 必要 が ある 


BATTLE FIELD OF AC cvmos 


幸い を 生業 と する レイ ヴ ン だ け に 、 彼 ら は さま ざま な 場所 で 戦う こと に な る 。 地 上 は も ちろ ん 
い Me 


、 何 層 に 
水上 や 障害 物 の 多い 森林 地帯 

ら ゆ る 場所 が AC の 戦場 と な る 可能 6 
の しょ アリ ー ナ と 呼ば れる 人 工 的 な 昌 場 に 身 を 投じ る 者 も いる の で ある 。 


レイ ヴ ン の 
戦場 と な る 地域 

レイ ヴ ン が 戦い に 身 を 投じ る 戦場 に 
は アリ ー ナ と ミッ ショ ン の ふた つが 
ある が 、 両 者 に は 決定 的 な 違い が あ 
る 、 ア リー ナ は 出場 者 に よっ て 地形 
を 選択 で きる が 、 ミ ッ シ ョ ン の 場合 
は 戦場 の 変更 は あり えな い の で あ 
る 、 こ れ は 一 見 た いし た こと の な い 
違い の よう に 見 られ が ち だ が 、 実 戦 
で は 地形 の 違い が 機体 性 能 を 大 きく 
左右 する こと が 多い 。 だ か ら こ そ 一 
流 と 呼ば れる レイ ヴ ン た ち は 戦 場 の 
地形 特性 を 把握 し 、 そ れ に 適し た 機 
体 設定 を 行なう の で ある 。 ア リー ナ 
で は 観客 た ち を 飽き させ な いた め 
に 、 多 数 の 趣向 を 凝ら し た 戦場 を 用 
意 し て いる 。 基本 的 な 屋内 ドー ム の 
戦場 を は じ め と し て 、 視 界 の 利 か な 
い 市 街 地 や 遮蔽 物 の 少な い 平 原 、 足 
場 の 悪い 洞窟 や 水辺 付近 、 さ ら に 巨 
大 空母 や 航空 機 の 上 と いっ た 具合 で 
ある 。 優秀 な ラン カーAC と は いえ 、 
地形 に よっ て は 実力 を 充分 に 発揮 で 
き な い まま 敗 授 する こと が あり 、 そ 
れ が 賭け 行為 を 活性 化 さ せる 要因 と 
な っ て いる 。 その た め 出 場 す る レイ 
ヴ ン に と っ て は 対戦 相手 の 能力 と 同 
様 に 地形 の 特性 名 重要 と な り 、 自 分 
の 得意 と する フィ ー ル ド に 戦い を 持 
ち 込む こと が 勝利 に つなが る の で ぁ 
る 。 し か し な が ら 真 に 優秀 な ラン カ 
ーAC と も な れ ば 地形 に 関係 な く 連 
勝 を 続け て お り 、 戦 場 を 変更 し て み 
せる の は 賭け を 盛り 上 げ る た め の フ 
アク ター に 過ぎ な いと する 向き も あぁ 
る 。 と は いえ 機体 へ の 地形 か ら の 影 
替 を 無視 で き な い の は 事実 で あり 、 
それ が アリ ー ナ に お ける 地形 の 多様 
化 に つなが っ て いる 。 一 方 、 依頼 に 


ら に 場 
も 連なる 建物 や 昌 間 の 洒 窟 、 さ ら に は 下部 な と 。 


性 を 秘め て いる 。 また 戦い の 中 に 自ら の 存在 意 半 を 生 p、 t 
;f 


戦闘 に 至る まで の 流れ 


仲介 組織 
(レイ ヴ ン ズ ・ ネ スト な ど ) 


依頼 
企業 や 政府 機関 


人 基本 的 に 一 匹 狼 の レイ ヴ ン だ が 、 そ の 数 が 増え る と と も に 、 その 活動 を 円 滑 化 させ る サポ ー ト 機関 #3 
現し た 。 そ れ が レイ ヴ ン ズ ・ ネ スト に 代表 され る 仲介 組織 で ある 彼ら は 依頼 主 と ス 
な っ て 両者 の 契約 業務 を 代行 し 、 報 酬 の 数 割 を 利益 と し て いる 。 レイ ヴ ン の 中 人 
者 も 存在 する が 、 ほ と ん どの 者 は 仲介 業者 に 登録 し 、 そこ か ら ミ ッ シ ョ ン を 紹介 され て 


アリ ー ナ で の 対戦 


運営 


すす アリ ー ナ で の 戦闘 は 一 定 の ルー ル に 基づい 
士 は 自 5 の 技量 と AC の 能力 を 信じ て 戦闘 を 
示す る こと に つなが り 、 アリ ー ナ の トッ プ に 


で 、 者 
で 行なわ れる 。 最 大 の ルー ル は 1 対 1 で ある こと で 、 9 
本 な うこ と に な る 。 ア リー ナ で 名 を 押 げ る こと は 自ら し 2 
立つ こと は すなわち 己 が 最強 の レイ ヴ ン で ある こと を 】 


MNORED CORE 10 NORKS COMPLETE FILE 


戦闘 が 発生 する エリ ア 


汎用 性 の 高い AC だ け に 戦場 を 選ぶ と いう こと は な い 。 


在 する 戦場 が AC の 機能 に 制約 を 与え る こと も 事実 だ 


し 、 そ の 特徴 を 解説 する こと に し た い 。 


ファ サー ド 前 線 基地 


建設 中 の 基地 施設 内 で の 戦闘 
は 、 池 設 を 利用 し て 敵 の 攻撃 を 
回 避 す る の が 重要 。、 た だ し 施設 
の 陰 か ら 歩 兵 の 攻撃 を 受け る 可 
能 性 も ある の で 、 周 辺 監視 は 人 怠 
ら な いよ うに 。 


ル ガ ト ン ネ ル 


上下 に 分 割 さ れ た 軌道 が 2 本 、 
峡谷 に か けら れ て いる 。 足場 は 
この 軌道 だ け な の で 、 落 下 し な 
いこ と が 絶対 条件 。 た だ し 途中 
で 軌道 が 崩落 し て いる 箇所 も あ 
る の で 注意 し て お きた い 。 


AC ガ レー ジ ・R11 エ リア 


広大 な 滑走 路 の 周囲 に 管制 施 
設 が 点 在 し て いる 。 視界 が 開け 
て で いる の で ミサ イル を 中 心 と し 
た 長 距 離 射撃 兵 装 に よる 攻撃 が 
有効 。 ま た 空中 戦 を 展開 する の 
に も 適し て いる 。 


ガラ ム 砂 渡 


信 視 界 を 遮る も の が ほとん ど な 
い の が 特徴 の 砂漠 地帯 。 遮 蔽 物 
が な い の で 長 距 離 射撃 戦 に は 絶 
好 の 地形 と いえ る 。 だ が それ は 
敵 も 同様 で ある と いう こと を 忘 
れ な いよ うに し て お きた い 。 


アリ ー ナ に お ける 戦場 
アリ ー ナ に お ける 戦場 に は 、 実 際 の 地形 を 利用 し た も の ば か り で な く 、 バ ー チ ャ ル 
空間 に 構成 され た 架空 の 戦場 も 存在 する 。 そ の た め 現実 に は に あり えな いよ うな 失 台 
で の 戦い も 発生 し うる の が アリ ー ナ の 特徴 で ある 。 
トレ ネ シ テ ィ 


クレ スト 基地 


人 クレ スト の 誇る 軍事 施設 を 仮 
想 空間 に 忠実 に 再現 し て いる 。 
中 央 に そ ぴ える 建造 物 は 屋上 部 
分 に ヘリ ポー ト を 備え て お り 、 
ブー スタ 出力 の 高い 機体 な ら こ 
の 部 分 に 上 る こと も 可能 。 


空中 遺跡 


全 巨 大 な 岩 塊 が 空中 に 浮遊 し て 
いる と いう 、 物 理 法則 を 無視 し 
た 仮想 空間 を ら で は の 戦場 。 岩 
塊 は 足場 と し て 利用 で きる の で 、 
遠 距離 か ら の 狙撃 ポイ ント と し 
て 活用 する レイ ヴ ン が 多い 。 


全 背 の 低い 建造 物 が 乱立 する た 
め 、 移 動 ス ピー ド が 削 が れる の 
が 問題 。 た だ し 建物 は 遮蔽 物 と 
し て 利用 で きる 。 ま た ジャ ンプ 
を 多用 すれ ば 、 移 動 の 妨げ に な 
る こと も な い 。 


人 [大 破壊 」 以 前 の 森林 地帯 を 模 
し た 仮想 の 戦場 。 一 帯 は 深い 堆 
に 覆 わ れ て いる の で 視界 が ほ と 
ん ど 利 か ず 、 頭 部 や 背部 に 搭載 
し た 高 性 能 レ ー ダ ー を 頼り に 戦 
わな けれ ば な ら な い 。 


と は いえ さま ざま か な 地形 が 存 
。 ここ で は 代表 的 な 戦場 を 紹介 


アイ ザー ルダム 


リ 


人 峡谷 地帯 に 建造 され た ダム を 

台 と する 戦い は 足場 の 確保 が 
重要 に な っ て くる 。 水面 に 落下 
する と 戦闘 不能 と な る の で 移動 
は 慎重 に 。 た だ し 脚 部 が フロ ー 
ト 型 で ある な ら 間 題 な い 。 


宇宙 ドー ム 


人 ほぼ 遮蔽 物 の な い ド ー ム の 内 
部 が 戦場 と な る た め 、 対 戦 開始 
直後 か ら 壮 絶 な つぶ し あい が 展 
開 す る 可能 性 が 高い 。 大 火力 兵 
装 を 搭載 し た AC に 有利 な エリ ア 
と いえ る だ ろう 


溶鉱炉 


全 足 場 を 破壊 する と 溶鉱炉 内 に 
転落 し て ダメ ー ジ を 受け る 危険 
性 が 高い 。 さ ら に 外気 温 も 極め 
て 高い の で 、 常 に オー バー ヒー 
ト に 注意 し つつ 戦闘 を 行なう 必 
要 が ある 特殊 な 戦場 だ 。 


よる 戦闘 で は レイ ヴ ン 側 に 戦場 を 選 
択 する 権利 は な い 。 得意 不得 意 に 関 
係 な く 、 契 約 に 明記 され た 場所 で 戦 
闘 を 行ない 、 依 頼 を こなす こと が レ 
イヴ ン に 課せ られ た 使命 な の だ 。 も 
し その 地形 が 苦手 な ら ば 契約 を 交わ 
さき なけれ ば いい だ け で あり 、 苦 手 な 
場所 で 敗北 し て る 責任 は レイ ヴ ン ひ 
と り に 帰せ られ る 。 戦い を 生業 に す 
る レイ ヴ ン だ け に 、 自 分 の 能力 を 熟 
知 し て いな い 者 に は 勝利 を 得 ら れ な 
いこ と は 自明 の 理 な の で ある 。 だ か 
ら こ そ レ イヴ ン た ち は あ ら ゆ る 地形 
に 対応 すべ く 、 手 の 空い て いる 時 に 
は 戦場 や アリ ー ナ で 己 の 腕 を 磨い て 
いる の で あろ う 。 


観客 を 擦 し た 戦場 

アリ ー ナ の 存在 意義 
戦後 の 疲 幣 か ら 復 興 を 遂げ る 社会 に 
お いて は 、 市 民 個 人 の 保障 は な い が 
し ろ に され が ち で ある 。 最低 限 の 
障 以 外 、 己 の 立つ べき 基盤 は 己 自 
で 確立 する し か な いと いう の が 「 
破壊 | 後 の 社 会 な の だ 
で は 市 民 の 碧 慎 は 増大 す 
り 、 や が て は 社会 機能 を B 
因 と な りか ね な い 。 こ の 事態 を 
し た 企業 は 、 市 民 感情 

な る ひと つの 

それ が AC 同 士 の 戦闘 る 

ー ナ で ある 。 戦 
アリ ー ナ の 誕生 

の 和 錦 慎 は 解消 さ 


に アリ ー ナ は 市 民 


Na 

で し か 自分 の 存在 意義 を 

者 た ち で あり 、 平 時 に 

を も て あま し て し ま 

に 戦闘 を 行なえ る アリ ー ナ が 誕生 
た こと で 、 レ イヴ ン は その 闘争 本 能 
を 満た せる よう に な っ た 。 し か も 勝 
敗 に 対す る 賭け 行為 が 正当 化 さ れる 
こと で 、 ア リー ナ は 新た な 市 場 と し 
て も 確立 し 、 企 業 は その 支配 体制 を 
より 強固 な ちの に し た の で ある 
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最新 作 ま で 変わ ら な い 
流れ が ここ に 確立 

ファ ー ス トミ ッ シ ョ ン を クリ ア し て 、 レイ ヴ ン と な 
っ た プレ イヤ ー は 、 所 属す る レイ ヴ ン ズ , ネス ト の 
ネッ トワ ー ク 画面 に よっ て . パー ツ の 取引 、 ミ ッ シ 
ョ ン の 選択 、AC の 構成 、 ダー ル の 受け 取り な ど を 行 
な っ て いく 。 組織 名 や メー ュー の 数 、 及び 内 容 は 変 
化し て も 、 最新 作 まで この 形式 は 暗 模 され て いる . 
AC シ リー ズ の 幕開け と な っ た 第 ] 作 に あっ た 、 レイ 
ヴ ン ズ ・ ネ スト の メニ ュー の 数 は 右 に 示し た 8 っ 。 
イキ ング と いう 概念 も すでに 導入 され 、 
の 実際 の バト ル に よる チャ レン ジ こ ェ 
の 、 フン カーAC も すでに 登場 し て いる , 


人 
アリ ー ナ で 
で き な い も の 


人 々 は ロコ 只 を 求め 、 半 選 
地下 の 世界 は 繁栄 を 取り も と 


い を 始め る 。 その カギ 
探る 偽 兵 、" レ イヴ ン 


PS one Books 版 2001 年 1 


選 下 に 


で に 「 国 家 」 の 概念 は な く 、 信 ※ ぁ 
は 企業 の 自 に 
っ た 。 力 を よる 


レイ ヴ ン ズ ヽ ネス ト に 来 9 
さま な 依頼 の 内 容 や 報酬 を 確認 | 
受け る ミッ ショ ン を 選択 で きる 


| 


AC の 組み 上 げ の ほか 、 カ ラー リ 
グ 、AC の 動作 テス ト や ゃ 評価 確 
装 、 エ ン ブ レ ム の 作成 が 可能 


ミッ ン ョ ー ン を 進め て いく 中 で 送信 
され て くる メー ル は ここ で 確認 


党 信 メー ル は すべ て 保存 され る 


却 価 格 は 詩 


ee 
a 
@ RANKING 2 


レイ い 


ブ や ロー ド 、 ゲ ー^^ 。 4 目 
7 や ロロ 6 


作 環境 設定 な と そり 


ム や ムラ クモ ・ ミ レニ アム は 言い ーーー ニ ーー 
ラッ 人 、 当然 AC の パー ツ 開 発 を 手がけ る 部 門 も か か えて お り 、 レ イヴ ンズ ・ ネ スト に は ミッ シュ 


プ に 卸す こと な ども 行なっ て いる 。 


TIONS &ORGANIZATIONS 


Chrome 


| ムラ クモ s ミ レニ アム Murakumo Millenium 
工業 系 中 心 の 大 企業 。 技術 力 の 高 さ を 誇り 、 特 に AC 関 連 の パー 
ツ 開 発 力 に お いて は 、 ク ロー ム 社 を 凌ぐ と まで いわ れ て いる 。 
クロ ー ム 社 の か か げ る 独占 支配 構想 に 対し て 、 明 確 に 反対 の 立 
場 を と る 数 少な い 企業 の ひと つ 。 ク ロー ム 社 と は 、 自 ら も 頻 緊 
に アイ ザッ クシ ティ 周辺 で 武力 衝突 し て いる ほか 、 密 か に テロ 
リス ト 集 団 の スト ラグ ル を 支援 し て いる と いう 声 も ある 。 


地球 環境 再生 委員 会 

荒廃 し た 地上 世界 の 環境 を 再生 し 、 再 び 人 類 が 住め る よっ 
る こと を 目標 に 掲げ る グル ー プ 。 そ の 名 が 知ら れ だ し た 9 
近 の ご と だ が 、 メ ン バ ー に は 世界 で も 屈指 の 科学 者 た ち 
連ね て いる と いう が 、 そ の 実体 は 定か で は な い 、。 


』 Imminent Storm 


た だ し 、 最 近 は クロ ー ム 社 で も あ 
ょ く な り 、 そ の 行動 は や や エス カレ ー 
反発 を 買っ て いる 。 


8 Guard 

「 ザ ムシ ティ ガー ド 」 と 、 表 向き は 

る 警備 組織 。 実際 は その 街 の 有力 
われ る こと も ある が 、 最 近 は 弱体 

と れ 気味 。 そ の た め 、 レ イヴ ンズ ・ 
向 に ある 。 


| スト ラグ ル 

企業 の 支配 ・ 管 理 に 反発 する 、 武 装 テ ロリ スト 業 団 
標的 と され る の が 、 も っ ぱら クロ ー ム 社 関 連 の 施設 で あ る た め 
背後 で は ムラ クモ ・ ミ レニ アム が 、 金銭 及び 装備 面 に お いて 支 
援 を 行っ て いる と いう 見 方 が 強い 。 


| レイヴ ンズ ・ ネス ト RAVENS' NES 
報酬 さえ も ら え ば 、 合法 非 合 法 に 関係 な く 仕 事 の 依頼 を 受け 、 | 
レイ ヴ ン な を 派遣 する 備 兵 組織 。 所 属す る レイ ヴ ン に 対し て は 、 
ネッ ト を 通じ て 仕事 の 依頼 以外 に も 、 AC パ ー ツ 売買 等 の サポ 
ー ト も 行なっ て いる 。 敵 味方 双方 の 依頼 を 受け る た め 、 同 組織 
に 所 属す る レイ ヴ ン 同士 に よる 戦い も 日 常 的 に 発生 し て いる 。 っ 


1dVHO 


MISSIONS 


激化 する 2 大 企業 の 対立 、 暗 躍 する テロ リス ト …… be 
た ち は 依 頼 に 還る こと は な い 。 力 さえ あれ ば 、 いく ら で て 
ショ ン を こなし 、 ラ ン キン グ を 上 け て いく こと が で き ぇ om 


た 


| FIRST MISSION | 


レイ ヴ ン 試験 


レイ ヴ ン ズ ・ ネ スト 


レイ ヴ ン を し 、 レ イヴ ンズ ・ ネ スト に 登録 し た いと 思う 
者 が 必ず 受け る 唯 ひ と つの 試験 。 AC を 扱っ た こと が な い 初 
心 者 で あろ うと 、 誰 も が この 場 に 放り 出さ れる 。 課 題 は い 
た っ て 単純 、 動 き 出 し た 眼 間 か ら 3 分 後に 立っ て いる こと だ 
け で ある 。 襲っ て くる の は 2 体 の シュ トル ヒ 。 ま た 、 こ れ ら 
を 撃破 し た 時 点 で も サバ イ バ ル OK と いう こと で 、 合格 に な 


/ レイ ヴ ン ズ : ネス ト AC 訓 練 坦 


脱走 者 処分 


ムラ ヌ ク タモ: ニレ 三 ア アム:/ 


ムク で 2 三 の ム 


IPLUS」 (プラ ス )。 それ は 、 人 間 の 能力 を 超え た 、 強 
化 人 間 を 生み 出す た め に ムラ クモ ・ ミ レニ アム が 人 行 な 
っ て いる 研究 プロ ジェ クト で ある 。 そ の 次 世代 レベ ル 
実験 の 最 中 、 被 験 者 が A C を 奪取 し て 脱走 する と いう 
事態 が 発生 し た 。 ど う や ら 、 あ る 種 の 実験 が その 被験 
姓 の 精神 に 悪影響 を 及ぼ し た らし い 。 し か も 、 そ の 被 
験 者 は 元 レ し イヴ ン で ある と の こと 。 奪取 し た AC で ガ 
ー ド の 部 隊 を な ぎ 倒 し 、 地 上 に 輝 走 し た 。 そ の 被験 者 
を AC ご と 処分 、 す な わ ち 撃破 する こと が 、 本 ミッ シ 
ョ ン の 内 容 で ある 。 奪取 され た A C は 、 ム ラク モ 製 の 
中 で も 最高 の 機動 力 を 誇る 「 陽 災 」。 これ を 強化 人 間 化 
で ぐれ た 元 レイ ヴ ン の 被験 者 が 操る の だ か ら 、 並 の 速 さ 
で ほな い 。 ミッ ショ ン を 受け る レイ ヴ ン に は 、 そ れ に 
対応 で を る だ け の 技術 と 装備 が 求め られ る こと だ ろう 。 


ムラ クモ ミレ ニア ムル! //1 ポリ イ トラ フ ド 電 原 地 身 


クロ ー ム の 地下 工場 に 対し て 、 特殊 部 
隊 に よる 破壊 工作 を 予定 する ムラ ク 
モ ・ ミ レニ アム か ら 、 ホ ワイ トラ ンド 
の 雪原 地帯 に ある 入口 の 探索 を 依頼 
れる 。 侵 入口 の 位置 を 確定 し 、 その 扇 
を 開く こと が 目的 と な る 。 作戦 は 夜 に 
行なわ れ 、 瑞 及び 目標 ター ゲッ ト は 視 
認 し に くい 中 、 制限 時 間 も あ る た め 、 
迅速 な 行動 が 要求 され る 。 


MISSION 


定 寒 肛 る こと …… 
それ が レイ ヴ ン に な る 条件 だ 


る 。 な お 、 試 験 会 場 は レイ ヴ ン ズ ・ ネ スト の 訓 線 場 で ぁ 2、 
め 、 使 用 し た 弾丸 や 機体 の 修復 な ど 、 戦 闘 後に 必要 と 4 
費用 は か か ら な い 。 こ の 試験 に 合格 し 見 事 レイ ヴ ン と 
認め られ れ ば 、 以 後 、 こ の 訓練 場 を みず か ら の AC の > っ 、 
の 場 と し て 、 い つ で も 使用 で きる よう に な る 。 その と st 
相手 は や は り 2 体 の シュ トル ヒ が 務め る 。 


輸送 列車 護衛 


バラ クモ ・ ミ レニ アバ : :/7 : ヘヴン ズ ロ ッ ク 第 5 補給 所 


ムラ クモ ・ ミ レニ アム 所 有 の 長 距離 列車 [バル ダー」 ^ の 黄 
計画 が 明らか と な り 、 舞 い 込 ん で きた 依頼 。 ヘ へ ヴ ン ズ ロ ッ 20 
第 6 補給 所 で の 補給 の 間 、 最 低 で も 機密 の 積ま れ た 


ィ ル キン を 送り こん で くる が 、 途 中 で 想定 外 の AC 
ッ ト の 参戦 も あり 、 決 し て 楽 な 任務 と は いえ な 
一 掃 が ベス ト だ が 、 先 頭 
車両 が 燃料 補給 を 終え 、 
無事 に 危険 領域 を 離脱 で 
きれ ば 、 ミ ッ シ ョ ン は 成 
功 と な る 。 


きこ の ミッ ショ ン で 初 登場 
の ワイ ルド キャ ッ ト 。 機 重 
カカ 、 攻 撃 力 と も に 優れ 、 か 
な り 手 強い 。 


2 ロー ム 


ニカ モー 
自社 の 地下 工場 に 対す る ムラ ク 。 
レニ アム の 破壊 工 作 を 、 ク ロー 
察知 、 ク ロー ム 社 サ イド も 、「"」 
ズ 、 ネ スト へ 、 そ の 警備 を 任 "。 
の で きる レイ ヴ ン の 派遣 を 要 "g 
る 。 VTOL 攻撃 機 「 疾 風 ] と パロ 
AC「 疾 中 」 の 波状 攻撃 か ら 人 ーー 
ッ ク 装 置 を 守り きる こと が て 
任務 完了 と な る 。 


記 大 惣 「 ジ ャ ステ ィ ス 」 ・ …… … 全 人 類 を 地下 へ と 追い や っ た 
最終 兵 語 で ある 。 い まだ 宇宙 に 取り 残さ れ た 、 こ の 兵器 を ム 
ラク モ ・ ミ レニ アム が 作動 させ よう と し て いる こと が 判明 し 
た 。 今 、 あ の 兵器 が 地球 に 向け て 使用 され る と いう こと は 、 
人 類 の 命運 が 尽き る こと を 意味 する 。 な ん と し て も 、 そ れ だ 
け は 阻止 は ね ば な ら な い 。 停止 方 法 は た だ ひと つ 、 発 射 装 置 
を 破壊 する こと の み 、 依 頼 を 受け た レイ ヴ ン は 、 宇宙 に 向け 
て 飛び 立つ 。 コ ル セ ア 、 タ ン ケ ッ テ M の 妨害 を 突破 し 、 な ん 
と し て も 制限 時 間 内 に 発射 装置 に た どり つく た め に 。 
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発射 装置 付近 に 隠さ れ た エネ ルギー 供給 装置 を 破壊 すれ ば 、 発 
射 ま で の 時 間 は わずか に 延び る 。 


| LAST MISSION _ 


レイ ワン ズ で 2 


2// : レイ ヴ ン ズ : ネス ト 本 部 


レイ ヴ ン ズ ・ ネ スト の 本 部 に 所 属 不明 の 武装 部 隊 が 侵 
入 し 、 一 部 施設 を 破壊 し た と いう 。 セ キュ リティ 部 隊 
が すぐ に 鎮圧 し た も の の 、 ひ と つの 問題 が 生じ た 。 侵 
入 し た 部 隊 が 浮遊 型 機雷 を 残し て いっ た の だ 。 ミ ッ シ 
ョ ン は この 機雷 の 除去 で ある 。 機電 を 見 つけ 次 第 、 破 
壊し て いく よう に と の 指示 を 受け 、 本 部 内 に 突入 する 
が 、 突 然 AC を 攻撃 し て くる 敵 が 現われ る 。 侵 入部 隊 
は 鎮圧 済み の は ず が な ぜ !? 目的 は 、 立 ち は だ か る 英 
の 一 掃 へ と 変わ り 、 レ イヴ ン は ネス ト 本 部 の 奥 へ と 進 
ん で いく 。 途中 で 聞こ える 「 引 き 返 せ ! 」 の 声 。 だ が 、 
最後 の 真実 は も う 目 前 に 迫っ て いた 。 そ し て 、 そ の 前 
に 立ち は だ か る の は 、 あ の ラン キン グ ト ッ プ の AC、 
ポニ ルル だ っ た 


き 無 数 の 浮遊 ブロ ッ ク を 踏み 台 に し て 上 へ 進む 。 レ イヴ ンズ ・ 
ネス ト 本 部 の 巨大 さ が 分 か る 場面 だ 。 


毒ガス 基地 破壊 


ARNORED CORE WORKS COMPLETE FILE 


JPG 


/ 人工 坦 [リフ リー ブ ] 


レイ ヴ ン ズ ・ ネ スト か ら 請 け 負 っ た 旧 科 学 兵 器 工 場 「 リ プリ 
ー ブ 」 の 処理 。 だ が 、 中 に は 金属 を 腐食 ぐせ る ガス が 発生 し 
て お り 、 ま ず は これ を 止め る 必要 が ある 。 ガス は 5 つ あ る 制御 
装置 の いずれ か が 作用 し て 発生 させ て いる らし く 、 こ の ミッ 
ショ ン を 請け 負う レイ ヴ ン は 支給 され た 5 つの 爆弾 を 、 全 制御 
装置 に セッ ト し て くる こと に な る 。 制限 時 間 は 設定 され な い 
が 、 ガ ス に よっ て 腐食 され る の は AOC も 例外 で は な いた め 、 中 
に 入っ て いる 間 は 常に ダメ ー ジ を 受け 続け る 状態 だ 。 結果 、 
機体 の 耐久 力 が 0 に な る 前 に 、 任 務 完 遂 さ せな けれ ば な ら な い 。 


レイ ヴ ン ズ … ネ スト 


クロ ー ム 基地 再 調査 


レイ ヴ ン ズ … ネ スト : . ./. . : クロ ー ム 旧 軍 事 施設 


か つて クロ ー ム 社 が 軍事 基地 と し て 使用 し て いた 施設 に 、 最 
近 正 体 不明 の 集団 が 出入 り し て いる と の 噂 を キャ ッ チ し た レ 
イヴ ンズ ・ ネ スト が 、 基 地内 の 再 調査 を 依頼 し て くる 。 不安 
要素 は 早め に 排除 すべ き と い う 判 断 か ら だ 。 基地 内 に 満 入 し 
何者 か を 発見 し た 場合 は 、 そ の 場 で 撃破 し て よい と の こと 
「 ク ロー ム 残 党 掃討 ] の ミッ ショ ン を 受け た こと が ある レイ ヴ 
ン に と っ て は 、 同 じ 施 設 に 入り 、 同 じ よ うに 地下 か ら 地上 へ 
昇っ て いく こと と な る 。 そ し て 、 地 上 に 出 た と き 、 相 
体 が 明らか と な る 。 姿 を 現 わ し た AC は スレ ッ ジ ハマー。 挫 乗 
者 は 、 か つて 偽 の ミッ ショ ン で だ まし 討ち を 仕掛 け て きた 
あの ボス ・ サ ヴェ ー ジ だ 。 決着 を つけ る 時 が きた の だ 


[引き 返せ ! 」 警告 の 
声 の 正体 は CC ド 


ヨ HOO q ヨ HOWHY 


ミッ ショ ン に お ける 好敵手 た な 
レイ ヴ ン ズ ・ ネス ト C 基 馬 す る レイ ウン た on 


成功 率 の 高い 機体 を ラン カーAC と 呼ぶ 。 その 数 は は 
人 。 常に ラン キン グ の 順位 を 競っ て 、 し os を mou 


比較 的 軽量 の 機体 に 、 グ 
レネ ー ド ラン チャ ー を は 
じ め と する 高 性 能 な 装備 
を 搭載 し 、 機 動力 と 攻撃 力 が 高 
い レ ベル で 融合 し た AC。 周 去 最 
強 と 呼ば れる レイ ヴ ン が この 機 
体 を 操る と あっ て は 、 ラ ン キ ン 
グ 不 動 の トッ プ の 座 を 守り つづ 


| け て いる の も うな ず け る 。 依頼 


AC 
ヴァ ルキ ュ リ ア C 
Vs 手 ロス ヴァ イセ 
| < 牙 器 の 攻撃 力 は ゃ bg 時 
脱 2 の 類 に が 、 経 量 機体 で My 
= で の 移動 を 得意 と す zy 


い 応 り は 見 事 で ラン キンタ 
位 の 座 を 動い た と と が な い t 
乗 者 は 戦 女 神 ワ ルキ ュー し 
と り と 同じ 名 を 名 乗っ て いる 2> 
と か ら 、 お そら く 女 性 で は な 
か と 思わ れ て いる が 、 そ 0gg 


両 腕 が ミサ イル ラン チャ ー の 
武装 腕 、 両 肩 が ガン の 武器 構 
成 で 、 高 速 戦闘 を 得意 と する 
四 脚 型 AC。 搭乗 者 は 女性 。 


ク 


稀 


措 乗 者 の ニッ ク は 無駄 な こと と 
を 嫌う タイ プ の レイ ヴ ン 。 そ 
の た め 唯 一 の 武器 スナ イ バ ー 
ライ フル で 一 渦 必 殺 を 狙う 。 


| 主 か ら の 信頼 も 絶大 で ある 。 は 一切 不明 で ある 。 
AC AG の AC 
ファ フ ニ ー スレ ッ ジ ハマ ー クレ ッ セ ント ID 
NV 手 パル タ ザ ー ル | ボス ・ サ ヴェ ー ジ | ve 正二 
: 四肢 高速 ホ 壮 [a] 「 相 手 を 完 較 
バー 型 の 足 膚 な きま で 
に 、 限 界 に に 叩き 潰す 
近い 重 装備 を 搭載 し こと 」 を 信条 と し 、 重 
て いる た め 、 熊 異 的 火器 類 重視 の 姿勢 
な 火力 を 持ち な が で AC を 組ん で いる 。 
ら 、 高 い 機動 力 を 維 ‘ ミッ ショ ン で も 何 度 
持 し て いる 強豪 AC。 NN PP 
AC IAc AC 
リティ キト ゥ >: AS 
っ キト ゥ ン 」 居 竜 本 型 神威 mk XVI ブル ー・ ス チー ル 
コリン クス ミン クス ニッ ク ・ カ ワサ キー | rg 神威 瑞穂 INAME 馬 


武器 は ハン ドガ ン の 0 が 
それ が 一 丁 の 銃 に すぐ 
けた ガン マン に 人 すし ン 
ス ・ メ イカ ー の ポリ シー が 


重 装備 大 型 火力 と いう 典型 的 
な 戦車 型 AC を 操る 新進 気鋭 
の レイ ヴ ン 。 目標 を 粉砕 する 
まで 撃つ こと を や め な い 。 


RRMORED CORE WORKS COMPLETE FILE 


ーーー ペ ーーーー 


レイ ヴ ン の ゆく て を 阻む も の 


ENEIVIIES 


作業 用 MT か ら 戦 闘 用 の MT、 ガ ー ド メカ に 、 戦 車 、 装 甲 
車 、 攻 撃 機 、 爆 撃 機 ……、 
に は さま ざま な 敵 が 立ち は だ か る 。 


さら に は 生体 兵器 と 、AC の 前 


生体 兵器 生物 の 特性 を メカ ニッ Shc | 
位 し た 新た な 概念 の 兵器 

ケミ カル ダイ ン 社 が 開発 し た 生体 兵器 。 詳細 は 不明 な が 
ら 、 メ カ と は 違っ て 、 生 物 に 近い 筋 組織 の よう な も の で 
動く た め 、 通 常 の レー ダー で は 感知 で きず 、 ロ ッ ク オ ン 
も 不可 能 。 高 硬度 の 生命 装甲 に 覆 わ れ 、 体 内 か ら 生 体 レ 
ー ザ ー を 発射 し て 攻撃 し て くる 。 ウ ォ リ アー・ バ グ と そ 
れ を 続 率 する た め の 巨 大 な セン チュ リオ ン ・ バ グ と が 確 
認 さ れ て いる が 、 セ ンチ ュ リ オン ・ バ グ の ほう が 体 も 大 
きく 、 レ ー ザ ー 攻 撃 も 高 出力 と 、 は る か に 手強い 。 


| セン チュ リオ ン ・ バ グ 


| ウォ リア ニ ェ バグ 


ココ 


AC 視 点 で 見 れ ば 、 


無人 迎撃 まさ に 「 こ うる さい ハエ 」 


「 互 MT MT で も 大 きく 作れ ば 、 gl 
引け は と ら な い ? 

クロ ー ム 社 が 密か に 開発 し て いた 超 巨 大 MT。 通 常 サイ 
ズ の AC な ら ば 、 見 上 げ る ほど の 大 き さ を 誇り 、 当 然 起 
装 も グレ ネー ド 砲 、 レ ー ザ ー キ ャ ノン と いっ た 非常 に 威 
力 の 高い 重 火器 の 搭載 が 可能 と な る た め 、 脅 威 的 な 攻撃 
力 を 誇る 。 特 に グレ ネー ド 砲 は 爆風 を 巻き 起こ す の で や 

っ つかい だ 。 し か も 、 
これ だ け の 巨体 な が 箇 
ら 、 高 く ジ ャ ンプ す 
る こと も で きる 。 た 
だ し 、 ま だ 改善 の 余 
地 も 残さ れ て お り 
足元 に まとわりつか 
れ て 、 接 近 戦 を 挑 ま 
れ た 際 の 対処 法 が な 
い の が 弱点 と な っ て 
いる 。 


| 中 ステ イタ ー 


| 無人 攻撃 機 - 空中 を 自在 に 飛び 回 る 機関 砲 1 


大 型 フ ァ ン で 上 昇 し 、 ジ ェ ッ ト 
エン ジン で 空中 を 自在 に 飛び 回 
る 。 機 首 の 複合 セン サ に よっ て 
すばやく ター ゲッ ト を と ら え 、 
機体 下面 の 機銃 に よっ て 的 確 に 
攻撃 し て くる 。 


中 央 の 強力 な ファ ン で 上 昇 
囲 の 多数 の ノズル で 
高い 機動 力 を 保持 。 球 部 
上 部 の カメ ラ ヘ ッ ド で 行 な 
目標 を 見 つけ る と 機体 下 き 


EEN 


備 し た 機関 砲 で 攻撃 し 


タイ ガー モス 
L- 


生産 価格 が 何より も 魅力 。 ュ > | 
ト パ フ ォ ー マ ンス で 選ば れる 兵器 
不 整 地 で の 戦闘 用 に 開発 され た 
MT な の で 、 二 足 歩行 形式 を 採 
用 。 戦 車 の 高 機動 化 を 目指 し た 
が 、 結 局 重 火 器 は 積め ず に 、 今 
は 高 機動 AC に 取っ て 代わ られ 
た 。 本 来 は 戦闘 の 第 一 線 に は 姿 
を 現さ な い は ず の MT で ある 。 


ー だ 歩行 刑 MT 


tr 
三 本 の 脚 の 先頭 に 、 全 方 位 型 の 
車輪 を 搭載 し た こと で 、 高 速 移 
動 を 実現 。 装備 も 頭 部 に 四 砲 身 
ガト リン グ 砲 、 後 部 に は ミサ イ 
ル ラ ンチ ャ ー と 火力 も 高い 。 敵 上 
に 回 せ ば 、 上 ay 


| っ か いな 相手 と な る だ ろう 。 a | 


ヨ HOO q ヨ HOWgV 


YASVINVHd 1 の O ヨ TOgd 


アー マー ド ・ コ ア プ 
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ロジ ェクト っ 。、 
用 ソフ いく) 
1997 年 12 月 4 日 発表 
1,890 円 
PS one Books 版 2001 年 ]1 


「 ア ン バ ー クラ ウン に 侵入 L て LU 


こち すべ て は この た っ た ひと 言 の 依頼 で 始ま っ た 


が 地下 に 生活 の 場 を 移し て 半 世 紀 。 世 界 最大 規 
模 を 誇る 地下 複合 都市 「 ア イザ ッ ク シ ティ | で 
レイ ヴ ン ズ ・ ネ スト に 登録 する ひと り の レイ ヴ 5 に を 1 
ン の も と に 、 単純 だ が 、 奇 妙 な 依頼 が 届け られ / の 
た 。 そ こ に は 「 地 下 複 合 都市 「f ア ン バ ー ・ ク ラ 
ウン 』 に 侵入 し て 欲し い 」 そう ある だ け だ っ た 。 
帳 大 な 前 金 を 手 に か の 地 へ 向かう レイ ヴ ン 。 事 
件 は そこ か ら 始 まっ た …… コ 


NEW SYSTEIM 


ンス テム 的 に は 、 ほ と ん ど 前 作 と 変わ つて いな い 。 た 
だ ひと つ 、 レ イヴ ンズ ・ ネ スト の メニ ュー か 前 作 の 
「 ラ ン キ ング 」 か ら 「 ア リー ナ 」 と な り 、 ラ ンカ ー 
AC と アリ ー ナ で 直接 対決 する こと に よっ て 、 み ず か 
つの 順位 を 上 げ 、 さ ら に は 報償 まで も 得 られ る よう に 
な っ た 。AC フ ァ ン に は お な じみ の ラン カー バト ル 。 
フン キン グ は 50 位 まで 存在 し 、 プ レイ ヤー は その 
番 下 か ら は い 上 が っ て いく 。 挑戦 で きる の は 、 ひ と つ 
上 の ラン ク の 者 の み 。 ア リー ナ で の 戦い は 弾 業 お よび 
修理 に 費用 が か か ら な いと いう 基本 スタ イル も 、 こ の ふき 戦い の 場 は 用 意 さ れ た 13 種 類 の フ 
「 プ ロジ ェクト ファ ンタ ズ マ 」 か ら 始 まっ た の で ある 。 ー ル ド か ら 自由 に 選ぶ と と が で きる 


「 プ ロジ ェクト ファ ンタ ズ 
マ 」 で は 、 企 業 同士 の 抗争 
が 前 面 に 現われ る こと は な 
い 。 それ より も 一 企業 の 計 
画 を めぐ っ て の 、 レ イヴ ン 
同士 の 人 間 関 係 が 大 き な カ 
ギ を 握っ て いる 。 


ウェ ンズ ディ 機関 


スミ カ ・ ユ ー テ ィ ラ イネ ン 


re mem ニー 


ORGANIZATIONS & PERSONS 


ーー 日 
| ウェ ンズ ディ 機関 
Wednesday Organization 


アイ ザッ クシ ティ か らち 比 較 的 速く に 存在 する 中 規模 の 地下 複合 都 
市 、 アンバー ・ ク ラウ ン に 本 拠 地 を 置く 研究 機関 。 アン バー クラ 
ウジ は 100 年 計画 の 初期 に 開発 が 行わ れ た た め 、 今 で は 建造 物 な 
どの 老朽 化 が 進み 、 旧 市 街 地 と と も に 、 数 多く の 閉鎖 区 が で き 、 
スラ ム 化 が 問題 と な っ て いた 場所 。 と ころ が 最近 に な り 、 ウ ェ ン 
ズ デ ィ 機 関 が そ の 閉鎖 区 画 内 の 幾つ か に 分 散 配 置 さ れ た 。 何 の 研 
究 を 行なっ て いる の か は 定か で は な い が 、 ど こ か の 巨大 複合 企業 
体 の 出資 に よっ て 運営 され て いる らし い 。 だ が 、 最 近 「 フ ァ ン タ 
ズ マ 計画 ] と いう 名 の 研究 も 行なわ れ て いる と いう が 、 そ の 内 容 
も また 一切 不明 と な っ て いる 。 し か し 、 こ の 計画 に 関し て は 、 さ 
ら に また 別 の 巨大 複合 企業 体 と も 裏 ど つなが っ て いる と いう 。 


AC ヴ ィ ク セン に 乗り 、 主 人 公 た ちの 前 に 何 度 も 現われ る 、 謗 
の レイ ヴ ン 。「 面 倒 を を ら う 」 と いう の が 一 買 し た ポリ シー。 
彼 も また 「 フ ァ ン タ ズ マ 計 画 ]」 を 狙っ て いる が 、 そ れ は 面倒 な 
と と が な いよ うな 圧倒 的 な 力 を 得る た め に 、 そ れ を 奪取 し よう 
と も くろ お も の で 、 ス 
三 力 と は 対極 の 立場 を 
と る 。 最初 の うち は ク 
ー ル に ふる まっ て いた 
も の の 、 何 度 と な く 主 
人 公 や スミ カ た ち に 敗 
れ て いく うち に 、 理 性 
を 失っ て し まっ た の 
か 、 最 後に は 「 フ ァ ン 
タ ズ マ 」 と 一 体 化す る 
と いう 暴挙 に 出 て し ま 
う 。 


Stinger 


@ フ ァ ン タ ズ マ 計 画 と は ? 


What is Project Phar 


「 ウ ェ ン ズ デ ィ 機 関 ] に よっ て 推進 され て いる らし い 計 画 だ 


が 、 そ の 全容 は 不明 。 ア ン バ ー ク ラウ ン 内 の 閉鎖 施設 で 何 
度 か 実験 が 行なわ れ て いる らし く 、 そ れ を 探る べく 潜入 し 
た スミ カ は 、 何 ら か の 強力 な 新兵 器 の 開発 計画 で ある こと 
を つか お も の の 、 機 関 側 に と ら え られ 、 レ イヴ ンズ ・ ネ ス 


この 兵器 開発 計画 に どん な 組織 が 関わ っ て し 
る の か も 謎 に 包ま れ て いる 


レイ ヴ ン ズ ・ ネ スト 

選りすぐり の レイ ヴ ン た ち を か か え 、 合 法 
ず 、 報酬 に 応じ て 依頼 を 受け 、 レ イヴ ン を 泊 
今回 は 最初 の 依頼 以外 、 ミ ッ シ ョ ン に は ほとん と 
い が 、 ア リー ナ の 運営 と ショ ッ プ 、 ガ レー ジ の 運 
行ない レイヴ ン の サポ ー ト は し て くれ て いる 


ズミ カ ・ ユ ー テ ィ ラ イネ ン 
ウェ ンズ ディ 機関 」 の 全貌 を 暴 こ うと 、AC コ ー ラ ルス ター 
で 活動 する 女性 レイ ヴ ン 。 主 人 公 に 協力 を 求め 、 ア ン バ ー・ ク 
ラウ ン に 入っ て か ら の ミッ ショ ン の 依頼 は 、 ほとん ど が 彼女 か 
ら の も の で あり 、 行動 を 共に する こと も 多い 


vsvinvna oro 


ヨ HO9 Q ヨ HOIHV 


と ヨコ ldJVHO 


ャ ロ ヨ 1dVHO 


ファ ンタ ズ マ を めぐ る 、 レ イヴ ン 同 士 の 対決 。 > 本 
し て いく こと で 、 ス ティ ン ガ ー や 
MISSIONS 上 放し て いく と だ で 、 ステイ ン サ i 
| - 7ー ー g 王 細 Ss、 
レイ ヴ ン に 求め られ る カカ は 
FIRST MISSION 破壊 の 力 な の か ……。 


Ys 


強行 策 敵 ~Bricks- 


依頼 者 不明 /4 


制限 時 間 内 に 敵 を 全滅 すれ ば 、 そ れ で DK。 だ が 、 そ れ 以 
外 に も 物 を 壊 ば ほど に 報酬 は アッ プ す る と いう 。 つ まり は 、 
破壊 の 限り を 尽く し て 欲し いと いう こと を 意味 し て いる 。 
それ が 、 こ の 先 の 依頼 に 応え られ る レイ ヴ ン か どう か を 見 


敵対 組織 物質 集積 所 


極め る た め の 試 金 石 た な る らし い 。 と い ぅ こと は > 
の アン バー クラ ウン に 向かっ た 先 で 求め られ る カロ ・ 
壊 力 な の だ ろう か ? 英機 、 物 資 、 レ イヴ ン は 目 の 。。 
る も の すべ て に 武器 を 向け て いく …… 5 
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前 に ぁ 


救出 -Snatch Mission-] 


最 下層 の 廃 工 場 


荒 頼 者 不明 : :/ 環状 回 廊 45 度 分 岐 点 スミ ガ : エー テイ ライ ネン . // 


敵対 部 隊 か ら あ る 人 物 を 救出 する と い 
う 依頼 。 タ ー ゲ ッ ト は 9 台 の 輸送 車 の 
真ん中 に 乗っ て お り 、 護 衛 部 隊 を 全 減 
させ 、 前 後 ら 台 の 輸送 車 を 破壊 すれ ば 
ミッ ショ ン は クリ ア と な る 。 だ が 、 こ 
れ は どう や ら こ ちら を 待ち 伏せ て 、 倒 
し て し まお うと いう 罠 だ っ た らし い 。 
敵 は どう し て も 、 ス ミカ と は 会 わせ た 
く な いよ うだ 。 こ の 任務 の 後 、 初 め て 


[ウェ ンズ ディ 機関 」 と 「 フ ァ ン タ ズ マ 計 画 ] に 関し て 重要 情報 を る 愛 ) 
し た スミ カ た ち は 、 敵 寺 組 織 に 奉 避 され め よ う 、 安全 な 場所 に 移送 する こと な a 
画す る 。 そ の 護衛 任務 で ある 。 だ が 、 相 手 に 情報 が 滑れ て いた の か 、 
襲撃 を 受け て し まう 。 フ ァ イ ア フラ イ と po ー 

イー グル で 構成 され た 測 部 隊 を 全 源 さ せ 衝 ー 

た と き 、 再び ステ ィ ン ガ ー が 現われ る 。 証 

要 人 の 引渡 し を 求め る ステ ィ ン ガ ー に 対 
し て 、 敢然と これ を 拒否 する スミ カ 。 ス 
ティ ン ガ ー の 操る AC、 ヴ ィ ク セン と の 


最初 の 戦い の 幕 が 切っ て 落と され る 。 
只 「 俺 は 面倒 が 嫌い な ん だ | AC シ リー ズ の 
中 で も 名 セリ フ と し て 知ら れる フレ ー ズ だ 。 


ステ ィ ン ガ ー が 姿 を 現 わ し 、 残 し た 1 
台 の 輸送 車 を 破壊 し て し まう 。 


| LAST 「 す べ て を 消し て や る 」 
ON ヤツ は そう 言っ た 。 


て ーー 


最終 決戦 "Nightmare- 
:::・ コブ ァ ンダ ズ マ lci が ん 閉鎖 施設 「 ア ビス 」 
最後 の 依頼 は 「 フ ァ ン タ ズ マ 」 を 名 乗る 
も の か ら 送 られ て くる 。 そ れ は 依頼 な ど 
と いう も の で は な く 、 減 び へ の 招待 状 だ 
っ つた 。 つ い に フ ァ ン タ ズ マ と 一 体 化し 、 
その 真 の 力 を 引き 出し て 、 絶 大 な る 力 を 
入れ た あの 男 が 、 世 界 を 自分 の 支配 下 に 
お く 前 に 、 セ レモ ニー と し て 、 恨 み 重 な 
る レイ ヴ ン を 血 祭り に あげ よう と いう の 
だ 。 こ こ で ファ ンタ ズ マ の 暴走 を 止め な 
けれ ば 、 人 類 の 未来 は 奪わ れ て し まう 。 


アリ ー ナ で し の ぎ を 削る ラン カー た ち 


RAVENS アリ ー ナ に 登場 する 50 人 の ラン カーAC た ち 。 中 に は 同じ 


ポリ シー で AC を 組み 上 げ 、 ひ と つの チー ム と し て 参加 し 
て いる パイ ロッ ト が 存在 する こと も 、 大 き な 特 徴 だ 。 


シャ ドウ メイ カー 


| ラディ ウス 


AC = PP | 


みず か ら を 「 畠 帝 」 
と 称し 、 ア リー ナ の 
トッ プ に 君 中 する レ 
イヴ ン 。 こ の アン プル ー ル 
を は じ め 、 ア リー ナ の ベス 
ト テ ン に 入る AC の パイ ロッ 
ト た ち は 全 員 強 化 人 間 で あ 
り 、 尋 常 で は な い ス ピー ド 
で 攻撃 し て くる 。 そ の 速 さ 
は "雷撃 "と も た と えら れる ほ 
ど 恐 れ ら れ て いる 。 


MA チー ム 参 加 が 多い 今 
回 の アリ ー ナ で 、 単 
独 で 6 位 と いう 地位 
まで 上 が っ て きた 実力 派 レ 
イヴ ン 。 重量 過多 の AC を 見 
事 に 使い こなし て いる の は 
や は り パ イロ ッ ト の ラディ 
ウス が 強化 人 間 で ある た め 
だ 。 最 強 の 銃 と 最強 の ブレ 
ー ド を 装備 し 、 ど ん な 問 合 
いで も 強 さ を 発揮 する 。 


チ 較 ム | 
モー ル ニ ヤ 

四 脚 AC チ ー ム の 「 モ ー ル ニ 
ヤ 」 は 総勢 5 人 の レイ ヴ ン を 
アリ ー ナ に 送り 込ん で いる 。 
メン バー 中 最高 の 腕 を 持つ ら 
位 の ノー リ 、7 位 の アデ ィ ー 
ン 、10 位 の ド ヴ ァ ー は 強化 
人 間 で ある 。 ま た 、 こ の チー 
ム の も う ひ と つの 特徴 は 、 み 
な 重量 制限 を 無視 し た AC を 
使っ て いる こと で ある 。 


チ 略 ム 
上 AO 本人 


タン ク 型 の メリ ッ ト は 何と いっ 
て も 、 重 装備 に よる 攻撃 力 と 臣 
固 な 防御 力 で ある 。 ラン キン グ 
入り し て いる 4 人 の うち 、 ら 人 
は 強化 人 間 だ 。V 号 と 、 メ ン バ 
ー 中 トッ プ の 5 位 で ある レー ヴ 
エ は バラ ンス の いい 機体 構成 だ 
が 、 テ ィ ー ガ ー は 重量 過多 、 パ 
ンタ ー は 腕 部 重量 過多 を 起こ し 
て まで 火力 を 強化 し て いる 。 
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家族 を 奪 ・ 
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HY}T + サ リノ リー ナチ 
ち は レ イヴ ン に な っ 


そん な 中 、 ひ と つの あり ふれ た 


っ た 。 都市 部 で テヒ 0 
な 破壊 工作 が 行なわ れ た 際 、 多く の 


住民 が 巻き 添え と な 


複数 の アリ ー ナ が 登場 
NEW SYSTEM チリ シ サル ラン カー が 人 可 


藤本 的 な バー ツ 構 成 や 、 機 体 の 組み 上 げに 関し て は 、AC の 
頃 か ら ほ と ん ど 変 化 は な い 。 た だ し 、 サ フ 3 NNNK 
変 、 サブタイトル の [マス 本 

ター オブ アリ ー ナ 」 が 示す よう に 、 前 作 で 登場 し た アリ ー ナ 
が さら に 重要 な 意味 を 持つ よう に な っ た 点 が 、 大 き な 変 化 と 
いえ る だ ろう 。 ミッ ショ ン の 合間 に 、 ア リー ナ で の 順位 を 上 
げ る こと も シナ リオ を 進め て いく うえ で 、 欠 か せな い フ ァ ク 、 
ター と し て 組み 込ま れ て いる 。 さら に アリ ー ナ に は エク スト 話 記 a 
ラ ア リー ナ と ラン カー メイ キン グ と いう ら つ の 新 要素 が 加わ 

っ た 。 これ に よっ て 、 タン ク グ 限定 や 逆 関 侯 限定 アリ ー ナ な ど 、 
独特 の アリ ー ナ を シナ リオ と は 関係 な く 楽 し め る よう に な ゅ ゲス ト ア リー ナ の WP 0 
つ 、 さら に は プレ イヤ ー み ず か ら が オリ ジ ナ ル の ラン カー を パイ ロッ ト の 面々 は 

作成 する こと も で きる な ど 、 ア リー ナ 好 き の AC フ ァ ン に は 人 光っ な めで て 見 る と 、 
た ま ら な い 構 成 と な っ て いる 。 > て いる 。 


ナイ ン ボ ー ル 
< ハス ラー ワン > 


レイ ヴ ン ズ ・ ネ スト 
間 旋 
ベラ ナ ・ ニ ー ル セン > 


主人公 > 


S [マス ター オブ プ アリーナ]】 の 物語 で は 、 主 人 公 の 「 レ イヴ ン ] が 臨む ミッ ショ ン の ほとん ど を マネ ー: ラナ が 
> SM ネー ジャ ー の ラナ が 管理 し て いる 
人 業 問 の 権 カ 律 いと いう 要素 は な く 、 レ イヴ ン 同 士 、 も し く は レイ ヴ ン と 科学 者 と いっ た 人 間 同 二 の 関係 の ほう が 箇 要 な 意味 を 持つ こと 


R&G イ ンダ スト リー 


プロ グ テ ッ ク 
く エ ラン ・ キ ュー ピス > 


arr 


2 人 PROGTECH 
アイ ザッ クシ ティ に 本 社 を も つつ 工業 系 の メー カー で 、 シ ティ 内 
で は 中 規模 以下 の クラ ス に 属す る 企業 だ っ た が 、 最 近 急激 に 成 
長 し 、 頭 角 を 現 わ し て いる 。 主 な 業務 は AC 関 連 の パー ツ の 研 
究 開 発 で 還 主 人 公 の 有 | 萌 イ ヴ ン | の スポ シン サ ー と し て 、 ア リー 
ナ 登 録 の 推薦 を 行なっ て くれ た 企業 で も ある 。 


CORPORATIONS & ORGANIZATIONS 


| レイヴン ズ ・ ネ スト RAVENS' NEST 
全 レ イヴ ン を 統括 する 組織 で ある が 、 そ の 実態 は 非常 に 不透明 
で ある 。 運 営 者 の 名 や 本 部 の 位置 や 明らか に され て お ら ず 、 確 
か な の は た だ 超大 規模 ネッ トワーク 「 ナ ー ヴ 」 上 に 存在 する と 
いう こと の み で ある 。 レ イヴ ン と の 連絡 及び サポ ー ト も 、 す べ 
て ネッ トワ ー ク 上 で 行わ れ て いる 。 


| インダスト リー R8&G INDUSTRY 


地下 世界 の 待 権 を 争う ら 大 企業 の ひと つ で あり 、 ク ロー ム 社 系 
列 に 属し て いる 工業 メー カー。 


シズ モ マ テリ アル ZUNO ATE 


ムラ クモ 社 直系 の 子会社 で 、 主 と し て 重金属 を 扱っ て いる メー 
カー。 宇宙 開発 事業 に も 力 を 注い で いる 


OLLTLLLLLLLLLLLLLLLLLLTTLTTTTTIUUTTLULLLLLLLLLLLLLLLELLELEEggsiia aa 


[lana Nealsen 


ナイ ン ボ ー ル を 追う 主人 公 が 、 ネ ッ ト を 通じ て 知り 合っ た 女性 。 
と いっ て も 、 実際 に 会 っ た こと は 一 度 も な く 、 本 当 に 女性 な の 
か どう か も 定か で は な い 。「 強 い レ イヴ ン を 育て る こと 」 を 目 
的 に 、 レ イヴ ン の マネ ー ジ メン ト に 従事 し て いる 。 主 人 公 が レ 
イヴ ン を 志 し た の も 、 彼 女 と 出会っ た こと が きっ か け で ある 。 
主人 公 の マネ ー ジ メン ト も 務め て いる 。 


| スラ Hassler One 
アリ ー ナ 設立 の 当初 か うら ラ ン キ ング の トッ プ に 君臨 する 伝説 の レ 
イヴ ン 。 だ が 、 実際 に 見 た と いう 者 は いな いと いう 謎 の 存在 。 彼 
の 乗る ナイ ン ボ ー ル も 、 き わ め て 出撃 記録 が 少な く 、 主人 公 の 
家族 が 殺さ れ た 際 に 手がかり と な っ た 目撃 情報 は 極め て 稀有 な 
例 と いえ る 。 た だ その 数 少な い 目 撃 例 の どの 戦い に お いて も 、 
その 強 さ が 陰 る こと は 決し て な い 戦い ぶり で 、 長く トッ プラ ンカ 
ー の 座 を 占め て いる の も 納得 の 実力 者 で め る 。 


エラ ン ・ キ ュー ビス 

26 歳 、 男 性 。 プ ログ テッ ク 社 の 研究 開発 主任 
画 期 的 な 技術 を 開発 し て いる こと か ら 、[ 天 

る が 、 本 人 は 暴 型 的 な 研究 者 肌 の 世間 知ら 

だ 、 彼 な くし て は 、 プ ログ テッ ク 社 の 今日 の 栗 味 


あろ う 。 そ れ だ け に 、 彼 の 命 を 狙う 者 も 多く 
助け で くれ た 主人 公 に 因 を 感じ 、 ナ イン ホホ 
る 。 そ し て 、 つ い に 彼 は 世界 の 真実 を 知 つ 


EE 
MISSIONS 


FIRST MISSION | 


逃亡 者 追撃 


アイ ザッ タ ジ シティ: ガー 
ch の に 3D の 捕 穫 と いう 比較 次 箇 単 な 仕事 で ある 。 容 よー 
れ が 主人 公 に と っ て 、 レイ ヴ ン と し て の 初 仕事 で ある た め 、 マネ ー ジ 
ャ ー の ラナ が 気 を 遣っ た の か も し れ な い 。 が 、 無事 に 任務 を 成し遂げ 
た と 思っ た その 瞬間 、 主人 公 の 前 に 1 体 の AC が 現われ 、 ー 剛 に し て 
拉 さ 季 の 犯人 を 抹殺 し て し まう 。 その AC こ そ が 、 主人 公 が 追う ト 
ッ プ レイ ヴ ン 、 八 ス ラー ワン が 乗る ナイ ン ボ ー ル で あっ た ……。 


と 1JVHO 


研究 施設 救援 
プロ グ テ ジ マク 社 が ブロ グ テ デック 社 : 海 上 研究 施設 


プロ グ テ ッ ク 社 の 研究 施設 が 謎 の MT に 襲撃 され た 。 こ の 
想 急 事態 を 重く 見 た プロ グ テ ッ ク 社 は 、 ア リー ナ の 出場 権 
も 停止 させ て 、 直 接 主人 公 に その 救援 ミッ ショ ン を 打診 
て くる 。 ア リー ナ へ の 出場 が 停止 と な れ ば 、 ど うし よう も 
な いと 、 ミ ッ シ ョ ン を 受け た 主人 公 。 だ が 、 た と え ス ポン 
サー と は いえ 、 マ ネー ジ 
ャ ー を 通さ ぬ 仕 事 を 受け 
た こと で 、 ラ ナ か ら 強 い 
警告 を 発せ られ る 。 


年 レイ ヴ ン の ハイ ドラ ンカ ー 
を 救出 し た 後 、 マ ー マ ン が 諾 
来 し 、 戦闘 と な る 。 


た 。 
ー ジ ャ ー を 降り て 
了 れ 。 ここ まで の ミュ 
tnd ェ ラン が 見 つけ て き て くれ ん 
GE に お ぼろ げ な が ら 見 

答え 。 そ れ を 確実 な も の に する た め 


に 、 お そら く ナ イン ボ ポ ル が 4 
ー ル が 待 で 
へ と 、 主人 公 は 向かっ て いく つて いる で あろ うぅ 工場 


ニー ル セ ン だ 


ーー 


最初 の 仕事 で ヤツ に 出会う な 
運 が いい の か が 、 悪い の か ? 


ド // : ア イザ ッ ク シ ディ 第 7 植物 プラ シト 


LAST MISSION _ も う 答 え は 出 て いる 
あと は 確認 ある の み だ 。 


っ 
さ ッ シ 


Le 


| を 初 仕事 だ け に っ 


ーー ンプ ャ ー の ラナ も 人 
Ek 
に と 、 最 初 に 声 を i 
罰 て < る 


プロ グ テ ジ ク 社 が : プロ グ テ ッ ク 社 : 本 社 ビル 


エラ ン の 移送 され た ビル が 、 正 体 不明 の 敵 に よっ て 要 撃 を 
受け 、 防 衛 シ ステ ム が 次 々 に 破壊 され て し まっ た 。 すでに 
トッ プラ ンク に 入る 実力 者 で ある 主人 公 の よう な レイ ツウ > 
で な けれ ば 、 対 処 は で き な い と いう こと で 、 ミ ッ シ ョ ブ 


LASER CANNON 
63/ 80 


MM RIN 


当初 マネ ー ジ ャ ー の ラナ に よっ て 、 sns 
1 


主人公 の ミッ ショ ン だ が 、 和 警告 を 無視 し て 剛 か 、 
ュ ン を 受け た こと か ら 、 ラ ナ は 連絡 を 絶つ …… 


RAVEINS 


に ょ で! 三 | ー ト 」 『 の ん N 

登場 する ラ ソ カー は 、 サ ブ も 合わ せれ は ば 総勢 49 体 ! 
MOA の アリ ー ナ は 2 部 構成 。 アリ ー ナ に 出場 する 前 に 、 
35 体 が し の ぎ を 削る サブ アリ ー ナ を 勝ち 抜か な けれ ば な 


ら な い 。 本 アリ ー ナ へ の 道 は 険しい の だ 。 


( 


アリ ー ナ 


( サブ アリ ー ナ 
了 ss 


|」 ク ンプ レア ー ノ ス | 
| Naug 記 計 = | 
月 主 西 胸 武器 の デュ アル キャ ノン 
1 と 両 肩 の ミサ イル の 火力 は す 
さま じい 。 火力 だ け と れ ば 、 


| AC 
| ナイ ン ボ ー ル 
IDTVF 類 ハス ラー ワン 


決 


長く 本 アリ ー ナ の ラン キン グ 
トッ プ に 君臨 し て いる 伝説 的 
存在 。 と は いえ 、 機 体 構 成 は 


も 実現 、 機 動力 も ある 。 伊 達 に サブ 
アリ ー ナ の トッ プ を は っ て いな い 。 


も 見 た こと が な い が 
剛 も あり 、 空 中 戦 を 得意 と する 


ナイ ン ボ ー ル で すら 撃破 で きる ほど し て 高価 な パー ツ を 使っ て いる わ 
だ (当たれ ば 、 の 話 だ が ) 。 こ れ だ け ナ で は な く 、 お し ろ そ の 逆 。 唯 一 
け の 火力 を も ちな が ら 、 武 器 一 体型 m 肩 の グレ ネー ドラ ンチ ャ ー だ け は 強 
の 特殊 腕 パ ー ツ 使用 の た め 、 軽 量化 力 。 パイ ロッ ト の ハス ラー ワン は 誰 


強化 人 間 と の 


AC 
ヘラ キュ ー ル | 


ET >*- 


機体 の 太 さ で は 、 誰 に も 負け 
な い フ ォ ル ム が 特徴 的 な 重量 
級 AC。 育 中 の 大 型 ミ サイ ル も 
これ また 太く 、 こ の 直撃 は 致命 傷 と 
な りか ね な い 。 バ パイ ロッ ト の ブギ ー 
自身 も 、 格 闘技 大 会 で た び た び 上 位 
に 顔 を 出す と いう 猛者 で ある 。 こ の 
機体 に は そん な パイ ロッ ト の ポリ シ 
ー が 反映 され て いる の か も し れ な い 。 


ーー ーー ニー = ーー デ 


AC 


マネ ー セ イ パ ー 
i 


右腕 に 「WG-1-KARA- 
SAWA]、 左腕 に 「LS-99- 
MOONLIGHT」 と いう ら 大 
強力 武器 を 装備 し 、 桁 外れ の 攻撃 力 
を 誇る ラン キン グ No4。 奇妙 な パイ 
ロッ ト 名 は 、 彼 が 死刑 還 で ある た め 
で 、 ア リー ナ を 制覇 する こと が 無罪 
放免 の 条件 と な っ て いる 。 その た め 、 
戦い 方 に は 容赦 が な い 


AC 
| パット ムー ン 
RE > 


空中 戦 を 得意 


AC の 機体 を 黄金 に カラ ー リ 


武器 の デュ アル キャ ノン は 強力 。 な 
め て か か る と 、 そ の 一 撃 で 、 一 気 に 


色 の レイ ヴ ン 
ョ ニーヨ を か だ ど っ た も の で ある 


耐久 力 を 奪わ れ て し まう の だ 。 


ング し 、 エ ン ブ レ ム は 「 打 ち Aa N い 
v 壁 を 展開 する 
出 の 小 構 」 と 、 成金 趣味 を 丸 pr を 時 a 
出し に し た レイ ヴ ン 。 機体 名 も マネ yy 6 6 人 C Me 
ー セ イ バ ー で 、 パ イロ ッ ト の 人 金儲け の WN は 0 、 : 
\ る 。 だ が 、 両 腕 9 し の に i 
a け ば 、 最 強 の チャ ン ピ オ ン こ いつ 装 


エン ブレ ム の 絵柄 も 


EE 
ヨ HOO q ヨ HOWV 


PARTS LIST 428 


PA 


シリ ー 
IAC1」 か ら TACMOA」 まで の 作品 は 、 後 の シリ 


消費 EN : バー ツ の エネ ルギー 消費 量 。 
外部 パー ツ 共 通 パ バラ メー タ 
AP : パー ツ の 耐久 力 。 
実弾 防御 : 実 弾 系 兵器 に 対す る 防御 力 。 
EN 防御 : エネ ルギー 系 兵器 に 対す る 防御 力 。 
武器 パー ツ 共 通 パ ラメ ー タ 
攻撃 力 : 弾丸 1 発 あ た り の 攻撃 力 。 
一 | 業 細 数 : 武器 の 使用 可能 回 数 。 
射程 距離 : 武器 の 弾丸 が 届く 距離 。 
間際 : 弾丸 の 発射 後 、 次 の 弾丸 を 発射 する まで に か か る 時 間 . 
計 才 条 : 多発 あたり の 価格 。 エネ ルギー 系 武器 に は 存在 し ん 
最大 ロッ ク 数 : 一 度 に ロッ クオ ン で きる 敵 の 数 。 
た EN : エネ ルギー 系 誠人 計 に 任 う エネ ルギー 消 人 
コア 固有 パラ メー タ 
屋代 可 能 な 豚 部 バー ツ と 下 器 の 重量 の 合計 . 
才能 : 間 ミ サイ ル を 巡 没 で きる 確率 。 
in : 溢 ミ サイ ル を 凶 疫 で きる 範囲 。 
ご ョ ンス ロッ ト 数 : 装備 可能 な オプ シン ンス ロッ 合計 。 
脚 郭 パー ツ 固有 バラ メー タ a OM 
量 : 装備 可能 な パー ツ 重 量 の 合計 。 
本人 : ブー スト を 使わ ず に 移動 する 場 き の 党 
ーー 人 人 : 補 絢 し た と ま の 条 撃 に 対す る 安定 
放 較 各 度 : 機体 を 旋回 させ る 速度 。 
商 EN : 用 状態 で て の エネ ルギー 消 上 時 
ブー スタ 固有 パラ メー タ 
ブー フー スタ の 出力 。 高い ほど 放 で 和 0 で る 
ネル ギー の 量 。 
衣 効 事 : ブー スタ 出力 と ブー スト 時 
FCS 園 用 パ ラメ ー タ Me の 
最大 ロッ ク 数 : 一 度 に ロリ クォン 
ロッ クタ イム : ミサ イル の ロッ ク 
ジェ ネ レ ー タ 固有 パラメータ 
コンド ジェ ネ レー タ が ー 十 時 間 で 生み 出す ャ ミル ー 
ミネ レー タ に 音 え られ る エネ ルー の 
ルポ ボー が の の が 5 


e 


6 H ヨ IdVH 


で きる 敵 の 最大 数 。 
オン に か か る 時 間 。 


MAS 
ひと つ ひ と つが 持つ 重要 性 は 大 き 


e 1 パラ お ろ そ か に する と 
ok パー ツ が 持つ パラ メー タ も こ 
ー 比べ 場 する パーツ の 数 も 、 6 4 な いた い 。 
人 NM 本 症 あい お が も れ の ル に 、 そ の ツ 選 択 を 行ない た 
リス ト の 見 方 CATEGORY に が 
カテ ゴリ トー HD-01-SRVT 正式 名 称 を 表す 
主 に 武器 の カテ ゴリ を 表す 。 ul 生 
の の sn に 二 代 みな 
Tr ー カ ー の EN 防御 E (2 費 EN A か DE の メー 
エン ブレ ム を 表示 。 実弾 防御 C APD ( 幸 て 評価 
人 CE A ol 衝 ア イコン 
IT Po | ナン 代わ っ た 4 
と 
ョ コン レー ダー 距離 一 sg 
i a 1 と 
か 示す アイ コン 。 パー ツ パラメータ 
Mt 初期 装備 の 頭 部 パー ツ 。 l= S か ら E の 6 自 陸 てき 
パー ツ 解 説 機能 よ まな い が 、 重 量 と 消費 EN に 
る 優れ る た め 扱 いや すい 。 
い Go 
0 ° — に ヒー ニコ 
| 音 パ ラメ ー タ 、 アイ コン の 意味 
Se ダー 固有 パラ メー タ 
eS こ で で 
イ is ンー 人 の テー ンー 


その 他 の パラ メー タ 

総 弾 数 増加 率 : 武装 の 装弾 数 が 増え 
効果 : 敵 の レー ダー に 映ら な く な る 効果 
オプ ショ ナル パー ツ 固 有 パ ラメ ー タ 0 
違 要 スロ ッ ト 数 : 装備 する の に 必要 な 空き オプ ショ ンス ロ 


A fe 

: COM タ イプ ・ 旧 式 人 人 民 の 全 報 のみ 
COM タ イプ ・ 標準 財団 の 状況 に つい て OW 
COM タ イプ ・ 高 性 能 周囲 の 状況 に つい て 、 詳細 
マッ プ 機 能 な し 自分 の 購 固 のみ 表 可能 。 
エリ ア 表 示 機能 通過 し た 場所 を 記 憎 し て 表示 " 

: エリ ア & 地 名 表示 機能 目標 物 の 位置 など も まで 
: ノイ ズ カ ウン ター ロッ クオ ン 妨 害 電流 の 野村 

' 生体 反応 セン サー 生体 兵器 を ロッ クオ ン 可 能 

: 頭 部 内 蔵 憧 レ ー ダ ー 

レー ダー 表示 タイ プ ・ 標 準 

` レー ダー 表示 タイ プ ・ 円 形 

: レー ダー 表示 タイ プ ・ 八 角形 に 
! ミサ イル 表示 機能 搭載 レー ダー に ミサ イル きま 
: サイ ト タ イ プ 、 標 準 

: サイ ト タ イ プ 、 特 珠 

パサ イト タイ プ ・ 遠 距離 

: サイ ト タ イ プ ・ 広 角 

: サイ ト タ イ プ ・、 総長 

: サイ ト タ イ プ ・ 横長 

: ロッ クオ ン 不 可 

: 実 理系 兵 装 

: エネ ルギー 系 兵 装 


ARMORED CORE . WORKS COMPLETE FILE 


Fheap TO 


HD-01-SRVT | ] HD-2002 ] | HD-X1487 ] 
Lt 29000 GC 1 1 19000 C 重 二 人 


EN 防御 放 拉 消 邊 ENB EN 防御 Cen A 
実 次 防 折 け APD 実 弧 防御 で APS 
Li MO. FA [C20 [tae Lr pO | 
Er MO i I a a ET le Ac1lkopkoo| Fil WE BF 
パテ ン レー ダー に ダム 休 r - 
は 、 ま に 貞 無 と 、 ト ーー “ レー ダー 中 底 E | レー ダー 引 離 | 
マッ プ 機 ある. tM スス | | 
タイ ン に 適し 防御 面 が 詳 く 、 レ ー ダ ー 機 能 も な レー ダー 機能 を 搭載 。 防御 力 は 低 AP が 高く 、 重 攻 名 経 い が 。 レ 
た も の も 楓 備 し た い 、 | い 。 し か し 、 重 量 と 消費 EN に 優 | | いも の の 、 そ の ほか の 性 能 の わり ダー 機能 も マッ ピン グ 括 能 も な 
_ | れる た め 、 軽 量 級 機 体 に は 適する 。 | | に 安価 な 点 が 魅力 い 。1 対 1 の 戦闘 で は 活躍 する 
BO AN | [ee | 
HD-REDEYE HD-D-9066 | HD-GRY-NX HD-06-RADAR 
41100 で 重量 S 43200 C 重量 $ 14700 C 所 時 B 51800 C 重量 S 
EN 防御 E 菩 消 貸 ENC EN 防御 生計 消費 END EN 防御 E 舞 消 長 EN S EN 防御 で 議 mene 
a APC eeds APB 実 奉 防 暫 A APS 実 潜 防御 AP E 
トー oe [acilscse oT a oe 馬 An od 
ー ダ ー 距 区 叶 | | レー ター ーー E | レー ダー 距離 一 | | 「 レ ー ダ ー 距 厚 A 
J | 
レー ダー 本 マッ ピン グ 同じ 価格 帯 の HD-REDEYE に 比 | | 初期 装備 な が ら 、 ト ッ プ クラ ス の レー ダー 細 囲 が 広 ッ 
標 能 も 充実 し て いる 。 あ ら ゆ る ミ べ 、 防御 力 が 優れ て いる 。 た だ し 、 AP と 高い 実弾 防御 を 誇る 。 た た 機能 も 充実 か AP と 実 藻 
ッ シ ョ ン に 対応 可能 だ 。 こち ら に は 地名 表示 機能 が な い _ し 付加 機能 は まっ た く な い 防御 の 低 さき が 欠点 で ある 
EE マー | | ; 
| HD-ONE HD-08-DISH HD- ZERO HD-G780 
に 。。 
68100 © 重量 33200 C 重量 S 22500 GC 重量 A 82500 C 8 に 
EN 防御 E 人 請 費 EN S EN 防御 D 講 消費 END EN 防御 E 請 較 消費 ENB EN 防御 人 き 肖 費 EN 
実弾 防御 D APD 実弾 防御 人 APB 実弾 防御 APA a 実弾 防御 ( 
ーーーー オ ー 1 5 | x Og 司 靖 本則 TE kk 
レン ーー 村 レー ダー 距離 | レー ダー 距離 E | [レー ダー 距離 
ーー コン ピ 防御 力 は 平均 以上 で 、 マ ッ ピ ング 実弾 防御 は トッ プク ラス 。 し か し 、 | | EN 防御 が 非常 
ュー ター ゃ 高 性 能 。 防御 力 は や や 機能 も ある 。 肩 装備 の レー ダー と マッ ピン グ 機 能 が な いた め 、 活 躍 付加 機能 を 完備 
| 低い が 、 長 所 の 方 が 多い 。 、 併用 すれ ば 役に立つ _| | する 場面 は 限ら れる 重 さ が 唯一 の 
| HD-12-RADAR HD-HELM 
72600 C 重 促 ん 63200 C 重量 8 
EN 防御 D 消費 ENB EN 防御 C 消費 EN E 
実弾 防御 APC 実弾 防御 提 APC 
RE に OE 
レー ダー 穫 苑 _ 有 | | レー ダー 中 次 B| 
HD-06-RADAR の 絢 化 型 。 レ ー ダ | | レー ダー 機能 、 マ ッ ピ ング 機能 、 
一 範囲 は より 広く な っ た が 、 実弾 防御 力 の すべ て が 高 水準 。 消 費 
肪 御 あ さら に 低く な っ た 。 EN が 多い 欠点 は 小さ な も の た 
TECOf 
sd 『 
_HD-H1 0 HD-4004 
81000 C 重量 C 44100 C 重量 
EN 防御 EN A 防御 訂 消 費 ENC 
実弾 防御 $APS 実 別 防 件 C APD 
| Oe 培 0e 和 8 1 a CC 
レー ダー 距離 | ー ダ ー 訪 呈 叶 
HD-GRY-NX 同 様 、 付 加 揚 能 を 捨 HD-REDEYE と 似 た タイ プ の 、 安 
て て 防御 力 を 高め た パー ツ 。 使 う 定 し た 性 能 を 持つ 。 外 見 の 好み で 


な ら 肩 装備 レー ダー は 必須 。 便 い 分 け て も いい だ ろう 。 


1SIT SLdVd t tdVHO 


1dvd t+ 1dVHO 


cne 
< 


「/ | 
CORE | 
ュ ア は 防御 力 や 迎撃 性 能 な ど 、 防 
御 面 の 性 能 を だ 右 す る バー ツバ あ 
る 。、 ま た ォ プ ナル バー ツ の 
半 備 に 必要 な スロ ッ ト 数 に も 注目 
し て お くべ き 【 | 

ーー 
XCL-01 
SS000 C 継 誰 蘭 ま [ 重量 A 
EN 防御 消費 EN 【 
実弾 防御 も APC 
Actlkelou 
下 設 性 迎撃 範囲 S 
7 Ri 
XXA-S0 
122000 C 重量 S 


XCA-00 
61500 C R 衰 規 目 け 重量 ( 
EN 防御 E 消費 ENB 
実弾 防御 AP A 
ActlACPKwl 
迎撃 性 削 A | 迎撃 範囲 3 
f sk C 
標準 的 性 能 の 初期 パ | 


x ロッ ト 数 の 少な さき が 欠 点 
軽量 二 肢 四 脚 機体 向き 
XCH-01 
ィ 2000 C 購 典 工 8S 重量 E 
EN 防御 C 消費 EN S 
実弾 防御 S APS 
IActlcpploww 
迎撃 性 能 A | 迎撃 範囲 D 


ォ プ ショ ンス ロッ ト 数 B | 


最高 の AP を 誇る 重量 級 コ ア 。 腕 


部 最大 積載 量 が 高く 、 
部 や 


XXL-D0 
115000 C 膨 天 蘭 8 重量 A 
EN 防御 S 消費 EN C 
実弾 防御 S APS 
迎撃 性 能 E | 迎撃 範囲 
オプ ショ ンス ロッ ト 数 EE | 
防御 力 は 申し 分 な し 。 し か し 、 オ 


プシ ョ ンス ロッ ト 数 が 
や 使い づら い パ ー ツ だ 


重量 級 の 腕 


重い 武器 も 装備 で きる 


少な く 、 や 


ARMS | Eo 


重量 A 
EN 防 和 C 


実際 御 D 


コア や 脚 部 バ / TT 


機体 の 防御 


腕 部 パー ツ は 
ほど で は な Ww 凍 較 李 家 
カカ に 関わ 開 病 きき ぞ 。 ほ か の パー ツ pm 
の 欠点 を 科 誠 か 、 長 所 を 伸 げ すか AN 201 の 姉妹 品 
の 調整 は 慎重 ( を 


Tg 


防御 +。。 


C(Y2 


の 


| AN-201 
15300 C 重量 S 

EN 防御 D 

実弾 防御 E 


消費 EN / 
AP E 


初期 装備 の 腕 パ ー ツ 。 軽量 
え 
だ 


の 


AP と 防御 力 が 低い 。 あ 
を 使い 続け る 理由 は な い 


量 
アニ 
ろう 


AN-D-7001 
23000 C 重量 BB 
EN 防御 A 
実弾 防御 E 


消費 EN E 
APD 


prcvod| 


1 


価格 が 安く 、EN 防 御 に 優れ る 


「 
| し か し 、 消 費 EN の 多 さ や 実弾 防 


し 御 の 低 さ な どの 欠点 も 目立つ 


ANKS 


H し た 形 の た め 、 
装備 が 装備 で き な く な る 


AN-25 3 
28400 C 重量 < 2 
EN 防御 E 消費 EN 
実弾 防御 5 AP 
まさ と 高い AP を 両立 し て いる か カ AN99P 
防御 力 ( ! 最低 し ペル 。 機体 重量 を 
削減 する の に は 適し て い 


j+I ロ で TI ウゴ TE 


[ WEAPON | Se a NE GUN UGATEGORY GATLING GUN| | CATEcoi NI 
ARMS AW-MG25/2 _AW-GT20 『 2 
Goo 0 AW- 00 AW-RF105 
程 距離 Eー 8 
重量 C 48600C 射程 距離 E 重量 D77600 C 射程 距離 D 重量 D 
Sa 消費 EN S 弾 数 A 消費 EN S 弾 数 D 消費 EN S 
Sse カカ E APE の E AP 日 攻撃 力 C - APA 
mm 和 lsc "lsoun 生還 
Pe に LET II Woo PE ci lc lc 8 
ha ご EG 防 御 E | 玉 E | EG 防御 E | | 実弾 防御 E | Eo 防御 E 
ee 最大 ロッ ク 数 D | | 弾 単価 S | 最大 ロッ ク 数 D | | 弾 単価 B | 最大 ロッ ク 数 D | 
武器 腕 に は 高い 攻撃 力 を 持つ も の | 発射 間隔 。 S || | 発射 間 同 BB ] 
が 多い が 、 す べ て 実弾 防御 、EN | ] 
防御 と も に 0 で ある 。 そ の リス ク | | 
を 計算 に 入れ 、 攻 守 の バラ ンス を 1 発 の 攻撃 力 は 低い が 、4 発 同時 | | AW-MG25/2 に 比べ 、1 発 の 攻撃 | | クレ ュー ドラ ] 
失わ な い 機 体 構成 を し た い 。 発射 で 発射 間隔 も 短い た め 、 大 き 力 は 約 2 倍 だ が 、 2 人 同時 発 肌 な を 持っ の 7 | 
| な ダメ ー ジ が 期待 で きる 。 | | の で 総合 的 に は ほぼ 互角 の 性 能 。 命中 させ る の は 難し い 。 。 
CATEGORY DUAL MISSILE| | CATEGOR GO LE| TC - 
PS CANNON| | 1 F DUAL MISSILE | | LASER CANNON| 
_AW-30/3 AW-RF1 20 AW-S60/2 AW- XC5500 
~~ - に 2 ジテ で 4 
56400 C 用 程 世 重量 S 7200 C 員 各 中 能 D 二 へ 重量 E 66600 C 及 和 放 ビー へ 、 重 量 A 83600C 和 各 中 区 は 一 重量 E 
弾 数 E Ne 弾 数 E 、/ 弾 数 D 消費 EN C 弾 数 E. 炒 消費 EN E 
トー バン APE 攻撃 力 . AP S 攻撃 力 D APE 攻撃 力 D APD 
0 a sir [cor 
実弾 防御 E | EG 防御 E | | 実弾 防御 mi か E | | 実弾 防御 E | EG 防御 E | | 実弾 防御 E | Eo 防御 E 
弾 単価 A | 最大 ロッ ク 数 B | | 弾 単価 C | 最大 ロッ ク 数 D | | 弾 単価 A | 最大 ロッ ク 数 C| | 弾 単価 B | 最大 ロッ ク 数 D | 
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最大 6 発 の ミサ イル を 同時 発射 す AW-RF105 よ り も さら に 高い 攻撃 AW-30/3 の 装弾 数 強化 版 。 最大 発 


る 。 使用 する 場合 は 肩 装 備 と 併用 
し 、 弾 切れ を 避け た い 。 


力 を 持つ 。 弾 速 が 遅い の で 、 至近 
距離 か ら 撃 つの が 有効 だ 。 
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AW-XC5500 の 約 2 倍 の 威力 を 持ち 、 最高 の 攻撃 力 と 射程 距離 を 持つ 。 
着弾 後に 爆発 を 起こ す 。 発射 時 の 発射 間隔 が 非常 に 長く 、 避 けら れ 
消費 EN が 非常 に 多く 、3 連 射 が 限度 。 る と 大 き な 隙 が で き て し まう 。 


HO ノン 。 発射 | 


射 数 は 4 発 に 減っ た が 、 よ り 長 期 時 の 消費 EN が 多い の で 、 ブ ー ス 
戦 向き に な っ た と いえ る 。 当 ト 中 に 使用 する の は 難し い 
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攻撃 面 は 平凡 。 し か し 、 
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ARMORED CORE ONLINE WORKS 
「ARMORED CORE OFFICIAL SITE」 


http://Www.armoredcore.net/top/ 


「 ア ー マ ー ド ・ コ ア 」 シ リー ズ す べ て の 商品 情報 を 
音 に す る 情報 
供 サ ービス が 日 々 成長 、 増 殖 し て いる 。 主 に 、 こ れ 
まで に 発売 され た 全 タ イト ル の 作品 記録 や 、 壁 紙 ダ 
ウン ロー ド と 、 名 場面 集 な ど が 楽し め る 。 中 で も 


今回 の 『ACLR】 発売 を 記念 ! 


興味 深い の は 、 
録 さ れ た 「 高 橋 良輔 鍋島 俊文 」 対談 の ほ カ 


ー マ ー ド ・ コ ア 』 開発 スタ ッ フ の イン タビ ュー 動画 
や » プ ロモ ーション 映像 集 、 さ ら に 精 弘 な レン タリ ン 
グ を 施さ れ た 壁紙 や カレ ンダ ー で ある 。 特 に PS2 以 
後 は タイ トル ご と の 公式 サイ ト す べ て が 丸ごと 保存 
され て お り 、 作 品 の ロゴ を クリ ッ ク す れ ば 発売 当時 | 
に つく られ た 関連 商品 や ダウ ン ロ ー ド サー ビス も 知 
る こと が で きる 、 価 値 あ る アー カイ ブ と な っ て いる 


LN-1001B の 廉価 版 。 全 体 的 に 
わ ぎ わき 


ラン ク 下 の 性 能 な の で 、 
使う 理由 は 見 当たら な い 
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| 着 回 遅 度  B | 待機 時 消費 EN S | | 旋回 速度 B | 待機 時 消費 EN A 


二 脚 で は 最高 の 移動 性 能 を 誇る 。 
使用 する な ら 、 防 御 面 の 弱 さ を 機 
動 性 で 補う 戦術 が 必要 に な る 。 


初期 装備 の 脚 部 パーツ で 、 防 御 力 
は 平均 以下 。 軽量 で 消費 EN が 少 
_ ない 以外 に 見 る べき 点 は な い 、 
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LN-3001 の 防御 力 を さら に 強化 し 
| た パー ツ 。 携 動 性 は 劣悪 だ が 、 重 
| 義 備 の 機体 を 構成 で きる 。 


[arecon 


中 量 級 の 重 さ に 重量 級 の AP と 防 
御 力 を 備え た パー ツ 。 た だ し 、 移 
動 性 能 は 最低 レベ ル で ある 。 
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旋回 速度 。 C | 待機 時 消費 EN A 
中 量 級 と 重量 級 の 中 間 の 性 能 を 持 
つ 。 実弾 防御 の 高 さ に 加え 、 比 較 
| 的 安価 な こと る 特長 だ 。 
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移動 性 能  C| 安定 性 | 
旋回 速度 。 BB | 待機 時 消費 EN A | 
LN-501 に 追加 装甲 を 施し た も の 。 | 


弱点 の 防御 面 、 長 所 の 移動 性 能 と 
も に 平均 レベ ル に な っ て いる 。 
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EN 防 消費 END に C 3oo c EE は が iLI コ 重量 B 31800C RED Ne 
夫人 御 BAPE ko) 時 が Rm EN 防御 EE 縛 消 費 EN S ud 
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ARMORED CORE AMATURE ARENA 
「AC 則 拡大 会 を 積極 的 サポ ー ト 


『 ア ー マ ー ド ・ コ ア 」 シ リー ズ で は っ - ザ ー の た め 
の 戦 技 大 会 サポ ー ト が 実施 され て いる れ は 一 般 
の プレ イヤ ー が 自主 的 に 開催 し た 対戦 大 会 を 7 ロ 
ム ・ ソ フト ウェ ア が 応援 し て いこ うと い ぅ こと っ 
大 会 の 優勝 者 と 準 優勝 者 へ の 公式 認定 証 や メダ ル 、 
プレ ー ト の 授与 が 行なわ れる 。 開 催 規定 を 満た せ は 
誰 で も 対戦 会 を 開け 、 そ の 戦 技 の ほど を 証明 する こ 
と が で きる と いう 、 ま さ に 栄 営 の た め の バ トル アリ 
ー ナ 。 対象 タイ トル に よっ て 2 種類 の 認定 証 と メダ 


FromiSoftware,Ing 


RRMORED CORE 


Sawvemter NN Sa Teare > I sare teerwameer 
ou 


ル 、 プ レー ト が 用 意 
され 、 ゲ ー ム 2 種 競 
技 を 同時 に 開催 し て 
二 冠 王 を 狙う こと も 
可能 だ 。 
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最高 クラ ス の 移動 性 能 が 特長 。 し | 
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四 脚 と し て は 多め の 積載 量 を 活か 
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移動 性 能 は LC-MOS18 よ り 少 し ま 
し な 程度 。 ど う せ な ら LC-MOS18 
の 積載 量 を 活用 し た 方 が いい 。 
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四 脚 と し で は AP が 高い 部 類 に 入 積載 量 
る 。 消 費 EN が 多い の で 、 実弾 系 a 
武器 が 中 心 の 装備 を すべ きた 


最高 の 移動 性 能 を 持ち 、 積 載 量 も 
多め 。AP は 非常 に 低い の で 、 い 
か に 攻撃 を 避け る か が 重要 だ 
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四 脚 に 近い 性 能 の ホバー タン を 詩 る 。 重量 級 の 機体 を 組む な ら | kh 


よほど AP と 防御 力 に こ だ わる の 


パー ツ と いえ る | | 
で な けれ ば 、LFH-X5X の 方 が 無 典 ば 最 有 力 の パ 
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スタ の 選択 ば 換価 の 棋 動 性 
に 直結 で いる 。 昭 発 豚 と 持続 力 
の どちら 庵 重 要する が ェ ネ し 
ー タ と も 提 せ て 検討 し よ 詞 。# た 、 
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高い 。 軽量 級 機体 に 装備 すれ ば 長 


時 間 の 飛行 が 可能 に な る 
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「 時 スト 時 消費 EN が 最も 最大 の 出力 と ブー スト 時 消費 EN | 
軽量 級 機体 に エネ ルギー 


し 武器 を 装備 する な ら 使 える 。 


も 多い 。 コ ン デ ン サ 容 量 の 大 きい 


| 高 出力 だ が 
| ジェ ネ レ ー タ と 併用 し た い 


語 炒 を 持つ 。 重量 級 機 体 で も 高 機動 戦 


闘 を 展開 する こと が で きる 。 


ー に は B-PS51 よ り 使い や すい 。 _ 
「Fcs | 


FCS は 、 武器 の 稀 程 距離 と ロ ッ ク 

オン サイ ト の 大 き さ 、 形状 を 変化 

させ る 装備 中 の 武器 と の 相性 を 
| 考 


えた FCS 選 び を 心がけ た い 」 


重量 

7544B 消費 EN S 

MD 

BHTI 

Acilscer ord | 

| ロッ クタ イム が 短い 。 射程 距離 を 
短く し て サイ ト を 広げ る た め 、 マ | 

| シン ガン 系 の 武器 に 適する | 


11100 C 


[pci [ncrr col 


標準 型 サイ ト を 持つ 初期 装備 FC こ 
S。 ロッ クタ イム が 長め な の で 、 


| COMDEX-C7 | COMDEX-GO | 


重量 B 重量 B 
ロッ クタ イド GC 共有 消費 EN A ロッ クタ イ 4B 人 消費 EN A 
1 た 7 い た:7 い 
PPT 
I 


| ミサ イル と の 併用 は 不向き 。 


22500 C 


COMDEX-C7 の 改良 型 で 、 ロ ッ ク 
タイ ム が 短く な っ た 。 そ の ほか に | 
L_ 飛び 抜け た 長所 は 特に な い ] 1 


| = 旨 | 
| | QX-AF 1 | TRYX-BOXER | TRYX-QUAD 
J 1 Sa ・ 
35700 C 重量 48100 C 重量 $ 63000 C 
H722 ほ 識 関 消費 EN S ny221tG 生 還 消 費 EN S 
MC AHy2B “ 
i FG Co ac1 [sceekond 時 大 
Rb サイ ト 形 状 を 弧 長 に する FCS。 空 ] [サイト 形状 を 横長 に て x 
いる の で 、2 連 発 の ミサ イ に 強い が き 出 RU 2 
ル と 併用 する の も いい 中 の 敵 に 強い が 、 性 能 を 引き 出す クオ ン 数 も 多く 


に は 機体 の 旋回 速度 も 必要 ] | 


に 適し た パー ツ で ある 
"TT 
QX-9009 | | FBM | 
h B-1 
時 ox 8X RATOR | | P/CV 
重量 108000 C 番 量 E 129000 C 
重量 C 
ロタ イル EE RD ロッ タイ Sb 消費 EN E ロッ 2 タイ 4A 消 貸 
MS NN クン Ne 
a の 上 A ロ 22S 22C 
a a 庫 : ] 
| ト を 狭く し 、 武器 の 射程 距離 - 本 ム が 非常 に 短 cm 2 8 
中 ば す 。 組 み 合わ せる な 4 3 陽二 わす 
の 702 ラ コウ ル ゲ が 92 ト は 近 距 離 型 で 、 近く か ら 2 の PP 6 近 用 の 2 
ミサ イル を 撃つ 戦法 に 向く 。 層 生 天 知 さ タッ がい 近 中 距離 用 の アレ よ う 


ARMORED CORE EXTRA WORKS 1 
[アー マー ド ・ コ ア Mobile Mission」 


ケー タイ の 中 の 戦場 


じっくり と 「 ア ー マ ー ド ・ コ ア 』 の 愛 機 を チュ ー ン 
ナッ プ し た く て も 、 仕 事 が 忙し く て 満足 に 手間 ひま 
を か けら れ な い 人 も 多い だ ろう 。 し か し 、 こ の 「 ア 
ー マ ー ド ・ コ ア Mobile Mission] は 、AC を ケー タ 
イ と いう 格納 庫 に 搭載 し 、 い つも 持ち 歩く こと を 可 
能 に し た 。 昼 休み や 、 電 車 を 待っ て いる と き な ど 、 
少し の 空き 時 間 を 縫っ て 、『 ア ー マ ー ド ・ コ ア 』 の 
鉄 と 硝 煙 が 匂い 立つ 世界 に 没入 し て いけ る の だ 。 多 
種 多様 を パー ツ を 組み 合わ せ て 、 自 分 な り の コ ダ ワ 
リ 機 体 を 組み 立て られ る 基本 シス テム は 、AC シ リー 
ズ に 欠か せな い | コア 」 と いえ る 。 や は りこ の 作品 
ells め 9 が et ま ts: つて で は いて や も 、 こ うし た カ 
スタ マイ ズ 機 能 を 抜か りな く 押 さえ て いる 。 そ し て 
携帯 電話 で も 遊び や すい よう に 、 シ リー ズ 初 の トッ 
プ ビ ュー 画面 を 採用 。 あ た か も 上 空 か ら 地 面 を 見 下 
ろ す 視点 で 、 ラ イ バ ル の 機体 を 目 で 追っ て 、 シ ンプ 
ル な 操作 に より 直感 的 に 戦闘 を こなせ る 。 機 体 を 構 


leENERAroR 1 市 cesy | 


EN 出力 と コン デン サ 容 量 を 持つ 
の を 装備 し よう 。 


Lss 
CATEGORY 
nT 


國 a 
5419 に ンド DE 


co 
GPS-VVA の コン デン サ 容 量 を 改 最 る 軽量 な 点 が 魅力 。 コ ン デ ン サ 
良 。 出力 は 同じ な の で 、 が 
ー 系 兵器 は 装備 し に くい 。 


CATEG ORY で 
B ‘6BG- 10000 | 


19500 C " SS 
果 急 容量 BEN 出 力 E 


NN a 


は ある が 、EN 出 力 、 コ ン デ ン サ 


- ェ ネ レー タ 。 軽量 で 
容量 と も に 低く 、 実 戦 的 で は な い 。_ 


J 


23300 C 


EN 出力 E 5 ) EN 出力 


コン ロッ ルリ SC 


容量 は 平均 的 な の で 、 軽 量 級 機体 
し _ と 組み 合わ せる に は 適し て いる 。 


AIED ORY 


‘GBG- XR 
43500 c 56000 Cc 重量 C 
wete By 出力 S AN の 
ログ 08WD コッ YMA 
BE ES 2 の ESNHNO5ILNO 


koo chc Lc 
TT これ を 装 ET TR 
備 すれ ば 出力 不足 と は 無縁 。 6 | Ep な ら こ 
一 方 、 コ ン デ ン サ 容量 は 低め 。 


の ジェ ネ レ ー タ で 決ま り だ 。 


C ATEGORY | 
| 画 GRD-RX5 ] 


| 


成す る パー ツ や 武器 は 合計 で 30 種 類 以 上 も あり 、 す 
べ て 3D 表 示さ れる 。 装備 する パー ツ を 換え れ ば 愛 機 
の 外見 も 変わ り 、 ビ ュー アー 機能 を 使っ て 360 度 、 
自由 な 角度 か ら 眺 め ら れ た り も する 。 次 々 と ミッ シ 
ョ ン を こなし て 賞金 を 稼ぎ 、 新 し い パ ー ツ を 仕入れ 、 
カッ コ 人 良さ と 戦闘 力 の どちら を 優先 し よう か 、 と 頭 
を 悩ま せつ つづ 機体 を いじ る 楽し み 。 現 代 社 会 を 生き 
抜く 侯 兵 と し て 、 戦 場 の 運命 を と も に する ケー タイ 
の 中 の 愛 機 に 、 磨 き を か けた いと ころ だ 。 


ARMORED GORE 


MILE MN 


見 下ろ し 型 画面 で バト ル が 
展開 する 。 


「 ア ー マ ー ド ・ コ ア Mobile Mission 
EZWeb BREW2.1 以 降 対 応 ア プリ 
ボー ダフ ォ ン 256K 対 応 ア プリ 

1 ダウ ン ロ ー ド 525F 


GRD-RX6 GRD-RX7 
27800 C 重量 S 38700 C 
緊急 容量 D. 衝 "EN 出力 D 
コッ アッ リ SD 
AclltcelKwi 
GRD- RX5 の 出力 強化 型 。 な ん と GRD-RX6 の 
か エネ ルギー 系 兵器 も 使用 で きる か 【 
が 、 コ ン デ ン サ 容量 が 不安 め 手 に 欠 
り へ 
GBX-TL GBX-XL 
L 
38000 C 重量 E 139000 C 重量 D 
緊急 容量 SEN 出 カム A 緊急 容量 EE- 穫 FEN 出力 BB 
ES = みた 


[acpe pcvad 
| 最大 の コン デン サ 容 量 と 、 


高い 出 
力 が 特長 。 か な り 重 い の で 、 重 量 
級 機体 に 適し た パー ツ だ 


WS 大 きい 特殊 な タ 
イプ 。 非常 に 重く 、 タ ンク 型 脚 部 
以外 は 装備 で き な い だ ろう 


1 ュ こ meiuiv7 コ コロ コロ hg の 


と H ヨ 1JVHO 


dd」dJVH 


sdldvVHO 


肩 装備 武器 は 、 平均 し て 腕 武 器 よ 
り も 高い 威力 を 持つ 。 ま た 、 二 脚 
と 逆 関 節 脚 で は 、 キ ャ ノン 系 武器 


を 発射 する と き に 「 構 え 」 が 必要 
| で ある 。 | 


, SMALL MISSILE 
EG 

WM-S60/6 」 
38100 C 先 間 還 A ea 、 重 量 A 
射程 距離 D 7 肖 貰 EN B 

装弾 数 DP 攻撃 カ D 
RUD 
hee し し 
ET っ S 


ORY 


発射 時 消費 EN 
WM-S60/4 の さら な る 強化 型 で 、 
最大 6 連発 で きる 。 し か し 、6 回 
ロッ クオ ン す る の は 至難 の 業 だ 。 


( ATEGORY MULTI MISSILE 
WM-X201 
に 


62250 C 発射 間隔 芳 _ へ ハ 重量 
射程 貴 EN A 

装弾 数 攻撃 力 D 
Perlsouo 斬 証 目 上 | 
弾 単価 B | 最大 ロッ ク 数 D 
発射 時 消費 EN 一 


発射 後 、4 発 に 分 裂 す る ミサ イル 。 
空中 の 敵 に 有効 だ が 、 狭 い 場所 で 
は 豆 に 当たっ て し まう 。 


CATEGORY TRIPLE MISSILE 
WM-PS-2 


66700 C 発 時 間隔 Aー、 重 量 C 

射程 距離 D 消費 EN B 

次 弾 数 _ > 攻撃 カ D 
『 


弾 単価 
発射 時 消費 EN - 


S | 最大 ロッ ク 数 D 


山 な り の 軌道 を 描く ミサ イル を 3 
発 同時 発射 する 。 障 害 物 を 導 け て 
攻撃 で きる の が 利点 で ある 。 


CATEGORY SMALL MISSILE 
_WM-MVG812 


54000 C 発 時 間隔 重 便 C 


諸 和 5 衣 で Hen B 


装弾 数 


> 攻撃 力 D 


最大 6 連発 可能 な 小型 ミサ イル 。 
弾 速 遅 い が 、 ホ ー ミ ング 性 能 が 
非常 に 高く 、 ど こま で も 敵 を 追う 。 


18700 C 発射 間隔 A 重量 S 
対 程 距離 D 果 有 消 典 EN A 
装弾 数 EE 攻撃 力 D 


TRIDeU2 
纏 単 価 リン D 
発射 時 消費 EN 

初期 装備 の 小型 き サイ ル 。 単 発 で 
攻撃 力も 低い た め 、 早 いう ち に | 
位 の 武器 に 替え た 方 が いい 


MISSILE 


Ec } 
T 
WM-MVG404 
31000 C 発射 間隔 人 重量 A 
計 各 距離 C 消 豊 ENA 
装弾 数 世 攻撃 力 C 
Ss 
揚 賠 還 際 間 SN 
| 弾 単価 S | 最大 ロッ ク 数 D | 
| 発射 時 消費 EN ] ] 
小型 ミサ イル の 約 2 倍 の 成 力 が あ 


る 中 型 ミ サイ ル 。 単発 な の で 、 切 
り 札 と いう より 率 制 向き 。 


ED SMALL MISSILE| [© 
WM-S40/1 


18700 C 発射 間隔 A 六 重量 S 
対 各 距離 D 計時 消費 ENB 


装弾 数 世 攻撃 力 D 


GOl SMALL MISSILE 
WM-S40/2 


cilcpiow 還 市 | | | 陣 3 
絢 単 価 S に ッ ク 数 C| | 弾 単価 S | 、 
発射 時 消費 EN | | 発射 時 消費 EN リク 
WM-840/1 の 上 位 機 種 で 、2 連 発 4 連発 可能 な 小型 さ # ィ 
が 可能 。 た だ し 、 も と も と の 攻撃 クタ イム の 知 い FCs を g ん H。 
カカ が 低い の で や は り 弱 い _ れ ば 、 それ な り に 役 み っ て 0 
a 
MISSILE “ LARGE MA 
.WM-MVG802 WM-L201 
44000 C 発射 間隔 A 重量 B 。 46200 C 先 較 ん 
欠 C En A Ne 
半 弾 数 > 攻撃 力 C 美人 者 p i 
selsoun i UT 町 3§ 
5 隊 隊員 隊 還 ビー トド 
| 弾 単 価 S | 最大 ロッ ク 数 C | | 弾 単価 A | 昌和 ロッ 2 5 
| 発射 時 消費 EN 一 | ES 0 - 
2 連続 発射 で きる 中 型 ミ サイ ル 。 中 型 ミサ イル の さら に 3 衝 』 


ロッ クタ イム が 短い FCS の FB 
MB-18X な ど と 組み 合わ せ た い 。 


撃 力 を 誇る 大 型 ミ サイ ル 肝 攻 が 
少な いた め 、 乱 発 は 禁物 。 


[CATEGORY BOMB DISPENSER| 


EG 

WM-X5-AA 

_ 19300 C 間隔 下 、 >、 重量 A 

各区 消費 EN S 

装弾 数 > 攻撃 カビ 

186lsoup 四 年 目 目 | 

弾 単価 この 3 
発射 時 消費 EN 一 


対地 爆雷 8 発 を 投下 する 。 ロック 
オン で き な い た め 、 当 て る の が 難 
し い 上 級 者 向け の 武器 だ 。 


[CATEGd )RY 


EC 
WM-X10 
に ーー 
24800 C 発 時 間隔 
庄 各 距離 一 消費 EN S 


BOMB DISPENSER | 


重量 C 


EG DUAL MISSIE 
WM-P4001 

パピ Md 
43800 C 発 半 間隔 SS EE 
上程 呈 議 El0 


隊 EGORY LARGE MISSILE| 

WM-AT 

256800 C 発射 間 隔 、- 、 重量 E 
射程 距離 世 消費 ENB 
装弾 数 攻撃 力 S 


rion 
ErrPnPPT Tn 


LIZ D 


弾 単価 

発射 時 消費 EN 
桁外れ の 攻撃 力 を 持つ 超大 型 き サ 
イル 。 装 弾 数 が 非常 に 少な く 、 切 
り 札 と 呼ぶ に ふさ わし い 。 


装弾 数 EE > 攻撃 力 E 装弾 数 Dy 
L66klsorp 還 請 
1 隊 較 鞭 
| 弾 単価 S | 最大 ロッ ク 数 一 | | 弾 単価 
| 発射 時 消費 EN - | | 発射 時 消費 EN 
対地 爆雷 16 発 を 投下 する 。 全 弾 左右 に 走 回 す 
命中 すれ ば 最強 クラ ス な の だ が 、 時 発射 する 
狙っ て で きる も の で は な い 。 場所 な ら 有 効 な 武器 だ 
CATEGORY SMALL MISSILE| [© MSSME 
に SE 
WM-TO100 WM-SMSS24 
こし 


_86200 C 発射 間隔 SS ご 重量 B 
前 程 正 離 D 朱 費 ENA 


装弾 数 攻撃 力 E 

srrisouo em 
ho | | | | 
弾 単価 S | 最大 ロッ ク 数 S | 
発射 時 消費 EN 


最大 で 6 発 同 時 発射 で きる 小型 ミ 
サイ ル 。 装弾 数 も 多め で 長期 戦 向 
きだ が 、 実 用 性 は 低い 。 


間 I EG RY PLASMA DISPENSER| | CA ECC RY SMALL ROCKET 
_WM-X1 5-EX WR-S50 
86000 C 発射 間隔 A 重量 A 15900 C 発問 人 Se 重量 S 
用 科 距 離 ご 湖 虐 ENB 邊 各区 嘩 EN S 
普 弾 数 D 攻撃 力 C 装弾 数 Dy 攻撃 力 C 
本 史記 ls 
EDI い EHP OE OOO ON OO 
単価 S | 最大 ロッ ク 数 一 | 「 引 単 価 S | 最大 ロッ ク 数 
発射 時 消費 EN S 発射 時 消費 EN 


エネ ルギー 爆雷 を 前 方 に 投射 す 
る 。 発射 間隔 も 短く 、 下 方 に いる 
敵 に 対し て は 有効 な 武器 だ 。 


射程 距離 と 威力 に 優れ た 小型 ロケ 
ッ ト 弾 。 ロック オン が で き な い た 
め 、 動 き 回 る 敵 に は 不利 。 


118300 C 


イル 。 障害 物 Ss 
_ 威 力も 高い 優秀 な 武器 た 
ーー SMALL ROCNY* 


'WR-S100 


に に 1 
32400 C 発射 間隔 A 5 
JAB 
nam 
AE 
rg 
弾 単価 dE ] 
発射 時 消費 EN BK 
装弾 数 を 増やし た 小型 ロ / 
弾 。 積 載 量 に 余裕 が が 、 
武装 と し て 装備 する と 


\ 


ププ 詳 = 幸 


発射 時 消費 EN 一 
バズ ー カ 並み の 威力 を 持つ 中 型 ロ 
ケッ ト 弾 。 遠く か ら 撃 つよ り 、 過 
い 切 っ て 近 距離 で 連射 し よう 。 


ー 
143000 C 発 和則 同 き 生計 、 還 量 S 
生 程 距離 EN S 
装弾 数 で 攻撃 カ B 


PE heo 
層 単価 > 情 228 ー 
発射 時 消費 EN 一 

触れ る と 爆発 する 浮遊 型 機 雷 を 発 
射す る 。 敵 を 誘い 込む よう に 動き 

な が ら 使 うと 有効 で ある 。 


CATEGORY GRENADELAUNCHER 
WC-GN230 


ーー 


75200 C 発射 間隔 どー へ 重量 D 


/ 


射程 中 費 EN S 


着弾 時 に 大 爆発 を 起こ す グ レネ ー 
ド 弾 を 発射 する 。 圧 倒 的 威力 を 持 
つ 、AC の 象徴 的 武器 。 


CATEGORY 
WC-SPGUN 


89500 C 発射 間隔 a 人 重量 B 
et Nm S 

半 弾 数 D- > 攻撃 力 E 

国 避 開 呈 較 間 

王国 回 蘭 軸 薄 騰 国 胃 
絡 単 価 a ッ ク 数 D 


発射 時 消費 EN B 
エネ ルギー タイ プ の スラ ッ グ ガ 
ン 。 攻撃 力 、 発 射 間 隔 と も に 改善 
され た が 、 特 に 秀 で た 点 は な い 。 


CATEGORY MULTI MISSILE 
 XCS-9900 


94500 C 発射 間隔 A /、、 重 量 E 
mw me 

装弾 数 EE 攻撃 力 D 

serlsouo 男 還 四国 | 
cho 革 菜園 遼 測 也 員 
弾 単価 ク 数 D 


発射 時 消費 EN 一 


2 発 の ミサ イル を 発射 し 、 そ れ ぞ 
れ が 6 発 ずつ に 分 裂 する 。 障 害 物 
に 当たっ て し まう こと も 多い 。 


CArEcORY MINE DISPENSER 
| WRR-10 


SLUG 巴 


CATEGORY 
1 


_WR-M70 
36500 C 発 回 


和 各 四 離 用 請 還 滑 尋 EN S 
tS 攻 最 力 日 
LOCK 
弾 単価 os 
発射 時 消費 EN 
装弾 数 を 増し た 中 型 ロ ケッ ト 蛋 。 | 


重量 は あま り 増 加 し て いな い の 
で 、 装 備 す る な ら こ ちら が 得 。 


CATEGORY 


ee 
WC-CN35 
と し 


32750 C 発射 間隔 Sea >、 重量 A 
wuenc im S 


装弾 数 S' 攻撃 力 E 

PsTlsouo ma 

kclcplko 間 年 | | | 

弾 単価 Sn 回 
発射 時 消費 EN 一 

弾丸 を 高速 連射 する チェ イン ガ | 


ン 。 軽く て 威力 も あり 、 四 脚 と 相 
性 の いい 優れ た 武器 で ある 。 


GHAIN 則 


ROCKET| | CATEGORY 
np 
WR-L24 


29460 C 発射 間隔 A 重量 B 
誠 和 8 消 中 EN S 

装 纏 数 EE 吉池 力 S 
eco 

隊 証 揚 早 際 吊 陳 誠 


弾 単 価 S | 最大 ロッ ク 数 
発射 時 消費 EN 


大 型 ミ サイ ル 並 み の 攻 撃 力 を 持つ 
大 型 ロ ケッ ト 型 。 至近 距離 か ら 連 
射す れ ば 勝利 は 確実 だ 


で ATEGOi 
せ 員 
| WC-ST1 20 
56000 C 発射 間隔 所 重量 B 
射程 距離 D We S 
装弾 数 D' 攻撃 力 E 
EU ES DN 
| 弾 単価 S | 最大 ロッ ク 数 D | 
| 発射 時 消費 EN 


7 発 の 散弾 を 発射 する スラ ッ グ ガ 
ン 。 接 近 戦 向き の 武器 な の だ が 、 
発射 間隔 の 長 さ が 欠点 だ 。 


SLUG GUN 


CATEGOKRY PULSE CANNON | 


に 
WC-XP4000 
61000 C 発射 間隔 


| 
較 当 還 E9 


| 最大 ロッ ク 数 D| 


MCM 
弾 単価 | 
発射 時 消費 EN C | 

エネ ルギー 弾 を 放つ パル スキ ャ ノ 
ン 。 発射 間隔 は 短い が 、 連 射 し す 
ぎる と すぐ に エネ ルギー 切れ に 。 


きい の で あま り 連 射 は で き な い 


CATEGORY 

に 
WC-IR24 

エエ 」 

159500 C 発射 間隔 ハ 、 重 量 C 


射程 下 施 A 消費 EN E 
装弾 数 E > 攻撃 力 S 


LASER CANNON| 


弾 単価 ーー | 最大 ロッ ク 数 D1 
発射 時 消費 EN sh | 


グレ ネー ドラ ンチ ャ ー に 近い 性 能 
を 有する レー ザー キャ ノン s 弾薬 
費 の 節約 に は 有効 な 武器 だ 。 


EGOR DUAL MISSILE | 
EG 
WX-S800/2 
きす 人 
69400 C 発射 間隔 A 


重量 E 
射程 距離 Cy 消 費 EN B 
装弾 数 D 一 > 攻撃 力 D 
Sn soun 
弾 単価 S | 最大 ロッ ク 数 D1 
| 発射 時 消費 EN 1 | 


両 肩 装備 の ミサ イル 。 ミ サイ ル を | 
2 発 同時 発射 する が 、 あ まり に 重 
_ 過ぎ る た め 、 実用 性 は 低い 


LASER CANNON| 


CATEGORY PLASMA CANNON| GO 
い -C/4 
WX-ED2 | WX C 
74000 C 発射 間隔 重量 D 138000 C 発射 間隔 C 重量 E 
)) 講和 距離 E. 詳 消費 ENE 
前 幅 EN E : 
PP りん E 装弾 役 D_ 攻撃 力 C 
gi MR ON 
a ON 
ea OO EO FE a 画 EE 
最大 ロッ ク 数 D | 最大 ロッ ク 数 
oy : ャ ノン を 4 発 同時 発射 
エネ ルギー 下す る ey する 。 全 弾 命中 時 の 威力 は 強烈 た 


。 威力 の わり に 発射 時 消費 EN 
せみ な く 、 長 時 間 の 連射 が 可能 。 


が 、 射 程 距 離 の 短 さ が 難点 


LARGE ROCKET| | CATEGORY SPECIAL ROCKET 
.WR-RS7 


[CArEcok PLASMA CANNON 
WC-XC8000 


176000 C 発 誠 間隔 D 


重量 B 
対 各 9 議 消 費 EN S 
装弾 数 EE 攻撃 力 E 
L188. [corona 
Eo 
弾 単価 し 
発射 時 消費 EN 


機能 障害 を 発生 させ る 特殊 ロケ ッ ーー 
ト 弾 。 命中 し た 相手 は し ば らく ロロ 
ーッ クオ ン が で き な く な る 


LINER GUN| 


LGA1EO 
| WC-LN350 
41800 C 発射 間隔 Sm 重量 S 
射程 距離 D 消費 ENS 
装弾 数 C > 攻撃 カビ 
弾 単価 S | 最大 ロッ ク 数 D| 
発射 時 消費 EN 一 ] 
高 威 力 の 弾 率 を 連射 する リニア ガ 
| 2 これ より は 装弾 数 と 発射 間隔 
で 勝る WC-CN35 の 方 が いい 
LASER CANNON| 


WC-01QL 


78700 C 発射 間隔 A た 、 重量 C 69500 C 発射 間隔 Sf 重量 S 
射程 距離 D 消費 EN C 射程 距 謀 B= 消費 EN D 
装弾 数 D 攻撃 力 B 装弾 数 D 攻撃 力 C 
PNDTlmee 
Actlkcrrlowl 
| 弾 単価 最大 ロッ ク 数 D | | 弾 単価 | 最大 ロッ ク 数 D 
| 発射 時 消費 EN E | | 発射 時 消費 EN D | 
| 発射 間隔 が 短い プラ ズ マ キャ ノ 重量 、 攻 撃 力 、 連 射 力 の 
ン 。 し か し 、 発 射 時 消費 EN が 大 が いい レー ザー 


| は 欠か せな い 主 カ 


弾 単価 
発射 時 消費 EN 
6 発 7 


全 弾 命中 


| RADAR| 
| BACK UNIT | RXA-01WE | 
(RA ADAR) 12100 C 重量 
NE 消費 EN § 
肩 装備 レー ダ 性 能 は 、 頭 部 内 | 
J り の も の を 滞 計 くく 上 回 っ て い 
用 の 組み 合わ せ mm eT 
や 、 迅速 な 寅 境 か 必要 な 3 mW の ) ダー と 同等 の 性 人 な の 
Em オス だ え う 肉 蔵 の 
で 活躍 する だ ろ すす な 
RADAR RADAR | 
NACS RZ-A1 
23000 C 33000 C 重量 E 
%- 詳 E 消費 ENS 器 。 量 A 消費 EN A 
[modwssut| re 
Acilorlos jaci [acee [ocva 
最 軽 量 の レー タ 軽量 級 機体 と レー ダー 距離 は 優れ て いる が 、 重 | 
防御 力 が 高く 、 レ ー ダ ー 機 能 の な 量 が 重い 。 積 載 量 の 多い 脚 部 と 組 | 
い 頭 部 を 組み 合わ せる 場合 に み 合 わせ る な ら 使 い 道 も ああ る | 
2 
RZ-Fw2 | 
S2100 C 重量 C 
し 本 ③ 消費 EN E 
cos 
上 索敵 範囲 が 非常 に 広い 
特殊 な タイ プ 。 重量 も 軽 めで 、 使 
い 勝 手 の い い パ ー ツ だ 


: 太 と レ 。 


RADAR| [: 


RZ-A0 
.RXA-99 My 
17900 C 重量 E 14500 c 
i 
グ - 曜 C 消費 EN A 
8 a 
ciRoLEl| E 
cd en 
Fe I I 
安価 で レー ダー 距離 は 平均 的 。 し 軽量 タイ プ g 
か し 全 ! ダー 中 最も 重い の て 機能 の な fl タ 
軽量 級 機 体 は 装備 し づら ! ら 、RXA-7 の 2 
ノ ガ が ( 
RADAR 
RZT-333 
27700 C 
日.19 消費 ENB 
es 
[Ac1 [acep [hcved 
- ダー 距離 の パラ ンス が 


取れ た パー ツ 。 レ ー ダ ー の 表示 形 
式 は 八角 形 の 特徴 的 な タイ プ 


"M1 18-TD 
_9630o c 


「gAck un Tf 
(MACAZINE) 


9 
いつ 


重量 で 


ルー ター 時 C 消費 EN S 


武器 の 装弾 数 を を 増やす 特殊 な パー 
プ 。 こ れ を 装備 する こと で 、 装 備 


で きる 起 表 の 種類 が ひと っ 肖 る と 。 
ラチ ッッ ト る ある | 


a 
全て の 武器 の 装弾 数 を 1. 2 倍 に す ] 
る 追加 弾倉 も と も と の 装弾 数 が 

多い 武器 と 組み 合わ せ た い 


ARMORED CORE PREMIUM DVD 


10th プレ ミア ム DVD ティ スク 」 
「 ア ー マ ー ド , 
「! ラ スト レイ 


コア | ン リ ー ズ 10 作 品目 を 記念 し ( 
ヴ ン | の 予約 購入 者 に は 特典 と し て プ 


] ミア ム DVD が 提供 され た プロ モビ デオ 、 TVCM、 
ァ ーー ン グ ム ー ビ ー 集 、 シリ ー ズ ス 変 遷 の 解説 な ど 
久 ぶ 豊富 な 映像 資料 の ほか 、 Web や 携帯 電 


話 サイ ト で 紹介 され た 「 樋 口 真山 X 佐 藤 浮 紀 」 「 
栃 良 輔 鍋島 俊文 の 対談 映像 11 分 、 開発 者 イ る 
に (鍋島 俊文 、 武村 大 、 岸 高 太郎 、 
NN ー 木 裕樹 ) 7 名 の イン タビ ュー 
5 の な どの バッ クス テー ニッ トー ク を 盛り 込ん だ 


で 


I P77-ST 
) 230000 C ! 


敵 の レー ダー か ら 次 を 消す 
ACMOA で は 常時 効果 が あり 


貴重 な 資料 と な っ た 
75 枚 も 楽し め る と いう 


S 
GA 
避 赴 N 
叶 選 
SN 


背 旦 


み 出 きれ た 2 
で きる DVD だ 
た サン 


[ 
3 
】 
1 


TARM UNITR 1 


へ 


右腕 武器 に は 、 率 制 用 の 小 火器 か 
ら 、 切 り 札 と な りう る も の まで 多 
く の 種 類 が 存在 する 。 攻撃 力 だ け 


で な く 、 ほ か の 装備 や 戦局 も 考慮 
| し た うえ で 選 ぼ う 。 | 


EATEGORY MACHINE GUN| | で 
9 “WG-AR1000 


42300 C 発射 間隔 へ 重量 BB 
倖 程 下 離 D 且 愉 費 EN S 
装弾 数 > 攻撃 力 E 
ド STlsouo emia 
ce 1 1 | 
弾 単価 最大 ロッ ク 数 D 
発射 時 EN 消費 mk 2 
1000 発 も の 装弾 数 を 持つ マシ ン 
ガン 。 長 期 戦 が 予想 され る 際 は 、 
ぜひ 装備 し た い パ ー ツ で ある 。 


HAND 3 


と に ORY 
WG-HG512 
26200 C 発電 間隔 A 


発射 時 EN 消費 一 
ロッ クオ ン サ イト の 広 さ が 特長 の 
ハン ドガ ン 。 し か し 、 そ れ 以 外 の 
性 能 に 見 る べき 点 は な い 。 


落 単 価 志 ッ ク 数 D 


CATEGORY PULSE RIFLE 
_WG-XP1 000 


46000 C 発射 間隔 S 詳 認 へ 重量 S 
fan ne 
装弾 数 C/ > 攻撃 カビ 
六 和 1 
so 陣 半 隊 隊 攻 硬 
弾 単価 一 | 最大 ロッ ク 数 D 
発射 時 EN 消費 本 W 
非常 に 軽い パル スラ イフ ル 。 連射 
力も ある が 、 装 弾 数 は 標準 的 な の 
で 意外 と 早く 弾 切れ に な る 。 


CATEGORY 


6 
WG-RFM1 18 


95000 C 発射 間隔 A 重量 B 
ーー S 


tel 旧 力 E 


RIFLE 


弾 単価 
発射 時 EN 消費 一 
WG-RF35 の 強化 バー ジョ ン 。 SS 
体 的 に 性 能 が 上 が り 、 バ パラ ンス の 
いい 武器 に 生ま れ 変わ っ た 。 


CATEGC JRY 
Tr RIFLE CATEGOR 
We-RFas ' MACHINE GUN 
PS に We- -MGA1 
の 量 A 14000 0 発射 間隔 重量 A 
erm” iu 5 放 科 所 衣 D ey S 
1 比 弾 数 A'” 邊 康 
Fn 攻撃 力 E 
Tu as I ey オー イー 
NE *] ッ 弾 単価 S | 最大 ロッ ン 
消費 発射 時 EN 消費 RE 


初期 装備 の ライ フル 。 攻撃 力 が 低 


く 、 その 他 の 性 能 も 平均 以 
飼 以 外 に 活躍 の 場 は な い 。 Wi 


て NEGOR1 HAND GUN 
WG-HG235 


19000 C 発射 間隔 A 
UN 


| 重量 S 
Wen S 


弾 単価 
発射 時 EN 消費 
3 発 の 弾 を 同時 発射 する ハン ドガ | 


ン 。 全 弾 命中 すれ ば そこ そこ の 威 
力 だ が 、 射 程 の 短 さ が 欠点 。 


Ja ッ ク 数 D | 


連射 性 能 の 高い マ * シン ガン 
の 攻撃 力 が 低い た め 靖久 の ぁ 


一 る 敵 を 倒す に は 装弾 数 が 不安 


I 


| 発射 時 EN 消費 


SNIPER RIFLE | 

,WG-RF/5 
41500 C 発射 間隔 昌 重量 S 
射程 距離 き 7 消費 EN S 


弾 単価 2 D| 
超 長 距離 か ら の 攻撃 が 可能 な スナ | 
イ パ ー ラ イフ ル 。 遠 距離 型 の FCS | 
と 組み 合わ せ て 使う べき だ 


1 IE ORY 


FLAMETHROWEHR | 
We- FG99 


AS )F 


We- B2120 


、 59740 C 間隔 6ー へ 重量 D 
時 程 了 離 C 講 消 費 EN S 


BAZOOKA| 
| 
| 


il SR 


弾 単価 最大 ロッ ク 数 D | 
」 
至近 距離 で 絶大 な 威力 を 発揮 する 


火炎 放射 器 。 銃 と いう より ブレ ー 
ド に 近い 感覚 で 使用 で きる 。 


装弾 数 DP“ 攻撃 力 A 
gmEm 
| 弾 単価 B | 最大 ロッ ク 数 D | 
| 発射 時 EN 消費 


高い 攻撃 力 を 持つ バズ ー カ 。 弾 束 
は いま ひと つ だ が 、 大 き な 標 的 や 
動き の 遅い 敵 に は 有効 だ 


CATEGORY PULSE RIFLE| 


WG-XP2000 


給 J 
61500 C 発射 間隔 A。。 重量 S 
射程 距離 SS 消費 ENC 

ls 攻撃 力 D 


uD 


[aci [sce cal ーー 
単価 本 ッ ク 数 D 
発射 時 EN 消費 A a 

間隔 以外 は WG-XP1000 よ ! 
4 長期 戦 に は 不向き だ が 、 
ほか の 場面 で は 活躍 する 。 


CATEGORY LASER RIFLE 


WG-XFwPPKk 


132000 C 発 間 同 B、 重量 
射程 上 離 開 7 消費 ENE 
装弾 数 C 


T 


en Me 本 
大 ロッ ク 

軸 

発射 時 EN 消費 C 

重く 、 消 費 EN も 


か は 高 水 準 な レー 
さま ざま な 局面 に 


多い が 、 その は ほ 
ー ザ ー ライ フル 。 
こ 対応 で きる 。 


攻撃 カ B 


me 


重量 C 
射程 距離 C 幸 消費 END 
装弾 数 D ーー 攻撃 カ C 
UT 
| 弾 単価 | 最大 ロッ ク 数 D 
発射 時 EN 消費 D | 
能 の パラ ンス が いい プラ スマ フ 
イフ ル 発射 時 EN 消費 が 大 きく 、 
ブー スト 中 の 射撃 は 上 炭 し い 
HAND GUN 
T 
| WG-HG1 | 
72000 C NNNA 重量 S 
射 得 下 離 D 消費 ENS 
装弾 数 C 攻撃 力 E 
BE 
St ACMoA| 
ld $1 最大 ロッ ク 数 D 
発射 時 EN 消費 
WG- HG512 を 改良 し た ハン ドガ 


だ コー 
51000 C 発射 間隔 B 


EE 
WG-XC4 


ン だ が 、 や は り 決 め 平 に 欠け る 
どう せ 使 うな ら 5WG- HG770 を 


et 


We- -MG600 
28400 C RNS 


弾 単価 


発射 時 EN 消費 


WG-MGA1 の 攻撃 力 と 
強化 し た パ 対 各 中 離 を 


る の に 


WG-RF/P 
61000 C 発射 間 孔 所 


MACHINE 内 


WWA 
計算 衣 C 請 靖 息 EN S 


装 絢 数 A 攻 萌 力 E 
EE 
ml | 

S | 所 大 ロッ ク 数 D 


ツ 。 弱い 敵 を 一 掃 す | 
は 最適 な 武器 た 


SNIPER RIFLE 


重量 A 
| 消費 EN S 
攻撃 力 C 


射程 距離 放 
装弾 数 D 


gm 


| 弾 単価 
|| | 発射 時 EN 消費 


WG- 


が 、 攻 撃 力 で は 勝る 。 や は 
離 型 FCS と の セ 


| 弾 単価 E | 


A | 最大 ロッ ク 数 D 


RF/5 よ り も 射程 距離 は 短 


や 


ッ ト が 基本 


BAZOOKA 


WG-B2180 


759 


00 C 発射 間隔 
射程 算 離 C 
装弾 数 D 


重量 D 
消費 EN S 
攻撃 力 A 


| 発射 時 EN 消費 


PLASMA RIFLE| | 


WG- 
数 が 減 
た め 


B2120 の 攻撃 ナ 
発 利 
無駄 撃 


WG-1-KAR 


75000 C 祭 


WG-PB26 


113000 C 発 ま 


ri 


弾 単価 
| 発射 時 EN 消費 


銃 タ イプ の ? ク 2 


の で 、 


発射 間 賠 も 人 
中 距離 で が 
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MACHINE GUN 
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発射 時 EN 消費 S 
ガ A( 
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PP で の 初 登場 時 に 比べ 、AC MoA 
で は 大 蛋 に 装弾 数 が 減少 し 7 
SNIPER RIFLE 
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71000 C 発射 間隔 E 重量 A 
射程 距離 8S 消費 EN B 
美 弾 数 E 葉 撃 力 S 
皿 
最大 ロッ ク 数 D 
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強大 な 攻撃 力 を 秘め た スナ イ バ パー 
ミィ わずか 10 発 の 弾 を 、 
よい か が 重要 た 


FARMUNITL 1 


左腕 装備 の プレ ニード は 、 使 用 回 数 
が 無制限 語 あ る 語 と が 最大 の 特 
苗 謀 切 が し た と き の 保 険 
な く 、 う まく 使い こなせ 
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LASER BLADE| [© 
LS-99-MOONLIGHT 
54000 C 重量 E 
消費 EN E 
攻撃 力 S 


カ 以 上 の 攻撃 力 を 持つ 最強 


の ブレ ー ト か な り 重 
es ょ り 里 い が 、 半 備 
ン て お く 価 値 は 十分 ある 


LASER BLADE 


LS-200G 
29000 C 重量 A 
NO 哨 費 EN A 
攻撃 力 D 


ト S-2001 の 消費 EN を 】 
| 威力 を アッ プ だ が 


ー ド に 比べ て 突出 し ヵ 


多 え つっ 
ほか の ブレ 


点 は な い | | 


Fy Fer 


| | 発射 時 EN 消費 S | 
| エネ ルギー 系 マシ ン ガ ・ 


器 に も な りう る | | 


| 強化 人 間 で な く < て も エネ ルギー 波 | 
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WG-HG770 用 62300 C 発問 
59000 C 発射 間隔 A Ne 3 射程 距離 C7 消 RE E 射程 距離 G Wb 
oo ーー ドー CN 

gu 中 遇 員 

ーー 局 ク 数 D 弾 | 晶 

弾 単価 ー B | 最大 ロッ ク 数 D eer N 消 費 1 1 の | a < mn 
i 肖 臣 n | 7 命中 し た 炎 

MSN トル ギー 大 間 。 人 MM i て る 村人 見 ん 昌和 4 
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撃 力 その 他 の 性 能 は 平 』。 
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56100 C 発射 間隔 重量 A 
射程 距離 D 庄 消 費 EN S 
装弾 数 A 攻撃 力 E 
ST 
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弾 単価 | 最大 ロッ ク 数 D 


射程 距 
離 が 短い 以外 は 良好 な 性 能 を 持 | 
| つ 。 弾薬 費 の 節約 に も 効果 的 | 
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( 重量 $ * 
M 電 時 清 END 消費 EN S 
攻撃 力 E 


LASER | 


Acilcplkoel 

初期 装備 の レー ザー ブレ ー ド 。 小 ] 
型 ミ サイ ル と 同等 の 威力 を 持ち 、 
_ 軽量 で 使い や すい パー ツ S| 
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3 | 
67500 C 重量 B 上 
丈 昌 NE -。 縛 消費 END 

攻撃 カ B 


を 放 て る 特殊 ブ プレー ド 。 ロケ 、 
弾 と 同じ 使い 方 が で きる 。 | | 
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い 。 強化 人 間 が 使 
ルキ 間 が 使 


に 攻撃 力 が 高 


うと 、3 発 の 
波 を 同時 発射 で 0 
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ォ プ ショ ガ 族 誰 本 光 【 機体 に さ 
ま ざ ま な 付加 機能 を 与え て くれ る 
重量 も な い の で 、 ノ ー リ スク で 性 
能 ア ッ プ が で きる と いう わけ た 


SP-ABS 
29600 C | 必要 スロ ッ ト 数 1 


| 機体 の 安定 性 を 高 
め 、 社 弾 時 の 反動 を 
軽減 する 。 軽 英二 脚 
| や 四 脚 機体 の 必需 品 
回国 還 し で ある 
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33000 C | 必要 スロ ッ ト 数 2 | 


| 実弾 兵器 か ら の ダメ 

| 一 ジ を 15% 軽減 す 

る 。 装 備 し て お け ば 、 

必ず 役に立つ パー ツ 

Ac1lAcpp| | で あぁ る 


SP-JAM 


26000 C | 必要 スロ ッ ト 数 3 | 


5 秒 に 1 回 、 ロ ッ ク 
オン 解除 パル ス を 発 
信 す る 。 連 発 型 ミサ 
イル を 使う 相手 に は 


回 回 常に 外交 た 。 


SP-CND-K 


21000 C | 必要 スロ ッ ト 数 4 | 


| ジェ ネ レ ー タ の コン 
9 デン サ 容 量 を 増設 す 
る 。 ど ん な 機体 で も 
装備 し て お いて 損 は 


pO | ない だ ろう 
lnco 
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1 ーー 
45000 C | 必要 スロ ッ ト 数 1 


エネ ルギー 兵器 の 発 
射 間 隔 を 短縮 する 
パル スラ イフ ル な ど 
は 超 高 速 の 連射 が 可 


能 に な る 
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1 ー 
245000 C | 必要 スロ ッ ト 数 5 
エネ ルギー 兵器 の 発 
射 時 消費 EN を 25% 
カッ ト 。 プ ラズ マキ 
ャ ノン な ど を 使う な 
ら 装 備 し た い 。 
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| 所 で は 聞 効 果 。 | 


3d | し て お きた い 。 | 
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表示 機能 を 付加 す 
る 。 や も と も る ょ サ 

ル 表 示 機 能 が ある 坦 


| 
ED ON | 舎 は 意味 が な い 


SP-SAP 
31800 C | 必要 スロ ッ ト 数 1 


| 名 前 は 違う が 、 そ の 
| 効果 は SP-ABS と 人 を | 
| く 同 じ も の 。 ぜひ も | 

リト で 装備 し て お き | 


| 
| 較 OO | た いと ころ 
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38500 C | 必要 スロ ッ ト 数 1 


エネ ルギー 兵器 か ら | 
の ダメ ー ジ を 15% 軽 
減 す る 。SP-S/SCR 
と と も に 、 必 ず 装 備 


ヨミ すべ き パ ーッ だ 
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SP-M/AUTO 


12900C | 必要 スロ ッ ト 数 1 | 
最大 数 まで ロッ クオ 
ン す る と 同時 に ミサ 
イル を 自動 発射 す 
る 。 障 害 物 の ある 場 


SP-AXL 
Lh ーーー | 
| 必要 スロ ッ ト 数 2 | 
ロッ クタ イム を 短縮 
する FCS ア クセ ラ レ 
ー タ 。 ミ サイ ル を 使 
用 する 機体 な ら 装 備 


SP-E+ 


」 
45000 C | 必要 スロ ッ ト 数 1 
エネ ルギー 兵器 の 攻 
撃 力 を 15% 上 昇 さ 
せる 。 も と も と の 攻 
疫 力 が 高い 武器 ほくと 


」 画 画 天 し 


ac1 [acer cua] 効果 的 で ある 
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'SP-ABS Re 


68000 C 必要 スロ ッ ト 数 2 
機体 の 安定 性 を 絢 化 
する 。 必要 スロ ッ ト 
数 か ら 見 る と 、SP・- 
ABS と SP-SAP を 問 
備 し た 方 が 得 


ーーーーーー- 


ARMORED CORE ExTR 
A WO 
アー マー ド ・ コ ア モバ イル 2」 ーー 


ざら に 内 容 充実 の ケ ー タ イ 版 第 2 作 


ケー タイ で も ひ り びり と 焼け つく < よう な 熱い AC 
バト ル を 楽し みた い を ん な プレ イヤ ー の 要望 に 応 
えて ゲー マー ド ・ コ ア モバ イル 2 は PS2 版 な 
ど 、 家 庭 用 グ ム 機 に 近い 画面 構成 に な っ て 登場 し 
た 。 プ レイ ヤー は 備 兵 と し て 訓練 施設 で の 実戦 デ 


タ サ ンプ ル 入 手 の 任務 を 請け 負う その 報酬 は 現 
物 、 つ まり 愛 機 を 改造 する た め の パ ー ツ だ 。 [トレ 

ー ン グモ ー ド 」 は 回 避 (MOVE) 、 攻撃 (ATTACk) 
総合 (OVERALL) 、 そ し て 体力 が 読 く か ぎり 戦う 
(SURVIVAL) の 4 種類 が あり 、 そ れ ぞ れ 4 段 階 の 成 
績 評価 に 応じ て 高級 な パー ツ を 入手 で きる 。 ト レー 
ニン グ を 積ん で 操縦 テク ニッ ク に 自信 が つけ ば 、1 
対 1 の 実戦 形式 で ある 「 ア リー ナ 」| に 臨み た い 。 こ 
こ で は 、 名 う て の 強敵 で ある 15 体 も の ラン カーAC 
が 待ち 受け る 。 す べ て の AC を 倒し て アリ ー ナ の 頂 
点 に 立っ た と き 、 何 か が が 起こ る か も し れ な い 。 また 、 
今 作 で も 自 機 の 装備 や 機体 色 を カス タマ イズ する 
「 ガ レー ジ 」 や 、360 度 か ら 鑑賞 で きる ビュ 
ー ド は 充実 し て いる 。 操作 モー ド も 初心 者 向け の 
「 オ ー ト 操作 モー ド 」 と 難易 度 の 高い | セミオート 
モー ド 」| の 2 つが 用 意 さ れ て お り 、 慣 れ て きた ら よ 
り テ クニ カル な 操作 方 法 に 挑戦 する こと が で 
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ケー タイ で も 機体 構成 の 楽 
し み は 変 わら な い 。 攻 撃 
防御 、 機 動 性 自分 な ! 
の 戦闘 スタ わせ 


どの パー ツ を 選ぶ か か カ 


悩み どこ ろ で ある 


/ ム 画 面 は 迫力 ある さ ! 
で 表現 され て いる に ] 
い を は か り 、 敵 の 攻撃 で 
紙 一 重 で 回 選 し て 必 幸 
戦 # か 。 か き 込む す + 


ん を 見 出す の 


の 


| ァ ー マ ー ド ・ 1 アー モバ イル 2 5 
| EZweb BREW 2.1 以降 対応 アプ リ 1 ダ 


ン ロ ー ド 525 


STAF 


AC 世 界 を 体現 する 音 と 楽曲 の 


hs SZ 


ュ \ イ ズム の 旅路 


ど うい うふ うに 放 


BGM の 変遷 に 還る 、AC 
" シリー ズ の 独特 な 音 楽 は 、 


“AC 
生 し て いる の で し ょ うか ? で 
な 負わ る ご と 【 全 同 は こう だ つ 7/ 
星野 : 共 本 的 に は 、 1 作料 わる 3 
相 Pb っ イイ 
、ww2A を ふっ と 膨らませ よう 
) 次 は 部 分 を も : ; で 
+ で き 上 が っ て いて 、 そ れ を ) な げ て いる よう な 
、 すか と ァ ス ター オ ァ ア リー ナ 」 か ら 『 ネ 
感じ で す で す から て 0 
で ; er - きき ・ こう つ 
ッ サ ス | まで を 流れ で 聴け ば 、「 ここ で こう 8 
が りか | っ て 、 気づい て NT ます 
対 ・ た だ 、 そ の 中 で も | AC3] は 転換 点 で し ね で 
れ ま で は 元祖 の テク っ ぽい 曲調 を 継承 し て いた ん で す 
ぁ の ころ か ら 作 品 ご と の コン セプト を 、 前 面 に 押し 


出す よう に な っ た と いう の は あり ます 

ュ デ ュー サー か ら 「 悲 し い ] と か 「 重 厚 ] っ て 

セプト を 提示 され て 、 情感 を 多く 乗せ る よう に 

2 クト ペラ | GA で 
て 感心 し まし た 

僕ら の 合作 な 


こ か の 雑誌 に は 
コト 言う な ぁ 
・ あ の オー プ ニ ン グ は 、 
くっ Sc 生野 が 声 ネ タ を 入れ て くれ て 


ょ ん で す よ 。 僕 


星野 : も う 、 何 か に 導 か れる よう に ね 。 た だ あれ 、 実 は 
作 か で 9 F し て る ん で す よ 。 な の に みん な 「 誰 この 女 
の 人 ? | っ て ( 笑 ) 逆 に 言い 出 せな くみ ヵ な うち ゃ いま た 


- で は 、 そ の あと の 「 ネ クサ ス ] に 関し て は ? 

星野 : あれ は 単純 に 、 ロ ッ ク の テイ スト を 入れ た か っ た 
と いう か 、 生 楽器 を 弾き た < な っ た だ け ( 笑 ) 

2 で す が 、 い い 意 味 で 「 ル ー ル 無用 」 ヵ な の も 、 

ン ッ ク の 魅力 だ と 思う ん で す よ それ に 最 
、 自分 の 感覚 を 信じ る し か な いで すか ら 。 た と 
i 2 「 長 時 間 購 い て も 飽き な く て 、 で 
6 耳 に も 残っ て 、 ゲ アー ム の 邪魔 $ し ヵ 


ょ いよ うに | と いう 
指針 は あり ます けど 、 そ の 判断 基準 は 村 自 分 で 忠 い ー 
ノリ ノリ だ か ら 、 AS 


コレ で OK ! 」 ですから, 
徐 藤 : それ だ け に i Ns な 0 に os 
ョ ンプ が * a b 参 】 で 「 こ 
ョ ン だ っ た ら 、 あ っ っ ちの 曲 の ほ : うがい い か な 
修 の 最後 まで 休ん で ます け と ね 
星野 : 齋藤 は も う 、 
す よ 引手 くみ 2 に < "ほど デバ パック し ま 


デバック! 


F INTERVI 性 VV | サ ゥ ンド チー ム 
誕生 秘話 


星野 康太 


耳 で ビバ 感じ る AC 世 界 の 息吹 


音 に も 、 一 度 聞い た ら 

よね 7 カラ サウ の | の 三 

次 藤 : や は り 、 

りえ な い ぐ ら い の 音 で な いと ( 笑 ) 
り RAE 


忘れ ら es 
オ ! | っ て いう 発射 音 と か 
シリ ー ズ 伝統 の 最強 武器 で すか られ ね 。』 
そう いう 細か いこま 
た と えば FCS の ロッ ク 音 7 
RR と に 音 を 変え て ある ん で す よ 。 
星野 : 細 け ぇ 一 | で も 確か に 『AC3」 ぐ らい か 中 
そう いう リ i 

丈 藤 ・ た だ 、 リ アル と は いい つつ 本 物 そ の まま の 音 雑 
っ ちゃ うと 、 ゲ ー ム の な か で は 逆 に ショ ボ か っ た り 


る ん で す よ 。 映画 も そう だ と 思う けど 、 府 張 する と こ 2 
は 誇張 し て あげ な いと 
星野 : し か も 、 容 量 と の 戦い も る ある し 。 何 し ろ 武 直 


は ど 積 ん だ 機体 で 、 最 大 4 人 まで 対戦 で きま すか ら 好 

か じ め 武 器 1 個 あたり の 音 の 容量 を 絞っ て お か な いと 琴 

量 を 超え ちゃ うん で す 。 そ の 制約 の 中 で 、 い か に [AU 
らし い 音 を つく る か が 勝負 と いう か 

丈 藤 ・1 ユ ユー ザー と し て も 「 や っ ぱ プ ー ス ヶ は コル 系 

じゃ な いと 1! |」 と か 、 

虹 時 そう そう 


ト げ 役 で すか ら 」 


ちゃ ん と 思え る よう に ね sn 
, の 成 ! 
や っ ぱり サウ ンド っ て 、 ゲ ダーム 


齋藤 司 


@ さ う ・ ッ 
EAE SG 
リン クタ ーー 「 マ スタ デー オブ アリ ー ナ | か ら 5 ナイ 72 


の 楽曲 と 効果 音 を 担当 。 ッ チ か ら も 放り 

時 野 剛 太 。 「 で ユー ザー と 対戦 し た 経験 も ある と か 

ほしの. 

課長 ノン デー た ノコ ン セプト デザ イン 部 サウンド セク ジラ ) 

ー ズ の リク ター。 齋藤 と 同期 入社 で 、 揚 当 作品 も 同じ 。 と 
こん ど に お いて 、 耳 に 残る BGM の 数 々 を 手がけ て 


ち 
ミ 
s 
ロ 
ら 
トー ス 


| 
NEW ACTION 
uJ い J WW し 
= オー パー ドブ ー ス トド"- 
AC の コア 部 分 に 新 搭載 され た 「 オ ー バ ー ド 
2 ] は 従来 装備 し て いた ブー スタ と は 別物 で 、 文 
字 ど お り ブー スタ より も は る か に 強大 な 出力 を 生み 出す 機 
能 で ある 。 発動 させ れ ば タ ンク 型 な どの 重量 機 で も 超 高速 
で お MCE る これ よっ て 英機 に 急 接近 し て の 攻撃 や 、 
誘導 ミサ イル を 回 避 す る こと が 可能 に な り 、AC の 戦法 に 


変革 を も た らし た 

2) も / らし た 。 尺 は 使用 時 間 が 限ら れ て いる こと と 
ネ 4 ー 少 費 が 大 きい こと 。 ま 、 障害 物 に 激突 す る c 
オー バー ドブ ー フ ス | は 停止 し て し きま う 


AC2] か ら 


ブー ス 『 


rR 


空中 な ら は オー バ 


ドブ ニース ト を 発動 さ 
せ て も 了 害 物 と 衛 
る 危険 は な い 。 MM 
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2 度 の 争乱 「 大 破壊 」 と 「 大 深度 戦争 | ヶ 
経た 地球 暦 196 年 、 巨 大 企業 ヴォ マト 
クス 社 は ある 計画 の 情報 を 入手 する 。 , 
は 「 火 星 テ ラフ ォ ー ミ ング 計画 | と 罰 
る 、 火 星 を 地球 の よう な 人 類 が 住め る 量 に 
改造 する 計画 で あつ っ た 。 こ れ を きっ が に 
火星 へ の 移住 が 推進 され 、 地 球 礎 223 和 を 
を 迎え る ころ に は 、 火 星 に も 新しい 人 鞭 
会 が 形成 され つつ あっ た 。 し か し 、 火野 
地球 以上 に 激しい 企業 間 対 立 が 存在 し 、 ま 
た 、 テ ラフ ォ ー ミ ング 計画 時 か ら 出 現し て 
いた と いう 正体 不明 の 生物 兵器 「 テ ィ ツ ー 
ダー」 が 践 必 す る 土地 と な っ て いた 。 それ 
は 、AC を 自在 に 操る レイ ヴ ン た ちの 人 
が や っ て きた こと を 意味 し て いた 。 


NEW PARTS, : 
- 熱量 の 概念 が 加わ る 


本 作 か ら 新しく 加わ っ た 要素 と し て 、 熱量 が ある 。 AC 
機体 は 常に 熱 を 発し て お り 、 冷 却 し な けれ ば オー バー ヒ 
ー ト を 起こ し て し まう 。 そ こ で 機体 を 組む 際 に は 、 AS 
ツ が 発する 熱量 より も ラジ エー タ の 冷却 性 能 が 上 回 5 き 
けれ ば な ら な い 。 ま た 、 熱 量 は ブー スト や エネ ルギー ま 
器 の 使用 、 あ る い は 英 攻 撃 の 被弾 に よっ て も 発生 する 
その た め 、 レ イヴ ン と し て 一 流 で ある た め に は 、 機体 を 
操る 技術 と 並び 、AC に お ける バー ツ 選 択 や 機体 の 組 
上 げに 長け て いる こと が より 不可 欠 と な っ た 。 


で 補 基 装備 の フー 
タ は 冷却 性 能 が と 


早々 に 買い 換え た 


を 湯 祝 し た 要 褒 タイ ブ 


バレ ー ナ 


pg N 


(和敬 !) エム ロー ド 


現在 、 火 星 で 覇権 を 握っ て いる の は 
ー 部 の 巨大 企業 で あめ る 。 そ し て その 
周辺 を 、 火 星 進出 に お いて 後塵 を 拝 
し た 政府 機関 や 中 堅 企 業 、 レ イヴ ン 
派遣 組織 な ど が 取り 巻く 状況 に ある 。 


依頼 


ナー ヴ ス コン コー ド 


CORPORATIONS & ORGANIZATIONS 


政府 Government LCcc Large scale enterprises of Central Committee 


企業 問 の 紛争 か ら 勃 発し 、 約 30 年 間 続 いた 「 大 深度 戦争 (Deep 正式 名 称 は 企業 中 央 委員 会 火星 に お ける 統治 機関 で 、 地 球 政 
Earth War)」 を 生き 残っ た 企業 ・ 組 織 ・ レ イヴ ン に よっ て 設立 され 府 に よっ て 設立 され た 。 その 目的 は 「 地 上 の 復興 を 最 優先 と す 
た 統合 組織 。 地 下 の 複合 都市 か ら 地上 へ の 移住 を 推進 する な ど 、 る ] と いう も の 。 だ が 、 火 星 進出 で は 各 企業 に 遅れ を と り 、 武 


地球 で は 主権 を 握っ て いる が 、 炊 星 に お いて は 無力 に 近い 。 装 面 で も 劣勢 と 、 統 治 機関 と し て 機能 で き な い 状態 に ある 。 
ジオ マト リク ス ZIO MATRIX | エム ロー ド EMERAUDE 


AC バ パー ツ を 開発 、 販 売 する 巨大 企業 。 か つて 地球 の 地下 都市 「 ム ラク モ ・ ミ レニ アム 」 の ライ バル で あっ た 「 ク ロー ム ] 系 
に 君臨 し 、 火 星 テ ラフ ォ ー ミ ング 計画 の 概要 を 入手 し た ムラ ク 企業 を 中 心 に 形成 され た 、 巨 大 複合 企業 。 地球 最大 の 企業 体 で 
モ ・ ミ レニ アム 系 の 企業 で も ある 。 そ の た め 、 最初 に 火星 進出 ' あ る が 、 火星 で は No.2 に 甘んじ て いる 。 火星 で の 支配 権 を 強 
を 果たし 、 現 在 で も 火星 で の 主導 権 を 握っ て いる 。 化す る た め に は 武力 の 行使 辞 さす の 姿勢 を と っ て いる 。 


| バレー ナ pAlENA ナー ツラ スコ ンコ ー ド NERVES CONCORD 
AC 用 の 外部 ・ 内 部 装置 を 開発 し て いる 。 需要 の 多い 火星 に 進 コン コー ド 社 が 、 地 束 に 続い て 凍 で も アリ ー ナ を 志 党 する に 
出す る や 、 急激 に 業績 を 伸ばし て きた 。 地球 で は 弱小 の 部 類 に め に 構築 し た ネッ トワ ー ク シス テム 。 コン コード は 
入る 企業 だ が 、 次 々 と 画 期 的 な 新 技術 を 市 場 に 提供 。 上 位 ど 社 に 和 人 業 や 政府 か ら の 信頼 を レイ ヴ ン に 提 計 し て 
と 友好 な 関係 を 築く こと で 、 さ ら な る 勢力 拡大 を 狙っ て いる 。 ある 。 現在 唯一 機能 し て いる レイ ヴ ン の 派 中 る 


[ TLLTTTLTLLLLLLLLL ii 


人 ES 
sss = 3 

1 特殊 部 隊 フ ライ トナ ー ズ Frighfeners の の 担当 する 衝 査 官 。 アリ ー ナ お よび ナー ヴ 

| 地球 政府 が 編成 し た 治安 維持 部 隊 。LCC の 統制 力 を 強化 する た 「 レ イヴ ン テ ス ト 」 を 


抽 ある レイ ヴ ン で ある か を 選別 す 
の く ト コン コー ド に 休 録 する 力量 が ある レイ ヴ ン で の る が 
0 の の 用 スー アリ ー ナ の 上 位 に 名 を 連ね る ほど の レイ ヴ ン で お る 。 


「 ス トラ ング 」 は レイ ヴ ン と し て の 通り 名 で 、 本 名 は 不明 。 


レイ カー」 と し て アリ ー ナ に 君 申 し た 伝説 の レイ ヴ ン 。 
ン バ ー に 現役 レイ ヴ ン を 雇い 入れ て お り 、 戦闘 能力 は 高い 。 


| 


| MISSION ラ 


| 
| FIRST MISSION 


レイ ヴ ン 試験 -wiLp BIRD・ 


ォ ー ヴ スコ ンコ ー ド ジオ サテ ライ ト ジ テ ィ 


、 避 の レイ ヴ ン た ち を 東 ね る ナー ヴ ス コン コー ド 社 は 、 
計 か ら や っ て きた ひと り の レイ ヴ ン の 胸 を 試す た め 、 試 

を 行う テス ト 内 容 は 、 ジオ サテ ライ ドジ a 
eMT た ち を 一 掃 し て ほし いと いう 依頼 を 完遂 する こと 。 決 
し て 困難 な 内 容 で は な い 。 成 功 す れ ば アリ ー ナ に 登録 され 


ディ ソー ダー 排除 -srLenr snow- 4 


LCC 7 が 地下 高速 鉄道 路 


て いる . 


で あっ た 。 依頼 主 は 火星 政府 
機関 で ある LCC。 デ ィ ソ ー ダ 
ー が 出現 し た 地下 高速 鉄道 路 
は 、 火 星 を 横断 する 輸送 交通 
網 と し て 重要 な 役割 を 担っ て 
いる 。 分 断 さ れる こと に な れ 
ば 次 星 の 開発 は 大 きく 立ち 遅 
れ 、 経 済 的 な 被害 も 計り 知れ 
な いで あろ う 。 至急 、 現 場 へ 
と 向かい 、 デ ィ ソ ー ダ ー を 排 
除 する 必要 が ある 。 


| A 計 


人 ディ ソー ダー1 体 の 攻 


エム ロー ド / 


エム ロー ド 社 か ら ある 勢 ナ 

6 〕 の 一 掃 が 依頼 され た 
まで ある 。 現在 この 部 隊 は 、 テ ラナ 山 過 方 還 か 
プチ シテ ィ 」 へ 優 攻 中 で ある と の こと st 
通過 する 際 を 狙い 、 


デラ ナ 山 脈 ザ ソ グチ シテ ィ 


” 帳 答 で あり 、 失 取 は 許さ れ な い ,。 


テラ フォ ー ミ ング 計画 の 遺物 と いわ れる ディ ソー ダー。 炊 星 で は 、 無 人 装 
甲兵 器 で ある この ディ ソー ダー が 都市 や 施設 を 襲撃 し 、 甚 大 な 被害 を 与え 
今回 の 依頼 は 、 ま さ に 今 、 地下 高速 鉄道 路 の 1 7 号 地区 に 出現 し 、 
破壊 活動 を 行なっ て いる 多数 の ディ ソー ダー を 掃討 し て ほし いと いう も の 


撃 力 は 低い が 、 
鱗 へ と 出現 する た め に ダメ ー ジ が か 普 積 する 


re れ た ミッ ショ ン を こ な 

レイ ヴ ン と し て 依頼 さ こなす っ _ 要 
な 険 破 の 渦中 に 巻き 込ま れ て いく 。 そ の 流れ か 6ip 6 

に は 自ら の 腕 に 頼る し か な い 。 6 


0 
ーー 


自ら の 生 さ る 道 を 求め 、 戦 引 の 汰 旧 
また ひと り レ イワ 3 


ン 
0 
に 


に 


が 降り 立っ … 


で 2 


「 


る と と も に 、 ナ ー ヴ スコ ンコ ー ド の 所 属 下 に 置か れ 8 
で レイ ヴ ン と し て 生き る スタ ー ト ライ ン に 立つ と と fis。 
る 。 審査 役 と し て 同行 する スト ラン グ の 前 で 、 地球 で 太 
れ た その 腕 を 存 分 に 見 せる こと が で きる か 。 読 され る 2 
ヴ ン と は 、 も ちろ ん 君 の こと だ 。 


レク テ ナ 施 設 夜 柚 需 詞 


エム ロー ド // ペラ ス 平 原 レク ティ 


依頼 内 容 は 、 ヘ ラス 平原 に ある レク テ ナ 
設 襲 撃 。 こ の 施設 は 、 ジ オマ トリ クス 祖 
建設 し た も の で 、 施 設 の 周囲 に 訪 置 され 
レク テ ナ 装 置 が 太陽 光 を エネ ルギー へ と き 
換 、 火 星 の 各 都市 に お ける エネ ルギー 就 
し て の 役割 を 担っ て いる 。 依 頼 主 は エ IAD 
ー ド 社 。 施 設 お よび レク テ ナ 装 置 を 完 人 に 
破壊 する こと で 、 都市 へ の エネ ルギー 睦 
を 停止 させ 、 ジ オマ トリ クス 社 の 社会 8 引 
用 を 大 きく 失墜 させ る た め の 妨 書 工 作 で 5 
る 。 大 型 砲 の デー ンズ や バル ドー に 豆 護 
闘 機 の レデ ィ バ ー ド が 配備 され 、 放 9 
備 は 堅固 ゆえ に 、 午 前 2 時 の 夜半 に MT 
隊 の 援護 を 受け 、 作 戦は 退行 され る こと と 


次 か ら 


に ぁ が 9 
後方 支援 に つく MT と 協力 し て 任 季 
必要 が ある ミッ ショ ン だ 。 


FN 
0 


潜水艦 護衛 -eane 計 


ジオ マト リク ス 社 


スタ ー ラ イト 海上 輸送 角 中 
ジオ マト リフ ズ 芋 所 有 の 潜水 艦 に 乗り 込み 、 自 0 地 ま で W 
衛 す る よう 依頼 され た 潜水 艦 は 、 バ レー ナ 社 か ら 謀 通 
た 機密 資料 を 運ぶ が た め の も の で 、 護衛 は 再 強 春 を 狙 GO 
と バレ ー ナ 社 か ら 資 料 を 守る た め [、 行なわ れる 護衛 は 港 
水 能 内 で 待機 し た の ち 、 敵 が 股 繋 し て きた 際 に 出撃 する こ 
と と な る LCC は 空母 や 巡洋艦 な どの 海上 戦力 を 保有 し て 
いる た め 、 上 空 の みな ら ず 海上 か ら の 油 軸 も 備え る 必要 
が ある 作戦 の 選 行 に お いて 、 敵 朋 に 飛び 移っ た ほう か 効 
率 よく 攻撃 で きる 。 海 上 で も 行動 で きる よう フロ ー ト 品 の 
AC で 出撃 する の が 望ま し いと 思わ れる 


ジオ シテ ィ 制 庄 5 
地球 政府 


地球 政府 の 元 に 、 特 殊 部 隊 フ ライ トナ ー ズ が 火星 の 各地 で 
一 斉 に 反乱 を 起こ し 、 重 要 施設 を 次 々 と 占拠 し た と の 情報 
が 入っ た 。 ジ オシ ティ に も 特殊 部 隊 は 現われ 、 ジ オ 本 社 ビ 
ル を 占拠 し た らし い 。 こ れ を 受け て 、 地 球 政府 は 登 回 作戦 
を 計画 、 そ れ に あたっ て レイ ヴ ン に 協力 要請 を 仰ぐ こと と 
な っ た 。 レ イヴ ン の 役目 は シテ ィ 内 に 突入 し 、 ビ ル を 守備 
する 特殊 部 隊 の レイ ヴ ン ど 機 を 排除 する こと で ある 。 敵 を 
排除 する と 、 別 働 隊 で ある 征 圧 部 隊 が 本 社 ビル の 屋上 か ら 
突入 する 作戦 だ 。 ま た 、 最 優先 事項 と し て 反乱 軍 リ ー ダ ー 
の レオ ス ・ ク ライ ン を 発見 次 第 撃破 する よう に と 、 地 球 政 
府 は 要請 し て きた 。 


ツ 4 ツ ティ. サオ マト リ 2 ス 時 料 


フォ ボス -gap pAys- 
地球 政府 7/ 

火星 の 衛星 フォ ボス か ら 地 球 政府 に 通信 が 入っ た 。 通 信 
者 は 反乱 の 首謀 者 レオ ス ・ ク ライ ン 。 そ の 内 容 は 、 フ ォ 
ボス が 古代 火星 文明 が 残し た 遺物 で あり 、 高 性 能 な コン 
ピュ ー タ に よっ て 制御 され た 巨大 な 機動 兵器 で ある と い 
う 驚 くべ きも の で あっ た 。 す で に フォ ボス が その 軌道 を 
次 えつ つ あ る 状況 は 、 一 刻 の 猫 予 も いこ と を 物語 る 。 
フォ ボス が 落下 する こと に な れ ば 、 火 星 は 壊滅 状態 へ と 
陥る こと は 必至 。 そ し て 地球 政府 か ら 最後 の 依頼 が も た 
ら さ れ た 。 依頼 内 容 は クラ イン の 撃破 と フォ ボス の 破壊 。 
また 、 任 務 完了 の あか つき に は 、 全 レイ ヴ ン が 独立 し た 
備 兵 と し て 生き る 自由 を 得る こと も 約束 され た 。 だ が 任 
務 は そう た や すく は な い 。 中 に は 巨大 ディ ソー ダー や ク 
ライ ン が 待ち 構え て いる 。 こ れ ら すべ て を 一 掃 し 、 委 導 
コン トロ ー ル 装置 を 破壊 し な けれ ば な ら な い の だ か ら 。 


フォ ボス 


_LAST MISSION _ 


7。 ペ 尼 油 上 6 で WfSTAI 
地球 政府 か 』 依頼 が も た ら れる 
の 渦 破 と い ) も の た ) た [ 
開発 し た 戦略 航空 


その 内 容 は 「STAI」 
は 、 バ レー ナ 独自 に 
明和 能 で 、 炎 時 人 上 を 上 に 
を 備え て いる 火星 各地 で 起き た 暴動 は 陽動 作戦 で あり . 
クラ イ ン の 目的 は と の STAI を ハ 手 発 角 する こと に ぁ - 
に d STAI を 発 艦 さ せ 、 衛 星 フ ォ ポス の 軌道 > と 朋 か 人 
“=, i ン の 次 な る 目的 は 軌道 上 か ら の 地表 攻撃 そこ て 
ワ イヴ ン た ち に は 物 送 機 か ら 航空 戦 能 に 乗り 移り 内 部 
に 侵入 な ん と し て も ク ラフ イン を 倒し て STAI の 進行 を 


停止 させ る よ つっ 要請 が な され た 


合 ジ オシ ティ を 制圧 し た AC は どちら も 両 腕 に キ 
を 搭載 し た フロ ー ト 型 。 


性 を 人 能 土 と 化す 陰 課 を 止め られ る カ 
ひと り の レイ ワン に その 行く 木 は 託さ れ た 


の は 


- タ を 降り た 先 に 待つ 6 
異形 の 機体 を 操る 彼 を 倒 ! 


その 野望 を 


信 エ レベ 
ィ ヴ ン 


6 ヨ HOO q ヨ dOWdV 


RAVEINS 


AC 

プロ ビデ ンス 

| NAME 葉 
最強 の 存在 と し Cn 
アリ ー ナ に 君臨 し 続け 
帝王 。 敗 北 の 味 を 忘れ て 


し まう ほど の 長期 間 、AC の 残骸 
と 栄光 を 積み 上 げ て きた 彼 に と 
っ て 、 勝 利 は すでに 美酒 で は な 
く 退 屈 を も た ら す に 過ぎ な い , 
彼 が 請 い 欲す る も の は 、 み ず か 
ら を 再び 奪い 立た せる 強者 の 登 
場 だ け で ある 。 


AC 
esa の 6 ポープ 


\ 


ク 型 
AC あり お 
空中 戦 を 得意 と す 
る 。 そ の 戦法 と 機体 名 か ら 
「 空 の レイ ヴ ン 」 と いう 異名 
を 持つ 。 危 険 を 顧み ず 、 戦 火 
の 激しい 地 に も 自ら 赴く 好漢 
で あっ た が 、「 空 中 要 守 侵入 」 
(P.053 参 照 ) の ミッ ショ ン 
に お いて 、 そ の 命 を 落と し て 


四方 に バズ ー カ 弾 
を 発射 する 重量 機 
体 を 操る の は 、 任 
人 成功 累 100% を 誇る レイ 

ヴ ン 。 あ ら ゆ る 手段 を 用 いて 
任務 達成 と いう 目的 を 果たす 
こと で 知ら れる プロ フェ ッ シ 
ヨナ ル で お ある 。 老 練 と も いえ 
る 、 隙 の な い 戦い 方 に は 苦戦 
させ られ る が 、 学べ き と こ 
ろ が 多い の も た し か だ 。 


を ゃ を めぐ ざ 
戦い の 舞台 を 火星 へ と 変え て も 、 選 の を 時 し 
イヴ ン の 性 で ある 。 だ が 、 と 長 他 の に 90 
で きる の は 、 た っ た ひと 握り の 者 た けた 。 < 


AC 
アボ カリ プス 


MDV= 粒 囚人 番号 B.24715 


AC 
ルー キー プレイ カー 


ヴァ ッ ハ フン ト 


下位 か ら 上 位 へ と 


る 際 の 障壁 と な る 
ラン カー と し て の 腕 は 
あえ て 現在 


存在 
上 位 レ ベル だ が 、 
の 順位 に 身 を 置い て いる 。 そ 
の 目的 は 、 成 長 株 や 新入 り の 


ラン カー つぶ し 。 機体 も 、 下 
位 ラ ンカ ー で は 翻弄 され る し 
か な いよ うな 機動 性 重視 の 
AC に 仕上 げ て いる 。 


ラン キン グ を 上 ば げ 


す 9 者 た ょ 


ナ に 参戦 し て Uz 
右腕 に グレ ネー ドラ イフ ル 
肩 に は グレ ネー ドラ 
と 、 火 力 の 高い 直 叶 を 
2 a 
ーー > 高い 攻撃 We た 


ここ で 教 し IM 


i こ 


AC 
エイ ト ボ ー ル 


ーー テー 2 
Kf ハッ スル ワン 


回 で は な く 、 
勝利 を 遠ざけ て し まう | 
典型 的 な 例 だ 。 過 oe 
た 伝説 の レイ イヴ ン 


負け 犬 の 運 汰 えと 
て いな い の も 1 仕 訪 な 


ENEMIES Lo 


排除 すべ き 敵 の 存在 デ 

a 。 ディ ソ 
人 MT、 そ し て AGC.…… IAC2」 で は 、 レイ ヴ ン の 
前 に 以下 の よう な 敵 が 立ち は だ か る . 


| ディ ソー ダー ディ ソー ダー は 無人 半 四 挟 呈 で あり 、 か っ 1 
て 火星 に 送り こ 自律 弄 ) 
ディ の と いわ れる 。 現在 . 除く の 都市 や 施設 が ディ ソー ダー に よる 守 和 の 化 し た も 
1 人 x 


リュ シオ ル 
洋 遊 型 の 大 型 デ ィ ソ ー ダ ー。 フ 
ライ トナ ス が 「 プ ロト タイ プ | 
と 呼ん で いた 機体 で は な いか 
と 思わ れる 。 そ の た めか 、 バ ババ 
ルカ ン 砲 や ミサ イル 、 グ レネ 
ー ド 弾 な どの 実弾 武器 を 装備 
し 、 非常 に 高い 攻撃 力 を 誇る 


ソー トレ イル 


逆 関節 型 の 脚 部 を 持つ 中 型 
ディ ソー ダー。 機動 性 が 高 
く 、 動 き は 俊敏 。 ジオ マト 
リク ス 社 は この ディ ソー ダ 
ー を 回 収 し 、 輸 送 し よう と 
し た が 、 エ ムロ ー ド 社 の 妨 
RS 


区 g ラ 訳 是 ウ 
超大 型 の 浮遊 型 デ ィ ソ ー ダ ー。 ミ サイ ル な どの 実弾 系 を 主 武 
器 と し て いる フォ ボス で 、 反 乱 者 レオ ス ・ ク ライ ン が 駆る 機体 。 
内 部 に は ディ ソー ダー「 フ ィ リ アル 」 を 有 し 、 ス カラ バエ ウ 
ス が 破壊 され る と その 姿 を 現 わ す 。 フ ィ リ アル は 機動 性 が 高 
Aa Pu OH 


ol 


「。 交 LCC の 管理 下 に ある 治安 維持 特殊 部 隊 、 それ が 「 フ ライ トナ ー ズ 」 で ある 。 隊長 の レオ ス ・ ク 中 
特殊 部 隊 AC ライ ン を は じ め 、 隊 上 員 は 皆 優秀 な AC 乗 り で 構成 され て いる 。 


スマ ッシュ ドッ グ ・ | 


フロ ー ト 型 の 脚 部 だ が 、 ピ 
ー ム キャ ノン と プラ ズ マ キ 
ャ ノン を 装備 し た 攻撃 力 の 
高い AC。 ミッション 「 ジ 
オシ ティ 制圧 ] で ジオ 本 社 
を 制圧 し て いた 機体 の うち の 
] 機 で ある (PO059 参 照 )。 


| ポイ ル 
フラ イト ナー ズ 加 隊長 の ボー ーー ニー 
・ フォ ー ト ナー の 愛 機 . ra 
Me Re の 天 コ 2 ミク ララ ィ (2/ 特殊 部 隊 フ フイ I = 
軍 Oh ルイ ヴ ン ズ ・ ネ フ こ 所 属し 、7 
当世 還 つて は 地球 の 備 兵 組織 「 レ イヴ RD 
- り の AC で あり な か が ら 、 リー ナ で は 「 ナ イン ブレ イ uid 
5 論 に よる 系 。 つづ けた 。 古代 交 星 文明 の 機動 氏 疾 で ある 計 ーー 
a \ J、 記 に 落と し 、 火 星 の 争 季 の 源 を 一 押し よう と する 
早い 攻 に 


か 


| 


IUNT... 


火星 潤 誠 の 後遺 

今度 は 地球 に 不穏 な 空気 が 
レオ ス ・ ク ライ ン が 炊 星 で 起こ し た クー デ タ ー 
か ら 数 年 。 地球 政府 は 、 火 星 の 中 央 集権 組織 に 
お いて 軍備 の 増強 を 進め て いた 。 し か し 、 火 星 
の 各 企 業 は こう し た 強い 軍事 力 を 持つ 政府 に 危 
機 感 を 覚え 、 お の お の で 兵器 の 開発 、 軍 事 力 の 
確保 を 図り 、 政 府 と 企業 間 の 関係 は 悪化 の 一 途 
を た どり つつ あっ た 。 一 方 、 地 球 で は 政府 の あ 
る 「 セ ント ラル オブ アー ス 」 を 中 心 に 、 大 小 
17 の 区 域 を 9 つの 監督 局 が 分 割 管理 し て いた 
が 、 どの 地域 も 火星 騒乱 の 事態 収拾 に 力 が 注 が 
れ た た め に 、 開発 は 遅 々 と し て 進ん で いな か っ 
た 。 その た め 、 大 深度 戦争 に よっ て 甚大 な 被害 
を 受 受け て いた 多く の 地下 都市 で は 、 不満 を 爆発 
させ 、 間 地 で 武装 蜂起 が 頻発 する こと と な る 。 


政府 、 企 業 、 そ し て 民衆 と 紛 9 争 の 種 は 尽き ず 、 
時 代 は 混迷 を 極め よう と し て いた 0 0 


ン ン プン ル に 絞っ た 4 う の メ x ニョ = 


RE ・ コア £ アナ ザー エイ ジ 」 の ゲー ム 内 メニ 

ー は 、 ガ レー ジ 、 ミッ ジョ ショ ッ プ 、 

; トル.4 

み 。 ひ と つの ミ ・, 4oeo っ o 


ッ シ ョ ン を クリ ア 
で パー ツ を そろ え 、 ガレ ー ジ で セッ ト ア ッ フ 、 


また 新た な ミ 
ッ シ ョ ン に 挑戦 する . 79500 SE 


流れ に な っ て いる 。 
ッ ショ ン は 拠点 ご と に 
2 り 、 拠 点数 は 


18、 総 ミ ッ シ ョ ン 数 は 
88 用意 さ れ て いる 、 


年 ミ ッ シ ョ ン を クリ ア す る と 


で きる 人 人 w ミ 
ン ョ ー が 登場 する 


し て 報酬 を 得 た ら シ ョ ッ プ 


アー マー ド ・ コ ア 2 アナ ザー 


グレ イス テー シ ョ ン 2 用 ソフ トン 
2001 年 4 月 12 日 発売 

3,.150 円 

PlaySlation 2 the Best 版 2002 年 11 月 7 7H 如 
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BT 


ーー / 


対戦 の 幅 が 広がる VS MISSION 
ど 人 用 プレ イ で は 、 対戦 モー ド の ほか に 「VS MSSC 
が 楽し め る 。 用 意 さ れ た ミッ ショ ン は 8 つ 。 ら プ レイ ヤ 
協力 し て 遂行 する ミ 、 ッ シ ョ ン も あれ ば 、 上 な る (8 
つつ 対立 し て と な す ミ ッ シ ョ ン も お ある 。 対戦 の 時 は 
な 収支 に よっ て 決定 され る 。 依頼 を 完遂 し て も 機 人, 
薬代 な ど で 支 出 が た 
な れ ば 負け て し まう な せん 
効率 良く 依頼 を こ ? 
か が 鍵 に な 6 と が 


対戦 相手 を 超え 9 を の 
対戦 相 手 の 重 向 に 常に 
け な が ら 行 動 し た い 2 


回 = 


ARNORED CORE NM CONPLETE FILE 


ーーーーーーー 


OMATRIN 


ン 


ジオ マト リク ス 


現在 の 地球 で は 、 政 府 、 企 業 、 インディー 
ズ の 3 つど も え の 争 い に 加 え 、 各 企業 問 で 
も 対立 が 存在 し 、 日 々 抗争 が 激化 し て いる 
状況 に お る 。 だ が 、 レ イヴ ン た ち は そ の 渦 
中 で 、 ど の 勢力 に 偏る こと も な く 、 与 えら 
れ た 依頼 を た だ こなし て いく だ け で ある 


CORPORATIONS & ORGANIZATIONS 


ジオ ォ マ トリ クス ZIO MATRIX 


ディ ソー ダー 技術 を 利用 し 、 火 星 で の 支配 権 強化 を 目的 と し た 
クー デ タ ー 計 画 を 試み る も 失敗 。 し か し 、 全 責任 を 支社 に 負わ 
せ 、 最小 限 の 被害 に 留め た 。 政 府 と の 関係 は 悪化 する 一 方 で あ 
る 。 所 有する 軍事 力 の 強化 に 力 を 注い で お り 、 前 身 で ある ムラ 
クモ ・ ミ レニ アム 社 が 遺し た 研究 の 掘り 起こ し に 余 訪 が な い 。 


エム ロー ド EMERAUDE 
火星 に お ける 強引 な 展開 は LCC と の 全面 衝突 を 生み 、 以 降 、 
火星 で の 地位 を 大 きく 落と し た 。 現在 は 、 地 球 で の 勢力 に お い 
て も ジオ マト リク ス 社 に 大 きく 水 を あけ られ て いる 。 い まだ 強大 
な 軍事 を 有 し 、 軍 事 力 強 化 策 を 推進 する 政府 と は 幾度 か 衝突 
し て いる た め 、 精 力 的 に レイ ヴ ン を 囲い 込 も うと し て いる 。 


BALENA 


火星 で の 勢力 を 拡大 し よう と 、 統 治 機関 で ある LCC に 援 近 し 
た 。 だ が 、 特 殊 部 隊 フ ライ トナ ー ズ の 罰 走 に より 計画 は 他 挫 : 
また 、 政 府 と の 関係 が 表面 化し た こと で 、 ジ オマ トリ クス 社 や 
エム ロー ド 社 と は 険悪 状態 に 陥っ て いる 。 現在 で も 政府 と は 
友好 関係 に あり 、 宣 事 力 強 化 策 に 坊 力 的 な 姿勢 を と つて いる 。 


地球 お よび 火星 の 統治 機構 。 数 年 前 に 起き た 火星 で の クー デ タ 
一 事件 以来 、 急 速 な 武装 強化 を 進め て いる た め 、 癌 企業 体 の 六 
機 感 や 地下 都市 住人 の 反発 を 助長 する 結果 を 生ん で し まっ た 


Government 


| 監督 局 Bureau of Control 
ネオ ・ ア イザ ッ ク な ど 地 球 の お も な 大 都市 に 設置 され 、 周辺 
一 帯 を 管轄 し て いる 行政 機関 。 政府 直属 の 組織 だ が 、 担 当 区 域 の 
條 業績 制 や 治安 維持 、 軍 備 に 関し て な ど で 幸 量 権 を 有 し て いい ぐ 


イン ディ ー ズ 軍記 
新た な 統治 機構 の 設立 を 求め 、 了 政 
的 と し て いる 武装 組織 、 地 下 世 界 の 抽 民 
が 、 元 レイ ヴ ン と 称す る 者 も 属し て いる 、 


府 や 企業 な どの 権力 機構 を 后 
層 を 中 心 に 構成 され る 


| チー ヴ ス コン コー ド Nerves Concord 
) その 一 方 で 、 アァ アリーナ に 登録 し て し \ る 

凡 層 で アリ ー ナ を 還 沼 。 その で 、 ア リーナ トキ ンー 
1 に 和 し 、 符 や 業 か ら の 人 を 人 人 する 
ある の 夫 の 勢力 争い に は 関わ ら ず 、 中 な の 


イヴ ン に も 、 任務 遂行 に あたっ て 幅広 い 能力 Ne0 
ー _ 3 縮 細 ね 


” 混迷 を 極め る 復興 中 の 地球 で は 依頼 内 容 は w, 
MISSIONS 9 imAUAnORe eR, 


: 舞い 込む 依頼 は 多種 多様 
FIRST MISSION | レイ ヴ ン と し て の 力量 が 記 く 1 


0 


武装 集団 排除 -Wtsh HANp・ 


ネオ ・ ア イザ ッ グ 障 曽 局 // 火 届 エレ ベー タ 下 部 地下 都市 
2 下 都 市 を 不法 占拠 ずる イ 集団 で ある 。 だ が 、 レイ ヴ ン が 遅れ を と る ょ 

ネオ ・ ア イザ ッ ク 監 督 過 か ら 、 地 下 都 市 を 不法 占 5 i 6 

り ま メー ス の WNW る 、 地下 都市 は 現在 建造 中 の な い 。 反 政 府 行為 へ の 区 句 と な る よう 、 測 や か 

大 型 エ レベ ペー タ 施 設 の 下部 に あり 、 占拠 は この エレ ベー タ が 求め られ て いる 。 実際 、 相 手 の 兵力 は 大 し た 

建造 に 反対 し て の 行動 らし い 。 イン ディ ー ズ は 、 政 府 や 企 い 。 あ ざ や か に 任務 を 遂行 させ て 、 この 先 の 作 S な 

巣 体 な どの 権力 機構 に 対し て テロ 行為 を 続け る 厄介 な 武装 レイ ヴ ン と し て の 力 を 見 せつ け て お きた いと ころ た 


大 型 兵器 撃 破 taH NB 


ネオ アイ ザッ ク 臣 督 局 。// 旧 地 上 都市 エム ロー ド 社 / 旧 地 上 都市 


ネオ ・ ア イザ ッ ク 申 叔 局 か ら 依頼 が 入っ た 。 エム ロー ド 社 の 専属 レイ ヴ ン が 、 実 は 他 企 業 の スパ イ で あっ た こと が 震 
大 型 の 未確認 兵器 が ザー ム 砂 漠 を 横断 し 、 エム ロー ド 社 は 、 速 や か に 彼 の 整理 を 決め た 。 今 回 の 依頼 内 容 は 、 暗 
ネオ ・ ア イザ ッ ク へ 侵攻 中 で ある 。 そ こ で 旧 都市 に 向かい 、 ス パイ の みな ら ず 同 地 で 駐留 する 6 人 の レイ ヴ ン を も 人 jp 
地上 都市 で 大 型 兵 器 を 待ち うけ 、 撃 破 し て て 始末 する こと 。 つ まり 、93 機 も の AC を 撃破 し な けれ ば な ら な い 。 ター 
ほし いと の こと 。 大 型 兵器 の 正体 は 、 バ レ ッ ト と な る 3 機 の AC と は 、 
ー ナ 社 が ザー ム 砂 漠 で 極秘 に 開発 を 進め 、 ガイ リー ズ の 乗る ペン デュ 
完成 させ た MT 「 グ レイ クラ ウド 」。 「 大 破壊 ] ラム に 、 トー レス の 乗る ビ 
以前 の 兵器 ある い は 技術 を 利用 し て 建造 し ッ バイ バー サー シャ ヤセ の 
た と 推測 され る 機動 兵器 で 、 本 体 に オー ビ 乗る へ ブン ズブ レイ ズ 。 こ 
ッ ト キ ャ ノン 、 両 腕 に グレ ネー ドラ ンチ ャ れ ら を 同時 に 相手 に し な け 


ー を 備え る ほか 、8 連 装 重 直 ミサ イル を 装備 れ ば な ら な い 困 難 な 依頼 内 
する な ど 、 強 力 な 火器 の 塊 で ある 。 と も か 容 で ある 。 だ が 、 対 AC 戦 
く バ パー ツ を ひと つ ず つ 破 壊し 、 瑞 の 攻撃 を に 慣れ た 一 流 の レイ ヴ ン な 
弱め て いく し か 方 法 は な い 。 昔 酷 な 戦い と ら 決 し て 不可 能 で は な い 。 


な る こと だ け は 覚悟 せ ね ば な ら な い 。 


ヽ PES 
全 タ イプ の 異な る AC3 機 を 相手 に する こと に 3 


に 及 ん だ ミッ ショ ン の 集 大 了 
LAST MISSION 」 レイ ヴ ン の 本 分 は AGC 対 決 に 8 
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未踏 査 地区 最終 調査 
政府 40 ロス トド フィ ー ル ド 


て 作り を 然 ら れ 、 限 られ た 者 の みか 存在 を 知る 政和 下地 区 。 依頼 に よっ 
て 同 地区 を 開 栓 する た め に 足 を 了 み 入れ た 6 度 と も 独力 な 正体 不明 の 柄 と 対 時 
する こと と な っ て し まっ た 。 そ し て 回 。 政府 中 概 か ら 直 接 依頼 され た その 内 
窒 と は 、 そ の 未踏 査 地区 に ある 人 工 施 設 内 に 信和 ある 目標 の 破壊 と いう も の 
だ っ た 。 し か し 、 人 工 施 設 内 で 待ち 受け て いた の は 前 回 に 出会っ た 相手 を は 
る か に 波 放 する よう な 、 未知 な る 測 で あっ た 。 人 間 形 態 と 飛行 形態 と いう 2 種 個 うこ と な き そ の 給 さ は 性 
の 形態 に 自在 に 変化 し て 、 猛烈 な パワ ー で 酸 い か か っ て く る の だ っ た 。 導 の 証 間 前 で 下る 眼 い 本 ち 


了 | a 


uk 


條 着 在 増し た 敵 た ち 


IVI ルル / / 0 
ENE ES 川 力 な AC の 介 か 、 貯 知 の 4 物 他 旧 倍 代 廊 明 の 病 物 で ある 
: * フ 


A WI な アナ ザー エイ ジグ | で は ミッ ショ ン 中 に 。 今 
事 で 以上 に さ ざ 事 ざさ 事 な 導 と 沿 則 する の が 特徴 で ある ; 


アリ + nD TN し ? ネ に 
AC で の | NNT ド * 博 カ な い アナ ザ エイ ジグ | 【 すし いい て ノ 
! ン り ン 朋 ン で の み | 


AGC \ あ る ヴ ン ノ 
ある レイ \ 舞 る は ッ ン シン 目 ン 宛 洛 の 遇 大 の 4 て いる 
戦う 棋 例 が ま ノン が 提 る 人 A( 入江 の 是 大 の 障 胡 と 7 い 人 名 


贅 世 ( か いせ い ) k 
(ハル ハン グマ ン > 


購 尼 人 己 に 雇 わ れ 、 インディー フ ち 
の 投 点 山 輸 の 庫 術 に 当たっ て い を る 
た 。 AC は 陳 量 型 で 、 高い 防御 ゴ ” 
力 を 府 る が 、 ブ レード を 持た 9 の 
統 農 備 弾 痢 が 少な い の が 女 虚 の 


ディ エス ・ イ レー 〈 ア ンタ レス > 
パイ ロッ ト は 火星 で は 名 の 通っ た レイ ヴ ン で あっ た が 、 不 
迷 遮 航 の 未 に 機動 エレ ベー タ の 中 継 ス テー ショ ン を 占拠 し 
た 、 実は 強化 人 間 で あり 、 ブ ー ス ター に よる エネ ルギー 消 
費 が 少な いと いう 特性 を 活か し 、 機 動力 の ある AC で 高 束 
SO の が 


パイ ロッ ト は 強盗 集団 の リ 

ダ 機体 は 、 両 腕 に 武器 型 
アー ム を 装備 し た タン クタ イ 

プ 。 砂 に 銘 わ れ た 平地 で ある 

ギ エ ン クレ ー タ ー に アジ ト を 
構え て いた た めか | 


「MT 本 来 作業 用 で あっ た が 、 安 価 な | | 生物 兵器 「 大 破壊 ] な どの 大 規模 な 戦争 
| 


兵器 と し て も 利用 され る 。 に よっ て 、 生 み 出 され た 兵器 


上 下 分 離 型 MT 
グレ イド ル 
特殊 な タイ プ の MT。 下 彰 
に 巨大 な キャ ノン 砲 を 備え 
た 飛行 機 の よう だ が 、 ダ メ 
ー ジ を 受け る と 機体 を 分 離 
させ 、 地 上 用 MT と な る 。 


MT 
トラ イア ン フ | | スカ ウタ ・ 7 リー 
南西 部 の 開発 地域 で 発見 で れ た 生物 兵器 
は AC 機 体 【 機能 障害 を 起こ させ る ヒル ダ 廃 
に 巣 く っ て いた | 大 生物 兵器 デス トロ イヤ 
され て いた この 3 物 兵器 は 、 バ イ キジ ラノ ーー 
ロッ クオ ン で き な い 


| 
| 
AC の 脚 部 に 武器 を 装備 さ | 
せ た だ け の よう な フォ ルム | | 
を し た MT。 機 動力 は な い | 
が 、 肩 武器 と し て 拡散 レー | ら 産 み 出 て 
ザー を 装備 し て いる 。 園 付き の 頭 部 が な いと 、 


に 


| RE 
。 PARTS LIST 


; ” *、 直 クス 
[AC2」 か ら は 、 ラ ジ エ ー タ ・ イ ン サ イド る 
テン ショ ン と いう パー ツ が 登場 し た 。 
パーツ も 熱量 と いう 概念 が 加わ っ た こと で 、 


ー タ 数 が 増え て いる 。 優 れ た 機体 を 組み | 
に は 、 MA 


レー メー 県 急 容 量 : エネ ルギー ゲー ジ の レッ ド ソ ー ン の 長 
各 バ パラ メー タ 、 アイ コン の 意味 上 エネ ルギー ケージ の 、 1a 
\ ラ ラジ エー タ 固 有 パ ラメ ー タ 

バラ メー タ 


通常 時 冷却 能力 : 一 定時 間 で 下げ る こと の て ぇ る 熱量 
緊急 時 冷却 能力 : 熱 暴走 時 に 、 定時 間 で 下げ る < と の で 

エク ステ ンション 固有 パラ メー タ 3 前 
ブー スト 可能 間隔 : 補助 ブー スタ が 使用 で きる 問 貼 


な パニ ン ペ 還 人 スー 
・ パー ツ の 重 さ 。 
ーー : パー ツ の エネ ルギー 消費 量 。 


rie tt 同時 発射 数 : 連動 ミ サイ ル が 同時 に 発射 され る 各 。 油 
AP : パー ツ の ぎ 。 る ー ダ ー 固 有 パ ラメ ー タ 
: 実弾 に 対す る 防御 カ . レ < 
エミル ギー 素 和 に 対 する 科 カ 。 pF edd 
冷却 性 能 : 被弾 な ど で 上 昇 し た 機体 温度 を 下げ る 性 能 。 プ ブレード 固有 パラ メ 3 
器 バ ー ツ 共通 パラ メー タ ブレ ー ド 範囲 : ブレー ド が 届く 統 困 
Ct 攻撃 時 発 熟 量 : 攻撃 し た 際 に 上 昇 する 熱量 。 
装弾 数 : 武器 の 使用 可能 回 数 。 om Au A Re 果 が 有効 な 角度 
射程 距離 : 武器 の 弾 率 が 届く 距離 。 有効 範囲 : シー ルド の 防御 効 な 角度 。 
発射 間隔 : 弾丸 の 発射 後 、 次 の 弾丸 を 発射 する まで に か か る 時 間 。 発動 時 発 部 量 : シー ルド を 発動 し た と き に 上 昇 す る 替 量 
病 中 時 熱量 : 弾丸 が 命中 し た 瑞 に 与え る 熱量 。 1 装弾 数 が 増え る 割る る 
弾 単価 : 弾丸 1 発 あ た り の 価格 。 エネ ルギー 系 武器 に は 存在 し な い 。 総 弾 数 増加 率 : ほか の 芝 外 の 装弾 数 が 増え る 割合 02 枝 
最大 ロッ ク 数 : 一 度 に ロッ クオ ン で きる 敵 の 数 。 アー 効果 時 間 : ステ ルス を 発動 し た 際 、 敵 か ら ロ ッ ク オ ン さ れ な く な る 時 
発射 時 消費 EN : エネ ルギー 系 武器 の 発射 に 伴う エネ ルギー 消費 量 。 発動 可能 回 数 : ス テル ス の 機能 を 発動 で きる 回 数 。 
発射 時 自己 反動 : キャ ノン 系 の 武器 の 発射 時 に 自 機 が 受け る 反動 。 オプ ショ レバ ニン 固有 が パラ スニ タ 雪 。 
頭 部 パー ツ 固 有 パ ラメ ー タ 導 要 スロ ッ ト 数 : 装備 する 際 に 必要 と な る コア の オプ ショ ンス ロト 
シス テム 制御 : シス テム エラ ー か ら 回 復 す る まで の 時 間 。 
バラ ンス 制御 : 被弾 時 の 衝撃 に 対す る 耐性 。 : アイ コン 
バッキング 機能 : ゲー トロ ッ ク を 解除 する ハッ キン グ 能 力 。 : COM タ イプ ・ 旧 式 必要 最低 限 の 情報 の み 提供 
コア 固有 パラ メー タ em: > 囲 の 状況 に つい て の 情報 を 提供 
ーー 画 請 : COM タ イプ ・ 標 準 周 
PP ーー : COM タ イプ - 高 性 能 周囲 の 状況 に つい て 、 詳細 な 情婦 
迎撃 範囲 : 敵 ミ サイ ル を 迎撃 で きる 範囲 。 : COM 性 別 ・ 男 性 
OB 出力 : オー バー ドブ ー ス ト の 出力 。 ・ COM 性 別 ・ 女 性 
DB 時 消費 EN : オー バー ドブ ー ス ト 発 動 時 に 消費 する エネ ルギー。 Ri 周 : マッ プ 機 能 な し 自分 の 周囲 の み 表示 可能 
OB 時 発 器 量 : オー バー ドブ ー ス ト 発 動 時 に 上 昇 する 熱量 。 


: エリ ア 表 示 機 能 通過 し た 場所 を 記憶 し て 表示 可能 

: エリ ア & 地 名 表示 機能 目標 物 の 位置 な ども 表示 _ 

ノイ ズ カ ウン ター ロッ クオ ン 妨 害 電波 の 影響 を 受け な 

: 生体 反応 セン サー 生体 兵器 を ロッ クオ ン 可 能 

頭 部 内 蔵 型 レ ー ダ ー 

レー ダー 表示 タイ プ ・ 標 準 

: レー ダー 表示 タイ プ ・ 円 形 

: レー ダー 表示 タイ プ ・ 八 角形 

回 : ミサ イル 表示 機能 レー ダー に 敵 ミ サイ ル を 
: ステ ルス セン サー ステ ルス を 使用 し て いる 瑞 を レー と 

: エク ステ ンション TP 腕 部 に エク ステ ンション を 

: ジャ ンプ 機能 4% 


リミット 解放 時 間 : 一 定時 間 エ ネル ギー ゲー ジ が 減ら な く な る 
「 リ ミッ ト 解 放 」 の 持続 時 間 。 

オプ ショ ンス ロッ ト 数 : 装備 可能 な オプ ショ ンス ロッ ト 数 の 合計 。 
腕 部 バー ツ 固 有 バ パラ メー タ 

EN 供給 : プレ ー ド に 供給 され る エネ ルギー 量 。 

反動 制御 : 銃 を 発射 し た 際 の 反動 を 抑制 する 能力 。 

追尾 能力 : ブレ ー ド を 使用 し た 際 に 敵 を 追尾 する 能力 。 
脚 部 パー ツ 固 有 バ パラ メー タ 

脚 部 最大 積載 量 : 装備 可能 な パー ツ 重 量 の 合計 。 

移動 性 能 : 移動 する 速度 。 

着地 時 安定 性 : 着地 し た と き の 条 次 に 対す る 安定 性 。 

徹 弾 時 安定 性 : 披 弾 し た と き の 笑 撃 に 対す る 安定 性 

旋回 速度 : 機体 を 旋回 させ る 速度 。 

ブレーキ 性 能 : ブー スト 移動 な どか ら 停 止 する まっ 避 か ッ ク オン 
循 析 時 消費 EN : 前 上 状態 で の エネ ルギー 肖 旨 / 各 か き 。 ロッ クタ イプ ・ 単 休 es 本 の 
ブー スタ 固有 パラ メー タ 員 :・ ロッ クタ イプ ・ 複 数 複数 の 敵 を 順番 に ロッ 

プー スイ の 由 。 高い ほど 導 和 で 移動 で きる 。 藻 害 : サイ ト タ イプ ・ 禁 準 

— 消 : ブ ー ス タ 更 用 時 に 消費 され る エネ ルギー の 量 。 國 癌 : サイ ト タ イ プ ・ 特 殊 

使用 効率 : ブー スタ 出力 と ブー スト 時 消 EN の 比率 。 EN ・ 

FCS 固 有 バ パラメータ oN ドリ イト タイ ブ ・ 通 還 


最大 ロッ ク 数 : 一 度 に ロッ クオ ン で きる 敵 の 数 。 ルー 
ロッ クタ イム : ミサ イル の ロッ クオ ン に か か る 時 間 。 「 サイ ト タ イプ ・ 紛 長 
オン 可能 四 浮 : ロッ クオ ン で きる 最大 正 肖 。 国 品 : サイ ト タ イプ ・ 横 長 
サイ ト 性 能 : ロッ クオ ン サ イ ト の 大 き さ 。 還 油 : ロッ クオ ン 不 可 
間 了 ロッ クオ ン 中 の 敵 に 対す る 対 当 の 正確 き 。 EET : 実 溝 系 兵 装 

: ロック オン サイ ト 内 を 照準 が 移動 する 速度 。 : 
ジェ ネ レ ー タ 固有 パラ メー タ 義人 


の 「 ジェ ネ レー ター 定時 間 で 生み 出す エネ ルギー の 量 。 
コン デン サ 容 量 : ン ェ ネ レ ー タ に 益 え て お ける エネ ルギー の 最大 量 。 


「 EXPLANATORY NOTES 
EN 


や は り 内 蔵 レ ー ダ ー と 、 マ ッ プ 機 
能 の 有無 が 重要 で ある 。 そ れ に 次 
いで 、 防 御 面 の 性 能 を 検討 し よう 。 
また 、COM 性 能 は 、 熱 練 者 に と 


| っ て は さほど 重要 で は な い 。 ! 
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重量 S 


| 初期 装備 の 豆 部 パー ツ 。 非常 に 埋 。| 
く 、 レ ー ダ ー 歓 能 が な い 点 以 外 は 
| 価格 の わり に 悪く な い 性 能 。 


CATEGORN 


ss 
(EE EHD-GARD 
ユエ 

19300 C 半 却 性 能 E、 >、 重 量 S 
EN 防御 凌 消 費 EN A 
実弾 防御 D APE 

EN 較 還 
a | | 
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レー ダー 間隔 一 | セン サー 間隔 A 


軽量 か つ 安 価 だ が 、 防 御 力 は 最低 
レベ ル 。 バラ ンス 制御 だ け は 全 頭 
部 中 で 最も 優れ て いる 。 


(€€ EHp-GN-92 | 
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| レー ダー 間隔 一 | セン サー 間際 B 
[ 5 」 
全 豆 部 中 最高 の AP を 持ち 、 防 御 | 


面 は 万 全 。 付 加 機能 が ほとん ど な 
|_ い の で 、 使 うな ら 局 地 戦 で 。 


重量 D 


TEGORY 
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| シス テム 制御 A | バラ ンス 制御 E | 
| ハッ キン グ 機 能 E 
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C3 ZHD-06/RW 
へ 重量 B 
EN 防御 E に 消費 ENA 
実弾 防御 EE 


レー ダー 距離 E | 
レー ダー 間隔 mm S | 


AP は 多い が 防御 力 は 非常 に 低い 。 
レー ダー 機能 を 搭載 し た 頭 部 と し 
て は 安い の が 取り 柄 で ある 。 
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較 蘭 WDB ApS 


[SB ee | 

に | LiS 還 古 | | 
| シス テム 制御 B | バラ ンス 制御 S | 
| ハッ キン グ 接 能 B | レー ダー 距離 一 | 
レー ダー 間隔 一 | セン サー 間隔 S | 


付加 擬 能 を 持た ず 、 軽 さと AP や 
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| ほとんど 同じ と いう 優良 パー ツ 


cerues | (“3- ZBT-Z1/ARTERE 上 ②③ zBT-GEX/3000 


Lu 
ト = RT 1 
31700 C 重量 S 44000 C 重量 E 62800 C 重量 D Sf 
7- 外 偽 災 共 7 消費 EN A 八角 炎 所 東 消費 EN E 作 朝 料 で C 請 消費 ENC 前 RS ユエ 
7- 華 期 欠 プー ス トカ B MANE スト HS WAMEN © アース トカ S | 
4 


. EE の 2 
持久 力 に 重点 を 置い た ブー スタ 出力 に 特 化し た ブー スタ 。 使 用 効 ZBT- Sad 本寺 LM 

|: れ と いっ た 欠点 は な く 、 人 | 的 確 な ブー スト 旧 放 機体 の タイ プ に よっ て = な 局 
の 機体 と は 特に 相性 が いい が で きる 上 級 者 向け と いえ る 。 __ _- 使 い 分 ける と いい だ ろう 。 


上 1 


か ら 、 妥 準 靖 度 と 照準 速度 と 
(いう 和夫 が 加わ っ た 。 動き 回 る 敵 
を 捕捉 する に は 重要 な パラ メー タ 


な の で 、 ロ ッ ク 可 能 距離 や ロッ ク 
| タイ ム 同 様 に 注目 すべ きだ | 


CATEGORY 

が 

LODD-8 
ah 
重量 S、 

サイ ト 性 能 S 消費 EN S 
0 EEE ロク タイ AB 

Lt sto ee 
Og 財 康 際 更 悦 斉 
最大 ロッ ク 数 B | 
過 準 速度 E 

サイ ト 性 能 に 優れ た 短 距 離 タイ 


プ 。 AC2AA で は ロッ クタ イプ が 
複数 か ら 単 体 に 変更 され て いる 。 | 


CATEGORY 
に = 
(ご づ VERTEX-124/EE 
ーー 
97000 C 重量 D へ 、 
サイ ト 性 能 C 消費 END 
x メー» 
7 洪 棋 AAー タ イム AS 


ゴゴ 


最大 ロッ ク 数 A | 照準 精度 E 
務 準 速度 A 

高速 ロッ ク が 可能 な 長 距 離 型 。 サ 
イト 性 能 も さほど 低く な い の で 、 
扱い や すい パー ツ と いえ る 。 


に = 


し SC )RY 
月 Dox-105 
11000 C 重 


サイ ト 性 能 間 午 代 ENA 
7 れ 玲 晴 E 7 カタ 14D 
ust se 
a ーー オー 
| 最大 ロッ ク 数 ek S 
| 照準 速度 SS 
初期 装備 の FCS。 ロッ クタ イム と 
ロッ クオ ン 可 能 距 離 以外 は バ パラン 


| ス の と れ た 性 能 で ある 。 
CATEGORY = 
F Ke 
DOX-ALM 
_36000 GC 重量 
サイ 性 能 S 消費 EN S 
2 れ 浴 計 EE ロク タイ AB 
schl mW | | | | 


陸 準 速度 B 


LODD-8 を 少し 上 回 る 性 能 の 短 距 
離 型 。LODD-8 と は 逆 に 、Ac2AA 
で ロッ クタ イプ が 複数 に な っ た 。 


CATEGORY = 
TT 
ke LODD-QHT ] 


最大 ロッ ク 数 ks E 


eee 1 
110000 C 重量 E…、 
サト 消 EN E 
3 
議 EE ビー ロッ クタ イム S 
pc se Na 


最大 ロッ ク 数 S | 照準 精度 D 
央 準 速度 C 


ロッ クタ イム を 重視 し た 横長 タイ 
プ 。 最大 ロッ ク 数 も 多く 、 ミ サイ 
ル と 組み 合わ せる の に 最適 。 


EE 


MRMORED CORE WW EOMPLETE FILE 


7 れ 溢 講 E 


最大 ロッ ク 数 EE 照準 精度 
照準 速度 B 
標準 型 の FCS。 最大 ロッ ク 数 は 2 


な い が 、 ロ ッ ク タ イム が 短い の で 
単発 ミサ イル に は 適する 。 


FATEGORY 
9 
47800 C 


重量 S 


サイ ト 性 能 且 消費 EN S サイ ト 作 能 陸 請 費 ENB 

2 ル 遼 本 C__ ロ 2 タイ 4C 飛石 CC 

玉 較 玉 関 滞 還 還 EEH 四 | 

| 最大 ロッ ク 数 ーー B | | 最大 ロッ ク 数 $s] 

| 照準 速度 S 了 準 速度 E | 
唯一 、 サ イト を 終 長 に する FCS。 サイ ト を 横長 に する タイ プ 。 地上 
空中 の 敵 や ジャ ンプ を 多用 する 敵 の 敵 に 強く 、 照準 精度 も 優秀 。 照 


[CATEGORY 


[2 コピ 
目 pox-ELENA 
_92000 C 


重量 B、 
A 


本 
ry 


照準 速度 。 C 
ロッ クオ ン 可 能 距離 を 追求 し た 遠 
距離 型 。 や は り ス ナイ パー ライ フ 
ル と 一 緒 に 装備 すべ きだ 。 


サイ ト 性 能 B 二 消 費 ENA 
LS 


| に は 、 こ れ が 有効 な 対抗 手段 だ 。 | 


cl 


ー CATEGORY - 
月 pox-pc2 ] 


= 


16600 C 


WA 


i 1 


co 
最大 ロッ ク 数 S | 照準 生 度 B 
妥 準 速度 B 

ロッ クオ ン 可 能 距 離 が 長め の 標 3 
型 。 最大 ロッ ク 数 も 多い が 、 本 
クタ イム の 長 さ が 欠 点 で ある 。 


ES 
62000 C 


重量 B 


準 速度 の 遅 さ だ けが 難点 だ 


1 人 肖 消 和 ENE 
較 半 リル 形 S ロク 2 イム 日 

上 
ETT | 1 | 征 TE | | | 馬 ト 1 | 「 


最大 ロッ ク 数 に S 


% と 


サイ ト 人 性 能 C 消 筑 ENA 
2 クタ イム EE 
LO 
SPIN Sa 


ARMORED CORE EXTRA WORKS 3 
「 ア ー マ ー ド ・ コ ア : : モ バイ ルオ ン ラ イン 」 


オン ライ ン で つなが る レイ ヴ ン た ち 


鋼鉄 の 戦士 た ち は 、 も は や 孤独 で は な い 。 こ の 「 ア 
語 iD2c2 コ 6 ン ン 4/ 億 CE レオ ョ シク ショ ジン | 馬 が 十 E 
ー ド を 通じ て 全国 の プレ イヤ ー が つなが る 。 知 り 合 
い 同 士 が 助け 合い 、 あ る い は 顔 を 見 た こと も な い プ 
レイ ヤー の ミッ ショ ン に 僚機 と し て 参加 し 、 同 じ 世 
界 を 共有 し て いる 感動 を 味わえ る の だ 。 今回 の 作品 
は オン ライ ン 対 応 に な っ た だ け で な く 、 意 欲 的 な 新 
機 幸 が 盛り こま れ て いる 。 ひ と つ は 、 新 た な 戦闘 シ ARMORED GORE 
ステ ム で ある 。AC を 動か し て ター ゲッ ト と な る 敵 を 0 N 

と ら え 、 決 定 ボ タン で ロッ クオ ン す る と 、 攻撃 モー 
ド へ と 移行 する 。 戦 闘 中 は 、 行 動 を 選択 する だ け の 
ン ン プル な 操作 で 迫力 ある バト ル が 展開 する の だ 。 


AC の 攻撃 は 自 


アー ドコ ア : | 


より 、AC の セッ ト ア ッ プ が 短 時 間 の うち に 行なえ る 
よう に な っ た こと だ 。 以 前 の AC シ リー ズ と 同様 に 、 
ミッ ショ ン を 遂行 し て パー ツ を 集め 、 自 分 の 思い 通 
り の 機体 を ケー タイ の 中 で 組み 立て られ る わけ だ 。 
また 、 本 作 独 自 の 要素 と し て 、 社 会 を 支配 する ミ フ 
ー ジ ュ 、 ク レス ト 、 キ サラ ギ の 3 大 企業 に 加え て 、 
第 4 の 勢力 が 出現 。 こ の 作品 オリ Ge2S 
あり 、 や り 込 み が い は 十分 だ 。 毎月 の ミッ ショ ン \ 
新 パ ー ツ の 追加 、 そ れ に プレ イヤ ー 同 士 の ラン キン 
グ も 、 オ ン ラ イン な ら で は の 楽し み で ある 。 


世界 癌 地 を 北台 
に ミッ ショ ン が 


展開 する 


FOMA900、901 シリ ー ズ 対応 アプ リ 
月 額 315 円 


= * 行 われ る 。 
そし て 2 つ 目 は 、 独 自 の 機体 構築 シス テム の 導入 に 池 で 7 


} ヨ 1JVHO 


= 
mn 
pi 
に 
で 
と 
つ 
コ 
の 
ヒ 
で 
ー 


[GENERATOR | 《 GPS-VA 《 生 cPs-vN2 | 


33400 C 重量 B 


20500 C 重量 
発熱 重 S EN 出力 E 発熱 量 C EN 出力 E 
人 旬 容 量 S は 県 急 容量 BB チッ 8WB 
kt っ 
な ネ -3 全角 は 安価 な 初期 装備 > 」 GPS-VA の コ ー サ 容 量 を 強 
+ "で 壁 急 守 量 の 多 さ も 、EN 出 ナ 化 。 し か し 、EN 出 力 は その まま | | GPS-VA を で 、 則 し 人 
k すえ が 
| ペッ 
| 
>. GR-XR/SEED N HOY-B999 ロ HOY-B1000 || 
生生 48000 C 重量 A 45000 C 重量 B 
D EN 【 発熱 重 B EN 出力 S 
B まき D 緊急 容量 EE エア ゲイ B 


呈 カ 最大 の EN 出力 を 持ち 、 し か も さ ] | EN 出力 と ュ ン ッッ 。。 ご 較 
R-XR = ほど 重く な い 。 最も 優秀 な ジェ ネ | し て し る が を 
ー レ ー タ と いっ て も 過言 で は な い 。_ HOY-B1000 の 方 抜い gs 


圭 ら 圭 


「RApiarok | 


ア ヽ 『 J トト ーー 1 
RPS- ig NAS 
> PS-MER/SA ロ RRX-COT-1000 KRBG-CMe | (で RPS-MB/MKD 
1870O C ー Loma | 1 
es 24000 C 重量 A 29800 C ES 37500C 8 
£ 消費 E 
ビー 99S 欄 DD 消 婁 ENS 
} な りり 
3 ーー 計 本 宙 PS 29 i | に 民 
の ラジ エー タ 。 多く の = Re Ed EN EN EE EE ー レ し レバ 
同様 、 埋 信 て 生島 PB MER/GA は り も 少し 重く な ] | 冷却 能力 は 低い 部 類 だ が 、 軽量 な ] | 東急 時 冷却 能力 に 重点 き + 
と い が 、 基 本 性 能 は 低 通常 時 の 性 能 が 向上 し た 。 た | の が 利点 。 積 載 量 の 少な い 脚 部 を | ーッ 。 価 格 を 考 えれ は 、 
は 低 が 、 あ えて 使う ほど の 性 能 で は な い 使う 場合 は 、 装 備 し て も いい 。 | | 能 き 持っ て いる と いた と 
(づつ RPS-MER/A3 目 R レー 000 
レッ RRX-COT-1550 月 RRx-coT-Gko K RBG-CD? 
人 NN 56000.0 重量 A 74900 C 重量 49oooc 琴 JC 
時 OMAN SE 消 爆 ENE MAN RENC pS 
: ーー BB 8 交 護 7C DA シレ 
a 3 婦 医 光 lS 議 Sd PO t - a 「 リ 
AC # 9 4 っ 『。 属 呈 | ey] | ー i 
a on EN ES ME MN MN MN CC OE I MN ME MR ME 
a i 癌 性 能 で 早野 も 軽い が 、 消費 EN ET CE は か の ラジ エー タ と は 8 
ンス - | | が 非常 に 多い 。 エ ネル ギー 系 兵 rw こ て で こい ヾ ヽ し か し 、 
会 容 だ あれ ば 迷わ | ネ 系 兵器 冷却 能 に つ 。 
ーー ば 涼 わす 装 備 し た い 。_ | | を 使わ な い 機体 に 適し て いる の て 箇 い こと が 


ーー BOMB DISPENSER 
[NSIDE €€ INW-BD-x22 
(WEAPON) 15400 C 発射 間隔 


重量 


射程 距離 前 費 EN 
疫 弾 数 攻撃 力 
AC2」 で 新た に 追加 命中 時 熱量 日 | 弾 単価 
ンー し | 最大 ロッ ク 数 一 | 発射 時 消費 EN | 
は 爆雷 や 機雷 な ど < 後方 に 爆 電 を 射出 する FM | 
の も の が 多く 、 こ れ ら せ 使 され る 。 近 則 調 1 
ツン が 必要 た ! 直撃 させ れ ば か な り の 威力 な の / | 
| うに は 工夫 が が 、 狙 っ て 実行 する の は 困難 
た INW-BD-XVX MINE DISPENSER | 
SS | 
(E PLASMA DISPENSER| | INW-DM/R11 
19800 C 発射 間隔 E 重量 S 52800C 発射 間隔 A 重量 ( 


射程 距離 消費 EN S 射程 距離 消費 EN 
半 薄 認 和 A 攻 繋 力 C 装弾 数 攻撃 力 S 
SHT fenency BSHT 
命中 時 熱量 = D | 弾 単価 命中 時 熱量 S | 弾 単価 B 
最大 ロッ ク 数 発射 時 消費 EN A | | 最大 ロッ ク 数 発射 時 消費 EN 一 | 
エネ ルギー 系 爆雷 を 発射 する 。 装 強力 な 浮遊 機雷 を 散布 する 武器 の 
憧 数 が 多く 、 弾 菜 費 ちか か ら な い 当て る に は 動き 方 や ほか の 武装 と < 
の で 、 ど ん どん 撃っ て いけ る の 連携 な ど 、 頭 脳 的 な 戦法 が 必要 。 | 
[GATE REAR VULCAN 5 ORBIT MAKER| 
(CE INW-RV-08 由 INW-OM-PRT 
_37000 C 発 敵 間隔 S 重量 S 62000 C 発射 間隔 EE 重量 E 


射程 距離 S 消費 EN S 
美 弾 数 S 攻撃 カビ 


2 症 約 答 下 離 E ※- 消 費 ENE 


> EE 


| 命中 時 熱量 。D | 弾 単価 S | | 命中 時 熱量 = A | 弾 単価 Al 
| 最大 ロッ ク 数 一 | 発射 時 消費 EN 一 | | 最大 ロッ ク 数 A | 発射 時 消費 EN A | 
機体 の 後ろ 斜め 上 方 に 発射 する 機 小型 自律 兵器 を 射出 する 。 見 か け | 
銃 。 個性 的 で は ある が 、 使 い ど こ の 性 能 は 低い が 、 射 程 内 の 敵 を 自 
| ろ に 困っ て し まう 武器 だ | | 動 攻撃 し て くれ る 利点 は 大 きい 。 | 
| IN 1 DECOY DISPENSER| 
PORBD (SUP- TT 目 inw-DEC-00A 
12700 C 重量 S 
射程 距 離 E | 消費 EN S 
装弾 数 E 
イン サイ ド の 遇 に は 、 防 御 や 補助 M S 2 
を 目的 と し た も の も ある 。 デコ イィ 上下 02 | 
や ダミ ー を うま く 使い ご こなせ ば 、 | 発射 間隔 A | 発 負 時 自己 反動 
戦い の 流れ を こち ら に 引き 寄せ る 敵 ミ サイ ル を 引き 付け る デコ イ を 
| こと が で きる | 発射 する 。 軽 い の で 、 騙 の た め 装 
| 備 し て お いて も いい だ ろう 
[Cr DECOY DISPENSER| | ECM MAKER| DUMMY MAKER DANANYNAXER 
| 周 」 | | | 「NW-DM-PUPPET || 問 INW-DM-MV 
目 INW-pEc-Moz 且 iNw-EM-RRD || 目 | ンー 


25900 c 重量 A 44000 C 重量 E 38000 C 人 量 人 No ENG 
FN SN E 肝 程 旧記 消 紅 EN ND 
射程 距 苑 E の mc 放 和 距離 E が 仙人 ーー MR 
3 装弾 数 C 計 3 i SGHT souo 
ー rm "ore ーー RE PET 
宮 玩 a 本 上 一 | | 列 価 = D 最 ロッ ク 
| 洗 単 価 sT に [ EE | 最大 ロッ ク 数 一 | | 弾 単価 | 3 守 対 間隔 。 B | 発射 時 自己 反 馬 
| 発射 間隔 ] ト pn B | 発射 時 自己 反動 | | 発射 間隔 B | RON | 移動 する ダミ ー を 射出 だ が 、 
3 i 2 と と の レー ダー に 反応 する ダミ ー バ ダミ ー が 勝手 に 障害 物 に ぶつ か っ 
の デコイ 敵 が ミサ イ 有効 範囲 内 に いる 滴 の ロッ クオ ー pi 長 距離 用 武器 と 組み 合わ せ | | まう こと も ある 
うと 分 か っ て いる な ら 、 を 妨害 する ECM メ ー カ ー。 れ ば 面白 い 戦法 が で きる | 1 


ー ポ NW-DEC-00A よ りこ ちら を 使 お う 。 し 、 対 戦 以外 で は 無効 で ある 


BACK BOOSTER 


由 BEX-BB210 


(BOOSTER) 17900 CG 陳 生 A 
人 遺 座 【 消費 EN( 
WAKOND スト 出力 
c2] 世 加 も 朗 た エク ステ 
‘ に は 、 さ まさ ざま な 種類 が ある 
急速 後退 や 急速 旋回 な く 特殊 な - - テー ス a 
人生 を 可能 に する 本 別して っ AC2AA て は サー ニス ト 本 能 問 陣 が | & 
AA る の に 役 | YY 用 で て な うけ 
| RELATION MISSILE 
| 


「ExT ENSION 間 BEX-BRM-04 月 BEX-BRM-02 
(RELATION MISSIL LE) 130000 C 発射 間 隔 明 重量 65000 C 発射 間隔 重量 D 
射程 距離 D 0 消費 EN E 射程 距離 (7 消費 EN A 
装弾 数 C 攻撃 力 C 装弾 数 C 攻撃 力 D 
命中 時 熱量 | 弾 単価 E | [命中 時 熱量  E | 弾 単価 D | 
RD | 同時 発射 数 A | | 発射 時 消費 EN 一 | 同時 発射 数 。C_ 
発射 時 自己 反動 | 発射 時 自己 反動 


ミサ イル の 発射 に 連動 し 、4 発 の 
ミサ イル を 撃つ 。 同 時 発射 数 の 多 
い ミ サイ ル と 組み 合わ せ た い 。 


ANTI MISSILE| 


CE EEX-AM45 
27700 C 発射 間隔 重量 A 
射程 距離 昌 メ - 消費 ENB 

装弾 数 B< 迎撃 性 能 C 


lsoup 


迎撃 ミサ イル (は き 


コア の 迎撃 機能 


= | 
より も 信頼 性 が 高い 。 し か し 、 当 Rn ー 0 
然 使用 回 数 に は 限度 が ある の で SN 
どこ ろ を 見極め な けれ ば な ら 迎撃 ミサ イル の 中 で は 安価 だ が 、 | 
| に 性 能 的 に は 悪く な い 。 積載 量 の 少 | 
| な い 機 体 に な ら 装 備 し て も いい 。 | 
ANTI | ANTI LASER 
上 BEx-BAMS-287 | C3 ZEX-AL/REX 
S7000 C 発射 間隔 A 重量 E 34000C 発射 間隔 A 重量 E 
と 射程 距離 ェ 
hits 消費 EN A 甘 程 距離 D0 消費 EN C 
数 A' _ 狗 交 作 能 S 装弾 数 BB 迎撃 性 能 
Ac2lcw| 
MA A | 弾 単価 E | | 命中 時 熱量 | 弾 単価 
3 | 
| 発射 時 消費 E 
ラク 外 は 完 角 な 性 能 を 提 っ 迎 肖 レー サザ か 5] | 
ソイ ル 。 長期 戦 で な けれ ば 、 削 | | 生 イル を 科 替 下る て 幸 


サイ ル を ほぼ 無効 化 で きる 重い 上 に 迎撃 性 能 も 低い が 、 


弾薬 費 が か か ら な し \ の が 表 い 


| F ADDITIONAL ARMORI| 


XTENslON | 


DIVE BOOSTER | 


BEX-BD150 
14500 C 重量 C 
[0 消費 EN E 
AWENB ブー 人 ト 出力 A 
久吉 降 T する ダイ ブ ブ ー ス タ 。 空 


中 か ら の 奇 朋 を 有効 に 使う に は 
高度 な 技術 が 求め られ る 


RELATION MISSILE 


| 2 発 同時 発射 する 連動 ミサ イル 
BEX-BRM-04 よ り も 攻撃 力 が 低く 、 
強い て こち ら を 選ぶ 利点 は 少な い 。 | 


GG-. ZEX-RS/HOUND 


40900 C 発射 間隔 重量 c 
射程 距離 丸和 消費 EN D 
装弾 数 BB 迎撃 性 能 

loup| 
A | 弾 単価 


Pe 
| 発射 時 消費 EN 
安定 し た 能 
ル 。 迎撃 性 能 は BEX-BAMS-287 
_ に 及ば な い が 、 軽 め な の が 魅力 だ 。 | 


力 を 持つ 迎撃 ミサ イ | 


ANTI MISSILE| 


(SHIEM) 回 BEX-AA00 | 
49000 C 重量 S 
"=, EN 防御 E 消費 EN S 
AC2AA」 で 和 初 次 場 し 7 の 2 
は 1 種類 だ け で 議 攻 ” / 2 と mm 
生ま を 意味 する る の で (は 
な く 、 装 備 を 検 # - 
it する 価値 は 十分 | 防御 力 を アッ プ す る 追加 装甲 。』 
2 | ほど 効果 は 高く な い が 、 策 乾 呈 の 


祭り を 活か す に は 有効 だ , 


ぞ 向 に 急速 施 回す 2 


級 者 者 が 使え フー ンプ 
と だ ろ ぅ 


スタ 。 上 
幅 が 広がる 。 


弾 素 武器 は 命中 時 熱量 が 高 く 、 
セキ ー 系 は 低い と いう よ う 
に 、 両者 の 性 質 の 違い が より 明確 


に な っ た 。 ま た 、 グレ ネー ド な ど 
に は 軽量 タイ プ も 登場 し て いる 。 | 


CATEGORY NAPALM MISSILE 
= 4 
(EE EWM-NAP-02 
a 
64000 C 発 間 同 所 、 へ 重量 A 
ーー 本 D en A 


粒 awt D 攻撃 力 E 
Perisouo 還 請 細 証 


SOLID 


| 


= 回 
例 中 時 熱量 = S | 弾 単価 
最大 ロッ ク 数 C | 発射 時 消費 EN 
発動 一 


命中 し た 相手 を 燃え 上 が ら せ る ナ 
パー ム ミ サイ ル 。 炎上 し て いる 間 
は 、 熱量 が 上 昇 し 続け る 。 


CATEGORY MIDDLE MISSILE| 


NW 
(3- ZWM-M55/6 
53000 C 発射 間隔 EE、 へ 、 重 量 C 


区 で - 半 消 費 ENA 
装弾 数 で ーー 牙 撃 力 A 
RE 
馬 加 還 較 計 陸 当 民 叶 国 
命中 時 熟 量 = D | 弾 単価 D 
最大 ロッ ク 数 S | 発射 時 消費 EN 一 
時 BE — 


最大 6 連発 可能 な 中 型 ミ サイ ル 。 
EWM-M03 よ り も 重く 、 軽量 級 の 脚 
部 と 組み 合わ せる の は 少々 厳し い 。 


CATEGORY 


196500 C 発射 間隔 
対 和 距離 消費 ENC 


装弾 数 EE * 攻 撃 力 S 
PSP'souo 証 還 議 
bo 


命中 時 熱量  S | 弾 単価 


最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 
射 時 消費 EN 一 
発射 時 自己 反動 一 


する まじ い 攻 役 力 を 持つ 超大 

大 型 ミ 

イル 。 当たれ ば ほぼ 勝ち だ が 、 
速 が 遅く 、 命 中 率 は 低い 。 


T LARGE MISSILE CATEGORY 
E Ri 
=ー=FWM-FIN-B00 (3- ZWR-S/60 


重量 E 


較 )RY SMALL MISSILE 
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cE 


18500 C 発射 間隔 D 


メ 、 重 量 S 

半 程 皿 離 D 半 消 費 EN A 

装弾 数 D> 攻撃 カ C 

ERM EET 和幸 
PB 隊 障 員 隊員 
命中 時 熱量  D | 弾 単価 S 


最大 ロッ ク 数 C | 発射 時 消費 EN 
発射 時 自選 反動 


初期 装備 の 小型 ミサ イル 。 攻撃 力 
は 低い た め 、 使 うな ら 補 助 や 素 制 
が 主 な 役目 に な る だ ろう 。 


SMALL MISSILE 
€E EWN-s608 


34000 C 発 誠 間 隔 重量 S 58800C 発射 間隔 C- へ 、 重 量 A 
対 科 距離 D 次 消費 EN B 議員 生 忠 見 D 守 清和 EN C 

装弾 数 C _* 攻 撃 力 C 装弾 数 BB ・ 攻 撃 力 C 
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命中 時 熟 量  D | 弾 単価 S | | 命中 時 熱量 D | 弾 単価 S | 


最大 ロッ ク 数 S | 発射 時 消費 EN 
発射 時 自己 反動 


装弾 数 が 増加 し た 小型 ミサ イル 。 
最大 8 発 の 連 統 発射 が 可能 な の で 、 
| 人 次 第 で 主力 兵 装 に も な る 。 


MULTI MISSILE 
へ 


_ | | て 迎撃 する こと は 不可 能 だ ろう 。 


ES SMALL MISSILE 
《 Ewu-se1 2 


| 最大 ロッ ク 数 S | 発射 時 消費 EN 
| 発射 時 自己 反動 


[ 


12 連 発 可能 な 小型 ミサ イル 。 最 
大 まで ロッ クオ ン し て 撃て ば 、 全 


MTEGORY 


CATEGORY 
wu 
ZWM-M24/1MU 
69000 C 発射 間 隊 DD へ 、 重 量 C 
詳 半 3 和正 旧 BN 肖 穫 ENB 
装弾 数 世 攻撃 力 C 
SHT souo eee 
colol 二 ST EL | 「 
命中 時 熱量 C| 弾 単価 = 
最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 一 
発射 時 自己 反動 一 


J 
まま 
\ 


発射 後 、4 発 に 分 裂 する 多 弾頭 
サイ ル 。 ミ サイ ル 系 武器 の 中 で は 
射程 距離 が 長い の も 魅力 だ 。 


CATEGORY MIDDLE MISSILE 


2 
| 2WM-M2471MI 


87300 C 発射 間隔 一 人 ハ 重量 BB 
四 和 距離 上 消費 ENA 


装弾 数 D 攻撃 カ B 
EE 本 


ooo 生 EL し 
命中 時 熱量  C | 弾 単価 B 
最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 一 
発射 時 自己 反動 一 


中 型 ミ サイ ル 4 発 を 同時 発射 す 
る 。 攻 撃 で きる 回 数 が 少な い の で 、 
予備 の 武装 も 準備 すべ きだ 。 


SMALL ROCKET 


ー し に 


22200 C 発明 
潮 程 由 謀 5 凌 消費 EN S 
装弾 数 C 攻撃 力 B 

eho a 
ee 
命中 時 熱量 = D | 弾 単価 S 
最大 ロッ ク 数 発射 時 消費 EN 
発射 時 自己 反動 


ム 重量 S 


射程 忠 離 と 連射 力 に 優れ た 小型 ロ 
ケッ ト 。 重量 も 軽い の で 、 予 備 武 
装 と する に は 適し て いる 。 


に = 
76000 C 発射 間隔 


装弾 数 D' >: 攻撃 カ B 


| 命中 時 熱量 D | 弾 単価 
| 最大 ロッ ク 数 A | 発射 時 消費 EN 
反動 一 


垂直 に 発射 され る ミサ イル 。 連 動 
ミサ イル と 組み 合わ せれ ば 、 回 避 
| され に く い 攻 撃 を 繰り 出せ る 。 


[& TEGORY 
イド 


SN 
【 テ ZWM LD271DA 


DUAL MISSILE 


| 命中 時 熱量 D | 弾 単価 
最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 
EN ー 


[ 堪 右 に 潤 回 する 小型 ミサ イル 2 発 
を 同時 発射 。 特性 を 活か す に は 広 


ir VERTICAL MISSILE| 
| CE EWM-Ma44 


ゴ 
重量 
射程 距離 D 0 消費 ENA 


srs 
EE トー 


MIDDLE MISSILE| 


に "だ 
(E€ EWM-M03 


し a 
44000 C 発 負 間 情 訪 。 重量 A 
射程 距離 CR RENB 
装弾 数 D 攻撃 力 A 
Perr souo aa 
人 a EE A 
| 命中 時 熱量 = D | 弾 単価 D | 


| 最大 ロッ ク 数 B | 発射 時 消費 EN 
発射 時 自己 反動 


山 な り の 軌道 を 描く 中 型 ミ サイ ル 。 
障害 物 越 し に 攻撃 で きる が 、 近 く 
| の 敵 に は 当たら な い の が 欠点 。 


CATEGORY 


GROUND ToRppo| 
ご - ZWM-GT/00 


上 


重量 B 


.R き = 
43500 C 発射 間隔 、 ーッ 重量 C 64000 C 発射 間隔 5 
い 和 和 中 離 D 消費 ENB ーー 射程 距離 D - 消費 ENB 
装弾 数 C。- ふ 攻撃 力 C 装弾 数 E 攻撃 力 C 
Em urn 
po 3 5 上 人間 了 加 EO SS 3 人 5 
S | | 命中 時 熱量  D | 弾 単価 B] 


| 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 
発 角 時 自己 反動 


| 地面 を 遣う よう に 飛ぶ 地上 魚雷 。 
敵 の 近く で 4 発 に 分 裂 す る 。 ミ サ 
イル と し て は 軽 め な の も 良い 。 


| い 場所 で 使 う 必要 が ある 。 


CATEGORY 
wl に 


TRIPLE ROCKET 


NTEGORY 


MIDDLE ROCKET 


CE EWR-M60 
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人 き 。 消 費 EN S 
装弾 数 B 攻撃 カ C 
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命中 時 熱量 EE | 弾 単価 

最大 ロッ ク 数 発射 時 消費 EN 
発射 時 自己 反動 


3 発 の 小型 ロケ ッ ト を 同時 に 発射 
する 。 全 弾 当たれ ば か な り の 威力 
な の で 、 近 距 離 戦 で 使い た い 。 


計ら 

(- ゞ ZWR-M/30 
- 39000 C 移 NR C、 重量 S 
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装弾 数 DD 攻撃 力 A 
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命中 時 熱量 で | 弾 単価 B 
最大 ロッ ク 数 一 | 発射 時 消費 EN 

発 届 時 自己 反動 


軽量 で 攻撃 力も ある 中 型 ロ ケッ 
ト 。 装弾 数 で は ZWR-S/60 に 劣る 
た め 、 場 面 に よっ て 使い 分 けた い 。 | 


ロ ヨ 1 JVHO 


4 (に デメ ZWR-R/OCT 
NE €E EwR-M40 | CE EWR-L24 IN OPUS | 【 夫 EW 
2: i 7800 C NMMC 重量 C 。 54000 C 発 測 間 局 D 重明 C 206 Ny 1 
48000 C 発射 間隔 C 重量 B 2 き BA 。 006 
en s 射程 距離 ST 消費 EN S 外語 計 条 馬 算 BU 8 ML 
も コ NN a 蘭 最 力 A 装弾 数 D 攻撃 力 S 介 縮 絢 数 D 区 科 力 UT AUI 
; 1 90U0 し ) の | 
| > | ER ET a Pt" ouo ON a LOW 
株 | Um [9 | 陣中 EE トー Wo 
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ロッ ク 数 時 a 了 リ 
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1 TI 7 命中 し た 相手 を 一 定 2 | 
較 | | 装弾 数 を 増加 させ た 中 型 ロケ ッ 門人 も 入 い 大 型 ロケ ッ ト を ih ダリ 7 の われ hn リル 2 の | 
5 増え て いる の 射す る a 3b : る ガイ 4 1 
| ト と LA 敵 と 戦う に は うっ て つけ の 和 武器 だ し 、 対 戦 以 外 で は 効果 が な い | TT 
bs に < ャ 1 4 る Jj 
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(3- ZWC-CN/500 C3 ZWC-LQ/2552 = EWC-GN44-AC (CE Ewc.cyg 
i : 

46000 C 代 舟 間隔 S 重量 A “78500 C 発射 間隔 重量 D "86200C 発射 間 妨 必 重量 E 97000 c 4 | 
射程 下 離 D ま 消費 EN S 計算 区 5 消費 ENB 諸 程 距 交 < 消費 EN 8 tn 。 
装弾 数 S > 攻 撃 力 E 装弾 数 C- 攻撃 力 S 共 列 数 E : 攻 肥 力 8 ae | 
ERMET Fa ME 硬 目 四 Peouo Nee UT mm “4 

EL 上 トト トー 略記 2 | 呈 EFTT 
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| ] [ 1 | 

軽量 化 さ れ た チェ イン ガン 。 攻撃 | | バラ ンス の と れ た 基本 性 能 を 持つ 圧倒 的 な 攻撃 力 の グレ ネー ドラ シ 筆 生 クイ ブ の グレ ネー ドク ンー 

カカ と 姜 弾 数 も 低下 し て いる が 、 使 レー ザー キャ ノン 。 唯 一 の 欠点 は チャ ー。 命中 時 競 量 る 高く 、 半 AC | | 一 。 攻 理 カ は ほど 
中 時 熱量 は 少し アッ プ し た 。 発射 時 消費 EN の 多 さ で ある 。 戦 の 切り 札 と 呼ぶ に ぶさ わし い 。 | | な いか 。 義和 0 の タカ 
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上 1 

高 威力 の プラ ズ マ キャ ノン . だ が 高速 拡散 弾 を 16 発 同時 発射 す E ーー | [ イプ の パル スキ ャ ノバ : 
2 同時 る 総合 的 バラ ンス に 秀 で た パル スキ 軽量 タ お 

発 時 間隔 や 、 命 中 時 熟 量 を 考え る リニア ガン 。 全 弾 直撃 し た 場 人 3 っ 下がっ た が 、 

9 ニア ガン 。 た 場合 の ャ ノン 。 発射 時 消費 EN も 接 え め カー す (67 計 
| と FWC-GN44-AC の 方 が 優秀 。 | | 攻撃 力 は グレ ネー ド に 匹敵 する 。 | で 、 ど ん な 機体 と も 相性 が いい | しい sc 
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接近 戦 用 の 火炎 放射 器 。 連射 力 が 
非常 に 高い た め 、 密 着 し て 使え は 
瞬時 に 敵 を 熱 暴走 させ られ る 


高速 ミサ イル を 発射 する 武器 。 弾 
が 玉 い 反面 誘導 性 能 は いま ひ 
つ に な っ て し まっ て いる 。 


HAND GRENADE| 


に 0 
(EE EWG-HC-GN210 
4 

85500 C 発射 間隔 己 


重量 E 45000 C 発 和 間 隔 B- 生還 
時 算 離 S= 和 消費 EN S 計 程 苑 き 消費 EN S 
装弾 数 攻撃 力 S 装弾 数 D- 攻撃 力 S 

PSETlsop| PSRT [soun| 

Ac 
命中 時 熱量  S | 弾 単価 | [ 金 中 時 熱量  B | 弾 単価 c 
最大 ロッ ク 数 E | 発射 時 消費 EN D| | 最大 ロッ ク 数 E | 発射 時 消費 EN 一 | 
発射 時 自己 反動 一 | | | 時 反動 | 
l | ] 
大 院 武 器 且 の グレ ネー ド 。 局 装 備 | | 名 に 装備 する ロケ ッ ト 。 攻 


の も の と ほぼ 同じ 性 質 を 持ち 、 一 
脚 で も 構え ず に 撃て る の が 利点 だ 


oh 
KE ewe-xP1500 | 


LASER RIFLE | 
| 


1 


45000 C 発 映 間隔 
の 
電 列 多 C 


| 】 まり) 
消費 有 MC 
リル タ / 朋 


ca 

| 命中 時 多量 
最大 ロッ ク 数 D | 発 遇 算 EN Al 
| 発射 時 自己 反動 


E | 弾 単価 


連射 力 の 高い パル スラ イフ ル 。 有 | 
腕 起 句 の 中 で 最も 軽い た め 。 積 載 


| 量 の 少な い 機 体 に 交 し て いる 


LASER RIFLE 


|((- う KARASAWA-MK2 


99000 C 発射 間 履 放 重量 E 
計算 区 消費 END 
装弾 多 D > 攻 克 力 S 

| 久 中 時 部 量 EE | 弾 単価 


| 最大 ロッ ク 数 D | 発射 消費 EN D | 
| 発 負 時 自己 反動 


| 


| 高い 総合 性 能 を 持つ AC シ リー ズ の 
名 物 武器 。 攻撃 力 の わり に 装弾 数 


| も 多く 、 あ ら ゆ る 場面 で 活躍 する 


HAND ROCKET 


| CE Ewe-HC-RAW 


ある が 、 ロ ッ ク オ ン で き な い の て 
主力 武器 と する に は 不安 


LASER に CATEc EGORY 
Al | ARM UNIT L 1 BN 
の ! ARM UNIT L le ELS-2772 8 SHI (ei 5 EES.255e | 
| (BLADE 11000 C 重量 S Sc 盗 s= 
了 介 E 半 消費 EN S 3 | 
| 6 i LN 
[ ル - ド WES 改 加 カ E EN 0 
hy [ご 員 攻 庫 隊 責 共 半 a D 3 
| x に | a 
5 生 設 時 発熱 量 D || 「AC2] で 加わ っ た シー ルド は 、 人 0 | 
胸部 パー ツ に EN 供給 と 追尾 性 能 。 | 攻撃 時 消費 EN A ーー よい 動 性 の 低い 機体 に と っ て は 特に 重 洪 EN s 発動 に | 
の パラ メー タ が 増え た た め 、 腕 部 | 使用 効率  B 不 で ある 。 ま た 、 部 の 肩 備 と Ry 
と の 相性 が 存在 する 。 ブ レー ド を 初期 装備 の レー ザー ブレ ー ド 。 軽 は 千 渉 し て し まい 、 同 時 に 使え な 最も 安価 な シー 
備 武装 と 割り 切る の か 、 主力 起 | 量 で 消費 EN も 少な く 、 予備 武装 と いこ と を 党 え て お きた い 。 く な い が 、 人 防御 On | 
| 器 と し て 使う の か を 検 詩 し よう | し て 装備 する に は 十分 な 性 能 に TN] 
| LASER BLADE LASER BLADE i0 ENERGY SHIELD| [Catec EoOR Mei 
| ELs-3443 | G ZLS-400/SL (@' EES-777LAR ey .ZES-500/su N 
6000 C WES 68000 C 重量 34800 C 使用 効率 じ 。 /、 重 量 A 45360 C 人 ] 
OE VEN A 本 壮 WS 消費 ENC 剛 議 人 胃 C 消費 ENA 内 
の E / 2o の om 
〆 FR WE PS RR 対外 A A A a a 2S] 天 瑞 還 
ce kc 1 1 | 凡 T a 
攻 軸 時 消費 EN S | 攻撃 時 発熱 量 S | | 攻撃 時 消費 EN Ea D | | | 発動 時 消費 EN es C | | 発動 時 消費 EN E om 
| 使用 効率 S 使用 効率 E 5 
| 総合 パラ ンス に 優れ た レー ザー ブ エネ ルギー 波 を 発射 する 特殊 な タ 発動 時 消費 EN が 少な く 、 防 御 カ 発動 時 消費 EN は 多い が 
レー ド 。 ELS-2772 に 比べ 、 攻 撃 イプ 。 ロ ケッ ト 弾 と 同じ 感覚 で 使 も 平均 レベ ル 。 シ ー ル ド の 中 で は 囲 が 広い シー ルド 。 複 名 | 
| カ が 多少 アッ プ し て いる える が 、 攻撃 時 消費 EN は 多め 。 _ | | し _ 無難 な 選択 と いえ る だ ろう 。 まれ る よう な 場面 で 向っ. 
[TareGor LASER BLADE| | CATEGORY LASER BLADE| | CATEGORY LASER BLADE| | | ( ME RY ENERGY shen) 
IC3- ZLS-T/100 (ei : ELS-7880 月 LS-MOONLIGHT |||②- ZES-99/MIRROR 
38200 C 重量 人 46000 c 重量 C 57700 C 重量 E 54000 C 信用 計 
人間 E 2 消費 ENA 人 MRENp 6 人 人 消費 EN E om 
EN 防 第 SE 和 S 


ア ル - ド 鍋 A_--- 攻 撃 力 C / ル - ド 幼 C- 攻撃 力 S £ プレート 細 ペー 一 攻 撃 力 A 
に ーー 還 通 較 回 本 要 叶 問 避 9 名 a | 
kcal cla に ch に に | に cE | | I 
Ed に ーー BB | | 攻撃 時 消費 EN D | 攻撃 時 発熱 量 E | | 攻撃 時 消費 EN ーー B | | | 発動 時 消費 EN ーー 


使用 効率 C 使用 効率 EB 使用 効率 B 

攻撃 力 を 強化 し た ブレ ー ド 。 目 立 最も 威力 の 高い ブレ ー ド 。 ブ レー 攻撃 力 、 攻 撃 時 消費 EN と も に 優 防御 力 に 特 化 し た シー ルド 。 人 
っ た 欠点 も な く 、 軽 量 で ある な ど ド 範囲 が 狭く 、 攻 撃 間隔 も 長い が 、 れ て いる 。 ブ レー ドメイン の 機体 範囲 は 狭い が 、 ガ ー ド すれ ば ダメ 
優秀 な パー ツ と いえ る 。 当たれ ば 一 撃 必 殺 だ 。 に する な ら こ れ で 決ま り だ ろう 。 ー ジ を 大 幅 に 軽減 で きる 。 ご 


ARMORED CORE EXTRA WORKS 4 成 以 上 に 、AC を コン トロ ー ル する Al (人 工 知能 ) の 
「 ア ー マ ー ド ・ コ ア フォ ー ミ ュ ラ フロ ント 調整 が も の を いう 。 自 機 の 戦い ぶり を 観 春 し 、 どこ 
レイ ウン の 登場 し な い AC が 良く て 、 ど こ が 悪 い の か を 見 きわ め 、 常 に 時 
行動 を 選ぶ ロジ ッ ク を 築き 上 げ る の だ 。 フォー ミュ 
この 『 フ ォ ー ミ ュ ラ フロ ント 」 は 、 こ れ ま で の AG シ ラ F の 頂点 に 立つ の は 、 強 じん な 肉体 を 持つ 者 で ド 
リー ズ と は 一 線 を 画 し た 、 新 し い ジ ャ ン ル の 「 メ カ な く 、 高 い 知識 と 戦略 を 磨き 上 げた アー キテ クト で 
クス タ ア イズ シミ ュ レ ーション 」 で ある 。 プ レイ ポ ある 。 た えま な く 「 分 析 と 研究 」 を くり 返し 、 

ー ゲ 置か れる 立場 は 、 い わ ば F1 マ シン を 操 縮 する ド の 栄光 に チェ ッ ク メ イト を か けら れる か 、 頭 を 人 9 
ライ バー に 対し て 、 ピ ッ ト で 指揮 を 執る チー ー ム 監督 ” て 勝負 する 静か で 熱い 戦い は 、 AC 世 界 の ドア を 和 
の 役どころ 。 人 々 の 郊 狂 的 な 支持 を 集め る AC バ トル 派 プ レイ ヤー に 向け て 、 大 きく 開け は な っ た 。 


「 フ ォ ー ミ ュ ラ F 」 の 世界 は 、 モ ー タ ー ス ポー、 か 

ポー ツ の a 勝利 も 敗 や 

か 多様 な パラ メー タ た め 

よう な 華やか さ が あ る 。AC を 戦 間 兵 器 と し て 操る 休 に ミッ 最強 の Al > * 時 
6 レイ ヴ ン が 主人 公 だ っ た 従来 の タイ トル と は 中 を めざす 。 。 ヒン 


\、 非 搭乗 型 AC 同 士 が 戦う スポ ー ツ で ある パト ル グ 


* 敵 串 
ンプ リ で は 、 機体 の 要衝 な カス タマ イズ こ ャ カッ L 半 Yi ll 
IA か れ 目 と な る 。 パー ツ を 選択 し 、 組み 上 げ 、 「 ア ー マ ー ド ・ コ ア フォ ー ミ ュ ラ フロ ント | py ドア 4 や 2 の 1 2 


スピ ー ド と 攻撃 力 を 両立 させ る 。 そ うし た 機体 の 構 人 カル デーション ウー 


ARAM EINIT I 


omowLMRS 1 で ao。 


24200C 


必要 スロ ッ ト 数 
実弾 兵器 か ら の ダメ 
を 15% 減 少 さ 


EE た 上 で せる 。 基 本 中 の 基本 
要 ス ロッ ト 数 を よく 計算 し た 上 て と も いえ る 重 了 な オ 


人 
本 したい | TT IN 
Fe 


ン 時 チル AA 寺 層 の ライ ン ナ ッ 
の 才 称 こそ 違え 、AC1 の 
時 代 か ら ほとん ど 変化 は な い 。 必 


(E sP-ENE-SCR 且 sP-BCNDR 
"26000 C 必要 スロ ッ ト 数 32900 C | 必要 スロ ッ ト 数 


エネ ルギー 兵器 か ら ュ ン デン サ 容 量 を 増 
こっ コ 受け る ダメ を 加 さ せる 。 防御 力 ア 
と 15% カ ッ ト 。SP プア の オプ ョ ン 【 


内 いで 、 優 先 的 に 装 
備 し て お きた い 


S/SCR と セッ ト で 装 
備 す る の が 定石 に 2 


=“ 
(=3- SP-SAB/J 


18800 C | 必要 スロ ッ ト 数 


武器 の 発射 反動 を 軽 
減 す る 。 発射 時 の 反 
| 動 は 一 部 の 武器 に し 
か な い の で 、 重 要 性 


KsP-BSLLE 


必要 スロ ッ ト 数 


19600C 

『 被弾 時 安定 性 を 強化 
する 。 軽量 級 の 脚 部 
を 使っ て いる 場合 、 


RS は 低い パー ツ 
貼 SP-CIR-K 員 SP-BE++ 
| 41000 C | 必要 スロ ッ ト 数 5 | 5800C| 必要 スロ ッ ト 数 6 


| エネ ルギー 系 武器 の 


旋回 速度 を 向上 させ | 


る 。 確 か に 重要 な の 
だ が 、 必 要 ス ロッ ト 
数 が 多い の が 悩み ど 


る 。 必要 スロ ッ ト 数 
| が 多く 、 装 備 で きる 
| コア は 限ら れる 


上 SP_BMALAp 
9800 C 


38500 C | 必要 スロ ッ ト 数 2 

ロッ クタ イム を 短縮 
| する 。 最 大 ロッ ク 数 
| の 多い FCS と ミサ イ 
| ル を 使う な ら ば ぜひ 


必要 スロ ッ ト 数 

レー ダー に ミサ イル 
表示 機能 を 付加 す 
る 。 こ の 機能 が な い 
頭 部 内 蔵 レ ー ダ ー を 


使っ て いる 場合 に 


KE sP-ENE_Acc 
45000 C 


S 
(ご SP-E/SAVER 

必要 スロ ッ ト 数 

ェ ネ ルギー 系 武器 の 
発射 時 消費 EN を 抑 
える 効果 が ある 。 必 


必要 スロ ッ ト 数 45000 C | 


エネ ルギー 系 武器 の 
連射 力 を 上 昇 させ 
る 。 使 用 スロ ッ ト が 


少な いた め 、 気 軽 に 要 ス ロッ ト 数 が 多 
使え る の も 多 力 | く 、 使 いづ らい 


| ( づ  SP-MAUTO 
| 必要 スロ ッ ト 数 1 
最大 まで ロッ クオ > 


目 SP-ECM-JAM 
84000 C | 必要 スロ ッ ト 数 5 


一 定 間隔 で 敵 ミサ イ | 
ル の ロッ クオ ン を 解 
除 す る 。 ミ ッ シ ョ ン 
うそ | 


18000C | 


発射 する 
壁 が あっ て も 撃っ て 


| る だ ろう | し まう の が 区 点 


威力 を アッ プ さ せ | 


し た ミサ イル を 自動 | 
目 の 前 に | 


同 SP-BLS 
74000 C | 必要 スロ ッ ト 数 
グレ ー ド の 攻撃 力 や 
ルド の 防御 力 を 
向上 きせ る 。 必 要 ス 


ロッ ト 数 の わり に は 
効果 が 薄い 


回 SP-VIECH 


89000 C | 必要 スロ ッ ト 数 


ロッ クオ サイ ト を 
| 大 き する 。 必要 ス 
ロッ ト 数 は 多い が 
初心 者 に は 必須 の オ 
プシ ョ ン だ ろう 


H 


回 SP-CBRK 
37000 C 


必要 スロ ッ ト 数 2 | | 
脚 部 の ブレ ー キ 性 能 
| を 強化 する 。 し か し 
その 効果 を 実感 で き | 
る よう な 機会 は あま 


りな い だ ろ う 
df 
人 た た 
信 _ 作 リス 
a 1 “ 
ー ン ンー っ へ 


STAFF INTERVIEW Ice 1 
AO シリ ー ズ の [ 細 ] と な る CG ム ー ビ ー の 信人 


思 の クオ リティ 、 いま だ 発展 途上 
毎回 驚き の クオ リティ を 誇る CG ム ー ビ ー で す が 、 ど 
の よう な 工程 で で き 上 が っ て いる の で すか 7? 


中 木 : 基本 的 に は 、 = 
の 分 業 制 中 に は ずっ と 爆発 ト だ けつ 
- た 考 も $ い ます よ た ーー ョ レ る 10 人 
か か わっ て と れ で も 足ら な らい で す が 
\C1 体 を > 還 ど や も よ あり ます 人 と 
で つ た ちゃ いま すか ら 、 全 体 の 
バラ ンス を つく つっ で か ら 、 こ i この 人 は 腕 と ヵ る 


その ぐら い 、 ム ー ビ ー の 制作 は 大 変 な ん で すね 。 


g 相 : や は り 「 メ カ が カ 


' コ よく 見 えな く て は な ら な 


う の は 大 前 提 に な り ま す が 、 そ れ に 】 
か か 戦場 の 雰 団 % を 出 そ う と する と 


いき ます ね 


: 田 : た と えば 廃 虹 の 風景 ひと つと っ て も 、 真 っ 平ら な 

板 の 上 に 壊れ た ビル を 置く の で は な 無茶 苦 茶 に 荒れ 
た 地面 の 上 に 置く ほう が 、 密 度 感 は 上 が り ま すか ら 。 お 

か げ で 最近 は 「 も っ と 1! 」 と いう オー ダー が エス 

カレ ー ト し て いて 、 本 当 に し ん どい ( 笑 

弟 木 : 毎回 の 新 要素 も 苦労 の 種 で すね 。「AC3」 で の チー 

ム 戦 な ど 、 


最初 は 「1 対 1 で 勘弁 し て も ら え ませ ん ? 
て 言っ た ぐら いで す ( 笑 )。 プ ロ デ ュ カ 
| 


CE 


田所 : 
感 計っ 


> うり と その 辺 は [行け る と こま で 行こ 

くっ て ます か ら ね も a り は 34 
す が 、 あ と は 自分 XN Kr 大 ニル と 
妥協 し な いも あり ます 1 ラス トレ イヴ ン 
の オー プ ニ ン グ で は 「 煙 の 中 か ら 現われ る AC|」 と いう の 
を や り た か っ た ん で すけ Sa ウ ) 0 くい か な か っ た で すし 
その 辺 は 、 次 回 以降 E の 課題 で 
ま 田 に それ は も う 、 言 い a らき り が な いで す よ ね 
いつ も 「 も う 一 息 」 と 思う の に 、 時 間 が な く て 。 
鈴木 : AC の 挙動 な ん か 、 毎 回 | 大 中 
機体 に つい て いる パー ツ が 動い た と き 
田所 : CG 映画 と か A 
は 「 ま だ まだ イケ て な いな 


a NT 

の 慣性 と か 。 
自分 が つく っ た ムー ビー 
な ぁ 」 と 思い ます よ 。 


| 
名 本 
っ っ こ 新 し い 「 何 か 」 が 、AC 世 界 を < 
逆 に 、 お つく り に な っ て いて 楽し い 部 9 7 
尋 木 : 制作 前 に コン セプト を 受 け 取 っ て 、 「 こ ん な 0 二 
な ?」 っ て 想像 し て る と き が 一 番 楽 し いで 括 記 
| \ い され て も 、 手 間 が 増え こそ すれ 楽に は なり 
それ より は 、 例 えば 「 ラ スト レイ ヲリ で 鶴 
場 し た 人 間 を 「 ど う や っ て 世界 観 に な じ ませ よ 9 品 閣 
才 え た りす る ほう が 、 難 し * け ど 楽 し いで す 。 
田所 : あれ は 確か に お も し ろか っ た で すね モー 
v に 動き を 演じ て も ら う の は 新鮮 な 体験 ① 
だ | 和 ER 組み 込む か も 工夫 し た L。 
戸田 i と か の 小物 も スケ ー ル 感 を 出 ok 
ん で す が 、 さ り と て 現実 その まま で は そぐわ な ぃ い 。 《0 
意味 で も 人 間 の 登場 は 、 ス ケー ル 表 Mc 
で は 、 こ れ か ら は 新た な トラ イア ル が あり る 2 
ね 。 動物 な ん か も 出 て きた り 
猛 木 : いい で すね 。 担当 に は な り た く な 4 
田所 : C84 ニ レー と (PIG 
も っ と も っ と 挑戦 し て いき た いで す 。 


『 田所 周三 


ん か ら 


な いけ ど 位 )。 


鈴木 利幸 レク ター ョ リ 2 
⑯ す ず き ・ と し ゆき / 開 発 部 CG セ クシ ョ ン ・ デ ィ レ 2 ン ooA 
ロジ ェクト ファ ンタ ズ マ 」 以降 Ac3」 シリ ー ズ を 中 

ー ビ ー を 担当 。 

田所 周三 6 シニア 0 
e た と ころ ・ し ゅ う ぞ う ノ 開発 部 CG セク ショ ンー ラビ 

の ムー ビー 用 モデ ル を 経て 、『 ラ スト レイ ヴ ン 』 で は 

全般 を 監督 6 
戸田 責 之 アク 2 
る と だ ・ た か ゆき ノン 開発 部 CG セク ショ ン ん 用 の ボク 


レイ ヴ ン 」 ま で 、 ム ー ビ ー の 背景 を 中 心 に 参画 
ーー 素材 な ども 手がけ る 。 


ee” 


ノ ョ ヨン 2f 
2002 年 4 月 4 日 発売 
3,150 円 
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すべ て が 管理 され る 世界 で 、 た だ び 
その 名 は 上 身 4 兵 、 レ イヴ ン 。 謙 
中 で 発生 する 大 災 を 予見 し 、 人 類 が 生 
き 延 びる た め の [方 負 」 6 て 建設 され た 巨大 
シェ ルター 都市 、 そ れ は 「 レ イヤ ー ド 」 と 呼ば 
れ た 。 レ イヤ ー NE 
と た わ N 類 は 、「 管理 者 ] と 呼ば れる Al 
Ce や 地上 の 浄化 作業 を すべ て 委 
ね 、 日 々 の 暮らし を 重ね て いっ た 。 管 理 者 の 底 
護 すべ て を 管理 され る こと に 慣れ た 人 々 
は 、 約 束 さ れ た 繁栄 を 設 歌 し 、 計 画 さ れ た 発展 
を 続け て いた の で ある 。 大 災害 か ら 数 百年 を 綴 
た 今 で は 、 地 下 都 市 に も いく つか の 企業 が 生ま 
れ 、 争 い が 起 きる まで に な っ て いた が 、 そ れ さ 
えも 管理 者 の 予定 調和 の うち で ある よう に 。 企 
業 間 の 直接 大 規模 衝突 の 抑止 力 と も な っ て いる 
「 レ イヴ ン 」 と 呼ば れる 存在 だ けが 、 こ の 管理 
社会 の 唯一 の 例外 だ っ た ……. 


新しい タイ プ の CORE 登 場 共に 戦う 僚機 が 使え る 


マー ド ・ コ ア 3]】 に お ける コア は 、 措 載 さ れ た 特殊 能 | 今 作 で は 、 ミ ッ シ ョ ン に よっ て 僚機 を 同行 で せく am 
| に より 2 タイ プ に 類別 され る 。 ひとつ は 従来 の シリ ー ズ に | き 、 任 務 送 行 に お いて 大 き な 手 助け に な て 
も 登場 し た ブー スタ を 内 蔵 す る こと に よっ て 爆発 的 な 加速 力 NN 航空 機 や MT か ら AC ま で さま ざま な ダ Do 

を 得 ら れる 「 オ ー バ ー ド ブー スト タイ プ 」。 も う ひ と っ つ は 、 | ・ 父 機 を 同行 させ る ト は 報酬 支払う 時 


自動 的 に 敵 を 攻撃 す る 自律 型 の 小型 兵器 を 射出 する 「 イ クシ 筑 * も 異な っ て くる 。 逆 に 僚機 を 同 各行 さ せ ず に 


> 場合 、"" 
ド オ ー ビ ッ ト タ イブ プ 」。 を クリ 99 


AC 組 み 上 げに お いて ど ち を 履 う た ぎー ルイ 
ら の 能力 を 欲す る か が 、 委 電 有 
第 一 の 選択 量 準 と な る 。 ac な を 9 が 
上 ツリ 
今 作 か ら 凍 量 過多 状態 の AC て 
で も 出撃 可能 に な っ た 。 た / トー だ の 28 
し 、 ペ ナル ティ は 課せ られ る ー 2 ーー き 


の み を と ら え た 
で あり 、 実際 の 動き 
と は 違う 場合 も ある 。 


グロ ー バ ルコ ー テ ックス 


する 地下 都市 レイ ヤー ド を 管理 する 人 工 知能 で 、 都 
の 運営 だ け に 限ら ず 、 レ イヤ ー ド 内 で 起き る あら ゆる こ 
レイ ヤー ド は 第 一 層 か ら 第 四 層 が 存在 し 、 各 層 に よ 
や 産業 区 と いっ た 地区 に 分 けら れ て いる 。 管理 者 が 
る の は 肖 第 4 層 の さら に 下層 に ある 中 枢 で ある 。 管理 者 
5 世界 巨大 ネッ トワ ー ク を 張り 巡ら せる こと に より 、 人 
の 動向 を すべ て 把握 し て いる 。 


| 4 MIRAGE 
地下 都市 レイ ヤー ド に お いて 最大 勢力 を 有する 企業 。 主要 パー 
ツ か ら オ プシ ョ ナル パー ツ ま で 、 あ り と あら ゆる AC 関 連 の パ 
ー ツ を 開発 、 製 造 し こい る 。 また 、 オ ー バ ー ド ブー スト タイ プ 
の コア は すべ て ミラ ー ジ ュ 製 で ある 。 管理 者 の 支配 か ら 脱 する 
こと で 、 地 下 都 市 に お ける さら な る 権力 拡大 を 目指 し 、 支 配 者 
の 座 を 狙っ て は いる が 、 管理 者 の 力 を 恐れ て も いる 。 その た め 、 
表面 的 に は 目立っ た 行動 は し な い 。 


隔 CREST ind. 
ドー ウッ 企 業 。 ミラ ー ジ ュ に 次 ぐ 規模 を 持つ 。AC 関 連 な ら 
り と あら ゆる パー ツ を 製造 する が 、 特 に イク シー ド オ ー ビ 
タイ プ の コア 製造 を 一 手 に 引き 受け て いる 。 地下 都市 に お 
替 力 拡大 を めざし て いる が 、 管 理 者 を 「 秩 序 を 維持 する た 
の 最適 な を シス テム | と し て 認識 し て いる 点 が ミラ ー ジ ュ と は 
く 異 な る 。 管 理 者 に よる 支配 を 受け る 現在 の 体制 を 衣 定 し 
= いる た め 、 ミ ラー ジュ を 強く 和 警戒 し て いる 。 


es KISARAGI 


AC パ ー ツ 企業 の 1 つ 。 ミ ラー ジュ や クレ スト に 比較 する と そ 
の 規模 は 小さ い 。 本 来 は 、 ネ ットワーク 系 を 主 業 務 と する コン 
ピュ ー タ メー カー で あっ た 。 現在 も 本 体 パ ー ツ や 右腕 装備 の 重 
火器 の 製造 に は 手 を 出さ ず 、FCS や ラジ エー タ な ど を 中 心 に 
製造 し て いる 。 ま た 、 右 腕 専 用 ブレ ー ド や 左腕 用 の 投 絡 銃 と い 
っ た 特殊 な 武器 を 開発 する な ど 、 独 自 の 路線 を 貫く 。 企 業 と し 
て の 規模 の 違い か ら か 、 管 理 者 に 対す る 意識 も 現実 的 で ある 。 


本 UNION 
社 。 管理 者 が すべ て を 支配 する 地下 都市 の 現状 に 対し 、 
を 抱い た 知識 人 た ち が 中 核 と な っ て 発足 され た 。 管 理 者 に 
る その 共通 認識 か ら 、 ミ ラー ジュ に 接近 し 、 そ の 下部 組織 
て 活動 し て いる と いう 噂 も ある 。 地 下 都 市 の 権力 を 握 ろ う 
る 意思 は な く 、 近 年 、 頻 繁 に 発生 し て いる 異常 事態 を 、 管 
暴走 し 始め て いる た め と 考え る こと か ら 、「 管 理 者 は 狂 
て いる 」 と 主張 。 その 排除 を も 画策 し て いる 。 


計上 ル ヨ ニテ ックス GLOBALCORTEX 
「 レ イヴ ン 」 と 呼ば れる AC の プロ フェ ッ シ ョ ナル を 束ね る 備 
兵 組織 。 か つて は 管理 者 に よっ て 管理 、 運 営 さ れ て いた よう だ 
が 、 現 在 は 完全 な 独立 組織 で ある 。 実戦 形式 に よる 小 部 隊 の 壊 
滅 な どの 試験 を 課 し 、 そ の テス ト に 合格 し た 者 だ け を レイ ヴ ン 
と し て 採用 し 、 依 頼 に 基づい て 彼ら を 派遣 し て いる 。 地 下痢 市 
の 管理 者 、 和 企業 の 勢力 に は 属し て いな い 。 組織 が 成立 し た 経 
線 に 関し て は 、 明 ら か に され て いな い 部 分 が 多い 。 


t 1JVHO 


cd ヨ 1dVHO 


ildvt 


d ヨ 1dJVH 


)WNYY 


で 


価 さ れる よう に な っ た 。 


ミッ ショ ンク リア 時 の 状況 に 


よっ て 
さら に 、 


ヽ レ ィ 


~ 


| MISSIONS 


FIRST MISSION | 


ミ 
続 ミ 


レイ ヴ ン 試験 -glack Feather- 


グロ ー バ ルコ ー テ ックス ./ トレ ネジ ティ 


グロ ー バ ルコ ー テ ックス 社 が レイ ヴ ン を 志す も の に 対し て 
課す テス ト と し て 、 必 ず 行 な う の が 実戦 形式 の 試験 。 市街 
地 に 展開 する 戦闘 メカ ・ モ ア 、 重 装 型 MT・ ス クー タム D を 
倒す か 、15 分 間 生 き 残っ て いる こと が で きれ ば 、 合 格 と な 
る 。 成 績 よく 早め に 片付け て いる と 、 増 援 部 隊 も 現われ る 
が 、 そ れ も せ ん 減 し な いと 合格 に は な ら な い 。 今後 の た め 


ッ シ ョ ン に 突入 する こと ぁ s 


実戦 形式 の テス ト か s し 
と し て の 第 一 歩 が 始ま る 


9 


に 好 印 象 を 植え 付け て お きた い の で あれ 
が 来る よう に し て お きた いと ころ だ 23 
ショ ン で は 同じ く レイ ヴ ン を 目指 すず) 
ー イ が 、AC エ スペ ラン ザ に 果 っ て 投 Ae れ ce 
た トッ プレ イヴ ン を めざす ひと りな の で = が 
で 顔 を 合わ すこ と が ある か も し れ な い 。 


ょ 


て の 


中 央 研究 所 防衛 -srmay < 
クレ ス ド |: 277 J ル グレ ン 研究 所 


クレ スト 社 の 中 央 研究 所 が 、 ミ ラー ジュ の 
部 隊 に 襲撃 を 受け て お り 、 至 急 救援 に 向 か 
っ て 欲し いと いう 内 容 の ミッ ショ ン 。 到 着 
し て みる と 、 先 に 救援 に 来 て いた コー ル 八 
ー ト の 乗る MT ザ ・ サ ン と 、 フ ラジ ャ イル 
の 操る AC ナ イト フラ イヤ ー ガ 特殊 MT ・ 
DC021 8 相手 に 苦戦 中 と いう 状態 
で ある 。 こ こ で は 、 敵 を 全部 撃破 する か 、 
一 定時 間 が 経過 し て か ら 戻 る だ け で も 、 ミ 
ッ シ ョ ン は 遂行 し た こと に な る 。 敵 の 中 に 
は 正体 不明 の 謎 の 実働 部 隊 の AC が いて 、 
これ を 倒す の は か な り 厳 し い が 、 倒 せ ば そ 
れ だ け 評 価 も 上 が り 、 報酬 も 得 ら れる 。 


重要 物資 護衛 -woon RAkE 


クレ スト 7/ 


クレ スト 側 の 定期 輸送 へ リ が 
何者 か に 強奪 され そう に な っ 
た た め 、 や お を え ず 撃墜 し た 
が 、 海 上 に 落ち た 積荷 の カブ 


う ミ ッ シ ョ ン で ある 。 


下水 溝 調査 -poopLgmue- 


キサ ラ ギ /7 地下 下水 道 L9 

キサ ラボ ギ 管 轄 下 の 区 画 に ある 下水 溝 内 で 水位 の 異常 上 昇 が 認め 5 : 
サラ ギ は 調査 部 隊 を 派遣 し た も の の 、 連 絡 が 途絶 えて し まっ た と 3 # 
こ で 、 レ イヴ ン に 調査 の 依頼 が 
回 っ て きた 。 さ っ そく 下水 溝 に 
弟 み 込ん だ レイ ヴ ン の 目前 に 現 
れ た の は 、 無 数 の クモ の よう な 
生き 物 。 生 体 兵器 で ある 。 水位 
の 異常 上 昇 の 原因 は これ だ っ た 
の だ 。 ら か 所 ある 管制 パネ ル を 
操作 し て 奥 の 部 屋 に 通じ る ゲー 
ト を 開き 、 そ こ に 巣 く う 巨 大 生 
体 兵器 を 撃破 すれ ば 、 本 ミッ シ 
ョ ン は 完了 と な る 。 


人 巨大 な クモ の よう な 生体 給 
力 と も に か な り 高 いや っ 


Ui 

#0 
セル は 回 収 し た い 意 向 で ある 。 送 カブ セル の 帳 必 9 
し か し 、 強奪 を 企 て た 側 も そ へ リ が 軸 受け ビィ 
の カプ セル を まだ 狙っ て いる っ た た め 、 応 オキ 
らし く 、 回 収 作業 が 始ま る ま 部 隊 を 守る の だ "og 
で 、 カ プ セ ル が 奪わ れ ぬ よう 、 ッ シ ョ ン へ と 夫人 し 
護衛 を 務め て も らい た いと い 選対 象 を りき 


ラー ジュ (ん クレ スト / 


ミン 自然 保護 区 
Al ユニ オン の 本 拠 地 の あ る 自然 保護 区 の 中 林地 帯 へ 軍 を か 
- 計 その 中 に 入っ て 最深 部 に ある カブ セル を 回 収 け 、 彼 ら の 設置 し た 砲台 ・ グ ラウ ル G を 5 基 す べ て 胡 が 
な っ て 記さ る と いう ミッ ショ ン ・ 船内 に 入 つて 9 分 ほど と いう 任務 。 だ が 、 ジ ャ ング ル 内 は 唆 が 立ち 込め 需 す る 
に 画 え 切れ ず 温水 が 始ま る た め 、 その 時 点 か 。 視界 が 悪い 。 そ ん な 中 、 克 台 の グレ ネー ド 絢 は 5 縮 に こと 
ロ ド な ら とこ だ 、 有 船内 で に = ュ ョ 6 a ta 
6 ほど で 用 し な けれ ば YWP ) を 狙っ て くる うえ 、 光 学 迷彩 を 施し た ステ ルス MT・ フ リ 


ュー ク も そこ か し こ か ら 懇 っ て くる 。 また ここ で は 。 こ 

M v 只 こく る 。 ま た ここ で は 、 こ れ ま 
敵 戦 力も 船内 の ガー で レイ ヴ ン と し て 高い 評価 を 得 て いて . を 知 時 間 で 及 
ド メ カ だ け な の で さ 付け て し まえ ば 、 連 続 ミッ ショ ン の 要請 を 受け 取る と と が 
ほど 難し い 任 務 で は で きる 。 受諾 すれ ば 、 そ の まま アル パ 温 原 で の ユニ オン の 
な か っ た 。 拠点 防衛 部 隊 陽 動作 戦 に 参加 する こと と な る 。 

や ミッ ショ ン 中 、 船 内 
に 浸水 の 報 が も た ら さ 連 5 
れる が 、 あ わ て な けれ 。 ET IME ss 
ば 問題 は な い 。 き i 


管理 者 の 中 枢 が 存在 する 場所 は 、 クルド と ミラ ニー ジ の 
テー タバ ンク に の み 記 載 さ れ て いる こと が 判明 。 それ を 入 
手 す る た ゆめ に ミラ ー ジ ュ の 施設 内 に 侵入 し 、 研究 所 の ホス 
トコ ンピュータ か ら 情 報 を 抜き 出す と いう の が 任務 だ 。 コ 
ピュータ ルー ム の 扉 の ロッ ク を 、 施 設 内 に 点 在 する 別 の 
計 有 コータ か ら 入 手 し た コー ドキ ー に よっ て 解除 。 い よ 2 
まま 任務 遂行 と いう と き に 現れ た の は 、 ラ ンカ ーAC・ ノ そこ の 視界 で 活動 する の は 、 か な り 厳 し い 。 早め に ター ゲッ ト だ 
タタ ー ン の 操る ザイ ン で あっ た 。 け に 狙い を 定め た いと ころ 。 


今 こ そ 、 それ を た た さ 


受入 -zero DIVISION- 
還 コー オン [7 ルイ ヤー ド 中 枢 -DOVE= 

邊 者 が どう し て 狂い 始め た の か は 謎 で ある が 、 そ の 中 枢 の あ 
る 場所 を 突き止め た 今 、 破壊 し て で も 止め る し か な い 。 最後 の 
エッ ショ ン は 中 枢 に 侵入 し 、 最 深部 に ある 管理 者 を 破壊 する こ 
に だ 。 途中 に 現れ る 中 量 と 重 装備 の 2 体 の 実働 部 隊 の AC。 中 
アー ルギー ライ フル 6 オー ビッ ト 、 重 装備 の ほう は 
障 フル で 月 カル テッ トキ ャ ノン と いう 装備 で 、 
ーー も う 後戻り は で き な い 。 こ の まま 管理 者 を 
4 ま 放 置 す る こと な ど で き な いか ら だ 。 た だ し 、 管 理 
ピュ ユー タ も 、 シ ー ル ド に 守ら れ て いて 破壊 する こと 

さ な い 。 エネ ルギー の 供給 源 の ほう を 断つ の だ 。 


導管 wy 

本 な の の 前 に 、2 体 の 実働 部 隊 AC が 立ち は だ か る 。 そ れ ぞ れ に 

は る か に と 機体 で あり な が ら 、 そ の 戦闘 能力 は 並 の ラン カーAC 
堪え て いる 。 死 力 を 尽く し て 立ち 向かう ほか な い 。 


管理 者 の 正体 は わか っ こい ……o 
LAST MISSION | = そつ ぶす の だ 。 


6 ヨ dOO AHONYY 


\ be 「AC3」 か ら の 新 シ ステ ム に より 、 テ 7 アリ ー ナ の ぅ 、 5 
RAVE も 僚機 と し て ミッ ショ ン に 参加 する ケー ス も Hi て at で 3 
ちろ ん 、 これ まで 同様 英 と し て 登場 する も の も ぃ 。。 に 。 も 


フン ク B の 5 位 に km。 
る AC ラ ンカ ー A 中 
ンク の バイ ロッ ト は +。 
て 強化 人 間 が 占め て お り 
例外 で は な い 。 戦法 は 
め 上 か ら シ ョ ッ ト 2 を 
浴び せる 大 胆 な も の 小型 

イル を 超え る 威力 を 持つ 痢 を 
9 発 同時 に 発射 する 肩 肩 の 特殊 
ケッ ト 砲 に も 注意 し た い 


AC 


地下 都市 レイ ヤー ド に お ける 最強 の ラン カーAC。 この 機体 を 「 ボ ルケ イフ ノ 
操る エー ス は 強化 人 間 で ある 。 高い 攻撃 力 と トッ プク ラス の 射 5 


有 スト ラス ボル グ 
程 距離 を 備え た スナ イ パ ー ラ イフ ル で 、 対 戦 相手 を 長 距離 か ら Rs 
色々 と 射 抜 く 。 並外れ た 攻撃 力 で 敵 機 を 粉 硬 す る グレ ネー ド 砲 ーー 科 
と 、 高 束 連 射 で 敵 を 寄せ 付け な い チ ェ イ ン ガ ン も 脅威 で ある 。 = 「- 講 員 uv 
AC 
イン ター ピッ ド 


ファ ン フ ァ ー レ 


途中 で ラン キノ に 

され る AC ラ ン ガ 

ヴ ン と な っ て HB し 

nt 

受け た 依頼 は すず 8 9 

耐久 ・ 防 御 力 に 優れ た 重量 A じ だ が 、 機 動力 も 悪 og を a 
ュ ! 重 ー く こ 取 

最高 ラン ク の 攻撃 力 と 射 | 程 距離 を J は な い うだ 。 と は いえ 、 ま で 62 


る 大 型 ロ ケッ ト を 背負 い 、 


加え て 地上 魚雷 砲 、 投 移 銃 、 2 人 時 肝 する ロム ッ ト 砲 を 装 


まで 
の 機体 に 見 合っ た 7 7 
備 す る 姿 は 、 まさ に 歩く 要 察 だ 


て いる と は いい が た い 。 
に 獲得 賞金 が 高い の で 、 
利 を 手 に 入れ た い 栓 


も 
EN EMIES ape。。 コア 3] の 最終 目標 は 、 人 Am 
区 


の 破壊 だ 。 終盤 で M 5 
ラン カー ム AO は 人 理 者 が 様 る 無 人 AG が 立ち は か 
睦 な っ た 意味 で 見 し い 戦い と な る た ろう 
管理 者 を 守護 し 、 管理 者 の 命 に より 敵 を 排除 5 
する 。 そ の 
の YET mp 
こ な ら な い 。 


[ 実 側 部 隊 」 と いう だ け で 名 前 を 持た ぬ 強 敵 


ミル 


管理 者 の 命 令 に よっ て 敵対 する 企業 の 施設 を 査 撃 する ほ 機 ( 左 ) 4 攻撃 力 の 高 ( 重量 機 ( 
ー rh の 忠 2a 。 司 い 重量 材 こよ 上 >2 3 
か 、 地下 都市 深部 に あ る 中 枢 で の 管理 者 の 護衛 ([「 中 枢 侵 シ ン 攻 撃 は な か な か の も の で な / ド ) に よ る コン ピ ビ ネ ー 
+ も - ビ > に リル / J a = = ー 
J =P 083 参 照 ) と いっ た 役目 を 果たす 。 特 に 管理 者 を 相手 に する の は 、 ま ず す 無 紋 2 ' れ ら ら 2 機 を 同時 に 
- よび の ず 才 放 (し いい 1 レイ ヴ ン で た 


きる 5 換 の 実働 部 隊 AC の 実力 は 高い 。 機動 性 に 富ん だ 中 量 。 機 ず つ 分 断 し な けれ ば 、 倒 すこ と は で き な (y 
ここ は で できない だ ろ = 


えも ] 


防御 カ は 低い が 積載 量 の 多い 脚 部 を 用 いた 特徴 的 な AC。 武器 装 信 両 肩 に 装備 され た カル テッ トキ ャ ノン は 、 一 度 に 4 発 の エネ ル 
本 機動 カ で カバ ー し た 空中 戦 が 得意 。 ギー 弾 を 発射 。 容 易 に 近づく と 餌食 に され る 1 


依頼 に 対し て 共に 出動 し 、 困 難 な ミ ッ シ ョ ン も 着 行 させ る 。[AC3] に は そん な 頼も し い 同 優 上 
CONSORT AC 入る 。 中 に は 一 牙 ある 者 も 


| し こ ト > RR > 
CO キッ wo で 人 て 
クレ スト の 一 般 MT 部 隊 ちな み に 、 僚 機 に は AC だ け で な く 、 
所 属 だ っ た コ ー ル ハー 戦闘 へ りな どの メカ を 選ぶ ご と も 
ト 。 戦闘 経験 は 豊富 だ が 可能 だ 。 エ クス トラ アリ ー ナ で は 
AC 乗 り と し て は まだ 日 ら 対 る の AC に よる タッ グマ > チ が 


が 浅い た め 、 レベ ル は E 開催 さ れる 。 ミ * ッ ショ ン に 同行 < 
ラン ク で ある < きる 僚機 の 中 に は 、 途 中 で 搭 末 拉 
衣 、 SA 「 元 恋 える パイ ロッ ト も いる 
| UI mT 体 を 変え NY AS 
| ルー ジュ 生生 は 
| く 《 リ ッ プ ハン ター> デュ ミナ ス と も に その 腕 が 認め られ レイ : 
ns 5 宮 機 を MT か ら AC へ 来 り 


スパ ル タ ン シン | 1 | ® で 
コー ル ハ ー ト 

換え る : -2 人 
人 に 登録 され 対戦 も で さき 
る 。 な お 、 ミ ッ シ ョ ン の 僚機 に は 
報酬 も 必要 で 、 腕 の 立つ 相棒 は そ 
れ だ け 金 額 も 高い の だ 。 


か の 5 エネ ルギー 各 を 好む り ッ 

ー。 機体 色 が ピン ク と いう 点 も 共通 
5 3 腕前 は と いう と 、 す で に ラン ク 
で 上 げ て いる 。 の ち に 主人 公 は 、 彼 


と 共に 
5 出動 し た 際 に 、 手 痛い 裏切り を 経 
る こと に な る 。 


レイ ヴ ン と な っ た ら 人 は 


ょ つ ヨ ココ = LUODSNOD 


| し て いる 
| Bc 


コク ピッ ト 視 点 


アー マー ド ・ コ ア 3 サイ レン トラ ィ ン 
プレ イス テー ショ ン 2 用 ソフ ト 
2002 年 4 月 4 日 発売 
3.150 円 

(PlayStation 2 the Best 版 2003 年 11 月 6 日 


先代 司 MV 0MRK58008 
様 へ 0 稚 が 0 か そる 尋 骸 0 
人 類 が 地下 都市 レイ ヤー ド に 生活 の 場 を 
移し て 数 世紀 。 地 下 都 市 を 支配 し て いた 
人 工 知能 が ひと り の レイ ヴ ン に よっ て 夏 
壊さ れ 、 人 類 は 地上 へ 回 帰 を 始め た 。 地 
上 で は 開発 プロ ジェ クト が 企業 連合 に よ 
っ て 提唱 され 、 徐 々 に 地上 で の 生活 が 構 
築 さ れ 始 め る 。 そ の 数 年 後 、 未 踏査 地区 
で 巨大 な クレ ー タ ー が 発見 され る 。 破 二 
し た は すず の 人 工 知能 の 存在 を 感じ させ る 
その 存在 は 、 人 類 の 発展 を 阻 お 謎 の 防御 
線 「 サ イレ ント ライ ン 」 と し て 、 い か な 
る 強大 な 軍事 力 さ えも 足 を 踏み 入れ させ 
な い 。 一 方 で 、 急速 復興 を 見 せつ つも 、 
利権 紛争 の 様相 を 呈す る 地上 開発 。 再び 
人 類 に 、 混 乱 の 危機 が 迫っ て いた 。 


AI 育成 


大 きく 変わ る 操作 感 


今回 追加 され た 新 要素 の ひと つ は 、「 ア ー マ ー ド ・ コ ア 83」 
で シー クレ ッ ト 有 要素 だ っ た コク ピッ ト 視 点 。 従 来 の 背後 視点 
に 比べ 、 視 界 は や や 狭く 感じ る が 、 戦闘 感覚 は より リア ル に 
な る 。 コ ク ピ ッ ト 視 点 は 、AC 機 体 に どの 脚 部 を 選ぶ か に よ 
っ て 変化 が 生ま れる の で 要 注 意 。 タ ンク タイ プ だ と 、 か な り 
低い 位置 に な る た め 、 少 
し 上 向き に し な いと 、 周 
囲 の よう す が つ か み づ ら 
く な っ て し まう の だ 。 

年 敵 の 接近 を より 近く に 感じ 


られ る コク ピッ ト 視 点 。 戦 い 
方 に 与え る 影響 は 小さ く な い 。 


分 身 を 育て て AI アリ ー ナ に 挑戦 
今 作 か ら 加 わっ た 「AI シ ステ ム 」。 組み 上 げた 村人 に ドー 
録 し た 後に 、 ア リー ナ に 出動 させ る こと で 、 を 
タイ ル を 学習 させ られ る 。 ブレ 
[経験 点 」 ポイ ント に よっ て 成長 させ て いく こと も て て" | 


ー ド で 使用 で 
育て た AI 機体 は 、 僚 機 の 選択 や 、 バ ー サ スモ ー ド で 
。 。 きる 。AI は 高い ラブ パー 


8 半 AC と 戦え ば 戦う は ど | 
賢く な っ て いく の た 。 | 
ファ ョ クタ 60 


た 
機 休 が 合 録 可能 。 成 
自分 の 分 身 は どの 
ms に な る の が 。 


os に 


ジ 


リ /// 


志和 
き パ 対立 末路 査 地区 
つと W “サイ レン トラ イン 


/ 
( 依頼 


加 -/ コ =》97X 


AC3」 の 世界 を その まま 引き 継 
ぐ た め 、 企 業 な どの 力 関係 な ど は 
基本 的 に 変わ っ て いな い 。 今回 は 
まだ 何 が ある か わか ら な い 、 サ イ 
レン トラ イン の 向こう の 未踏 地区 
を めぐ っ て の 企業 同士 の 丁丁 発 目 
の か け 引 き な ど が 行なわ れる 。 


ミラ ー ジ ュ MIRAGE 
地下 部 市 最大 の AC 企 業 。 地 下 都 市 を 支配 する 管理 者 を 打ち 倒 
さん と する ユニ オン に 協力 し た 。 現 在 は 、 地 上 開発 を 進め る 企 
業 同 胃 内 で の も っ と も 強い 発言 力 を 有する 。 サイ レン トラ イン 
へ の 進出 も 計画 し て いる 。 


クレ ス ト CREST ind. 


地下 都市 で は 管理 者 側 の 立場 に あっ た 。 他 企業 が 地上 進出 を 推 
進 し て いる 間 に 、 旧 世界 の 技術 情報 を 入手 し 、 その 力 に よっ て 、 
地下 志 界 に お ける 権力 者 に な ろう と 画策 し て いる らし い 。 ま た 、 
他 企 業 へ の 妨害 工作 に も 余念 が な い 。 


キサ ラキ KISARAGI 
大 企業 の 中 で は も っ と も 企業 規模 が 小さ い 。 企 業 間 の 紛争 
トカ を 費やす こと な 避け 、 他 企業 か ら の 妨害 対策 に レイ ヴ ン を 


用 する 。 エネ ルキ ギー 生成 施設 建造 や 生体 兵器 の 開発 な ど 、 新 
事業 の 着手 に 精力 的 で ある 。 


1 
回 回 FF バ ルコ ミ テ ックス GiOBAL CORIEX 


備 兵 シス テ 
兵 (し イィ ヴ ン 
くま で 特定 
後半 で は 未 


ム を 運営 する ネッ トワ ー ク 機構 。 登 録 し て いる 備 
) た ち に 、 企 業 か ら の 依頼 を 韓 旋 し て いる が 、 あ 
の 勢力 に 肩入れ する こと な く 、 中 立 を 保つ 。 物 語 の 
踏査 地区 の 調査 に 乗り 出す 。 


| eee 


[AC3」 か ら 導 入 され た ミッ ショ ン 評 価 シッ > 
人 在 。 た だ 任務 導 行 する だ け で な く 、 そ の me。 
れ 、 それ が レイ ヴ ン の 評価 に つなが っ て < | 
ーー ー 3 な る 


_ MISSIONS 


Stkes 
それ は ご く 普 通 の 依頼 で 
始ま っ た ……。 


| FIRST MISSION | 


侵入 者 撃破 -TacIT CLEANER- 


タレ スト : :/ A| FOHTRESS.NK-438 EE 
レス ト 村 の 軍事 施設 建設 に 観 わ っ た 技術 者 が 、 軍 還 機 嘱 を 守る た め の 隔 離さ れ た 生活 を 揚 み 、 反 乳 を 起こ し て 夫 特 
ー も っ て し まっ た 。 こ れ を 排除 せ ね ば な ら な い 。 本 作 は レイ ヴ ン 試験 が ら 始 まる の で は な く 、 最 初 か ら 普通 の 委 宛 記 
の ミッ ショ ン を こなす こと に な る 。 と は いえ 、 仕 事 と し て は それ ほど 難し いも の で は な く 、 新米 レイ ヴ ン も で 


ベテラン な ら ば 、 さ す が と 思わ れる よ うな 仕事 が り を 見 せ た い も の だ 。 


| 


cn /1 : SPACE SATELLITE 


暴走 し 始め た 衛星 砲 を 強制 停止 させ る の が 
任務 。 砲 の 最深 部 に 行き を 、 エ ネル ギー 増幅 
装置 を 破壊 すれ ば いい の だ が 、 そ の 前 に は 
敵 AC が 立ち は だ か る 。 強 化 人 間 の 操る AC 
を 相手 に し つ 
つ 、5 分 以内 
に ター ゲッ トド 
の 破壊 を 完了 
し な けれ ば な 
ら な い 。 


信 妨 害 に 現れ た 敵 AC。 ロック 
オン を 無効 化す る ステ ルス パ 
ー ツ を 搭載 し て いる 。 


グロ ー 


本 路 査 地区 に か つて 存在 し た 、 も う ひ と つの レ 
イヤ ー ド 中 枢 へ と 続く ルー ト が 見 つか っ た 。 と こ 
れ で 無人 兵器 に 指令 を 送る 発信 源 に た どり つく 
こと が で きる 。 指令 を 停止 させ 、 絶 対 に 無人 兵 
器 の 作動 は 止め みな けれ ば な ら な い 。 だ が 、 そ の 
前 に 特殊 AC が 立ち は だ か る 。 そ れ も 、 今 まで 
に な く 強 力 な ヤツ が 9 体 。 最後 の 英 の 守り だ け 
に 、 相 手 の 抵抗 も それ だ け 必 死 だ が が 、 こ ちら も 
何と し て も 突破 し な く て は な ら な い の だ 。 


| LAST MISSION _ 


未踏 査 地区 最 奥 部 侵入 -VITAL SIGNS- 


バル コー テッ ク ヌ /// AEMAINS.QGF ANOTHER LAYEAED 


電力 施設 崩壊 阻止 -wgLcowg Ain- 


キサ ラ ギ 7 1:POWER PLEANT ” 
キサ ラ ギ が 建設 し た ば か り の エネ ルギー 生成 施設 が 火災 に 見 舞 わ れ た 店 
設 崩 壊 を 防ぐ た め に 、 制 御 コ ンピュータ を 起動 し 、 隔 壁 を 開放 させ その 
後 で 各部 屋 の スプ リン クラ ー を 
手動 で 作動 させ な けれ ば な ら な 
い 。 高温 で の 作業 と な る た め 、 
熱 暴走 を 防ぐ ラジ エー タ に 気 を 
配っ た AC で あれ ば 、 ま ず ま ず 
楽 な ミッ ショ ン の は ず だ っ た 。 
し か し 最後 に 待ち 構え て いた 、 
特殊 AC の 出現 に より 、 事 態 は 
一 変 する 。 重 量 級 特有 の 圧倒 的 なぁ と 
な 火力 は 、 と て も 真正 面 か ら 戦 山口 で 待ち 構え て いた 特 贅 AC。 琴 
える よう な 相手 で は な い 。 動き は 遅い が 火力 は 強力 。 


何と し て も 無人 兵器 の 
起動 を 阻止 する の だ 。 


只 最 終 目標 の 前 に 登 
場 す る 2 体 の 疫 AC 
は 、 と も に プラ ズ マ 


キャ ノン を 搭載 し た 
強敵 だ 。 


イフ ー ナ で 火花 を 散ら す ラ イル バル た ち ーー 


フン キン グ 表 に は 各 機 の プロ フィ 


4 ー ル を 見 る こと が で 
が 、 自 機 に も 順位 に 応じ た プロ フィ ー ル が 出る 。 ひと うら | 
が る た びに 、 楽 し み に 確認 す る レイ ヴ ン も 多かっ た | 
_ | 
RANK A-1 ^3 シル エッ ト 
ムン ME 識 フォ ブシ ャ ドゥ 


味 の な い 依頼 や 挑戦 を 
ける こと は 決し て な < 


AA みい \ よい コ 
に 自分 を 高め る こと し 


| 


舞 湖 


か 考え て いな い 。 そ の た め 、 あ 
まり ほか の レイ ヴ ン の こと を 気 
に し た こと は な いと いう 。 現 段 
| 階 で は それ ほど まで に ほか の レ 
イヴ ン と の 力 の 差 は 開い て いる 

。 戦 い 方 と し て は 、 空 中 斬 
り の 名 手 と し て 知ら れ て お り 、 
接近 戦 に お いて 右 に 出る レイ ヴ 


A ラ ンク の 3 位 で は ある が 高速 で の 戦い 
に お いて は 彼 の 右 に 出る も の は いな い ほ 
どの テク ニシ ャ ン これ だ け の レイ ヴ ン が 
衛星 兵器 破壊 の ミッ ショ ン で は 、 心 強い 味 
方 と な っ て くれ る 


pe ダイナミック トラ ッ プ 
こ = カラ ミ テ ィ メ イカ ー 
火力 重視 の 戦車 型 AC の パイ ロッ ト で ある 
カラ ミ テ ィ メ イカ ー は 、 実は 女性 で ある 
戦法 も この タイ プ の AC に 扱う 者 と し て は 
珍し く 、 奇 襲 を 得意 と し 、 相 手 が 策 路 に / 


ン は いな いと いわ れ て いる 。 マ る 瞬間 を 見 る の が 、 好 きだ と いう ] 

3 
の 1 
に 2s | 
] さま ざま な タイ プ の 英 対 メ カ た ち 8 
EN EMIES ミッ ショ ン を 遂行 する レイ ヴ ン の 前 に 立ち は だ か る 、MT、 =8 | 
飛行 機 、 ヘ リ 、 戦 車 、 砲 台 と いっ た 敵 兵 器 た ち 。 シ リー ズ で 市 


は 1 作 目 か ら お な じみ と な っ て いる 生体 兵器 も 登場 する 。 


還 還 ueaosznsna | 


の 開発 中 に コン トロ ー ル を 失い 、 明 走 し 
の は まだ な い 。 「MG-A0xx/131 g」 と いう 
開発 中 の コー ド ネ ー ム 。 新 機能 運用 テス ト の ミ 


革 コン 中 に 測 飛 行 MT を すばやく 片付け る と 出現 す 


と さき 、 上 に 飛び 移る こと が で きれ ば 、 死角 か 
攻撃 で 簡単 に 倒す こと が で きる 。 | 


LCO11-AS 
衛星 砲 へ の 侵入 者 を 排除 する た 
め に 配備 され た ガー ド メ カ 。 ジ 
ェ ネ レー タ 出 力 を 低下 させ る 
[ジェ ネ レ ー タ ジャ マー ロケ ッ 


上 を 放っ て くる 
「 宴 形 MT 


| LCO182-AS 
GO1 1 -AS 同 様 、 衛星 砲 へ の 
侵入 者 を 排除 する た め の ガ ー ド 
メカ で 、 普 段 は 折り た た まれ た 
防御 形態 を と っ て いる 。 攻撃 の 
ele 


[AC3」 で は 、 イ クシ ー ド オー ピッ k: 
や 、 右 腕 用 の ブレ ー ド 、 左 腕 用 の 銃 な ど 、 既 存 の パ 、 よ ) 板 体 の 目的 や コン セプト を Wy 


トコ し ay 
ツ 種類 の 中 で 細分 化し た 新 パー ツ が 目立つ 。 こ とれ が 求め られ る よう に な っ た 。 光 
ト 一 コ 
ペーー ア 意味 ブー スト 可能 間 請 ! 補助 ブー スタ 
] 若 バ ラメ ニダ 、 アイ コン の 訪 同時 人 和 当 サイ ル が 同 騰 2 「 
| で レー ? アク ステ シシ ン 多 動か 6 み 72 
バラ メー タ 人 ; に 2 イッ 4 TT 
ー ツ 共 3 ラメ ー タ ィ ステ / を 発 し た 際 、 効果 9 | 
A 2 人 和久 TT 
a ド ・ パ ー ツ の エネ ルギー: ー タ ダー ー | 
か スー [ 
ヽ ・ バ パー ツ の 耐久 力 。 ャ ヤシ 5 の 表示 を 更 
人馬 に 対す る 防御 ブレ ー ド 園 有 パラ メー ター る 財前 
EN 防御 : エネ ルギー 系 兵器 に 対す る 防御 力 。 る 性 能 ブレ ー ド 船 半 : ブレ ー ド 届く 移 義 。 
冷却 性 能 ・ 撤 弾 な ど で 上 昇 し た 機体 温度 を 下げ る 性 能 。 に ルール ん 422 (97777) 
ー ツ 共通 パラメータ シー ルド 固有 / - 
エ あたり の 攻撃 断 和 人 衣 : 軍 多 に よっ て 上 見 る 多量 を 多 え 2 
| 和議 
・ 武器 の 弾丸 が で すい ?: シー ルド の 5 な 角度 。 
FT a ND 時 シー ルド を 多 動 し た と # に よ 見 プ 人 
置 ・ 弾 丸 が 命中 し た 敵 に 与え る 熱量 。 6 その “= 
2 
大 ロッ ・ 一 度 に ロッ ン で ュー オプ ショ パー% ー 
発射 時 H ャ ノン 玄 HF 9 
頭 部 バーツ 固 有 バ パラメータ 。。 1 アイ コン 
ーー| シス テム 制御 : シス テム エラ ー か ら 回 復 する まで の 時 間 。 所 中 : COM タ イプ ・ 旧 区 必要 最低 用 の 情報 の み 件 人 
コア 固有 パラ メー タ 


腕 部 最大 積載 量 : 装備 可能 な 腕 部 パー ツ と 武器 の 重量 の 合計 。 : COM タ イプ ・ 梗 準 周囲 の 状況 に つい て の 情報 を 前 
迎撃 性 能 : 敵 ミ サイ ル を 迎撃 で きる 確率 。 


氏 撃 細 囲 : 敵 ミ サイ ル を 迎撃 で きる 徹 較 = : COM タ イプ ・ 高 條 能 周囲 の 状況 に つい て , 用 細 な 人 WW る 暴 


OB 出力 : OB の 出力 。 Nd : COM 修 別 ・ 男 修 

ーー Ta er : COM 人 性 別 ・ 女 性 
Tt 「 マッ プ 靖 な し 自 人 の 則 還 の み 5 
EO 攻 撃 力 : EO の 攻撃 力 。 : エリ ア & 地 名 表示 機 能 通過 し た 場所 と 目 情 物 の 位置 な : 
発射 間隔 : EO の 発射 か ら 次 弾 発射 まで の 時 間 。 a : ECM キ ャ ン セ ラー ロッ クオ ン 妨 家電 波及) 
EOQ 語 中 時 熟 量 : EO が 命中 し た 敵 に 与え る 熱量 。 0 : ECM キ ャ ン オン 

EO 装弾 数 : る 9 醒 讃 : 生体 反応 セン サー 生体 兵器 を ロッ クオ ン 

装填 弾 数 : EO を 格納 し て か ら 弾 数 が 回 復 す る まで の 時 間 。 の 2 

EO 射 程 距離 : EO の 弾丸 が 届く 距離 。 : 火器 管制 シス テム ・ 旧 式 


EQ 発動 時 発 部 量 : EO 人 動 放 に 上 見 する 多量 火器 管制 シス テム ・ 機 準 
EO 発 射 時 発 府 量 : EO 発 射 時 に 上 昇 する 熟 量 。 タ 3 この 

オプ ショ ンス ロッ ト 数 : 装備 可能 な オプ ショ ンス ロッ ト 数 の 合計 。 思 丁 : 火器 管制 シス テム ・ 高 性 能 

| 腕 部 バー ツ 固 有 パ ラメ ー タ 頭 部 内 蔵 型 レ ー ダ ー か 
EN 供給 : ブレ ー ド に 供給 され る エネ ルギー 量 。 ーー プ ・ 標 | 
反動 制御 : 銃 を 発 負 し た 際 の 反動 を 抑制 する 能力 。 レー ーー 
造 尾 能力 : ブレ ー ド を 使用 し た 際 に 敵 を 追尾 する 能力 。 : が 9 4 1 
脚 部 パー ツ 固 有 パ ラメ ー タ : レー ダー 表示 タイ プ ・ 表示 

脚 部 最大 積載 量 : 半 備 可能 な バー ツ 重 量 の 合計 。 ー ダ ー に 敵 ミ サイ ル を 

エ 移 : ブー スタ を 使わ ず に 移動 する 場合 の 速度 。 : ミサ イル 表示 機能 レー ダー に 


着地 時 安定 性 : 着地 し た と き の 衝 撃 に 対す る 安定 性 。 
定性 : 被弾 し た と き の 衝 撃 に 対す る 安定 性 。 
旋回 速度 : 機体 を 旋回 させ る 速度 。 
プレ ー キ 人 性能 : ブー ス ト 移 動 み どか ら 停止 する まで の 距離 の 短 き 。 
待機 時 消費 EN : 静止 状態 で の エネ ルギー 消費 量 。 
プー スタ 固有 パラ メー タ 
ブー スト 出力 : ブー スタ の 出力 。 高い ほど 高速 で 移動 で きる 。 


: 生体 表 寺 機能 レー ダー に 生生 を cg 
: ステ ルス セン サー レー ダー に スチ 2 


OBE 
: ノイ ズ カ ウン ター レー ダー 
: レー ダー ズー ム 機能 前 と の 着信 わせ 


ブー スト 時 消費 EN タ 使 用 時 に 消 人 
一 2 4 ブー= ス 時 に 消費 され る エネ ルギー の 量 。 ・ 
使用 効率 : ブー スク 出力 と ブー スト 時 消費 EN の 比率 1 コア タカ イス 50 ォ ッ 19 
FCS 固 有 パ ラメ ー タ : ジャ ンプ 機能 全 中 し て ロッ ク 
最大 ロッ ク 数 : 一 度 に ロッ クオ ン で きる 敵 の 数 。 : ロッ クタ イプ ・ 単 体 1 体 の 敗 を 策 中 ソ ッ ク オ ソイ 
ロッ クタ イム : ミサ イル の ロッ クオ ン に か か る 時 間 。 ' 複数 の 敗 を 順 書 に ロ 
IMM: ロッ クオ ン で き る 最大 信 離 。 : ロッ クタ イプ ・ 複 数 
: 義 の 動き を 予測 し て 射 敵 する 場合 の 正確 き 。 : ・ 標 準 
ジェ ネ レ ー タ 固有 パラ メー タ 1 す で ト の 8 
EN 出力 が 人 人 ンー タク が ー 計 時間 で 生み 出す エネ ルギー の 量 。 : サイ ト 
a) 3? ジェ レー タク に 区 え て お ける エネ ルギー の 最大 量 。 : サイ ト タ イ プ ・ 
寮 急 容 量 : エネ ルギー ゲー ジ の レッ ド ソ ゾー ン の 長き 。 
発 吾 恒 : 一 定時 間 で 発する 釣 量 。 : サイ ト タ イプ ・ 広 信 
ラジ エー タ 固 有 パ ラメ ー タ : サイ ト タ イ プ ・ 縦 長 
通常 時 冷 序 能力 : 一 定時 間 で 下げ る こと の で きる 熱量 。 : サイ ト タ イ プ ・ 横 長 
緊急 時 冷却 能力 : 銘 暴 走 時 に 、 一 定時 間 で 下げ る こと の で きる 着 量 。 
イン サイ ド 固 有 パ ラメ ー タ : ロッ クオ ン 不 可 
ジェ ネ レ ー タ 出力 低下 値 : 命中 時 に 敵 の EN 出力 を 下げ る 値 。 : 実弾 系 兵 装 
効果 持続 時 間 : 命中 時 に 機能 障害 を 起こ させ る 時 間 。 える 
設置 時 間 : 機電 な どの 発 負 後 に その 場 に 残り 続け る 時 間 。 : エネ ルギー 系 兵 琴 に 友 動 を 
エク ステ ンション 固有 パラ メー タ の dd 


: 命中 時 反動 弾丸 の 命中 崎 。 


「HEAD 


誠に 肉 三 さ れ た レー ダー 
本 て 記 備 レー ダー より も 
松 能 が 低い 。 し か し 、 一 キ 
本 示 な どの 付加 機能 を 持つ も 


| も あぁ る の で 、 有効 に 使い た い 


Ko "MHD-RE/005 


「 22500 C 性 能 人 重量 A 
EN 防御 で 消費 EN S 


区 


レー ダー 間隔 


レー ダー 忠 部 
基本 性 能 が 高い 近接 戦闘 型 。 優れ 
た AP と 消費 EN を 誇り 、 肩 部 レー ダ 

ー と も 併用 し や すい が 、 や や 重い 


| MHD-MM/004 
〕 64100 C 疹 却 性 能 E 重量 B 
EN 防御 モ 消費 EN A 


実 昔 防御 D APS 
國 固 


[レー ター 現 離 一 | レー ダー 間隔 一 | 

| 生 打 反応 セン サー と 優秀 な レーダ 
ー、 高 め の AP が 多 力 。 マ ッ プ 機 能 

| 上 は 非 携 載 な の で 探索 に は 向 か な い 。 


A chp-o7-ven 
53200 C な 才能 p 重量 S 


FN 防御 日 寺 消費 END 
実弾 防御 APE 
el 
oc [oon 


rE talc | 
Wa: 
ussue [BO srrnl Nr | 


レー ダー 距 難 S | レー ター 間隔 S| 
半 の レー ダー 性能 と 全て の 付加 | 
を 持つ 探索 型 。 防御 力 は 低い 

、 あら ゆる 状況 に 対応 で きる 。 


a | 


65000 c 前 た コ 
EN 防御 p 


人 多 消費 EN E 

“ 時 人 天 弾 防御 APB 
LR | 「MAP | 
回 還 gr 5os 

の ター = 

ao レー ター 向 天 E] 
し て ho フ 多 機能 型 重量 に 比 


> カ も 高く 、 洛 費 
ャ 、 消費 EN と スキ 
し 立っ た は な い 。 


A cHD-01-ATE 


15000 C 冷却 性 肖 重量 
EN 防御 消費 EN 
実弾 防御 AP 

レー ダー 距 訳 レー ダー 間隔 


初期 装備 の 順 部 パ 


生体 反応 セン サー の み 


④ MHD-RE/008 


59000 C 冷却 性 能 重量 
EN 防御 消費 EN 
実弾 防御 AP 

レー ダー 距離 E | レー ダー 間隔 


MHD-RE/005 を 強化 改修 し た 姉妹 
機 。 基本 性 能 は 低下 し た が 、 軽 量 


化 と レー ダー の 搭載 を 実現 。 


A CHD-SKYEYE | 
41000 C 冷却 性 能 D 重量 S 
EN 防御 D7 消費 EN D 


| レー ダー 距離 E | レー ダー 間隔 C 
軽 さと 防御 力 を 両立 し た クレ スト 
社 の 傑作 。 レ ー ダ ー 性 能 と 消費 EN 


以外 は 、 安定 し た 高 性 能 を 誇る 。 


⑰ MHD-MM/007 


93000 C 冷却 性 能 D 重量 B 
消費 ENE 
実弾 防御 D APC 


EN 防御 'S 


優秀 な レー ダー と すべ て の 付加 機 
能 を 持つ 探索 型 。 EN 防御 力 は 最高 
値 で 、 そ の 他 の 性 能 も 必要 十分 だ 


最 軽 量 て 
致命 的 欠点 も な い が 、 付 加 機 能 は 


MRMORED CORE 


ゆ MHD-MM/003 
43500 C 冷却 性 能 


拓 量 
EN 防御 消費 EN 
夷 列 防衛 AP 

【 ダー 距離 レー ダー 間隔 
軽 さ と EN 防御 力 に 優れ 7 高 性 能 
頭 部 。 マ ッ プ 機能 が な く 。 レ ー ダ 


性 能 と 消費 EN に 劣る の が 欠点 


A CHD-06-OVE 


67200 C 人 冷却 性 能 重量 
語 半 EN 防御 消費 EN 
実弾 防御 』 AP 


レー ダー 距離 レー ダー 間隔 
最高 の 冷却 性 能 を 備え た 熟 防御 弄 
その 他 の 性 能 は 低 水準 だ が 、 高 湯 
環境 下 で は 頼れ る パー ツ と な る 


| | MHD-SS/CRUST 


33800 C 冷却 性 能 重量 
vs EN 防御 B 消費 EN 


「 レー ダー 距離 一 | レー ダー 間隔 
最も 高い 防御 力 を 持つ 重 装 型 。 重 
量 と 消費 EN さえ クリ ア で きれ ば 、 
戦闘 用 と し て は 高い 信頼 性 を 発揮 


| @ MHD-MX/BEE 


59000 C 冷却 性 能 重量 
EN 防御 消費 EN 
実弾 防御 AP 


[| レー ダー 距離 C | レーダ 間隔 
性 能 を 追求 し た 重 半 型 。 桁 違い 

| 性能 を 除け ば 圧倒 
的 な 性 能 パ ラン ス を 誇る 


実弾 防御 3 AP S 


NORKS COMPLETE FILE 


A cHD-04-yiv 


28000 C 誰 却 性 能 


重量 
防御 消費 EN 
実 多 防御 1 


ダー 中 離 レー ダー 間隔 
軽量 性 と 消費 EN に 作 れ 防御 力 
も 高 水準 。 肩 部 レー グ と 併用 す 
れ ば 欠点 の な い パ ノ と な る 


A CHD-02-TIE 
29500 C 冷却 性 能 重量 


EN 防御 消費 EN 
実弾 防御 AP 


レー ダー 距離 レー ダー 間隔 
CHD-01-ATE の 改修 型 。 マ ッ プ 機 
能 と レー ダー を 備え 、 防 御 性 能 は 
許容 範囲 。 価 格 も 安く 使い や すし 


MHD-MX/RACHIS 
54000 C 人 冷却 性 能 重量 

計 EN 防御 消費 EN 

実 中 防御 AP 


レー ダー 距離 レー ダー 間隔 
安定 し た 性 能 を 誇る ミラ ーシュ 社 
の 傑作 。 付 加 機能 も 充実 し て お り 
重量 以外 は 欠点 が 見 当 た 


A CHD-MISTEYE 

‘82000 C 冷却 性 能 重量 
間 調 EN 防御 肖 費 EN 
実弾 防御 AP 


レー ダー 距離 し ダー 間 周 
CHD-SKYEYE の 改修 型 。 重 量 が 
増え マッ プ 機 能 も 失っ た が 、 性 

パラ ンス が 良く 使い 勝手 は 向上 


9 1dVHO 


「CoRE 


で イク : 


ビッ ト 
と いう 要素 が 加わ り 、 コ ア 選 び の 


ACS = いさ 


峠 は さら に 広がっ た 。 機 動 性 の オ 
ー バ ー ド ブー スト と 、 攻 撃 力 の イ 
ゥ シー ド オ ー ビ ッ ト 、 選 択 の 際 に 
は 他 の 装備 バーツ と の バラ ンス を 
考え る こと が 重要 で ある 


る MCL-SS/ORCA 


114000 C 冷却 性 能 E 重量 S 
EN 防御 D き 消費 EN B 
実弾 防御 APD 
ED 
馬 部 最大 積載 量 EE | 耐熱 温度 
| 4 ブッ ョ ンス ロ トト S 」 OB 出力 

| OB 時 消費 EN 」 OB 時 多量 ] 


| 迎撃 性能 | 迎撃 距離 

| Eo 数 E | Eo 攻撃 カカ  E| 
発 昌也 S | EO 命中 時 熱量 E] 
FO 装 絢 数 | 装填 弾 数 E 
装填 時 間 S| EO 射程 距離 E 


| EO 発 動 時 発熱 コピ ーー S | 


| EO 搭 載 コ ア で は 最 軽量 で 、 ス ロッ 
| や 最多 。EO の 連射 力 が 務 異 的 な 
| の で 、 エ ネル ギー 管理 に 要 注 意 。 


る MCM-MI/008 | 


115000 C 冷却 性 能 臣 重量 A 


EN 訪 御 A 消費 EN D 
実弾 肪 御 C 


APA 

EE FR i 
と に 2 gg 較 計 9629 回 呈 
肪 部 最大 積 戦 独 D | 耐熱 温度 日 
オブ ショ ンス ロット S | OB 出力 A 
OB 時 消費 EN S | OB 時 発 名 量 A 
迎 攻 能 凶 距 区 
EO 数 EO 攻 撃 力 
発射 間 陳 EO 命中 時 前 量 
EO 装弾 数 装填 絢 数 
装填 時 間 EO 射程 距離 
0 発動 時 発生 | EO 発 時 発 量 


| 和信 CCM-00-STO 


61000 C 冷却 性 能 D 


実弾 防御 中 


EN 防御 で 』 消費 ENB 
AP 日 


⑰ McM-Mx002 
80000 C 冷 知 必 能 p 


に NR 隊 本 Leo Pe ea 
| 」) 
| 入境 日 | 水温 度 。 D | | 部屋 大 本 D | 瑞 温度 
ォ ブ プッ ョ > ッ 2 ロ y ト MM C | OB 出力 B| | 7 ショ ン 2 ロ 7 ト 貞 A | OB 出力 ルウ (| LT 
OB 時 消費 EN | OB 時 侍 量 日 | OB 時 消費 EN | OB 時 発 呈 oe LR 
迎撃 性 能 。 A | 迎撃 距離 。 ” B| | 授 撃 性能 ルオ ゴ 1 交替 人 に 1 
EO 数 EO 攻 撃 力 EO 数 S|EO 攻 撃 カ bp Eos Say 
発射 間 崩 | EO 命中 時 発射 間隔 。 A | EO 全 中 時 多量 E | 
EO 装弾 数 閉 墳 引 数 FO 計 数 D 半数 。 A] [eo 
|「 庄 填 時 間 | EO 和 各区 装填 時 間 A | EO 和 第 S| [meg 1 時 昌 
EO 発 馬 時 発熱 量 | EO 発 時 発熱 量 還 A | EO 発射 時 発 替 重 S | に て ROW 
am 
準 型 。 の 初 攻撃 性 能 の 高い エネ ルギー 弾 EO 
諾 備 だ が AP と ミサ イル 旭 | | を 人 その 他 の 性 能 も 高 水 失 だ RI 
が 高く 、 信 頼 性 は 必要 十分 。 | が 、EO 発 射 時 の 消費 EN に 注意 。 | | と ミサ イル 癌 Er 
TT っ = [ ーー 
A cch-ov-iks ゆ MCH-Mx/GRP ⑨ Mct-ssmay 
re LV 


IP や EE 


腕 部 最大 積載 量 S 
ォ プ ッ ョ ン メ ロッ ト 数 D 
OB 時 消費 EN C 
迎撃 性 能 D 
EO 数 

発射 間隔 

EO 装弾 数 
装填 時 間 

EO 発 動 時 発熱 量 


耐熱 温度 S 
OB 出力 E 
OB 時 発熱 量 
迎撃 距離 S 
EO 攻 撃 力 
EO 命 中 時 熱量 
装填 弾 数 

EO 射程 距離 

EO 発射 時 発熱 量 


最高 の 防御 力 と AP を 誇る 重 装 OB 
コア 。 防 御 面 で の 不安 は 皆無 だ が 、 
途方 も な い 重 量 が ネッ ク 。 


A ccho4.oc 


84000 C 冷却 性 能 列 重量 EE 
EN 防御 9 - 消費 EN A 
実弾 防御 AP S 
Leo iouo 還 還 較 
ト 還 較 oy bW 人 8 馬 | 
胸部 最大 積載 量 A | 面 才 温度 A 
ォ オブ ショ ンス ロット | OB 出力 
OB 時 消費 EN OB 時 発熱 量 
迎 設 性 能 C | 迎撃 距離 B 
EO 数 D|EO 牙 撃 カ A 
発射 間隔 D | EO 命 中 時 部 量 B 
EO 装弾 数 装填 弾 数 
装填 時 間 | EO 射 和 距 淫 SS 
EO 発動 時 発 角 量 E | EO 人 時 移 放 和 S 


139000 C 冷却 性 能 A、 重量 E 72000C 冷却 性 能 D 重量 E 94000c に 
EN 防御 S| 消費 EN A EN 防御 = 消費 EN S 
実弾 防御 S_ AP S 実弾 防御 S 。 。 ApS 
| oe 還 EE 


EE TS EN ET EE mE 


腕 部 最大 積載 量 A | 面 熟 温度 A | | 導 計 E | 
オプ ショ ンス ロッ ト 数 | OB 出力 | ガッ ョ ンス ロッ 給 A OB 
OB 時 消費 EN | OB 時 発熱 量 | | 08 時 消 横 EN 8 OS 
地 撃 性 能 地下 苑 | | 近 喜作 紅 | r 天 
EO 数 S | EO 攻 撃 力 S||EO 電 OR まう 
発射 間隔 = E | EO 全 中 時 熱量 E | 人間 時 RS 
EO 装弾 数 。 E | 装填 弾 数 き | |EO 革 民 ee 
装填 時 間 E | EO 身 程 距 離 | | 装填 時 間 1 

EO 潮時 半生 A | EO 虹 還 B| ROSS Re 


攻撃 力 が 極め て 高い エネ ルギー 弾 
EO を 搭載 。 防 御 性 能 も 優秀 で 、 


重量 級 AC に な ら 利 用 価値 は 高い 。 能 が 低い の 
= 
T M-OV-AXE 
A ccL-02-E1 MT 「 
102000 C 人 滋 重量 A 
EN 防 件 E ) 消費 ENE 
天童 防御 記 APE 
馬 RG 
に 0 隊 向 人 lees 
有 部 最大 横 量 E | 耐熱 過 度 。 E|IN8T 
4 プッ ョ ンス 2 ロ y ト MM A | OB 出力 
OB 時 消費 EN OB 時 発熱 量 
迎 没 性 能 S| 迎撃 距離 S a 
EO 敷 E | Eo 攻撃 カ Pe 人 
発射 間隔 S | EO 命中 時 熱量 E 0 
EO 疲 絢 数  S | 装填 弾 数 SN 
対 填 時 間 EO 射程 距離 D LO D 8 
EO 人 動 時 発熱 量 A Sc シー 


EO 発射 時 発熱 量 で 


の 


0000 C 准 却 性 
EN 防 折 で | 消費 EN 
実弾 防御 AP 
| om 

rm 耐熱 温度 
の ntN BOB 
gmRN OH 時 発熱 量 
8 迎撃 距離 
Feo EO 攻撃 力 
AN EO 命中 時 熟 量 
| O 装填 

半 填 時 間 EO 射 程 距離 
0g 周夫 量  | EO 提 時 人 


「 えた 沢 用 

計時 間 の 長い OB を 備え た 汎 f 

アァ 、AP と 防御 力も 第 2 位 で 、 
誠人 的 な 生存 性 は か な り 高い 


「ARMs 


A CAM-10-xB A cAM-11-soL 


15500 C 人 冷却 性 能 重量 19000 C 冷却 性 能 重量 
て 本 消費 EN EN 防御 消費 EN 
天 畔 防 名 APC 実弾 防御 AP 
脱 攻 は 、 有 部 と コア が 決ま れ ば 、 
ちの す と 合っ た も の 赤見 えて くる | 追尾 性 能 EN 供給 追尾 性 能 EN 供給 
の で 、 邊 択 に まう 語 と は 少な いた | 反動 制御 OS 


ろう 。 た が 、 ブ ロレ 二 を 多用 する 


ま ら 、EN 供 総 や 追尾 性 能 は 無視 CAM-10-XB を 軽量 化し た 姉妹 機 
ド 消費 EN も 軽減 され 、 中 量 六 腕 部 


の 基本 と いえ る 性 能 を 獲得 


初期 機体 に 装備 され た 中 量 級 腕 
部 。 大 き な 欠 点 は な いも の の 、 重 


で き な い 
量 に 比 し て 性 能 は 物足りな い 。 


⑳ .MAM-SS/ALS A cAM-o1-MHL A CAM-14-DUSK 


37000 C な 才能 C 重量 B 30000C 導 却 性 能 : 重量 B 22000 C 半 選 能 重量 
FN 防御 消費 EN 2 放 FN 防御 E 消費 EN EN 防御 消費 EN 
da AP 肛 絆 ※% AP 実 防 御 AP 

に に 

| 造 尾 RR 

本 ーー 追尾 性 能 EN 供給 追尾 性 能 EN 供給 
ek x 反動 制御 反動 制御 

の を 。 中 ミ フ ー ジ ュ 社 | | 実 理 防 御 力 と AP、 冷 却 性 能 を 重視 壁 央 な 性 能 を 持つ クレ スト 社 の 本 

上 か 、 隙 の な い 防 に し て は や や 置い エネ ルギー 防御 力 を 他 の パー ツ で 準 型 。 中 量 級 腕 部 で は 随 一 と いえ 
E 御 は 安心 感 が ある , 補え ば 、 高 い 信頼 性 を 発揮 する 、 高 次 元 の 性 能 パ ラン ス を 誇る 
% 

陸 MHRETN MA cAL-44-EAS ゆ MAL-GALE 

お 重量 C 28000C 冷却 性 能 ( 重量 S 36800C 冷却 性 能 還 量 
EN 防御 S 消費 EN E を アー EN 防御 D 消費 END 肖 費 EN 
に APB 肝 実弾 防御 D AP 
ay 
性 能 ] IAC3IC ご と 
反動 制御 ト EN 供給 E | | 追尾 性 能 C | EN 供給 B | | 追尾 性 能 EN 供給 
量 反動 制御 S | 反動 制御 


エネ ルギー 防御 力 と 冷却 性 能 を 優 
先 し た 軽量 級 その 他 の 性 能 も 許 
容 範囲 内 で 、 使い 勝手 は 良好 


全 腕 部 中 最 軽量 の 高 機動 型 。 重量 
に 比 し て 基本 性 能 も 高い が 、 唯 一 
_ 消 費 EN の 多 さ に だ け は 注意 が 必要 


中 
が か 、 に を 越え た 防御 力 を 持っ 
の は お し な べ て 低調 。 特に 
低く な っ て いる 困 


MAM-MX/REE 


23000 C 冷却 性 能 重量 
EN 防御 肖 費 EN 
実 弾 防御 AP 

追尾 性 能 EN 供給 

反動 制御 


高い EN 防御 力 と AP が 魅力 の 中 量 
級 。 た だ し 消費 EN は 最多 な の で 
装備 する 機体 を 選ぶ 


< MAM-MX/MDD 


63000 C 冷却 性 能 mE 
EN 防御 前 費 EN 
実 間 防 御 AP 
追尾 性 能 EN 供給 
反動 制御 
中 量 起 で は 最も 軽く 、 冷 計 性 能 
抜群 。 や や 低い 防御 力 に 目 を つ せ 
れ ば 、 負 荷 が 少な く 扱 いや すし 
④ MAL-RE/REX 
39000 C 人 凛 却 性 衣 時 
EN 防御 肖 費 EN 
弾 防 視 AP 
道 尾 性 能 EN 供 超 
反動 制御 a 
消費 EN と EN 供給 、AP に 優れ 5 


防御 力 は 最低 回 避 く サル 
重視 す る 軽量 AC 向 き 


| MAL-RE/HADRO || 久 CAL-33-Rop 


-MARTE 
A caL-M 重量 S 33000C 准 却 性 能 S 


56000 C 冷却 性 能 E 68000 C 冷却 性 能 E 


重量 S 


EN 防御 D 。 消費 EN A EN 防御 D 消費 EN S 
5 実弾 防御 5 APC 
夫 用 の 提 AP E / 
NCSSL | 攻 
x に 、] | 追尾 性 人 B | EN 供給 C | | 追尾 性 能 C | EN 人 給 
追尾 性 能 S | EN 供給 C | | 追尾 0 
ea c | 反動 制御 D| | 反動 制御 D | 
> ス の 良い 性 し 、 禁 違い の | | MAL-RE/REX の 姉妹 機 。 消費 EN | | 人 特 化し た 特殊 機能 穫 
バラ ) 良 い 0 3 jbl 性 能 に 特 化 ’ 
追尾 性 能 が 特徴 。 ブ レー ド 主 体 の や EN 供給 を 犠牲 に 防御 力 を 底 」 | | 下さ 以外 に 目 冬 っ た 明 所 は な い の 


二 ANC に は 、 最 層 欠 で 替 閉 し た い げ し 、 汎 用 性 を 向上 させ て いる で 、 高 温 環境 で の み 使 用 し た い 
TS ト = 


| | 
A CAH-22-NIX @⑦ MAH-RE/GG | | CAH-23-xB1 


39500 C 誠人 能 E 54400 C 冷却 性 能 人 


重量 C 重量 D 


34000 C 冷却 性 能 C 重量 
EN 防御 B- 消費 END EN 防御 人 き 。 消費 END 1 導 革 EN 防御 A 7 消費 EN 
実弾 防御 は APA 1 APS 


所 SR EE RR 


EE a Ee RR Na 6 8 BN | 

追尾 性 能 B | EN 供給 A | | 追尾 性 能 C | EN 供給 B | | 追尾 性 能 

反動 制御 C| | 反動 制御  S | | 反動 制御 ST 
重量 級 に し て は 軽い が 、 そ の ぶん 抜き ん 出 た 冷却 性 能 と 高い 性 能 バ 実弾 防御 力 は 高い が 、 そ れ 以 外 に 
防御 力 が 甘い 。 中 量 級 の 存在 も 考 | ラン ス を 誇る 。 重量 級 で 選択 に 迷 | 見 る べき と ころ が な い ブレ ー ド 


える と 、 出 番 は 少な いと いえ る | | っ た ら 、 第 一 候補 と 考え て よい 。 | | と の 相性 も 悪く 、 扱 い は 難し い 


i 
| 


@ MAH-ssv 


に 


A cah-67-BoLD | 
87000 C 冷却 性 能 


重量 D "77700C 准 却 性 能 C 重量 D 
EN 防御 SS 持 - 消 費 EN C EN 防御 A 消費 EN E 
実弾 防御 A APE 実弾 防御 BB APS 
に 導 c | | 

追尾 性 能 = CIEN 供 給 。 B| [追尾 性 能  E 

反動 制御 C | 反動 制御 C 


CAH-23-XB1 の 姉妹 機 防御 力 は 向 
エレ し た が AP が 大 きく 減っ て お り 、 
重量 級 と し て は 少々 物足りな い 


ブレ ー ド の 攻撃 力 を 重視 し た 重量 | 
級 。AP る 最高 値 な の で 、 低 め の 防 
| | 御 カ を 気 に せ ず 一 刺 必 殺 を 狙え る 。 


「v 上 
AEON jl A cAw.pMe.o2o4 
48000 C 射程 距離 BD 重量 BB 


貢 程 距離 XD 消費 EN S 
装弾 数 .S' 


A caw-Dsa8-01 


57000 C RB D S 
区 AD 消費 ENC 


; APE 装弾 数 、 ビ 09 
ング PSV 攻撃 力 B ビー 下 閥 力 AE 
RO CE ie KS ASS RAY MN RGH DO ee Ee BGS RO 
実弾 防御 EE EN 防御  E | 実弾 防御 E |EN 防 御 E 
| 冷却 性 能 A | EN 供給 冷却 性 能 D | EN 供給 ] 
| 反動 骨 爺 値 D 。 | 発射 間 開 SS | | 反動 御仁 D | 先 軸 間 AA | 
命中 時 欠 量 E:E | 紳 単 価 。 Ss 命中 時 熱量 E:E | 蛋 単 価 SS | 
同時 発射 数 CiC | 連続 発生 数 D:D 同時 発射 数 CiC | 連 紋 発射 数 D:D 
消費 EN 最大 ロッ ク 族 DiD | | 発射 時 消 代 EN | 時 ロッ ク 雪 DiD 
AC3」 か ら 、 武器 腕 は 2 種類 の 王 | 
ー ド を 使い 分 ける こと が で きる 』 
うに な っ た それ ぞ れ の パー ッ : | 
と に 、 同 時 発射 数 や 攻撃 力 な と 
どの パラ メー タ が 変化 する か を 部 
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戦争 の 報酬 [rewards of war] 

戦争 と は 原因 と 目的 に よっ て 引き 起こ され 手段 と 意志 に よっ て 遂行 され る 。 人 舌 
史上 大 き な 理 由 を 占め る 戦争 原因 と は 思想 宗教 の 衝突 や 国民 感情 の ぶつ か り に よ 
る 憎悪 と 破壊 、 そ し て 利得 欲求 で あり 、 そ れ は 領土 拡張 と 征服 ぉ お よび 資 財 略 准 と 
いう 目的 と な っ て 遂行 され た 。 十 九 世紀 まで の すべ て の 戦争 は この 基本 プロ グラ 
ム に 沿っ て 遂行 され 勝利 し た 国家 は 富み 、 敗 北 し た 国家 は 衰え る の が 必定 で あっ 
た 。 だ が 現代 の 大 戦 に お いて は 国家 を 挙げ て の 総力 戦は 必ず し も 勝者 の 利得 と は 
な ら ず 、 勝 者 も 敗者 も 同様 に 疲 上 幣 し 時 と し て 勝者 は 占領 統治 し た 被 制 圧 国 家 の マ 
ネジ メン ト に 大 き な エ ネル ギー を 費やし 、 そ の 結果 、 利 得 を 失う こと さえ あっ た < 
そこ で 国家 は 戦争 の 手段 を 武力 戦争 で は な く 経 済 戦争 へ と 移行 し 、 や む な く 武力 
侵攻 を 行う 場合 は 相手 国 国家 の 体制 改革 が 成 さ れる 事 を 前 提 と し た 戦争 か 、 や し 
く は 小 規模 の 武力 衝突 いわ ゆる 局 地 戦 を 選択 する よう に な っ た 。 高 機能 化 に よっ 
て 極め て 高価 と な っ た 現代 戦 状 備 を 戦闘 で 失う こと の 方 が 戦争 に 勝利 する こと よ 
り る も 損失 が 大 きく な っ た の で ある 。 現 代 兵 器 に お いて は ジェ ッ ト 戦 闘 機 一 機 の 値 
段 は 陸上 部 隊 一 個 大 隊 と 同額 と な り 、 月 当たり の 維持 も また 同額 と な っ て いる < 


局 地 戦 や 武力 整 戒 に お いて は 国家 の 正規 軍 を 出動 させ る より も 備 兵 や 戦闘 支援 会 | 


社 、 警備 会 社 に これ を 依頼 し た 方 が 安く つく … と いう 理由 か ら 民間 の 戦争 請 人 
社 が 発展 し て いる 。 カ ン パ ニー マネ ジメント に よる 戦場 経営 と いう 新しい 概念 が 
生ま れ 、 そ の 報酬 は 民間 企業 の 売上 業績 と し て 企業 の 経営 評価 に 直結 する と いう 、 
旧 世 界 で は 到底 想像 だ に し な か っ た 産業 シス テム が すでに 出現 し つつ ある の た だ 。 


【) 
EL 
と 
—{ 
Mm 
りり 
の 


| A CBT-01-UN4 
11000 C 重量 8 13500 Go 


「BOOSTER El A CBT-00-UN1 


重 
い AN 2 HNONEBS TTT 消費 EN S 2 AWG 
0 oo = メス トカ D 
で | 


む た め 、 ブ - 


mt Eh | 

ト 必須 で あ - 1 は ゃ | 

る EN) acl i LS | 回 拉 2 | 
わっ 


CBT-00-UN1 ょ りほ し だ 
だ まだ 性 能 は 低 レ ベル 。 斉 才 プー 


な い が 、 牙 防 両 耐 (きく 関わ 初期 装備 だ け あ っ て 、 性 態 は 最低 
| て いる と いえ る | | 満足 に 動く こと も で き な い の で 、 | 
スタ 購入 ま で の つなぎ と 考え よう 


刻 も 早く 買い 替え た い 


| * 
⑭ MBT-OX/E9 | A CBT-FLEET の MBT-NI/MARE 
* _- + 
31700 C 重量 S 44000 C 重量 D 82800 C 重量 C 
へ NINNNS 消費 ENS RADE 消費 EN A た 八 貞 消 邊 EN 
= スト HB リー メ ト HS し 7 
[RE KS FR IT IT ーー 回 
CN 。 li RSE oi 隊 回 暫 大 3 Bsmm 押 
く ト 時 消費 EN が 非常 に 低く 、 ] | 最高 の 出力 を 誇る 高 機動 型 。 ブ ー 出力 と ブー スト 時 消費 EN の パラ 
長 時 間 使用 が 可能 。 出 力 に は 劣る スト 時 消費 EN も 最高 な の で 、 ピ ンス が 人 良 く 、 機 体 と 局面 を 選ば な こ タ な ぃ い ナー ァ ェ 
の で 、 重 量 級 AC に は 向 か な い | ン ポ イン ト 使 用 に 向く 瞬発 型 - い 高級 ブー スタ の スタ ンダ ー ド 人 きか 6 
ゆこ 1 ー に 生か な We 
ま イ に R コ 9 
A CBT-DRAKE-0X ||A cBr-01-UNg  MBT-N/GULL 
54000 C 重量 人 94700 C 重量 E 84500 C 重量 B i NK 
に 7-2 ト 商 NS 消費 EN A 7 人 過 ME 消費 ENC 王 MC | 消費 ENE NN 
a > | Re ーー1 
ナス トカ E ワースト MS J けけ - ス ZX ト ナカ S / 


DS Ei 
[守屋 因 陳 只 隊 題 関 褒 
が ge てい | ド 


ET EN EE EE | 
MARE OW | と ほぼ 同 ] 


| 
に RE AE %⑳ 
中 間 に 位置 する 性 能 。 や や 重い が 、 等 だ が 、 重 量 が 軽い 。 軽 量 AC に 


性 能 バ ラン ス は 極め て 優秀 だ 。 装備 すれ ば 真価 を 発揮 する 。 


ーー 


が 、 満 足 な 速度 は 得 ら れ て いな い 
し _ の で 、 用 途 は 同じ と 考え て よい 。 


Military Fact 軍事 戦闘 用 語 2 
備 兵 [mercenary] 

「 ア ー マ ー ド ・ コ ア 」 の 世界 で は 、 レ イヴ ン は 借 兵 の 代名詞 で ある 。 大 破壊 以前 に は マー セナ リー また は 2 有 
ャ ー・ オ ブ ・ フ ォ ー チ ュ ン と も 呼ば れ て いた 彼ら は 、 戦 場 に お いて 一 切 の 保護 や 保障 な く 載 う 沈 司 を bAH 
フェ ッ シ ョ ナル で ある 。 

大 破壊 前 の 世界 で も 、 億 兵 へ の 扱い は ジュ ネー プ ブ 戦争 条 約 で 定義 され て いた 。 


第 47 条 備 兵 (ジュ ネー ブ 条 約 第 一 追加 議定書 より ) 
1 備 兵 は 国家 戦闘 員 の 権利 又は 捕虜 と し て の 保護 の 権利 を 持た な い 。 
2 備 兵 と は 下 の 条件 全て を 満た す 者 と する 。 
(a) 武力 紛争 に 参加 し て 戦う た め に 紛争 現地 又は 国外 で 雇用 契約 を 結ぶ 者 。 
b) 実際 に 紛争 行為 に 参加 し 敵対 行動 を 取る 者 。 s 埋 
上 ia か ら 敵 対 行為 に 参加 し 、 さ ら に 紛争 当事者 の 名 に いて gl 
類似 階級 に 属し 、 類 似 の 任務 を 有する 正規 戦闘 員 に 支払 われ る 額 と 同等 また は 上 回 
受領 し た 者 。 
(d) 紛争 当事者 の 国民 で な く 、 支 配 さ れ で いる 地域 ・ 国 家 の 居住 者 で な いこ と 
(e) 紛争 当事者 の 正規 戦闘 員 、 軍 隊 の 構成 員 で な いこ と 。 


に ^ Y= と 。 
(7 紛争 当事者 で な い 国 が 自国 の 軍隊 の 構成 員 と し て 公 の 任務 で 派遣 し た 者 で な 


0 
8 

< ・ は 、 参 加 軍 各国 に 
旧作 界 21 紀 に アメ リカ 人 入国 が 突入 し た テロ 国家 と テロリスト と の 旨い で は 、 し 


こ 上 る M け 
ほか 、 戦 闘 請負 会 社 や 警備 会 社 が 数 多く 投入 され 、 会 社 機 構 に よる 戦争 支援 の 先 務 


き に 重視 視 す べき は 、 
mE ト 
ミサ イル を 多用 
イム 、 4 
する 5 信 う の な ら 人 [ 


時 


FCS 


消費 EN S 
EE 


954kB 
EE よね 


医 因 

ロッ クオ ン 可 能 距 区 (標準 武器 ) E 
ロッ クオ ン 可 能 忠 離 (遠路 離 武器 ) E | 
折 ッ クオ ン 可 能 距離 ( 遠 距離 武器 ) E| | 
クオ ン 可 能 距 離 (特殊 武器 ) E | 」 


は 量 高 。 起 器 の サイ ト が 広 け れ ば 、 
は 下面 全体 が 攻撃 範囲 と な る 。 | 


CAT 

人 氏 ynxfnp-s | 

119000 C 重量 ト 
ロッ 2571S 消費 EN C 


鮭 再 散 ビ ビー 時 ロッ 2 衝 B 
芝 回 

[ロッ クオ ン 可 能 距 離 ( 標 準 武器 ) BB | | 

[ロッ クオ ン 可 能 距 離 ( 距 離 武器 ) B | | 
| ロッ クオ ン 可能 外苑 ( 部 武器 ) B | | 

mes ( 特 珠 武器 ) ョ 
義和 に し て は 広め の サイ ト と 、 
2 ロッ クタ イム ゲ 特 ミサ 


し 使用 時 の 必需 品 と いえ る 。 | 


ロカ 5 イ LB 消費 ENB 
日 も し お) 宮 ロ y ク 用 C 


rT s 
ッッ ッッ () B 
ロッ ッッッ 昌江 ) B 

ー] 了 ( 特 武器 ) C 
PT は 和 例 の サ イト 箇 
いや すい 大 の 性 能 


FCS 


A VREX-ST-2 AoxX-F/ST-6 
10000 C 十 量 22800 C i | 

ロッ クタ イム 消費 EN ロッ 7 タイ 消費 EN 
も し 1 用 よ ロッ 7M 人 0 症 恒 | UP/ 

ロッ クオ ン 可 能 距 離 (標準 武器 ) ロッ クオ ン 可 能 距 離 (標準 武 融 ) 

ロッ クオ ン 可 能 距 離 ( 遠 距離 武器 ) ロッ クオ ン 可 能 距 離 ( 速 距離 武器 ) 

ロッ クオ ン 可 能 距 離 ( 速 距離 武器 ) ロッ クオ ン 可 熊 距離 ( 吉 距離 武器 ) 

ロッ クオ ン 可 能 距 離 (特殊 武器 ) ロッ クオ ン 可 能 距 離 (特殊 武器 ) 


初期 装備 な が ら 十 分 な 性 能 を 持つ 


基本 性 能 を 底上げ し た VREX-ST- 


HAMORED CORE WORNS COMPLETE FILE 


A VREX-sT-12 


a 
< 仙 9MB 


【 
F 
F 
F 


16800 C 重量 


H22274 消費 EN A 


72 


コッ クオ ン 
1 コック オ 
コッ クオ 
コッ クオ 


可能 距離 (標準 武器 ) D 
ン 可 熊 距離 ( 速 距離 武器 ) D 
可能 距離 ( 遠 距離 武器 ) 
"可能 距離 (特殊 武器 ) 


最多 の ロッ ク 数 と 非常 に 長い ロッ 
クタ イム を 持つ 標準 型 。 遠 距 離 や 
遮蔽 物 越し に ロッ ク 完 了 を 待 と う 


FCS 


A VREx-np-2 


標準 型 。 ほ か の FCS は 、 武 器 と セ 2 の 強化 型 。 最大 ロッ ク 数 も 十分 
ッ ト で 順次 買い 足し て いこ う で 、 ミ サイ ル と の 相性 が 向上 
FCS FCS 
⑲ AOx-XWS-3 AoOx-ANA 
35400 C 重量 * 72000 C 重量 
る ロッ クタ イイ AC 消費 EN S ロッ クタ イ 74C て 消費 EN E 
| 確 虹 剛 S - 務 Hy7 肌 D 億 尋 沸 BB。 誠 ロ 72 角 C 
| SIGHT LooKI 
「 ロ ッ ク オ ン 可 能 距離 (標準 武器 ) E| | ロック オン 可能 距離 (標準 武器 ) 
[ロッ クオ ン 可 能 距離 ( 速 距 離 武 器 ) E | | ロッ クオ ン 可 能 距離 (距離 武器 ) [ 
| ロッ クオ ン 可 能 距離 ( 速 距離 武器 ) ロッ クオ ン 可 能 距離 ( 速 距離 武 器 ) 


| 


ロッ ク 距 離 は 短い が 、 サ イト 範囲 | | 
| ロッ ク 数 も 増え 、 使 い 勝手 は 良好 。 


FCS| | 
1 


〆 PLS-EMA 
47000 C 


| 
kk 
| き 


| ロック オン 可能 距離 (特殊 武器 ) 


VREX-WS-1 よ り ロ ッ ク 距 離 が 長 
く 、 サ イト 範囲 も ほぼ 同等 。 最 大 


重量 8 
ロ y22 イ hD 
鯉 媒 能 S 


消費 EN S 
是 メ ロッ 2 族 D 


[n ッ ク オ ン 可 能 距離 (標準 武器 ) D 
| ロッ クオ ン 可 能 距離 ( 遠 距離 武器 ) D 
ロッ クオ ン 可 能 距離 ( 遠 距離 武器 ) D 
ロッ クオ ン 可 能 距 離 (特殊 武器 ) D 


縦長 サイ ト の 対空 戦闘 型 。 た だ し 
ロッ クタ イム は 長め で 、 素 早い 敵 
、 後 を 捉え る の は 難し い 。 


| ロッ クオ ン 可 能 距離 (特殊 武器 ) 


RetNS 


gS 9 c 


| ロック オン 可能 距離 
ロッ クオ ン 可 能 距離 ( 速 距離 武器 ) [ 
ロッ クオ ン 可 能 距離 (特殊 武器 ) 


、 最長 の ロッ ク 距 離 と 十分 な ロッ ク 


数 を 持つ 広角 型 。 ミ サイ ル も 扱い 
汎用 性 は 極め て 高い 。 


PLS-ROA 


重量 D 
Hy22 イ AS 


NR 醒 尋 租 S 


標準 武器 ) 
遠 距離 武器 ) 


ロッ クオ ン 可 能 距 離 ( 
( 


サイ ト が 広め で ロッ クタ イム も 最 
速 の 縦長 型 。 素早 く 的 確 な 攻撃 性 
能 は 、 対 空 対 地 の 両面 で 活躍 する 


消費 ENB 
量 よ ロッ 2 雪 S 


ロッ クオ ン 可 


88000 C 重量 D 


ロッ クタ イム 


‘eo, あし 


消費 EN 
暴 ロ 72 朋 


「 能 距離 (標準 武器 ) 

[ 能 距 離 ( 遠 距離 武器 ) 

! 能 距離 ( 遠 距 離 武器 ) S 
「 能 距離 (特殊 武器 ) 


ロッ クオ ン 可 
ロッ クオ ン 可 
ロッ クオ ン 可 


回 


| |e 


に 


D | 


サイ ト 範 囲 は 狭い が ロッ ク 距 離 は 
最長 。 射撃 精度 に も 優れ 、 ス ナイ 
パー ライ フル と の 相性 は 抜群 


FCS 
に * PLS-SRA 
110000 C 重量 
ロッ カタ イム AD 消費 EN D 
最 人 ロッ 7 数 E 


謎 9 穫 精 D 


| ロッ クオ ン 可 能 距離 (標準 武器 
ロッ クオ ン 可 能 距離 ( 遠 距離 武器 ) B 
ロッ クオ ン 可 能 距離 ( 遠 距離 武器 ) 
ロッ クオ ン 可 能 距離 (特殊 武器 ) 


AC 戦 を は じ め と す 地 上 戦闘 に 有 
効 な 、 横長 サイ ト 型 。 サ イト も 広 
め だ が 、 ロ ッ ク タ イム が や や 長い 


「GENEgAros 1 


A CGP-ROVe 


出力 E 
計り な いた その リル 9 E 
り "ひと つが 大 き な 章 味 を 名 星 直 は 
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と mn eNO で は 内 き な い 上 人 出力 、 容 量 と も ( 低 の 裕人 7 8 2 トシ 
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Na 出力 E 発熱 量 出力 D HE f 
SWD EC WB コグ ッ MD ai に oe 
ーー EC 
[acsfcs AcSlxsl| 
CGP-ROV6 の 強化 型 。 出力 、 容量 、 CGP-ROV6 の 対抗 機 。 性 能 は RIX- 
の これ て お り 、 庄 貧 | | CaP:ROV10 ど 同音 で き 信夫 を り 必 能 は 全 い た 人 
の 買い 替え 候補 と し て は 有用 えれ ば 出番 は 少な いと いえ る て 、 買 い 替え の つなぎ 全う 
^. ぶ KGP-ZS4 | MGP-VE905 |1⑦ RMR-sA77 
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さき MGP-VE8 と 同 価格 帯 を な が ら 、 性 | | 吾 量 に し て 高 出力 な 優良 ジェ ネ レ ] |[ 重量 を 考え れ ば 並外れ た 緊急 時 通常 、 緊急 の 更 方 で 攻 い 和 ) 
能 は 大 幅 に 上 。 重 量 も 最 軽量 な の | | 一 タ 。 容 量 も 及 第 点 で 、 軽 量 級 | | 却 性 能 を 持ち 、 熟 暴走 に 極め て 強 能 を 謗 り 、 生 5 衝 あ 。 35 も 3 | 
っ で 、 ど う せ な ら こ ちら を 選 ぼ う 。_」| | -AC に は 文句 な く お 勧 めで きる 。 | | |_ い 。 回 避 力 に 難 が ある な ら 有 用 だ 機体 に お 勧め で きる 信人 
で ーー レビ lr 
- | ] 
ーー | | で Ye 
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に 発熱 量 C 中 Ss 発 数 量 E 出力 A | I rg | i 
ドリ ーッ 衝 記 。ー コ ケッ 時 B DA | pa ョ 
a= | 
Ac3lcs] Ac 、 ] | 池 性 茂 は 他 の 二 を 1 
ACS = 2 1 能 に 加え 、 か に る 
= 5 高 容 『 出 力 が 物 足 ら ず 、 発 Ln レベ ル な 冷却 性 と 重い 、 が 
ンー | | 9 人 | | な り 軽 い 。 ER RE tt: 
品 『 2 5 ュ > 程度 だ し て 使う - 
なら 最上 の 選択 と いっ て よい 。 | | の 軽量 機 が 、 仕 方 な く 使う 程度 だ 。 | | | の 多き を 玩 
| トー | ト ^ 
なる | | |* ぶ RGLKDA01 
KGP-ZXV1 ⑰ MGP-VEXM し Sa 
< 6 
48000 Cc 重量 D 140000 C 重量 CE 
発熱 量 A 出力 A Mt ) A Ft が 
EE ES by に 1 ピリ クル 4/ は 
ra [a 性 能 は RIX-CR14 と RG 
な ん と ゲー ジ KD99 の 中 間 た だ し 消費 EN が 高 


ツ た 


い の で 、 機 体 を 選ぶ バー- 


と -ZSV と 
容量 は 最多 だ が 出力 は KGP-ZSV と | 1 が レッ ド ソー シ 、 搭載 で きれ は ば | 
0 が | 


科 を 先 火 させ た リ 
に させ る 特殊 ロケ ッ 
本 能 慰 害 た 。 主力 武器 と は な り 


CA 
、 | 


| 


\ NR 


軸 還 人 cwrFM-30 | 
51000 C 人 B、 重量 B 

還 程 距離 一 。 消費 ENE 

半 弾 数 D 攻撃 力 C 


大 固 


[人 業  A | 絢 単 価 ”。 CI 
時 大 ロッ ク 数 | 同時 発射 数 D | 
[RW D | な - 多 放 

| 欠 時 間 一 | 設置 時 間 。 S 
| 償還 する 宮 導 拓 。 攻 ー 
| 役 力 は 静止 型 に 用 る 上 に 、 ラ ンダ 


IL 


ul | 


OQ FLOATING MINE| | 


BOMB DISPENSER 
A cwi-o-2o 
13400 C 発射 間隔 D 重量 


射程 距離 


消費 EN A 
a 装弾 数 区 撃 力 ( 
命中 時 熱量 D | 絢 単 価 
最大 ロッ クタ 数 同時 発射 数 
| 連続 発射 数 D | %- 放 旅人 
| 効果 持 継 時 間 。 | 役人 時 間 


| 機体 の 真下 に 複数 の 爆雷 を 投下 
空中 か ら 当 て る の は 離し く 、 地 上 
で は 密着 し な いと 命中 し な い 


FLOATING MINE 


P ペ CWI-FMHS-30 


72000 C 発射 間隔 C 重量 BB 
| 失 各 距離 中 消費 EN E 
則 装弾 数 D__、 攻 撃 力 C 
[SIGHT [ew "| 
| 命中 時 畠 量  C] 弾 単価 Cc] fa 
| 最大 ロッ ク 数 一 | 同時 発射 数 D | 
| 連続 発射 数 。D | + れ - 放 邦 代 一 | 
| 効果 持続 時 間 | 設置 時 間 


高速 移動 型 の 浮遊 機雷 。 高 機動 戦 | 
闘 時 に 当たり が ちな の で 、 上 自爆 を 


| 5 する の で 自 和久 除 も 高い 。 | | 党 全 の 上 で な ら 拉 乱 に 使え る 。 | 
[ca NAPALM ROCKET| [© ECM ROCKET | 
A Hd ] 
} MWI-NM/70 % Mwi-RC/30 
79000 C 旨 各 隊 A 二 へ 重量 D 54000 C 先 胃 古 S= ニ テ 、 重 量 S 
マ ココ の 射程 距離 一. 浴 消 費 EN A 
委 人 数 S 装弾 数 D 攻撃 カ E 
太 回 kokos 
| 明生 S | 公休 S | | 銘 中 時 熱量  E | 弾 単価 E 
| 時 大 ロッ ク 数 同時 発射 数 D| | 最大 ロッ ク 数 同時 発射 数 D 
| 続発 好 p に 


1 な れ - 多 施 俊 一 | | 


一 ーー i | 
i | 


ん 。 ト の 織 数 培 加 
型 

0 も 教 朗 て ば 当て られ る | | 

る 人 | | 


1 


連続 発射 数 。D | 礼 - 独 施 全 


効果 持続 時 間 一 | 設置 時 間 


ダメ ー ジ と 同時 に ロッ クオ ン 障 害 を 
与え る 特殊 ロケ ッ ト 。 命中 後 し ば ら 
く 、 測 は ロッ クオ ン 不能 と な る 。 


BOMB DISPENSER 


人 cwWi-B0-50 
32000 C 発射 間 昭 


重量 
Cg 射程 距離 消費 EN 
装弾 数 攻撃 力 
命中 時 熱量 弾 単価 
最大 ロッ ク 数 同時 発射 数 
連続 発射 数 D れ ル - 2 虹 人 
効果 持続 時 間 設置 時 間 


CWIBO-20 の 弾 数 増加 型 


重量 の 


増加 が わずか な の は 嬉し い が 。 や 


は り 爆 雷 の 使い に くさ が 問題 だ 


MINE DISPENSER 


⑦ MWI-MD/40 


高 威力 の 地雷 を 複数 射出 。 近 距 区 
で な ら 砲 撃 感 党 で 直接 当て る こと 
も で きる 。 重量 だ けが 欠点 だ 。 


3 


cs 
命中 時 熱量 = E | 弾 単価 
| 最大 ロッ ク 数 一 | 同時 発射 数 
連続 発射 数 D | 演 和 も - 銘 施 栓 
効果 持続 時 間 LDR 
弾 数 増加 型 の ECM ロ ケッ ト 。 命中 
すれ ば 非常 に 有利 だ が 、 南 も ロッ 
クオ ン 不 可 武 器 は 使え る の で 注意 


38000 C 発射 間 号 E 重量 


射程 距離 消費 EN 
装弾 数 C > 攻撃 力 C 
E HT | 
| 命中 時 熱量 EE | 弾 単価 B 
最大 ロッ ク 数 同時 発射 雪 
| | 連続 発射 数 。D | 汽 礼 - 列 旋 情 
| | 効果 持続 時 間 一 | 設置 時 間 D 


ECM ROCKET 

NE | 
ぐふ KWI-RC/60 

84500 C 発射 間隔 E 重量 A 

9 半生 定 茜 CO 消費 EN B 

2 明細 共 弾 到 へ 攻撃 カビ 


D 


FLOATING AMINE 
ク 


A cwiFM_so 


42800 C 発 封 症 閣 且 
ff 射 特 寂 問 

装弾 数 E 
ea 


重量 て 
済 貸 EN D 
攻撃 力 < 


命中 時 熱量 


1 
同時 発射 吉 
i 41 | 


協 置 時 間 


最大 ロッ ク 数 
連続 発射 数 1! 
効果 持続 時 間 


ー 定 時 間 浮 施す る 高 戚 力 の 失 電 を 
射出 , ト ラッ プ に 使う だ け で な < 
近く か ら 直 接 当 て ろ = と も 可能 


NAPALM ROCKET 


A cwLnw_4 


64000 C 健 射 間 衝 重量 5 
生還 糧 だ 清 費 EN S 
攻撃 カ 


姜 潜 数 C 


命中 時 熱量 
最大 ロッ ク 数 
達 続 発射 数 
効果 持続 時 間 


戴 を 炎 に 包む ナパ バー ムロ ケッ ト 
当て に くい が 人 金 中 すれ ば 競 業 走 必 


| _ 芋 な の で 、 利 用 価値 は 高 し 


GENERATOR JAM 
0 
A cwi-GJ-20 
78000 C 発 舟 間 天 重 重 


射程 距 華 で 
姜 居 数 


消費 EN S 


命中 時 熱量 E 
最大 ロッ ク 致 
連続 発射 数 
効果 持続 時 間 


弾 単価 


命中 後 一 定時 間 、 融 の : 
タ 出 力 が 大 幅 に 低下 。 エ * 
兵器 と ブー スト 移動 を 封じ られ る 


攻撃 力 E 


7 1dVHO 


デコ イ や 


ーー 


| ECM MAK 
| Mwi-EM/15 
44000 C 


重量 C 
ぬ 
装弾 数 D 


一 定時 間 浮遊 する ECM メ ー カ ー 
を 射出 。 自 機 が その 近く に いる 間 
| は 、 敵 か ら ロ ッ ク オ ン さ れ な い 。 


7 を あざ む 
く 補助 系 イ ン サ イド は 、 地 味 な が 
ら も 使い 方 に よっ て は 大 き な 効 果 


を 上 げ ら れる 。 使い 手 の 機 知 が 問 
| われ る 装備 と いえ る だ ろう 。 


消費 ENA 
mm 。 a 
me 


| 射程 距離 有効 半径 

| 弾 単価 E | 最大 ロッ ク 数 
| 発射 間隔 B | 同時 発射 数 

| 連続 発射 数 D | 設置 時 間 

| 


ーーー 
OF 


0 DECOY MP 。 ATEGORY 本 
DISPENs 

MWL-DD/10 半 

A _MWI-DD/20 


_127oo c の 
1 1 3 
人 ENS 
消費 EN 1 
E 装弾 数 D 
上 昌 で Fm Em 上 Me 
kc 還 昌 ID 1 | cl トト 
射程 距離 ” E | 有効 半径 各区 ET 用 多 
弾 単価 S | 最大 ロッ ク 数 | | 区 唱 価 S が 
発射 間 隅 = A | 同時 発射 数 D | | 発射 間隔 。 ム 人 ] 
上 本 発射 数 D | 股 置 時 間 Al | 連 発 数 p 用 時 間 。 ム 
| 浅 き ミサ イル を 腸 誘 導 し て 無力 化す 


デコ イ の 数 は MWLDD/10 の 
重量 増加 は ご くわ ゎ ず か , 本 が 
| 許す な ら 、 こ ちら を 装備 し よう 。 

pe | 


CATEGORY 


る デコ イ を 射出 。 迎撃 装備 より 信 
、 頼 性 が 高い 、 イ ン サ イド の 定番 だ 。 


ECM MAKER | 


] | MwrEMs 
130000 C 重量 C 


入 


消 直 EN B 


ECM MAkER| [7 


ER 1 5 RY 
て ば KWILEM/10 
113000 Cc 


重量 
SJ | 
消費 ENB 


加 間 時 因 了 計 


装弾 数 E 装弾 数 に 


E | | 射程 距離 


有効 半径 。 D| 有効 半径 日 | 
-| | 弾 単価 E | 最大 ロッ ク 数 E | 最大 ロッ ク 数 一 | 
D ah -B | 同時 発射 数 D| D | 同時 発射 数 Dl 
C | | 連続 発射 数 D | 設置 時 間 C | | 連続 発射 数 D | 設置 時 間 Cl 


| | 有効 秀 囲 を 強化 し た ECM メ ー カ | a 


ー。 多少 距離 が 開い て も 効果 が あ ー。 装弾 数 が 少な い の で 、 使 っ た 


| る の で 、 移 動 の 自由 度 が 若干 向上 。 | | _ から に は チャ ンス を 活か し た い 。 _ 
[c RY DUMMY MAKER| | CATEGORY RADAR JAM| | CATEGOR RADAR JAM| 
et ec 1R ] 
KKWIDM/30 くず KWI-RJ/30 ば KWLRJ/60 
54000 C 重量 B- 82000 C 重量 E 


32000 C 


重量 A 
( | | 6 
装弾 数 S、 消費 EN E 


装弾 数 己 消費 EN S 装弾 数 C。 消費 EN C 


時 了 較 較 導 時 回 所 引 較 it ut a 

| | 
射程 距離 有効 半径 射程 距離 - | 有効 半径 S | | 射程 距離 有効 半径 S 
1 D | 最大 ロッ ク 数 一 | | 弾 単価 C | 最大 ロッ ク 数 一 | | 弾 単価 C | 最大 ロッ ク 数 一 
発射 間隔 B | 同時 発射 数 D| | 発射 間隔 D | 同時 発射 数 D| | 発射 間隔 D | 同時 発射 数 D 
連続 発射 数 D | 設置 時 間 C| | 連続 発射 数 D | 設置 時 間 S | | 連続 発射 数 D | 設置 時 間 S 


弾 数 増加 型 の ジャ マー メー カー。 
ば ら ま きやすい が 、 視認 され れ ば 
それ まで な の で 、 過 信 は 禁物 だ 。 


一 定 距離 内 の 敵 レ ー ダ ー を 無効 化 
する ジャ マー を 射出 。 有効 半径 は 
狭い の で 、 一 度 に 複数 ば ら ま こう 。 


移動 する ダミ ー を 射出 する 改良 型 。 
基 の 死 食 で 使え ば 、 レ ー ダ ー 索 敵 
の 上 手 な 相手 ほど だ まし や すい 。 
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敵 レ ー ダ ー に 信 の 揚 及 を 凌 す ダミ 
ー を 射出 。 当然 、 痢 の 神 iC き 


つて も だ まさ れ て は くれ な ぃ 。 


国家 正規 軍 [Army/Armed Force] a 
正規 軍 と は 国家 組織 に 所 属す る 軍隊 で 、 そ の 構成 員 は 軍 の 統制 管理 を 行う 官僚 【( 武 
軍人 (専任 将兵 ) 、 国 民 微 兵 (兵役 兵 ) か ら 成 る 。 徴兵 は 国家 に よ TT NE 
う 国 家 と が あり 、 現 代 社会 で は 世界 の 90% 近 く の 国 家 が どちら か の 徴兵 制度 を 国法 に 


の : nn 頼 する 。 また 軍隊 
現代 国家 で は 正規 軍 の 他 、 備 兵 や 軍務 支援 会 社 、 警 備 会 社 に も 作戦 を 依 Ei 


・ 技 官 )、 


行う 国家 と 非 戦時 で も 年 


参加 する o 


に に は 所 属し な いか 


BACK BOOSTER 


⑫ MEBT-OX/EB 


17900 C 必 
り 0-M2 人 4B 博 消 費 EN 
XN デス トカ 
重 | た I 
が カー スタ ルー か ブー 
i mi 緊急 後退 用 の パッ ク ブ ー ス タ 。 平 
で な 性 を 与え る パー 有 | 符 移 動 中 の 斜め 後退 や ブレ ー ド の 
Os 硬直 防止 な ど 、 回 暴 機 動 に 有効 
HOVER BOOSTER 


In-『2kE 消 僅 EN E 
WS チー スト 助 S 
用 の ホバー ブー スタ 。 | 


詳 の 頭上 を 取る だ け で な く 、 低空 
EE ド に も 有効 。 
RELATION MISSILE | 


ee | KA MWEM-R/24 | 
人 NN 65000 C 人 間隔 S-、 重量 B 
射程 距離 為 二 消費 EN A 
装弾 数 B 攻撃 カ D 

[ 全 中 時 系 重 D | 薄 単 価 


S | 
IAC2 還 夫 邊 種類 が 幸生 問 
た 拓 際 サ イ ル 。 慎 も 和 直 先 C」 
上 寺 刊 を と ど 、 バ リエ ー ミサ イル 発射 に 連動 し て 2 発 の 人 
ショ ン に 言 ん だ も の に な っ た 。 加 ミ サイ ル を 発射 。 装弾 数 は 少な 

| い が 、 軽 量 な 点 が 長所 で ある 。 


の 1 RELATION MISSILE] [C 


RELATION MISSILE 
⑳ MEM-Rso | | MEM-Ryse 
94200 C sfms 5 


ル 発 射 装置 。 重量 と 装弾 数 に は 優 
れる が 、 肝 心 の 迎撃 性 能 が 低い 。 


重量 D 110000 C 先 間 大 重量 E 
、 9 | 語族 日 消費 ENC 
時 間 2 ラテ カロ 較 2 拉 計 Wg S 紋 カ p 
< ー ou 
= 人 S | | 命中 時 上 D | 弾 単価 C 
が D | | 同時 発射 数 A| 連 統 発射 数 D 
た 2 Ys | | 装 別 数 を 増やし た 4 発 連 動 式 。 重 
科 が あれ ビー の えた が || 量 増加 も 僅か な の で 、CWEM- 
1 性 び た い 。 し _H20 よ り は こち ら で 決 まり だ 。 
EXTE NSIO N I ANTI MISSILE 
(ANTI MISSILE) A cwem-asao 
27700 C 重量 8 
迎 設 距離 C7 消費 EN S 
錠 疫 性 能 E 療 BMA 
a 
辻 齋 レー ー 
fo ミサ A | 絢 単 価 A 
s 連続 発射 時 間 C | 使用 時 消費 EN 
も が より 広 が | | 肛 ミ サイ ル を 撃ち 落す 迎撃 ミ サイ 


TURN BOOSTER 
xs KEBT-TB-UN5 
14500 C 重量 ( 


MULTI BOOsTER| 


9 MEBT-OX/MB 
24000 GC 


| ドカ イル 記 を 人 
wm - ド 51h 消費 EN 日 0- ト 0A 消費 ENB 
トブ ンス トカ た 罰則 箇 D プン 2 トカ D 


90 許 の 団 島 旗 回 が 可能 な ター ン ブ 
スタ 。 主 に 前 を 捕 所 す る 攻撃 補 
助 用 で 、 と くに 重量 級 AC に 有用 


視線 方 向 へ の 急速 移動 を 行う マル 
チ ブ ー ス タ 感覚 と し て は 短 距 離 
OB に 近く 、 そ の 用 途 は 広い 。 


A CWEM- 


RELATION MISSILE | RELATION MISSILE 


R20 (ば KWEM-TERRIER 
88900 C 発射 間隔 尽 重量 C 130000 C 発射 間隔 重量 D 
射程 距離 B 4 消費 ENB ーー= 証 装 笠 正 難 D 消費 EN 
装弾 数 C. 攻撃 力 D 装弾 数 攻撃 力 P 
soup 記 U lsoup| 
[人 D | 弾 単 価 c] [ 人 中 時 名 量 。 D | 償 価 = 
Mt A | 連続 発射 数 D| | 同時 発射 数 連続 発射 数 
4 発 の 垂直 ミサ イル を 連動 発射 


ャ ンス で の 火力 に 優れ る が 装弾 数 
は 少な い の で 、 デ コイ が 天敵 。 


通常 ミサ イル と 組み 合わ せる と 、 


(に ワン チ | | 
軌道 が 異な る の で 回 避 さ れ に くい 


RELATION MISSILE| | RELATION MISSILE 


[c 
A cwEu-Rto |A cwEM-RTte 


22000 C 発射 間隔 B 重量 S 58300C 発射 間隔 E 重量 E 
咽 誠 議 生 中 離 A 消費 ENS = 射程 距 工 D 消費 EN 
装弾 数 EE 攻撃 カ D 議員 装弾 数 D 攻撃 カ 
lsoup| さ 
命中 時 熱量 =D | 弾 単価 C | | 命中 時 熱量 弾 単価 
| 同時 発射 数 A | 連続 発射 数 D| | 同時 発射 数 連続 発射 電  D 


敵 の 近く で 4 発 に 分 裂 す る 地上 魚 
雷 を 連動 発射 。 分裂 後 の 軌道 が 技 
特 で 、 全 弾 命中 は し に くい 


きわ め て 軽く 、 装 備 し や すい 4 発 
連動 式 。 装 弾 数 は 非常 に 少な い の 
で 、 使 い ど ころ に 気 を つけ た い 。 


ANTI MISSILE ANTI MISSILE 
T 
A CWEM-AM40 | | MWEM-A50 
"40900 C 重量 B 49000 C 重量 
迎 刺 距離 E 消費 ENB 6 迎 設 距離 消費 EN 
錠 昌 性 骨 C_ 装 MNMHNA 議 尊 計 凍 NEB SDRRBR 
天 単 価 
発射 間隔 A | 弾 単価 C | | 発射 間隔 」 
連 統 発 射 時 間 C | 使用 時 消費 EN 連続 発射 時 間 C | 使用 時 消費 EN 
| | 最高 の 迎撃 性 能 と 装弾 数 を 誇る 凶 


CWEM-AS40 よ り 迎 撃 性 能 を 強 
化 。 回 避 行動 を 起 ら な けれ ば 、 か 
_ な り の ダメ ー ジ を 減ら せる 。 


撃 ミ サイ ル 。 や や 重い が 、 擬 動力 
の 低い 重量 AC に は あり が た い 


ヨロ ヨ LJVHO 


と H ヨ IdVHO 


に ANTI MISSILE 


い ANTI MISSILE TE( ANTI 
* KWEL- -SILENT いい! KWEL-EJ11 We) TKWeL -EJ22 2 AO 
31200 C 重量 39000 C 52000 c 人生 A CSs. ee、 
- Is 
迎撃 誕 其 き | 消費 EN E HL 1 te We G 
ム ーー LT 
凶 困 性 能 入 。 張 W 崩 会 C 上 rs ae pot 旬 遇 性 能 Mo も 
RT ER FE OT | ma a ON NG 
cs WE ME FM RN 3 | i TS EN 
発射 間 陳 C | 部 単価 | | 発 貞和 有 GC | 薄 利 備 発 計 間 開 。 CT 発信 
| 連続 発射 時 間 C | 合用 時 消費 EN | 連続 発射 時 間 C | 使用 時 消 人 EN e] | 連続 発射 時 間 C | 便 用 時 清和 BN pi | 
【 ザー タイ プ の ミサ ィ ル 迎 連 半 ミサ イル を 撃ち 落す の で は な く | KWEL- "EJ11 の 回 者 増加 玉 だ | 
置 、 実 弾 玉 より 迎撃 性 能 は 高い が | 仙 尾 性 能 を 挫 乱 。 聞 貞 性 能 は 最高 無力 化 で きる の ほ ば た ぅ た の 1 が 
喜 弾 数 が 非常 に 少な い だ が 、 使 用 回 雪が 権 敵 に 少な い 5 発 。 | 


強力 な ミサ イル に の み 使 いた い 


「RKTEN ION T ④ Mes- ES-SS141 | We 


a KES-AEGIS 
49000 C 者 交 和 因 A 重量 A 。 58300C 放 計 前 団 


生生 D 

CT 消費 END PP 消費 EN E 

EN 防御 日 実 人 防御 E EN 防御 き 到 坊 御 D 
に bg or | 
co 


| 発動 時 消費 EN C | 1 
し ュ 
防御 力 が 上 昇 す る 、 エ ネル ギー 系 | | MES-SS/1441 よ り 発動 時 消費 EN | | 便 用 エル we を し た 
追加 装甲 。 発 動 時 消費 EN が 多め は 多い が 、 そ の ぶん 防御 力も 向上 
| 


時 。 経書 な よ に 
な の で 、 披 弾 の 崩 間 の み 使 お う 使い こなせ れ ば 縛り に な る 。 | た FR 


Ah 


EGO ECM AssisT| | R STEALTH| SENGYcoo 
MEA-ESM | MEST-MX/CROW II 
_72000 C 「1 42000 C 
ee 語音 K 消 費 EN C mm 消費 EN E 
使用 回 数 S 使用 回 数 
3 1 Ed eT 
きき 半生 ] | rE トト トト 
| リロ ー ド タイ ム E | 回 復 EN 量 リロ ー ド タイ ム D | 回 復 EN 馬 | | リロード タイ fA で | RM 
| 強制 冷却 性 能 | 動作 時 間 | 鈴 制 冷却 性 能 | 動作 時 間 A | | 愉 郊 半 元 性 朱 A 穫 
使用 時 発 衣 量 ] | 使用 時 発生 人 用 時 1 
その 他 の エク ステ ンション に は 、 L + 脱 
ステ ルス や 強制 冷却 装置 、 エ ネル | | Cm 
ー バ パッ ク な ど が ある 。 ど # 1 = 生得 うー 
るー シス テム エラ ー の 持続 時 間 短 縮 装 敵 の ロッ クオ ン と レー ダー を 数 秒 | に 
に 役立つ 。 置 。 ジ ェ ネ レー タ ジ ャ マー ロケ ッ | | 間 無 効 化 。 機体 催 荷 は 高い が 、 そ を | RT 
- ト や ECM ロ ケッ ト を 無効 化 で きる 。 | | の 潜在 能力 は 計り 知れ を い 。 || 
| 上 ENERGY COOLER| | or ENERGY PACK| | © k ENERGY PACK| 
A CEEC-01-XSP2 。 |"》 KEEP-MALUM KEEP-ELX 
_ 120000 C a 150000 © 重量 で 
CO mare 8 肝 是 0 消費 ENS AN a 
回 数 A 使用 回 数 D 用 回 
ae NM PP 1 まっ に に ヒビ 
Eo ED a NE VS 細身 Eg CE EY cia eg Vcd es td HE sm eg 
| リロ ー ド タイ ム Cy リロ ー ド タイ ム | 回 復 EN 重 4 | | リロード タイ AE | ト | 
強制 冷却 作 能 A | 動作 時 間 強制 冷却 性 能 | 動作 時 間 強制 冷却 性 能 | 動作 
使用 時 発 名 量 使用 時 発 吉 量 自 使用 時 発熱 重 C 
1 や し た KEEP_MALUM 
CEEC-00-XSP よ り 合 用 回 数 は 多い エネ ルー の 
が 、 機 体 負荷 も 向上 。 凌 備 す る ま | で ゲー ジ が 増え る わけ で は な く 、 


6 る 。 
え に 機 体 の 冷却 性 能 を 見 直 そ う 。 | | 回復 速度 が 向上 する する な ら 、 十 分 な 保険 と な 


MRMORED CORE mm COMPLETE FILE 


T 2 SMALL MISSILE SMALL MISSILE 
a 内 SMALL MSSa 
fg ACK UN A cwuv-s40-1  MwM-s4z6 A ews = 
WEAP gg ma C RANE 重曹 S 29500C 2 
] 肝 科 下 骨 D 和 滑 筑 ENA ED 重信 EN Pe Cs 
0 D oT 2 oo pn: , mm 漂 代 ENB 
SIG DO 生 C お 
” Em eu ET ru © mh 
[css] AcIcs po ouo esir cs] 
命中 時 熱量 | 弾 単価 S | [命中 時 称 生 EE | 仁 唱 人 A 
| 最大 ロッ ク 数 D | 賠 時 発 射 理 。D| | 最大 ロッ ク 数 日 | 同時 発射 牙 p kD 時 E 寺 単価 S 
miRRORN で も [rmans DR | 連続 発射 数 D | 分 kD 
IA39 に よる バリ エー ショ ン 発 財 時 消費 EN | | | 発射 時 消費 EN a D | 分 表 替 
る も の が 和え た の | | | 買 EN 
NR ッ ショ ン の 内 きこ | 初 装 備 の 小型 ミサ イル 。 軽 さと | | 連続 発射 を 増やし た 小型 ミサ フ | | 
LT | 装弾 数 は まず まず だ が 、 単 発 式 な | | ル 、 重 本 も 休 角 軽く 技量 AC の 人 人 の 相 簡 ミサ イル 。 通 
Pa の で 火力 不足 は 否め な い | | サブ ウェ ポン と し て は 優秀 が 護 く = 合い 半 に ュー 
1 
SMALL MISSILE | | 3 MIDDLE MISSILE| | MIDDLE MISSILE 
【⑰ MWM-M24/2 | | 信 " 4 
NN-S60/12 || [RD CWM-M36-4 A cwu-vvse-4 
37600 C 間 還 B 重量 A 35600 C 発射 間隔 C 重量 A 43000 C 発射 間隔 重量 B 。 76000 C 人 利 瑞 呈 © 生生 A 
お 笠 中 華 D 消費 ENC 射程 正 離 D 消 胃 ENA 射程 正基 D 消費 ENA = EE 。 = 


式 撃 力 D 装弾 数 E 攻撃 力 C 装弾 数 D 攻撃 カ C 芸 弾 数 D__ 攻撃 カ C 


Acslsl cs] 
a = - 
s E | 弾 単価 A | | 命中 時 熱量  E | 弾 単価 A | | 金 中 時 熱量  E | 医 単 価 A 
D | | 最大 ロッ ク 数 C | 同時 発射 数 D| | 最大 ロッ ク 数 C | 同時 発射 数 D| | 最大 ロッ ク 数 C | 同時 半数 p 
J] D | 分 裂 数 -| | 連続 発射 数  D | 分裂 到 | | 連続 発射 数  D | 分筆 数 
|| | 発射 時 消費 EN | | 発射 時 消費 EN 一 | | | 発 笛 叶 消費 EN 一 | 
計数 型 ミサ イル 是 多 だ | | 直進 弾道 の 中 型 ミサ イル 。 連続 発 | | 放物線 を 描く 中 型 ミ サイ ル 。 近 中 | | 垂直 発 半 式 の 中 型 ミ サイ ル 、 本 才 
が 、 縮 半 が 不 安定 で 地面 に 激突 す 射 数 が 少な く 率 制 向 きだ が 、 動 き 離 で は 敵 を 飛び 越し て し まう が 、 | | 物 越し に 攻撃 で き 、 洋 道 が 振 所 さ 
5 も 中 発 時 を む が け よ う 。 | | の 鈍い 敵 に は 大 ダメ ー ジ を 望め る 。 | | 遠 距離 な ら 放 けら れ に くい 。 れ に くい の で 金 中 計 も 高い 
GArtcom DUAL MISSILE MULTI MISSILE| | GROUND TORPEDO| | LARGE MISSILE| 
エ ー mm 加地 jl に 13 dF Tr ゴ 
MWM-DM24/1  MWM-MM16/1 A cwv-GM14-1 A CWNM-TITAN 
ニュ に periee 1 J に ーー J 
64000 C 馬身 間隔 D 重量 A 43500 C 発射 間隔 D 重量 B 69000C 発射 間隔 D 重量 B 109600 C 俸 剛司 ビ 重量 E 
対生 産 D 』 消費 ENC 。 護 入替 議 緒 生 中 族 D < 消費 ENB 各区 D- 生 消 藤 ENA 科研 E 活 般 ENB 
交 介 数 E 攻 南 カ D 議 / 装弾 数 EE 攻撃 カ D 壮 議 装弾 数 EE 攻 疫 カ D 内 3 科 議 まき SE ミカ S 
較 画 画 較 | acsl <s| = 
C | | 命中 時 部 量  D | 弾 単価 A | | 命中 時 競 量  E | 弾 単価 D | | 全 中 時 熱量 S| 弾 単価 E| 
| [最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数  D | | 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 D | | 最大 ロッ ク 数 D | 同時 代数 DJ 
| | 連続 発射 数 D | 分 列 数 D | | 連続 発射 数 D | 分 列 数 D | | 連続 発 間 数  D | 分 
| 発射 時 消費 EN 一 | || | 発射 時 消費 EN | | 発射 時 消費 EN 一 ] 
ミ ト 8 L ユエ | we 』 さ ] 
人 スン 2 人 た お か ら 前 を 発 負 後 4 発 に 分 裂 す る 多 別 頭 ミ サ | | 刀 低 補 飛 行か ら 4 発 に 分 裂 する 地 | | 量 強 の 琶 を 笠 る 大 記 ミ マイ 
MEgX ま みん 半 | | イル 。 分 列 後 の 絢 道 が 一 定 で 、 慣 | | 上 魚雷 。 全 弄 命 中 は し に くい が 、 | | ル 。 た だ し 東寺 が 之 い X こ 
が な い 。 | | れる と 簡単 に 避け りら れる の が 残念 。 動く 敵 ほ どど れ か が ヒッ ト し が ち 。 | | 数 も 4 発 と 、 ここ 
AAirco ーー pi 
+ VERTICAL MISSILE EC( LARGE MISSILE [ MIDDLE MISSILE | HI ACT MISSILE 
i ig 1 | 
\ CWM-VM4g.6 A cwm-cicas  MwM-M3073 A cwM-HAs0- 
っ 」 lS, EV i 量 B 
旬間 同人 重量 B 115000C 発 間 大 ビー 、 重 量 35600C 発問 同 C、 。、 重 量 A 。 29500 C 信幸 間 RB 還 


午 程 距離 D 消費 ENA 


射程 距離 所 条 消 費 ENB 
装弾 数 D 攻撃 力 C 


装弾 数 E 攻撃 力 S 


oo oh oe 四 Em gm ー キ オー 
kc a OO RS VE 』 ] 単価 S 
命中 時 府 量 。 S | 弾 単価 E | | 命中 時 衣 量 EE | 絢 単 価 A 6 RR D 
最大 ロッ ク 数 C | 同時 発射 数 D | | 最大 ロッ ク 数 C | 同時 発射 数 4 0 D | 分 末 数 
連続 発射 数 D | 分 列 数 連続 発射 数 D | 分裂 数 発射 時 消費 EN | 
に 発射 時 消費 EN 発射 時 消費 EN | 


本 引数 と 3 非常 に 動 型 ミサ 

連続 s 追尾 性 が 非常 に 高い 高 機動 清 ミ ブ 

es a の 化し た 攻撃 力 と 引き 換え に 、 弾 数 と 連続 MWM-M24/2 の 弾 数 と 連続 発射 数 イル 。 弾 速 も 速く 攻撃 力 は 小型 き 
重く 業 備 す る 宮 その ぶん 


機体 を 選ぶ 発射 数 を 増やし た 大 型 ミ サイ ル 。 2 を 増強 し た 中 型 ミ サイ ル 。 弾道 が サイ ル 並 み と 、 信 頼 性 は 抜群 だ 


発 同時 に 当て れ ば 勝っ た も 同然 だ 。 不安 定 で 、 命 中 率 が 非常 に 低い 。 


H ヨ LdVH 


18I SJHVd 6 H ヨ ldVHS 


ャ ヨロ ヨ 1dJVHO 


37500 co 発射 間隔 明 


STEALTH a 


射程 下草 D7 1 」 
装 絢 再 対 程 首 講 DD 9 消費 EN 
ksouo| ol 半 各 委 D  、 双 還 カ p 
LT ゴート ー rm 
| 全 中 時 多量 ET 半 呆 | 
| 最大 ロッ ク ド | 弾 単 価 ] 
| 数 同時 発射 数 
[連続 発射 数 DD | 分 理数 | Pu D | 
ーー トト | 発射 時 消費 EN 
| 
連続 発射 数 が 情 増 装弾 数 も 増 bar に 映ら 5 ない ス = 
えた CWM-HAS0 4 の 改修 機 ェ 弾道 は 不 な 2 テ ル ヌ き + 
量 の 重 さ だ けが 唯一 の 旭 点 で 移 衣 か ら 還 て は 区 時 の もい ミ ーー | 
1 に く ( を 全 え 5 れる の が 藤 ダメ ー テイ 
| と BURST MissiLe | | HIACT Missitg|「 稚 た が 
| T ] = TRIPLE Miss a 
A cwu-sveo.: @ Mwu-Havwaae A 1 
RD CWM-TR90-4 A ec 
45000 C 叶 航 間 拓 GC 重量 S 72800C 科大 p 重曹 。 86700c i SN CWM SM, 
笠 算 離 D 清算 ENA DI i 87500 c 
、 N 村 補 下 科 D 答 i 
| 装弾 数 で 攻 繋 カ D 装弾 米 ビ 疫 方 D 数 て ENB yms 香 , 
EESME i ET NU ET mm un sn ee 
に si MN I EE NN I 
T 下 - A 還 ます | 
命中 時 熱量 EE | 弾 単価 Al | 命中 時 熱量 D | 弾 単価 時] $1 ae Ll NN 
最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 D 最大 ロッ ク 数 C | 同時 発射 数 Dp [最大 ロッ ク 燈 pT ET 
6 ゴト Ji 【 上 同時 発射 数 8 時 大 ロッ 2 等 c 
連続 発射 数 「 分 和 数 B 連続 発射 数 D 分 裂 数 | 連続 発射 数 D | 分 和 1 SR OS 
| 発射 時 消費 EN 発射 時 消費 EN に ーー i 0 
上 
敵 上 空 で 姓 列 し 、 爆 雷 を 投下 する 垂直 発射 式 の 高 機動 ミサ イル 。 軌 1 度 に 3 発 の 小型 ミサ イル を 発音 。 | | ーーー- 
特殊 ミサ イル 。 機 動 性 の 低い 敵 な 道 の 異な る 連動 ミサ イル と 併用 し 、 その 火力 は か な り の も の だ が 、 い サイ ル 、 執着 状 で で 3 
っ 痢 特使 中 で 大 ダメ ー ジ が 狙え る 。 | | 命中 率 を さら に アッ プ さ せ た い 。 ー | | か ん せん 重量 が 重い 。 | Lo Ma 
EE SMALL ROCKET| | CArecos SMALL ROCKET| [Cai MIDDLE RoCKEr| [て MC 
ト ーー ゴト ゴト TT に 
A cwr-s50 A cwr-sso A cwr-vso ② wws 
ーーー 全 リル ーー 1 用 A 
15500 C 発射 間隔 A 、 重量 S 27000 C 発射 間隔 AA へ 、 重量 A 34000 C 発射 間 味 B 重量 S$ 39000 C sm a 
人 ps の 和香 ENS 
ー ン アピ 馬鹿 EN S Pm Ma 費 EN S eee = 
宮 装弾 数 D_ 攻撃 カ D 装弾 数 C 攻撃 力 D 装弾 数 D ー- ー ass 
cool Te 隊 EER EE NN EE = FLLD 
| EE EE EN eS EN EO 5 Ta Se Cha 
[っ 本 区 単価 S | | 命中 時 熱量 D | 弾 単価 S| | 命中 時 角野 CT] oe - 
| 命中 時 熱量 ”D| 弾 単 し ロッ ク 数 一 | 同時 発 笛 名 D| | 昌 大 T 
| 最大 ロッ ク 数 | 同時 発射 数 p | | 最大 ロッ ク 数 一 | 同時 発射 数 D ーー 0 ジー EE 
半数 D 1 人 連続 発射 数 D | 分 数 RE = iRREN f 
ーー ] 交 F T owa 0c 
| \ を 持つ 中 型 ロケ ッ ト ト - Dt 
小 ト 高い 攻撃 カカ 、 琴 きる a 
衝 さ と 計画 符 に 居れ た 小 是 ケッ た KR 芋 6 特 め だ か が 衣 が か ない の 
ト 。 ロック オ ン 不 可 だ が 威力 は 高 気兼ね な 5 時 が スリ ク で 、 近 距離 射撃 で 必中 を 班 2 EE 
- 返り も 大 きい が 、 重 量 が ネッ ク 。 | | 、、 WM 
く 、 奉 制 用 と し て る 使え る 。 | | mn 
ご | E ROCKET| | SAL MT EN TMS 
[CAricoky TRIPLE ROCKET| | ATFGON' MV9 1 人 AN WV) MWR- i 
( MwR-TM/60 A cwr-necro に us ht 
( MwR- is Ss 重量 B 12500C 名 間 昌 A。 当 k の 
46000 C 発 旨 別 。 。 重量 A 107800C 移 人 Ne ー TH EN RT 
消 算 EN 5 nnn ae MK D 必 較 カ D に 
射程 尋 離 費 に 半 列 漠 E 天 力 S ww a 
, 本 弾 数 で 攻撃 カ um souo| ー に に し に に デビ 
ouol57「 cow a ー オ ーー イー | SN 
願 回 看 呈 司 劉 幅 調 5 a | | 中 時 失 量 。 D | 紗 単 価 ] [kg 
mm A | | 命中 時 熟 量 。 目 | 弾 単価 A tne ter | mR 5 PgR 
命中 時 熟 量 | 弾 単価 数 日 | | 最大 ロッ ク 数 同時 発射 数 D 人 D | 分 数 PI 
Ea tdi 連 統 発射 数 。D | 分 数 MEN LAT, 
連続 発射 数 D | 分 人 数 消費 EN 本 | 
発射 時 消費 EN 笠 を 過 求 し た 小 措 ロ 7 る で 
える 感 力 の 大 型 ロロ ば ず 使え る が 、 閉 列 認 は 3 
3 中 型 の 2 倍 を 越 体 を 刀 ( = て て いき た い 、 
\ 型 ロケ ッ ト を 3 発 同時 発射 。 近 ケッ ト 。 此 大 機動 兵 問 の よう な 測 く な い の で 確実 当て 
人 で は 人 弾 が 拡散 する 遠 中 に 対し て も 、 十 分 切り 札 た り 得 る 。 
離 で は どれ か 1 発 が 命 中 し や すい 。 


LARGE ROCKET 


拓 還 7 corTOS  MwR-AR/eoz 
3 A a WEED 146000 C %HN eg 
ot 消費 EN S 射程 距離 消 貸 EN : 


政 撃 カ S 装弾 数 攻撃 力 


i | 


命中 時 熱量 ”D | 弾 単価 5 
同時 発射 数 D 最大 ロッ ク 数 同時 発射 数 D 
人 数 連続 発射 数 C | 分 裂 数 

| | 発射 時 消費 EN 


| 


小型 ロケ ッ ト を 2 連射 する アサ ル 
ト タ イ プ 。 動く 敵 に は 連続 ヒッ ト 


が 増え た 大 型 ロケ ッ 
に 光 で が 長く な る の で 、 | | 


ト 撃 ち 切 ぼう 。 し に くく 、 あ まり 効率 は 良く な い 。 
昭和 必 低下 も 考 康 し て 選 
oy AST ROCKET| | CHAIN GUN 
ane | 名 CWC-CNG-300 
1 76000 C 天 間 大 A 重量 B 。 33000 C 発射 間隔 S 重量 A 
卓 程 由 離 7 消費 ENS 射程 距離 D 消費 EN S 
半 弾 数 で 、 攻 撃 力 D 装弾 数 S” 攻撃 カビ 
5 |soup SIGHT ea 


rr 


5 時 D | 理 価 = S| | 使 中 叶 熱 量 EE | 弄 単 価 Sj 
本 大 ロク t | 同時 発射 数 。D | | 最大 ロッ ク 数 一 | 同時 発 遇 数 D | 
a 数 A | 分 表 雪 | | 連続 発射 数 D] 分 多数 ] 

| | 発射 時 消費 EN 一 | 」 


し 5 | 
威力 の 高い 実弾 を 高速 連射 する チェ 

イン ガン 。 サ イト に 捕捉 し た 敵 を 

一 気 に 撃 破 で きる 瞬間 火力 を 誇る 。 | 


3 夫 対 式 の アサ ルト ロケ ッ ト 。 や 
ほり 動 < 前 に は 弱く 、 お まけ に 重 
量 も 重い の で 、 使 い ど ころ に 困る 。 


MI GRENADELAUNCHER 
fo 1 
A cwc-cnL-15 
=『 貞 


PLASMA CANNON| 


K2 _MWC-IR./20 


重量 C 


76200 C 先 司 重量 C 114200 C 発射 間隔 E 
所 笛 和 距 苑 B。 才 消費 ENE 
生理 数 EE 装弾 数 E 攻撃 S 
| 単価 ] D | 弾 単価 」 
| 同時 発射 数 | 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 D 
分 有数 D | 分 列 数 


| | 発射 時 消費 EN E 


’ 」 ] 
り wm 中 - ゴ 
= ドン 計る クレ ネ | | 高 成 カ エネ ルギー 別 を 多 っ プラ ズ 
の られ る 重勝 仙 を 決 マキ ャ ノン 。 性 能 は CWC-GNL-15 
の 定番 武器 だ 。 | | 以下 た が 、 弾 代 の 節約 に は 便利 。 
[c ORBIT CANNON| 


2 “MWC-00/1 5 


88000 C 発 軸 間 隔 E 重量 A 
計算 本 D- 半 消費 ENC 
半 弾 数 E "攻撃 
gg 

[AC3| | 

命中 時 競 量 EE | 弾 単価 

最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 D 

連続 発射 数 C | 分 委 数 

発射 時 消費 EN S 


出す る オー ビッ トキ ャ ノン 。 一 度 


敵 を 追尾 する 超 小 型 自律 兵器 を 射 
に 複数 発射 し て 、 補助 的 に 使 お う 。 


AST HOCkET 


MRMORED CAE NORNS COMPLETE li | 


の MIDDLE RockEr 
A cwn.Mzo 
78400 C 発射 間隔 B 


MIDDLE Rockgr| 
cwr-vso | 
46500 C jn | 


弾 単価 5 | | 命中 時 部 
1 ッ の 2 N = を コ 
| 最大 ロッ ク 数 同時 発射 数 D 最大 ロッ ク 数 ep 
連続 発射 数 D 分 裂 数 連続 発射 数 エ PT 
| | 発射 時 消費 EN 発射 時 消費 EN ーー 


| | 
装弾 数 最多 の 中 型 ロ ケ ッ ト 。 距 | 
を 問わ ず に 撃ち まく る だ け で 、 ー 


MWR-M/45 に 比べ 弾 数 は 僅か に 
に と つう て は か な り の 合 威 と な る 


多い が 、 重 量 増加 が それ に 見 合っ 
で お ら ず 、 装 備 す る 意義 は 薄い 
SLUG GUN 


人 CWC-SLU-64 
48000 C 発 和則 両 E 


GRENADE LAUNCHER 


A cwc-cns-15 


64400 C 発射 間隔 か 


重量 D 


重量 B 
和 邊 草 消費 EN S 時差 人 和合 ENc 
装弾 数 C__ 攻撃 カ E 装弾 数 EE 攻撃 力 / 

IAc3lceu| Acscs | 

| 命中 時 熱量 = EE | 弾 単価 S | | 命中 時 問 量 。 S | 区間 価 B 

| 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 S | | 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 。p 

| 連続 発射 数 D | 分 多数 | | 連続 発射 数 D | 分 列 数 

| 発射 時 消費 EN | | | 発射 時 消費 EN ] 

| ] 四 間 ] 


| | 民 数 1 に つき 16 発 の 散弾 を 発射 す | | 携行 性 に 優れ た グレ ネー ドラ ンチ | 


る スラ ッ グ ガン 。 完全 回 避 が 難し ャ ー。 サ イト は 狭い も の の 、 強烈 


| く 、 会 理 佑 中 時 の 成 力も 藤 異 的 だ 。 | | な 火力 と 抑え られ た 重 二 は 条 力 。 
[ec LASER CANNON| [© PULSE CANNONI 
内 SS | 

 Mwc-L/ss | MWc-xP/80 
78500 C 発 時 間隔 重量 82200C 発射 間 同 A ニテ 、 重 量 S 
射程 距離 D 。 消費 EN A 射程 距離 日 。4 消費 ENE 
半 弾 数 BB ・ 攻 撃 力 D 半 理 数 で 攻撃 カ C 

ser eo EERGYISIGET| 

cs | kcsles | 

命中 時 熟 量 = EE | 弾 単価 | | 命中 時 熱量 E | 弾 単価 
| 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 ~D | | 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 D 

| 連続 発射 数 D | 分 裂 数 | | 連続 発射 数 D | 分 列 数 


| 発射 時 消費 EN Ci | | 時間 EN C | 

L | | 

| | 軽重 な が ら 威力 と 連射 性 に 便 れ た 
パル スキ ャ ノン 。 発射 時 消費 EN は 
多い の で 、 エ ネル ギー 切れ に 注意 


| 威力 と 重量 、 装 弾 数 の バラ ンス が 
良い レー ザー キャ ノン 。 弾 速 も 速 
く 、 安 定 し た ダメ ー ジ 効率 を 誇る 。 


で CHAIN GUN| | PLASMA CANNON 
A cwc-cNe-soo 人 Mwc-IR/50 
” 52500 C 発 間 且 S 重量 B 130000 C 発射 間隔 E 重量 
射程 距離 D 消費 EN S os 
装弾 数 S > 攻撃 カビ 
lsoupl 
四 Re 
命中 時 熱量 。 E Egekes A es a de 
最大 ロッ ク 数 一 | 同時 発 JE la 
連続 発射 数 D | 分 有数 | a P 
発射 時 消費 EN | 8 “ 
| 装弾 数 を 2 倍 以 上 に 
に イン ガ | MWC-IR./20 の 5 る 法 
半生 し まれ | | 場 総力 は 吉 石 だ が 
は く な い 。 | | 人 で 、 ほ ぼ タ ン 


d ロ ヨ LdJVHO 


LASER CANNO| 


| | Mwc-Lo/eo 


N| |c 
人 CWC-SLU-44 


SLUG GUN| 


CATEGORY 


T LINEAR GUN 
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CATEGopy 
A ew. 


159000 C 発射 間 孔 D 重量 D 。 56000 C 発射 間隔 所 重量 己 。 46000 C 発生 人生 B 2 
対内 計 消費 ENC 計 和 用 CO 旨 消 費 EN S HH 下 押 旨 oo0c i 
3 。 殴 EN S し 1 
朴 弾 数 C 牙 撃 カ A 装弾 数 D 攻撃 力 E 半数 D 下旬 bp 
oNSIIII 還 …IIUl。 | 置 | | 2 ドコ イー どー [sou | 
| 命中 時 熱量 E | 弾 単価 命中 時 前 量 | 弾 単価 S | | 命中 時 者 量 ST] 間 価 内 四 
| 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 D| | 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 S| | 最大 ロッ ク 数 D 同時 発射 数 p| 命中 時 釣 量 E 
| 連 弧 発射 数 D | 分 製 数 連続 発射 青 。D | 分 裂 数 連続 発射 数 。D | 分 和 雪 WR 
| | 発射 時 消費 EN D 発射 時 消費 EN 発射 時 消費 EN 数 5| 
| | 発射 | | 発射 時 消費 EN | | 
| 1 | 
MWC-LQ/35 に 比べ 装弾 数 は 2 倍 以 軽量 型 の スラ ッ グ ガン 。 重量 と 弾 非常 に 高い 熱量 が 特徴 の リニア ガ ] | 
上 だ が 、 重 量 も か な り 重 い 。 重量 数 の パラ ンス に 極め て 優れ 、 ン 。 弾 速 と 射程 に も 優れ 、 敵 距 区 メ ェ イ ン ガン の ] 
AC で の 長期 戦 ミ ョ ン 向き CWG-SLU-64 よ り 汎 用 性 が 高い 揚 撃 で 名 暴 走 を 誘発 で きる 境 数 が か な り 和 に 若 力 と な 
パラ ンス が 中 いと は ug 
ー な い 
ORBIT CANNON い PULSE CANNON| | ( LASER CANNON | BM 0c 
| T 2 
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@ Mwc-0c730  Mwc-xP/60 y Mwc-Lans oe 
し | 
99000 C 発射 間隔 重量 B 17500 C 発射 間隔 Aa 重量 S 86200C 発射 間隔 り 王 重量 S 840000 C を 2 
es Ee ENc 射程 下 離 日 消費 EN D 革 各 下 英 | 消 算 END ee Wh 
EEE ヨコ 装弾 数 C 攻撃 カ D 8 半 区 弾 数 EE 攻 邊 カ S 半 い Bs 
“EN Ue Em 一 ] 還 Et 
人 | 店 トド 
| 命中 時 熱量 EE | 弾 単価 | | 命中 時 熟 量 。 E | 弾 単価 | | 命中 時 部 量 = E | 弾 単価 | [ SW 
| 革 大 ロッ ク 数 C.」 同 時 発射 数 で | [最大 ロッ ク 数 D | 同時 発 遇 数 =D | | 最大 ロッ ク 数 D ] 同時 発 数 D] | 最大 ロッ グ 可 D | mmaWm 。 
| 連続 発射 数 D | 分 列 数 | | 連続 発射 数 A | 分 列 数 連続 発射 数 D | 分 殖 数 | | 数 p12mw 
| 祭 時 湯 N S | | 発射 時 消費 EN B| 有 | | 発射 時 消費 EN C ] | 発端 時 消費 EN | 
[ BN | 
1! ト ト jp 
MWC-OC/15 に 倍 す る 装弾 数 を 備 1 度 に 3 連射 する アサ ルト タイ プ の | 射程 距離 が 長く 弾 速 も 速い 狙撃 向 | | 重量 と 痢 数 、 どちら も 優れ た り ニ 
えた オー ピッ トキ ャ ノン 。 大 量 に パル スキ ャ ノン 。 弾 速 が 遅く 、 動 け レ ー ザ ー キ ャ ノン 。 威力 も 十分 アガ ン 。 熱量 も CWC-SLUL4 と 月 
| 同時 展開 し て 英 を 追い 込み や すい 。 | | く 相手 に は 全 弾 命中 し に くい 。 で 極め て 軽い が 、 装弾 数 は 少な い 。 | | じ な の で 、 使 うなら 天 こち 5. 
| |c ー TRIPLE ROCKET | | 3 4 RA VERTICAL MISSILE| ド A Cs Ki DUAL MISSE| [e ーー PURSUT MSSME 
人 に は KWC-HZ120  Mwx-vM2or1 A cwx-pm-32-1 Tp wwcuwzw 
ーー コロ ビ さこ | lnrermk _ し ーー = 
46000 C 発射 間隔 で 重量 A 107500 C 発射 間隔 C 重量 C 90000 C 発射 間隔 D 重量 D 135000 C 発 剛 生 E 理 E 
時 和 史 人 消費 EN S 各部 D 消費 EN C 射程 距離 D 諸 消費 END 半生 寺 当 ENC 
== 人 装弾 数 日 > 攻撃 カ B 装弾 数 EE 攻撃 力 C 装弾 数 D> 攻 撃 カ D 
| 目 較 S23 洋 大 也 誤 a eS RN OO SN EE ロビ だ - 
| 人 中 時 吾 量 ”D | 弾 単価 A | | 命中 時 熱量 ”D | 弾 単価 C | | 命中 時 熱量  D | 弾 単価 B | ae = 
| 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 D | | 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 C| | 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 Al | 最大 ロッ ク 半 aa s| 
| | 連続 発 員数  D] 分数 連続 発射 数 D | 分 裂 数 連続 発射 数 D | 分裂 数 | 連 村人 数 DJ | 
| 発射 時 消費 EN 発射 時 消費 EN 発射 時 消費 EN 発射 時 消費 EN | 
[ ーー ミ 2 発 の ミサ イル に 分 科す る コン テ 
| 小型 ロケ ッ ト を 3 発 同時 発射 。 近 両 肩 装備 の 垂直 ミサ イル 。 代 蔽 物 4 発 同時 発射 する 両 記 デュ アル ミ を 射 田 、 ロ ッ ク オン だま 
| 距離 で は 全 弾 、 弾 が 拡散 する 遠 距 越し の 4 発 同時 発射 は 頼も し い が 、 サイ ル 。 弾道 は 素直 で 扱い や すい | | を 半 メー 
| | 離 で は どれ か 1 発 が 命中 し ゃ すい 。 装弾 数 が 少し 物足りな い 。 が 、 そ の ぶん 回 避 も され や すい 、 | | 分 前 に < 
。 ye 2 ー iCArkcow DUAL MR 
| | LINEAR CANNON| | CATECGOR QUARTET CANNON| | HI ORBIT CANNONI b r M_81 
3 Eee | X-D に 
A cwx-Lic-10  Mwx-Mx/STRING | ty KWX-00-22 | 
トー Pl a 」 SC 
90000 C 発 員 間 万 C。 / 重量 A ” 77700C 発 和 間 隔 巨 、 重 量 = 64000C 移 間 同 E へ 重量 C 12500 AWC RD 
州 程 距離 B32 消費 EN S , 対 程 昌典 CN 消費 ENE 和 糧 距 区 革 消費 ENE WR D 
状 弾 猛 C 攻 加 力 D 装 絢 数 攻撃 力 D 弾 氏 攻撃 力 mm 
ENEAGY ENERGYISIGHT Mm KNERGYISIGHT 幼 語 1 
トイ エゴ イー PlPGDT icow lal Feros nae aN um ou ご 四 a | 
! ea 名 和 還 馬 PP に 2 0 8 OO 、 隊 生き a に | TE ム 
命中 時 熱量  E | 弾 単価 | [命中 時 交 量 E | 絢 単 価 | | 命中 時 煎 量 。E | 弾 単価 ロク 数 D | 
最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 D| | 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 。 A | | 最大 ロッ ク 数 C | 同時 発射 数 C 人 委 DE | 
連続 発射 数 D | 分 多数 連 統 発射 数 D | 分 和 数 連 絶 発射 数  A | 分 有数 人 EN 
発射 時 消費 EN E 発射 時 消費 EN A 発射 時 消費 EN S oa 
を WX-DM-32-1 の を 
エネ ルギー 兵器 最強 の 破壊 力 を 診 4 発 の レー ザー を 一 斉 発射 する 、 両 肩 装備 の オー ビッ トキ ャ ノン 。 量 は さほど 増え で て で いたい 
る 、 両 肩 リ ニア キャ ノン 。 少 な い 両 局 カル テッ トキ ャ ノン 。 命中 内 自律 兵器 を 真 上 に 射出 する の で 、 拾 が あれ ば こち 
弾 数 を 活か せる 弾 速 の 速 さも 釣 力 。 は 高い が 威力 と 弾 数 、 重量 に 劣る 。 攻め より は 守り に 使う と 有効 だ 。 


12100 C 重量 S 


レー ダー- 謙 EE 


レー ダー は 、> ズ が 進む ご と 
に 、 付加 機能 の が 多様 化し て 
いる パー ツ で あ ぞ 必ず し も 全て 


の 機能 を 備え た バー ツ が 優れ て い 
\ る わけ で は な い が 、 選 択 は 慎重 に 。 | 
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2 Werner 11 
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本 で 消費 END 


回 較 % 帝 馬 昭 | 
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6 ステ ルス セン サー を 持つ 多 機 能 型 。 
削 の エク ステ ンション 、MEST- 
MX/CROW を 無効 化 で きる 。 


肖 [c 


| 拡大 表示 領域 


も 最少 。 死 角 か ら の ミサ イル に さ 
| え 注 意 すれ ば 、 十 分 な 性 能 だ 。 


MRL-SS/SPHERE 


消費 EN S 


| 初期 装備 の レー ダー た が 携 体 負荷 


RADAR 


15000 © 生生 人 | 


レー ター- 構 D_ 消費 EN C 
ON Ai 1 KincuE DNL A- sro 
LE 靖 還 較 col| II 衣 


| 拡大 表示 領域 A | | 


ミサ イル セン サー と 生体 表示 セン | 
サー を 持つ 軽量 型 。 敵 の 多い ミッ 
ショ ン 向 き の 標準 機 と いえ る 性 能 。 | 


RADAR| | 


| 0 | | 


or VERTICAL MISSILE 信 DUAL MISSILE GR 
GTEC | PENADE LAU 
wx-VM40/ ーー A cwx 
重量 E 140000 C 発射 間隔 C っ "GND-30 Ne 
C 史 間 同じ lad, 重量 E 18000 | CWB 
3 Kr) 計算 離 D a RNN E "DC-150 
- 計 程 苑 導 邊 EN 6 射程 中 人 TYO G | 
数 D 敵 絢 数 G 。 攻撃 力 D 人 S 消 旬 ENA 間隔 S。 。、 衝 還 D 
Eu [soup |GHT [row 半数 D 二 攻 屯 s Ds 
EE [souo [sir Foes 鞭 絢 数 A 
レレ C | [命中 時 鷹 量 EE coun sar ーー 
D | 弾 単 価 | di D | 弾 単 価 日 | | 命中 時 器量 ma 
数 D | 同時 発 数 C | | 最大 ロッ ク 数 D | 同時 発射 数 A| | 最大 ロッ ク W S | 弾 単価 | 中 昌 上 - 
人 ] [連続 発射 数 D | 分 有数 間 ク 数 D | 同時 発射 数 D| 人 価 
発射 時 消費 EN 半数 D ] 分 | 大 ロッ ク 数 D | 時 1 
発射 時 消費 EN | | 連続 発射 数 D | 分 数 Cl 
re | 発射 時 消費 EN 
アル ミサ イル 。 克 介 に 全 い t | | レネ ー ド ez | | ] 
ミ E 謝 に 重い が 、 半 守道 | = 
え め だ 。 借 さ え で きれ ば 効果 は 絶大 だ | と 長め の 発 講 間隔 は マイ ナス だ | | 2 加 装 式 チ ェ イ ン ガ ン 。 サ イィ 
。 5 大 が 、 そ の 成 力 は 申し 分 な い 。 広い が 攻撃 と 半 人 に 
「 ・ 両 肩 武器 と し て は や ゃ 方 不 5 
| RADAR| | ご こそ 
IT 供 、 cRu-Ao 人 A" 99 
IL ペ CRU-A102 | 「MRL RADARI 
ーー -MM/009 


21000 C 


重 重 A 
5 
, レー テ 謗 D __ 消費 ENC 
rion ao 


| 拡大 表示 領域 A 
L | 
| 素敵 範囲 を 広げ た 中 更 苑 レー ダ | 
| 一 : 性 能 と 重量 の バラ ンス が 悪く 

| 活躍 の 機会 あま りな い 


RADAR| 


| MRL-MM/011 


42000 C 重量 D 17500 C 重量 A _ 40500 C 重量 
レ 醒 A 消費 ENE と 本 D、 消費 ENA き で 
拡大 表示 領域 || | 抜 大 表示 領域 A | ] | 大 表 示 注 域 S | ] 
| 間 : EE L 3 ド | 
全 付加 機能 を 備え 、 索 敵 範 囲 も 広い 索敵 範囲 が 広く 、 重 量 は 軽 め で 消 | | 全 付加 機能 を 借 え レー ダー 純 因 も 
| 


高 性 能 レ ー ダ ー。 そ の ぶん 機体 負荷 
| も 大 きく 、 軽 量 AC に は 向 か な い 。 


費 EN も 少な い 。 付加 機能 も 必要 十 
人間 馬 2 の: 使い 勝手 は 文句 な し に 最高 。 | 


| 最長 、 た だ し 重量 と 消費 EN も 、 レ 
| 一 ダー の 域 を 越え て し まっ て いる 。 | 


0 
E 攻 


co に | 
EO を 除く 武器 、 イ ン サ イド 、 エ 
クス テン ショ ン の 装弾 数 を 10% 
増加 する 、 最 軽量 の 追加 弥 倉 。 


GENERAL MAGAZINE| 


消費 EN S 


重量 C 


和議 C 消費 ENS 


] | 装弾 数 増加 率 20% の 追加 弾倉 
」 | og 


で 、 効 率 面 で は こち ら が 優秀 だ 


C 47EC )RY ADD BOOSTER 
 MWB-MX/WAKE 


107500 C 重量 C 


部 7- 人 助 C 


機体 に よっ て は パー ツ 重 量 が 速度 


消費 ENC 


Ls a 


9 な タ | 


低下 を 招く の で 、 テ スト が 必須 だ 。 


[CATEc GENERAL MAGAZINE| | 
MM-AD/20 
_73000 C 


GENERAL MAGAZINE| 


“で * KM-ADS0 


89000 C 重量 D 


SM キ BR 消費 ENS 


「 
] | 装弾 数 増加 率 30% 重量 効率 は 
| | MM-AD/20 以 上 た が 、 中 型 ミサ イ 


| | ル 光 み の 重 さ で は 装備 し に くい 
| GENERAL MAGAZINE 

| [uty kWM-AD-60 

59000C 重量 E 


ー E に 
| Et ふさ が る の 


60% 。 重量 効 


| mm 


1sin SLdVd 5 d ヨ 1dVHO 


(GUN 


状 
Mi 


計 病 儲 式 凌 と 同様 、 同 系 続 の パー 
で に 性 能 が 直 う も の が 多 
こ 一 長 一 短 と いう 性 
つっ 、 最 適 な 選択 を し 


OO ee 本 


遼 き 聞 


RIFLE| | 


の ) MWG-RF/220H 


330OO C 発 圭 両 号 A- 重量 A 
宗 程 写 業 で 。 消費 ENS 
姜 弄 数 B > 攻撃 カビ 
Il 
EE EE EE ET 陣 還 
| 念 中 等 装 量 。 D | 衣 単 価 S | 
| 時 大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 一 | 
| 同時 発射 琉 D | 達 続発 射 数  D| 
| 分 末吉 

ー 


MIWG-RF/220 の 馳 量 張 化 型 。 攻 
は 鐵 下 し た が 、 連 続 ヒッ ト さ 
ぞ れ ぼ ば 馳 古 喜 ダ メー ジ 望 め る 。 


ーー 


AST RIFLE| 


A CWG-ARF-120 


に ュー ] 


、 8700O C 先 志 語 な 
i 


重量 A 


費 EN S 
> 到 厩 力 E 


ピー 還 還 
ーー 
| 念 中 等 散 量 = D | 却 洗 条 S | 
| 量 大 ロッ ク 到 D | 発 遇 時 江 衣 EN 

| 同和 発 虹 著 。D | 轄 扶 発端 数 D 
| 分 要 


凌 券 表 で 


| 
| 
ゴ 
| 


| 3 連 六 幣 を 行う アサ ルト ライ フル の 
矯 塗 参 。 姜 例 義 と 2 発 中 以降 の 命中 
| 圭 を 孝 えろ と 。 重 重 効 率 が 到 い 。 


SNIPER RIFLE| 
⑫ MWG-SRFX/70 
74000 C 発 志 地 C 重量 


[今生 半量 E | 人 a 
| 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 
同等 発 載 数 。D | 連続 発射 数 D 
分 委 数 = 


攻撃 力 と 姜 源 致 を 再 柱 整 し た 試作 
形 。 MWG-SRF/60 よ り 重 量 も 軽 
減 さ れ 、 総 合 性 能 は 非常 に 優秀 だ 。 


| 4 " Li 


| | 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 


| 」 
I | 


| 的 と た 
A cwe-rF-200 | 


7 8 「 の 
Vim 
交界 数 日 攻 各 力 E 
ME 
ーー 
| 信 中 時 多量 D | 列 単 価 8 
| 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 
| 同時 発 射 数  D | 連 統 発射 数 Di 
| 分 和 数 


初期 装備 の 最 安価 ライ フル 。 扱い 
や す い が 火 力 不足 は 否め な い の 
で 、 真 っ 先 に 買い 替え よう , 


| CATE AST RIFLE| 
A cwa-ArF-180 

94000 C 発射 間 訪 重量 B 
計算 苑 C 義清 費 EN S 
装弾 数 で 攻 撃 力 E 
co 
| 


| 銘 中 時 熱量 ” D | 弾 単価 S 


に 
最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 


| 同時 発 鋼 数 。D | 連続 発射 数 D 
| 分 外 数 
半 弾 数 を 重視 し た アサ ルト ライ フ 


ル 。 1 度 に 3 連射 する が 2 発 目 以降 
| の 命中 率 が 低く 、 重 量 ち 重い 。 


SNIPER RIFLE 


A CWG-SRF-80 


41200 C 発 和 間隔 C 重量 A 
2 EE HEN'S 

凍 少 2 仙 交 洋 釣 D 。 攻 刺 カ C 
gr lcuop> a 
トト EE 
命中 時 熱量 = EE | 弾 単価 S | 


| 同時 発射 数 D | 連続 発射 数 D | 
| 分 殖 数 


最長 射程 の スナ イ パ ー ラ イフ ル 。 
サイ ト は 狭い が 弾 速 と 威力 は 十 ニ 
謀 分 な の で 、 冷 静 的 確 に 狙撃 し よう o | 


SNIPER RIFLE 
ト T 
4A cwe-sRF-soR 


ビー プー 剛 

88000 C 発射 間隔 旭 
間 入 各 外商 S 
装弾 数 D 


TECORY 


重量 A 
消費 EN S 
攻撃 力 C 


最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 
同時 発射 数 D | 連続 発射 数 D 
分 裂 数 


速射 性 を 高め た スナ イ パ ー ラ イフ 
ル 。 威力 は 低い た め 連 統 攻 撃 が 必 
須 で 、 狭 い サ イト が ネッ ク と な る 。 


の 
強化 し 、 重量 も 
ト 替え 條 本 に 挙げ て よい た ん 


JI 


PE] [e 


命中 時 部 量  D | 絢 単 価 8 
最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 
同時 発射 数 D | 連続 発射 数 D 
分 多数 


単位 時 間 あ た り の ダメ ー ジ に 優れ 
る 速射 型 ライ フル 。 サ イト も 標準 
で 扱い や すい が 、 装 弾 数 は 少な め 。 


フイ フル 最多 の 半 馬 を 半 35 和 
戦型 。 火力 は 低め た が す イト Be 
く 、 重 時 も 許 和 国人 い を 


SNIPER RIFLE| | FI SNWPERRE 
ゆ MWG-SRF/60 A cwessFw 

に J デート 
58000 C 発射 間隔 C_ -、 重 量 B 65000C =sO EB 


- 消 費 ENS ES 3 


人 S 。 滑 人 
装弾 数 D 
sk Eco 


攻撃 カ B 
下 還 TT に 


| 命中 時 熱量 E | 弾 単価 S| | 全 alaRR 
最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 一 | | 最大 ロッ 2 謀 WS 


| 時 発 和 数  D | 連続 守 貞 数 D] | 財 和 


CATECORY 


分 裂 数 er 
_SRF-S0 の 
スナ イ パ ー ラ イフ ル の 威力 強化 FT で 
型 。 装弾 数 は 多く な い が 、 無駄 撃 em 


ち を 控え れ ば 非常 に 頼り に な る 。 | |_ 


「CArEGORY SNIPER RIFLE| rr 

EE ] か wwe-sRre® 
供 、 cwe-SRF-40 Na 
"65000 C NMNC 


同時 発射 数 
分 列 数 


ミー ライ ブル 。 

威力 の スナ イ パ バー トム で 、 
全角 と 重 さ が ネ ッ ク の を 
早々 に 撃ち 切っ て 


WHENE WORNS COMPLETE FILE 


MACHINE GUN 


MACHINE GUN| | MACHINE GUN | I MACHINE GUN| 
ec A CWG-MG-500  Mwe-Me/1oo0 | | 次 cwe-Me-25o | 
G-MG いい "239000 C gM 全量 61000 C MS 重量 A 21000 C 発 加 胡 S 重量 S 
人 Ns 消費 EN 5 対 各 明 列 D 有朋 消費 EN S 本 用 抽 下 大 D 消費 EN S 
の 攻 還 カビ 還 細 還 0 人 S 性 束 力 E 0 細 粒 kW B 六 科 カカ E 
、 loup| 人 8]soup| 
IAC3lcwl| [cs | 
] | 中 時 夫 量 | 絢 単 価 S | | 命中 時 煎 量 E | 弾 単価 命中 時 麹 量 。 E | 弥 単 価 s 
護 単 価 最大 ロッ ク 敷 D | 発射 時 消費 EN - | | 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 一 | | 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 
D | | 時 発射 数 D | 連続 発射 数 D| | 同時 多 射 数 D | 連 統 発 敵 数 D| | 同時 発射 数 D | 連続 発射 数 。D 
| [aws | | 分 裂 数 | | 分裂 数 
L | | | 
| | マシ ン ガ ン の な か で は 攻撃 力 に 優 | | 実に 1000 発 も の 装弾 数 を 誇る 、 長 CWG-MG-500 の 軽量 型 。 装弾 数 
れ 、 装 弾 艇 も まず まず 。 対 AC 戦 の | | 甚 戦 用 マシ ン ガ ン 。 ど ん な ミッ ショ が 犠 牲 と な っ て いる が 、 経 量 AC 
主力 と し て 、 す こぶ る 頼り に な る 。 | | ン で も 主役 を 張れ る 高 性 能 武器 だ 。 同士 の 対決 に は 最適 と いえ る 
C MACHINE GUN| | MACHINE GUN| | MACHINE GUN 
に 1 | 
A cwe-MG-300  Mwe-MG/FINGER | MWe-Me/goo 
lewer ee 1L 5 6 
45000 C 発射 間隔 S 重量 A 300000 C 発射 間隔 S 重量 S 43000C 発射 間隔 S 


重量 A 
射程 距離 D 消費 EN S 


射程 距離 D7 消費 EN S 


リコ 装弾 数 A _ 攻撃 カ E 装弾 数 ぐ 攻撃 カビ 
回 cs | 
] | 命中 時 熱量 | 弾 単価 S | | 命中 時 部 量 es S | | 命中 時 熟 量 E | 弾 単価 S 
| | 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 一 | | 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 一 | | 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 
| 同時 発射 数 D | 連続 発射 数 D | | 同時 発射 数 D | 連続 発射 数 D| | 同時 発射 数 D | 連続 発射 数 D 
| | 分 妥 数 | | 分裂 数 | 


| | 分 列 数 
| 
ト も] 


主 の マジ ン ガ ン 。 攻 連 力 | | 最も 成 力 の 高い マシ ン ガン 。 装弾 | | 複数 同時 発射 の 特殊 マシン ガン 。 | | 重量 、 装弾 数 、 攻 撃 力 な ど 、 全 て | 
上 BsB の の | 問 力も 加味 す | | 数 こそ 少な い が 、 対 AC 戦 で は 最 | | 恐る べき 明 間 火力 を 誇る が 一 明 で | | が 高 水準 。 総合 力 は 全 武 器 中 随 一 
2 を を 埋 い り や すい 。 | | 強 に 近い 攻 役 効率 を 発揮 する 。 弾 切れ を 起こ す 短 期 決戦 用 武器 だ 。 | | と いえ る 、 マ シン ガン の 途 品 だ 。 


HAND GUN| HAND GUN| | © AST HANDGUN 
| 較 3 UE ] 7 Vas 
wwe-Heto0 | A cwe-ne-1so | | 次 、 cwe-He-so 
。 28000 C 発 叶 間隔 =、 重 量 S 。 38000C 発 間 隔 A、:、 重 量 S 15000C 先 間 司 ^、 重量 S 


射程 距離 EE 7 消費 EN S 


射程 距離 E、。 消費 EN S 
装弾 数 D 攻撃 力 D 


装弾 数 で 攻撃 力 E 


射程 距離 E 消費 EN S 
装弾 数 D 攻撃 力 ビ 


8 [soup| | [WE [soup [soon] soup| 
| 男 
| | 命中 時 熱量 C | 弾 単価 S | | 命中 時 熟 重 ” D | 弾 単価 S 
| 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 一 | | 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 
| 同時 発射 数 D | 連続 発射 数 D | | 同時 発射 数 。D | 連続 発射 数 
分 裂 数 + | 分 列 数 
| 攻 夫 重視 型 だ が 乏しい 鍛 量 が ハ | | CWG-HG-80 の 弾 数 増加 型 。 重 量 | | 9 連射 式 の アサ ルト ハン ドガ ン 。 バ 
ンド ガン の 利点 を スポ イル し て お も まだ まだ 軽い の で 、 長 期 戦 用 と ラン ス は 及 第 点 だ が 、 や は り 動 く 
| り 、 あ えて 使用 する 意義 は 薄い 。 し て 十分 使用 に 耐え 得る 。 前 に は 2 発 目 以降 が 当たり に くい 。 
[c HAND GUN| | AST HANDGUN| BAZOOKA 
/ | 居 | 
A cwc-HG-200H @y Mwe-HGB/i0o8 ||A cwa-Bz-50 
ーー WW 」 = | 
7 重量 S 85000 C 発射 間隔 A 重量 B 65000 C 発射 間隔 A 重量 A 53000 C 叶 身 間隔 C 重量 C 
WE 。 cu 生還 N 中 工 D 3 
NM シン 昌 昌 人 台 E 消費 ENS 2 王 有 HENE EN S 射 種 消費 EN S 
oe 装弾 数 B。 攻 疫 カ E 議 % 装弾 迷 C 攻撃 力 E 


装弾 数 D 攻撃 力 A 


回 3| | 
S | | 命中 時 前 量 。 D | 弾 単価 S | | 命中 時 熱量 S | 弾 単価 
最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 一 | | 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 
D | | 同時 発射 数 D | 連続 発射 数 S| | 同時 発射 数 D | 連続 発射 数 D 
分 裂 数 ) | 分裂 数 


eh | ] 
成 力 は 低い も の の 、 高い 欠 量 と 代 アサ ルト ハン ドガ ン 最 高 の 6 連 射 式 威力 と 熱量 、 弾 反 動 の 3 拍子 が 揃 
富 な 弾 数 は 魅力 。 た だ 、 か な り 重 


い の が ハン ドガ ン と し て は 残念 。 


だ が 、2 発 目 以降 の 命中 率 は 変わ ら っ た 優良 バズーカ 。 弾 速 の 遅 さ は 
ず 。 いま ひと つ 特性 を 活か せな い 。 距離 を 詰め て で カバー する と よい 。 
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加 さ れ た こと で ! 4 ルド を 反動 抑制 GC | 発動 時 消費 EN A 

構え 続け る 戦術 が 可能 ( な っ ヵ 発熱 量 E | 

重 装甲 4C な ら ば 、 装 備 を 検討 する 最 軽 量 最 安価 の エネ ルギー シー ル 
Eos ろう ド 発動 時 消費 EN が 低く 機動 性 を | 


損なわ な い が 防御 力も それ な り 
ENERGY SHIELD 


CY KES-ES/MIRROR ゆ MES-Es/015 


35000 C 有効 細 団 重量 E45000 C 有効 胃 団 S 重量 
断熱 性 能 D 消費 EN E 断熱 性 能代 消費 EN E 
EN 防御 ぐ 実弾 防御 A EN 防御 B 実弾 防御 D 
[ac ss | cs| 
反動 押 制 。 A | 発生 時 消費 EN E] [反動 抑制 。 S ] 発動 時 消 直 EN B | [反動 抑制 
人馬 E | | 発 量 | 


発動 時 消費 EN は 多い も の の 、 防 | 
御 力 は 最高 。 範囲 の 狭 さ も 機体 方 


と 断熱 性 能 は 圧倒 的 。 特殊 攻撃 に 
向 の 徴 調整 で カバ ー で きる 


| 対し て 強く 、 安心 感 が ある 。 

SHIELD | 

‘* KSS-SS/863B 
28000 C 有効 免 囲 


断熱 性 能 D 
EN 防御 D 


J 

重量 日 
消費 EN S 
実弾 防御 S 


| 反動 抑制 E | 発動 時 消費 EN S 
| 発 医 量 sh 
実弾 防御 最 優先 の 実 シ ー ル ド 。 エ 
ネル ギー 防御 力も 悪く な く 、 重 量 
| も 軽量 AC に 凌 備 で きる ほど 軽い 。 


ENERGY SHIELD] 


ENERay 1 
貸 CES-ES.010: SHIELp 


ENERGY SHIELD| | 


I KSS-SSAWALL 


ーー 断 夫 性 能 E 


発熱 量 
防御 力 は まず まず だ が 、 反 動 抑制 | 


が 、 範 囲 は 狭く 反動 に 弱い 


16400 c ND 


重量 A 
断 多 

人 誰 費 EN 
EN 防御 5 守 了 多い 


CES-ES_0oo1 の 


SHIELp| [ 


15000 C #4 Ee 3 


消費 EN s 
天 作 防御 


En 


Eoun| 


最 軽量 の 実 シー ルド 、。 発動 エネ ル 
ギー 不要 で この 防御 力 は 魅力 だ 


Military Fact 軍事 戦闘 用 語 4 
義勇 兵 と 志願 兵 


[volunteer] 


と き を とし て 備 兵 と 混同 され る の が 、 義 勇 兵 で ある 。 
義勇 兵 は 政治 的 、 震 教 的 ある い は 個人 的 な 主義 主張 
に お いて 、 そ の と き 紛 争 状態 に ある 国家 や 地域 に 共 
感 協調 し 、 支援 を 行う た め に 戦闘 や 戦争 に 参加 する 
兵士 や 民間 人 の こと を 指す 。 義勇 兵 に な る パタ ー ン 
と し て は 、 RA RAR RA 
て 義勇 兵 と な る 場合 と 、 te alg 
ロ ギ ー や 人 道 的 主張 を 買 く 人 
場合 が ある 。 義 勇 兵 は 備 兵 と は 違い 、 0 
る 報酬 や 対価 を 求め な い 。 AE 
己 の 信念 に お いて 、 人 
や 侵攻 の 阻止 、 圧政 へ の 抵抗 を 行う こと が 目 


る 。 彼ら に と っ て 最高 の 報酬 と は 、 pa 
っ た も の で は な く Me で 
また 、 半 胃 軍 の 形 失 は 国家 が 組織 し た 
準ずる 部 隊 と し て 、 were 
市 民 に より 邊 的 に 紅き れ た Erae 
別 さ れる 。 例外 と し て は 、 < 
は な い 第 三国 か ら 、 ど ちら か の 当 
め に 国外 で つく eh 
[volunteer] も 義勇 兵 と 同じ く 7 ERO 
れる が 、 志 願 兵 の 場合 は 義勇 定 の 
に 科す る 昌代 
TU し た ほか 77 
に か ら 多く OURAS “ 
ガニ スタ ン 内 戦 な ど に も を 
また 日 中 戦争 の フラ イン クイ iy に i 明 し だ 
実は 米 軍 の 偽装 派兵 で あっ た こ SM 


45000C「 必要 スロ ッ ト 数 3 
エネ ルギー 武器 の 攻 
撃 力 が 15% 上 昇 。 基 
洒 監 軌 が 高い ほど 
効果 が ある の で 、 武 


OP-INTENSIFY 

0C| 必要 スロ ッ ト 数 ALL 
| 全 ス ロッ ト と 引き 換 

え に 「 強 化 人 間 ] に 

な れる 禁断 の パー ツ 。 

対戦 で は 相手 の 許可 

| を 得 て 使う こと 。 


| 凌 と 相談 し て 選ば う 。 | ed 所 枯 


A oP-RANIA 


32000 C | 必要 スロ ッ ト 数 2 | 
レー ダー 範囲 を 15% | 


ゆ OP-S-SCR 


24000 C 


必要 スロ ッ ト 数 
実弾 ダメ を 159 


ト 
の 少な さ に 反し て 効 
果 が 大 きく 、 必 須 と 
いっ て 過言 で は な い 


RY OP-ECMP 


19000C | 必要 スロ ッ ト 数 
定 周期 で 南 の ロッ 


2 クオ ン を 強制 解除 す 
る 。 連続 発射 数 の 多 


い ミ サイ ル や オー ヒ 


2 OP-UTRN 


必要 スロ ッ ト 数 
旋回 速度 を 15% 向 上 
する 。 接 近 戦 で 敵 を 
視界 に 捉え や すく 、 
使用 スロ ッ ト に 見 合 
う リ ター ン は ある 


41000 C 


MA oP-E/RTE 


[ere 


45000C | 必要 スロ ッ ト 数 1 
エネ ルギー 武器 の 連 
射 速 度 が 20% も 向上 。 
使用 スロ ッ ト 1 で この 
効果 な ら 、 装 備 し て 
お いて 損 は な い 。 


拡大 。 使 用 スロ ッ ト 
| は 少な い が 、 装 備 の 
まえ に レー ダー の 選 
択 を 見 直 そ う 。 


2 oP-E/scR 


28000 C | 必要 スロ ッ ト 数 
エネ ルキ - 弾 ダメ 
を 15% 軽 減 使用 
スロ ッ ト も 1 な の で 
OP-S-SCH 同 欄 必 須 
と いえ る パ ノ 
A OP-L-AxL 
26000 C | 必要 スロ ッ ト 数 
ロッ クオ ン 時 間 を 
Ts 15% 短 縮 。 と くに ミ 


サイ ル の 攻撃 効率 が 
格段 に 上 が る の で 
セッ ト で 装備 し よう 


A oP-E-LAl 
38000 C | 必要 スロ ッ ト 数 
で シー ルド の 防御 範囲 
ゾー を 8% 拡 大 。 使用 スロ 


ッ ト 効 率 に 疑問 は 残 
る が 、 そ れ で も 防御 
を 固め た いと き に 


必要 スロ ッ ト 数 
エネ ルギー 武器 の 発 
射 時 消費 EN を 25% も 
軽減 する 。OP-E/RTE 
と セッ ト で 使え ば 、 
その 効果 は 絶大 。 


‘ て OP-CLPU 


28000C | 必要 スロ ッ ト 数 2 


冷却 性 能 が 15% 向 上 。 
数 値 に すれ ば 微々 た 
る 効果 だ が 、 冷 却 性 
| 能 に 劣る タン ク 型 AC 
| に は 福音 と な る 。 


A oP.s/srAg 


23000 c 必要 スロ ッ ト 粗 

彼 弾 時 の 反動 を 軽 
連続 ダメ ー ジ を 最 
け に くく す る 。 安定 
性 の 低い 軽量 AC に は 
有効 な 保険 と な る 


A oP-LFcs,, 
24000 C 


必要 スロ ッ ト 数 


ロッ クオ ン サ イト を 
20% も 拡大 。 使 用 
スロ ッ ト は 多 し が 
余裕 が ある な ら ぜ か 
と も 装備 し た し 


で < き 
«7 OP-E-LAP 

74000 C | 必要 スロ ッ ト 数 
レー ザー ブレ ー ド の 
威力 を 15% 増 強 。 使 
用 スロ ッ ト が 多い の 
で 、 ブ レー ド に こ ょ た 


わる 人 に の みお 勧め 。 
ゆ OP-MAW 
10000 C | 必要 スロ ッ ト 数 


レー ダー に ミサ イル 
表示 機能 を 追加 。 最 
初 か ら 表 示 機 能 の あ 
る レー ダー に は 、 も 


ちろ ん 意味 が な い 


ゆ OP-EO-LAP 


43000 C | 必要 スロ ッ ト 数 
EO の 射 角 が 50 度 拡 
大 する 。 も と の 攻撃 
範囲 が 広 け れ ば 、 真 
後ろ る の 敵 に さえ 攻撃 
可能 と な る 


ET い 
sa 


アア アン 


| 
| 
| 


PP 


ンジ ク 
イ プ 志 当 と う - と は 。 
ル も 、 お 2 和信 が つく < - -…、 機体 の ポリ ゴン モテ 
の で すか > 
中 部 署 で すけ ァ 上 
3 3 場合 は 
ト な 脚 リキ 
先 3 は 
. - の つ 穫 樽 も 多 hE 
0 6 答 段 に 複雑 な 
が で す ( 笑 
節 脚 に 追い か け 
4 た だ る 脚 ( ュ っ 
脚 は 重要 で す ヵ 
TE x + 。 
Ee ’ / E 邊 にかけて oy あ うこ 
) 特 後 カ 番 』 ー , 3 チ 
7 ュ ー ム 中 
あし たき 
HL, £ レ た ロ i 
誰 る 見 れ な / ヤー 
足 の 裏 の っ た ん で すか 3 
2 委 : 実は 意外 込 
ア | カメ ラ を 上 に 向 。 
うと ヶ / 」 1 


佐藤 : 誰 も 見 な いか も し れ ま せ 
) 部 分 は つく り 込 む 
で は 「 ラ スト レイ ヴ ン 

が 下がっ た と いう か ? 
佐藤 : AC に セル ャ ドウ 


の ガレ ー ジ は 、 あ る 種 溜 飲 


凸 が 、 そ の 機体 自身 に 映す 影 の こと ) も 入れ られ まし た 

し ね 。 の っ べ ぺり し て いた 印象 7 3 と 立体 』 でき 

1 

; ( 

児島 : あれ も 実は ギリ ギリ な ん で すけ ど ね 。 あ と 1m カ メ 
谷 っ た ら 、 処 理 落ち し ちゃ うん じゃ な いか な ? 視 

i 移 動 | や > うち ょ と カメ ラ 寄 せ た い な 」| と 思 

機体 に め り 込 ん だ たり と ヵ 
佐藤 : 時 間 に よ っ て 光 の 色 


僕 は それ が 映え る よう に 、 


さよ 
ロコ I Er - わ - 
中 は 1 撃 2 ーー 
キ 
テ 、- サ | 本 
< で ヽ \ー ラ 
rr 
サ テ 
に < ニー ユー イザ 
+ て プ 3 ーー 
/w お お | と ) こ / ン レン て 
7 結局 僕 の 趣味 て 
8 ーー 
> お = 中 だ は あの か あり リエ レバ ナー 
+ 好 詩 よ し 


次 世代 機 で 描く 「 木 物 


確か に グラ フィ ッ ク は 、 1 作 ご と に 進歩 し て ま 
佐藤 : [ラス トレ イッ ッ 」 で は 、 の 5 
こだわ っ て ます ょ ジャ ッ タ 04 本紀 
か 、 砂 煙 が 当社 比 1 2 倍 で す ( 笑 )。 ジャ ッッ 
Nd 間 生 ち キリ ギリ まで 迫 い XC で 旨 講 
や は り そ う いう 部 分 は 、 大 事 に し て いき た いん で きま 
児島 : た と ター に 「 ほ か に ゃ る こと 5 で 

と 言わ れ て も ね ( 笑 ) 
に また 大 変 そ う で す が ? 

確か に で きる こと が 増え た 分 2 ぐり は 2 凍 
パ な いで す 。 た と えば AC の 顔 と か も 中 の 奴 光 


\ な いで す 
いう 具合 に 動く ん で 、 再 現し で くだ さい と カ 刀 


] の 1 卓 


ら が 「 そ れ 見 えな いで し ょ !?] と 思う くら 第 融 6 
今 ま で は ポリ ) ゴン 数 の 制約 で クス チャ = 示 拉 計 
5 た ディ テー ル が 、 全部 つく れ ち ゃ いま すか 2 


た DE 
佐藤 : 当然 テク スチ ャ ー も 、 そ れ に 合わ で で て 2 


-] な くち ゃ し * け ませ ん し 


すま す 大 変 な ん だ ! 


は ュー ザー 放 


IH 戸 で すか ら ま | 
wu] ~ の で すま 
と 望む な ら 、 つ くら な い リ ケ に は い が ん 


ッ で ぁ 2 で 量 


5 タ の 路 い パー 
た 大 誠 
佐藤 か ぶら 時 々 は 使っ て あげ で くだ“ 
児島 だ か ら 時 1 
ッ リ 
係長 
3 ゅ う ぞ ラノ 開発 部 3D り セク シヨ 9 
ーー カー と し て 参加 し 「AC2 の マッ 20 
2 oN り 隆 の 作品 に 参加 。 
ンー ン な ども 手がけ た 。 本 
レン / 開 発 部 2D セ クジラ ョ ンプ 
さと う ググ - 携 わり ナ ング 
に 多く の ン a の i [ 
立ち ある ろ 通 『 
本 文 に も の る ? 選 


S(IX ヨ N ヨ HOO ヨ HOHV 


暗 視 ス コー プ 付 頭 部 が 登場 
パー ツ の 種類 や 構成 は 「AC3」 の シリ ー ズ と ほとん ど 変 わ 
っ て いな い が 、 パ ー ツ 自身 に 今 まで に な い 機 能 を も っ た も 
の が ある 。 そ れ が 頭 部 バーツ の 中 に 加え られ た 暗 視 スコ 
これ まで の 生体 兵器 感知 装置 な ど と 同じ よう に 、 
頭 部 パー ツ に 付い て いる わけ で は な く 、 必要 な と き に 、 こ 
の 機能 付き の 頭 部 パー ツ を 買う こと に な る 。 今回 の ミッ シ 
ョ ン に も 、 ち ゃ ん と この 機能 を 必要 と する も の が ある 。 


プ だ 。 


パー と いっ た 雰囲気 で ある 。 


全 | 


を 暗闇 の 中 、 ビ ル の 上 か ら 暗 視 ス 
コー プ で 狙い 撃つ 。 ま さ に スナ イ 


| 移動 と 視点 切り 替え に 使え る よう ! 
| れ ま で の AC シ リー 
今さら 変え られ な いと いう / 


"| 


本 資源 の 発見 
= ナパ バク ト 

打 た な 紛 # の 火 桶 と か 

国家 問 に お ける 最後 の 電 。 こ な る 
と < ー で こ スギ | 大 注 和 
これ に よっ て 国家 | Gua 
世界 は 強大 な 軍事 力 を 折 う 3 
管理 され る 社会 a - 


云 へ と 変 


に よる 利権 を め < 


『 


今回 RA 
オー バー ドブ ー ス ト や エク ステ プ ・ 
し か 使わ れ て いな か っ た アナ ログ ズ ィ 

こ な っ た 


残さ れ て い 


ズ と 同じ 操作 も 
人 も 問題 な く フ ル (て 


派遣 


派遣 


CAEST ind, 


ルト イト 7 


] 
企業 同士 を 結 放線 は 、 基 本 的 に 当 | 
面 の 形 を 示し た も の で ある 。 特に 1 


敵 の 敵 は 味方 と いう 図式 
に な る 可能 性 も 秘め て いる 。 


提携 な ど は いつ 裏切り が 出 て も お | 
か し く な い 状 況 で あり 、 そ うな っ 
た 場合 、 


HPORATIONS & ORGANIZATIONS 


現在 ミラ ー ジ ュ に 続く 2 番 
手 企業 。No.1 の ミラ ー ジ ュ 
に 対し 、 対抗 は し て いる も の 
の 、 表 向き の 激しい 対立 は 行 
な っ て いな い 。 た だ し 、 み ず 
か ら が 頂点 を うか が うた め に 
と 、 水 面 下 で 数 々 の 策謀 を は 
り め ぐら し て いる 。 


企業 規模 と し て は 中 堅 レ ベル 
の 規模 で ある が 、 そ の 高い 技 
術 力 に は 定評 が ある 。 現在 そ 
の 技術 力 を 活か し て 、 ナ ー ビ 
ス と 提携 し 、 共同 で 「 新 資源 
の 開発 に 着手 し 、 一 気 に 
No.1 企業 に まで の し 上 が ろ 
うと も くろ ん で いる 。 


MM CREST nd | キサ ラ ギ KISARAGI | ナー ビス NAVIS 


新興 の まだ 規模 の 小さ な 企業 
だ が 、 自 社 領 で 発掘 され た 
[ 新 資源 ] に よっ て 、 新 兵器 
を 開発 し 、 一 気 に 軍 事 市 場 を 
席巻 し よう と 考え て いる 。 そ 
の た め に 、 キ サラ ギ の 高度 な 
技術 を 利用 し よう と 提携 を 結 
ん で いる 。 


中 小 企業 連合 。 大 企業 に 比べ れ は 小 規 模 
の も の が ほとん ど だ が 、 画 期 的 な 技術 を 
開発 し た 場合 どど に は 、 そ れ を 守る た め 
に レイ ヴ ン の 力 を 借り る こと も ある 。 


レイ ヴ ソ スズ ア ー ク RAVENS' ARK 


レイ ヴ ン を 統括 する 組織 。 レイ ヴ ン へ の 
依頼 は すべ て この 組織 を 通 し て 行なわ れ 
る 。 また 、 各 レ イヴ ン へ の AC バ ー ツ の 
売買 な どの サポ ー ト も 行なっ て いる 。 


LAY 


N ヨ HOO Q ヨ HOWMv 


= ビス 


ル ガ ガ 渓谷 東 


= 


パ 領 に 侵入 た ミラ 


る 。、 こ ご これが } | 


8 1 調査 団 の MT4 体 を 繋 要 す 
ek く か ら 受 けた 依頼 で あお )7 AC に 対 | 
て 、 週 常 MT4 体 が 相手 な ら 問題 は な い 。 レイ ヴ ン で あれ 
誰 で も 館 行 で きる だ ろう 仕事 を 当然 の ご と く 片 付け と し = 


OA E の 反 巧 DENR 2 
ス 社 の 譜 る 起 装 剖 


武装 列車 ば は 、 き す が に 自慢 する だ ける う 作業 に 。 。 
4 kt こげ 基 っ で 


2 いい これ が 「 新 資源 」 左 | 手強い お ga を 
SN 張 」 を めぐ る 企業 同士 の 5 a "= れ に 応 5 て 
の 火蓋 を 切る こと に な る り 激しい 戦い た 0.A E は Ni に 
ミ 、 ご こ が で きる な: 


ソン ョ ン は 一 度 了 し で も 本 記 
ピ ェ 1 


き 
に 度目 で は 、 舞 され デア 

E て いる ナー ビス # が に 
か 、 英 の 敷 も 壮行 し や すく な っ て いる os 


レイ ヴ ン ズ :… ア ニク : :/ PERT 


コロ ー ナ 発電 所 が 襲撃 され た こと で 紛争 の 中 心 と な り そ う 
な べ ベ イロ ー ド シテ ィ は 停電 が 続い て いる 。 こ の 痢 に 乗 じ て 
攻め る 側 、 守 る 側 両方 か ら 依 頼 が あめ る こと を 見 越し て の 夜 
間 戦 闘 訓練 と 思わ れる 。 レ イヴ ン た ち に 、 新 し い 暗 視 ス コ 
ー プ 付き の パー ツ に な じん で も ら お うと いう 狙い も ある よ 
うだ 。 こ の 狙い は その 後 
すぐ に 的 中 する 。 ミッ シ 
ョ ン 自 体 は 暗 視 スコ ー 
プ さ え あ れ ば 問題 な く 
クリ ア で きる レベ ル だ 
相手 は 普通 の MT4 体 な の 
で 、 視界 さえ 確保 で きれ は 
楽勝 の 演習 で ある 


BB ee ニーーーー 
# べ し = タマ 

桂 に 、 中 検 と な る 式 匠 旬 生 績 上 
赤 先 的 さ 電 紅 を 〇 いび がけ で くに さい 


人 強力 な グ 


ち 向 か わな 


旧 世 代 が 残し た 武器 の 款 て 
| それ が 最後 の 任務 た だ: 


| LAST MISSION 
旧 世 代 兵 器 超 動 阻止 -BRICKS- 


キサ ラ ギ // | ヌ ク レ オ 地 区 旧 世 代 兵 器 制 御 施設 
し て いた ナー ビス 社 が 寺 工 し て し まっ た だ や 
制御 の まま 動き 出 そ う と し て いる | 世代 兵 前 t の Ne RS 
お くわ け に も いか ず 、 最 後 の ミ ソ ジ ショ ン と ソー、「、 を 避け る 
身 の 阻止 、 で き な けれ ば 破壊 の 指令 が 、。 で きる だ 
負い おう 1 で 前 伸 コ ンピュータ ミイ ンー 

りあ く の 重力 を 残し た まま 、 未知 8 


諸手 調べ と し て は ちょ うど いい ミッ ショ 
ョ クレ ー ン EX 週 戦 車 と 作業 用 MT。 簡単 
衣 衣 国語 2 ん だ か ノー ダメ ー ジ の バー フェ クト 
て みて も いい く らい の ミッ ショ ン で ある 


睦 防 で 表現 され た ドー ン ・ ブ リッ ジ 。 こ れこ そ 
較 味 だ 。 夜 で も か な り 見 や すい 。 


テム 攻撃 - ExrEnp's 


加 | ロジ リエ ラ シ テ ディ ビル 
」 の 舞台 と な っ た | 旧 ジ リエ ラ シ テ 
2 位 に 入っ て いた AC ヴ ァ ル キュ リア と 


ヨン だ 。 高 機動 力 を 前 面 に 押し 出し て 攻 
イー な 動き に 惑わ され て 足 を 踏み は ず 


ファ イセ の 乗る ヴァ ルキ ュ リ ア の 機 


なん ンズ ディ 機関 


環状 回 廊 45 度 分 岐 声 
7 アァ ンタ ズ マ で は 


プロ ジェ クト 
に 登場 し て ッ シ ョ ン の 終了 時 
その まま 戦闘 


品 ろ ド a ヨン ノ 。 ス 
較 る ヴィ クセ ン の 強 さ に 敬意 を 払 | 


ミ つ て いっ た スラ ィ ン ガ ー。 ょ 
入り 、 これ を 撃破 する と い ) 胸 躍る 

ガー を # A 
それ を 迎え 避 


2) の に ふさ わし い 装 備 で 相対 し よう 


信 「 俺 は 面倒 が を らい な ん 
も う 一 度 聞 ける の だ ろう か ? 


輸 RR 
依頼 者 不明 ヘヴン ズ 


第 1 作 で は 、 ワ イル ドキ ャ ッ ト の 猛攻 に 手 を 焼 し 
ッ シ ョ ン 。 今度 は 自分 が その ワイ ルド キャ 
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る の が 、 リ バー ス サ イ ド の 醍醐 味 だ 。 だ が 、 だ か ら と し = 
て ワイ ルド キャ ッ ト が 出 な いわ け で は な い 。 彼 も や は り ワタ 9 
車 を 襲う 側 と し て 現れ る の だ 。 8 
a & 
mm 
※ 
= 
の 
| 
し We | 
MS A 、 前 いか か っ て く 
和信 ミウ イル ドミ マッ トド トー に ーー 3 


る 。 結 局 は 戦う 定め が 。 


E た ある と さき は 肖 に …: 


わる ラン カーAC た ち 。 そ の 名 前 を よく 
に 登場 する ラン カーA R 
RA S JA ウフ 彼ら こそ が 、 最後 の レイ ヴ ン と し て 残っ て 
VEN パン の か も し れ な い の だ か ら 
AC ーー 
レイ ジン グ ト レン ト 1/ 有 I 
] 一 


| NAME | 


s で きる 機体 構成 を し て い 


一 度 犯 し た 過ち は 二 度 し な いと いう 考 


ー は 感じ られ な い が 、 研 究 熱 心 で ある 


め も ちろ ん 、 レ イヴ ン の ジ え 方 を 戦略 な ど で は な く 、 パ ー ツ の 組 こと は わか る 。 そ れ が 彼 を 「 ラ スト レイ 
ヴ が 強化 人 間 で ある と いう 要素 み 方 か ら 考 え 直 す タ イプ の レイ ヴ ン 。 ヴ ン 」 ま で 残ら せ た の だ ろう 。 上 の 機体 
も 大 きい 。 武装 面 で は 、 ブ プレ ー ド と グレ 最初 は 重量 二 脚 次 に ホバー の 軽量 級 、 の 変化 と ラス トレ イヴ ン 」 時 の レイ ジ 
ネー ドラ ンチ ャ ー が 主力 に な る 。 最後 に は 二 脚 中 量 級 と 一 買 し た ポリ シ ング トレ ント MW へ の 変化 に も 注目 だ 。 
AC AC 一 生還 
AC 
フォ ックス アイ 


ウコン ゴ ・ ワ ・ べ ボ 


| NAME | ンジ ャ ムジ 


パレ ッ ト ラ イフ 


STiX ヨ N ヨロ 〇 〇 つ ヨロ ひい 


ラン キ ング 順位 は 5 位 な が ら 


ン で は し レイヴ ンズ アァ ミッ ショ sv 

ロ 4 ウン キン グー は っ 。 

ど 、 重要 な 役割 m。 | 上 上 を 早く カ で は Sa8 位 と か な り 下 に 4 コー 

2 割 を 泉 た し た し ヴ ソ ni る が 、 実は 彼 も Ne 人 ラン キン グ 内 に は 、 も う ひ と り 同 じ 名 詞 
4 "て いく oo と りゃ らら 前 の AC を 操る レイ ヴ ン が いる 。 そ の 名 
リッ ク ・0 と は 大 な 1 。 は ピン ・ フ ァ イ ア ー。 彼 の 父親 で ある 。 
人 ある と も いな 太 情 の よう な スス の は 
"5 な の だ ろ ぅ か っ a この ころ リム は 「 ラ スト レイ ヴ ン 」 ま で 残る a 
+ 没 重 視 の 次 。 二 脚 で 愚直 

気 に に ま こ 6 機 

も し れ な い 。 気に入ら れ た の か 」ー ち に 強化 人 間 で あり 、 四 脚 の 


動力 型 で 近 距 離 戦中 心 の 戦い 方 も 殴 な | 
に 貫い て いる 。 


AC で は な く と も (1 


も 作れ t+ 
ENEMIES で 信和 物 や 巨大 MT だ て 人 住 が いる ea 


高 性 能 な メ カ が 還 較 有 MT に る Ac 


され 
すそ の 報い を 明け る な Sy 戦場 で 


と 見 間違う ほど の 
出 を 作る も の は 、 必 


UNKNOWN 


旧 世 代 の 人 類 が 兵器 と し て 開発 
し て いた らし いも の 。 生体 兵器 
と 違う の は 、 生物 と いう よう に 
成長 が ある こと 。 左 の 写真 は ま 
だ 幼体 と も いえ る 段階 だ が 、 こ 
れ が 成体 し ベル に まで な っ た な 能力 を 発揮 させ os 
時 に は AC を も し の ぐ 力 を 持つ の 高い 自爆 攻撃 を で ep 


台 E』 
可能 性 も ある と いう 。 al | い 場 合 は か な り 危 険 な 相手 と な る 


ナー ビス 社 が 自社 の 軍事 力 
の 切り 札 的 存在 と し て 開発 
し て いた 超 巨 大 M T 。 レー 
ザー キャ ノン に ミサ イル と 
いう 高い 火力 に 加え 、 圧 倒 
的 に 高い 耐久 力 を 誇っ て い 
た が 、 ナ ービス の 格納 庫 に 
眠っ て いる と ころ を レイ ヴ S 
MT。 遠 距離 用 射 『 
SS イフ ル は AC に も 十分 通 議 議 
て し まう 。 そ し て 、 そ れ は 。 L _。 店 力 を 持つ 1 
すなわち ナー ビス 社 の 語 運 
が 尽き た こと も 示し て いた 。 | CRLMT83 RS 


メカ 


TT 


上 新型 戦車 セン トー 
キサ ラ ギ 社 が 護 本寺 ス 7 
衛 任務 に 就く AC 戦 間 用 に ま が 
と を 想定 し て 開 を 置い て 開発 し 
発し た 戦闘 へ リ 。 主力 戦車 。 沿い 
高 機動 力 を 誇り 、 耐久 カ と ロケ 


武器 は マシ ン ガ に 
の 高 W ナ ーー な FE or 高 性 能 と ョ 評 人 1 


デー ks 


| 
NNINE 


iy 


絶え 間 な い 鍛 錬 の その 先 に こ 
輝け る トッ プラ ンカ ー の 座 が 待つ 

た だ 強く な り た い ひたすら 戦い の こと だ け を 考え て トッ ジ 。 
を 目指 し た い そん な 武道 家 の よ うな レイ ヴ ン に と っ て の 理 
| 想 卿 、 そ れ が この 「 ナ イン ブレ イカ ー」 の 世界 だ 。 ES 


] 


z3 
| zz 
時 トレー ニ ソ グ & ア リー ナ の み の ゲ ー ム 構 上 
DD ミッ シ ョ ン が な く な り 


代わ り に トレ ー ング と な っ た 。 と 
更 点 だ ろう 


( 


れ が や は り し ! ち ば ん の 恋 


0 の 8 ッ ン ョ ヨン が な いと い 
つこ と は 報 枚 を 得る 行為 が な く が な る と いう こ ょ で ある 
な わ ち 金銭 の 概念 が な く な z es 


る わけ で あり 


買 と いう 行為 も 成 し な く な る 7 め 


それ [ よ う て 売 


ルレ 、4 ー 
が 消え て いる ジョ リッ 
4 "る 。 そう な る 。 通常 の パー ッ は レイ ヴ ーー 
から すべ て 左 持 2 て いる 状態 か ら ヶ ム は スタ ー| ン が 最初 
To, それ ら の 
バー ツ を 、 ト レ ング の メ 
に "プリー ナ で の 相手 夫 
ょ 言 わせ て 、 何 を 装備 する の 
が を 者 えて いく こと と | な る 
- に / ひ 人 。 
トー 
3 ー コ ッ プ が 存在 し な いた め 
MM ュー の 数 も 4 っ ょ 非常 の 
訓練 アリ TC 


に 没頭 で き る 


ayatioy 


ナイ ンプ ブレ イカ ー 
2 用 ソフ | 


28 目 発 者 


2004 律 10/ 
6.090 由 


BREA KERR 


、 ア ー マ ー ド ・ コ タ ナイ ンプ レイ カー 
| 人 


企業 や 組織 か ら 依 頼 さ れる ミッ ショ ン は な く 、 あ る の は D3 
ブン 同士 の 戦い の 場 と な る アリ ー ナ だ け 。 そし で = ミッ 2 
レ 


"ニング メニ ュー だ 。 そ し て 、 た ゆま め 日 々 の 訓練 人 語 


て 自分 の 弱点 を すべ て 克服 で きた と き 、 ア リー ナラ ジ 素 認 半 
トッ プ の 座 は お の ず と 手 に 入っ て いる こと だ ろう 


i 


ラン カー 自動 生成 シス テム | 


"ーー ナ で の バト ル に は 一 般 戦 と 公式 戦 と が あり 、 一 生還 
いて 戦う 相手 は 、 そ の 場 で 条件 に あっ た 機体 を コン ビー 
ツ が 組み 上 げ る 自動 4 成 シ ステ ム を 採用 し て いる 。 これ に 
"ンー、 フ レイ ヤー は 何 度 戦っ て も 、 同 じ 相手 が 出現 する あこ 
で へ 、 常に 新鮮 な バト ル を な 楽しめる の だ 。 逆 に 公式 台 に ] 
(A EN A " 
さ 、 ラ ン キ ング トッ プ 30 の 導 ぶ れ は 回 定 さ れこ (ee 4 
フフ ター 設定 も き ちん と な され て いる 。 各 ラ ンカ ーAC の 特徴 記 悦 
RN な ど を 研究 し 、 そ れ に 合っ 大 計略 
Ws 1 対策 を 考え 、 作 戦 を 練り な が 計略 
ら 、 何 度 も 挑戦 する と いう 
別 の 楽し み 方 も で きる の だ 
0 
mb, いずれ は いろ いろ な 条件 を 設定 店 
GLA8t ルイ ウン 4 が We 詩 で きる よ うに な る が 最初 は クラ 3 


ス で し か 検索 で き な い 


間 I の - ご 種類 に 公 
| (攻撃 ) 


AT | DEFENsE (部 人 


市 皿 の 正確 性 、 効率 の よい 攻撃 、 相 手 に 応じ た 


ゃ 防 部 門 
PC 前 断 力 を 鍛え る な ど 、5 つ の 項目 が 用 意 さ れ て 1 で は 、 英 の 攻 較 な 
’ 間 択 する 2 ・| 能力 の ほか 、 発 吉 な jm 回 層 する 方 

上 表 な の は 、 ま すず 何 と いっ て も 武器 の 選択 。、 た だ | の 場合 は wu を 抑え る ト | /。 定時 間 生き 衝 
E ww N a 后 1R | ン の る : 
請け CE なく 、 や リロ ー ド の RNN な ども 昌 因 | っ か 人 ec 

さ “FCS の 選択 も ば 。 か 識 も 試さ + さ 機 体 構築 が テア 。 。 

" 境 また ロッ クオ ン の 関係 で 選択 も 重要 だ . 防 件 力 の 商い 肉体 が 訓練 を 通し な る か と 
2 HO る よう [| な れ ば >/ っ ( に を 確保 し うつ 


= 台 の 浮遊 砲台 が 存在 する 正 
方 形 の リン グ の 中 て. 規定 時 
間 生 き 延 びる 訓練 。 し < ル s 
で は 攻撃 方 法 に ミ サイ ル が 加 
わる 中 、 株 中 最長 の 9 
も 逃げ 続け な けれ ば な ら な い 


と いう 、 難し い 訓練 で ある 。 


TECHNIC ( 投 術 
動く 敵 を 早く 捕捉 する 、 すばやく 敵 の 背後 に 回 る 、 拓 > 
確 に ブレ ー ド で 攻撃 する 、 敵 と の 距離 感 を 的 違 か つ ゃ き ー sig 
する な ど 、 こ れ ま で の 基本 的 技術 を 駆使 し て 、 ょ ) 実 器 的 な う 
クニ ッ ク を 身 に つけ る た め の 訓 績 ば か り 。 この あたり の 詩 舞 で 
高い 評価 を 出せ る な ら ば 、 ア リー ナ で の 成績 も 上 が る 


LOCK-ON SKILL-LEVEL5 
珍重 は た と え 大 本 で も な 敵 を ロッ クオ ン し 続け る トレ Eo EE 
詳 科 きこ で ない ブレ イ ー ニ ング の レベ ル 5 は 、 障壁 

が 壊せ る うえ に 、 敵 AC が 攻 中 

撃 を 仕掛 け こ て くる と いう 、 よ 
り 実戦 に 近い 状況 下 で の 副 
練 。 こ れ ま で の 経験 を 活か せ 
る 機会 も 多い だ ろう 


ぁ ト レー ニ 
単 、 レ ルベル 3 に な る 


還 本 か 配置 され 、 敵 に 縦 
計る 。 前 が 出現 し 
着地 する 限 間 の 隙 
思う こと が 必要 だ 。 


訂正 の 基本 移動 の 速 さ に 始ま っ て 、 狭 い 足場 に 飛び 乗る 
まな 動き の 訓練 メニ ュー も ある 。 単 に 高速 で 移動 する 

内 だ け で な く 、 ブ ー ス ト 多 用 時 に も 、 オ ー バ ー ヒ ー ト 
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レイ ヴ ン 最後 の 戦い それ は まき |? 
生き 残る た め の 戦い 
「 大 破壊 」 後 の 世界 を 繁栄 に 導い た 企業 
だ が 、「 新 資源 」 の 発見 に 端 を 発し た 臣 
力 衝突 と 、 正 体 不明 の 特攻 兵器 の 出現 は 、 
彼ら を 弱体 化 さ せ た 。 企業 同士 は 共倒れ 
を 避け る べく 、 話 し 合 る 
括 組織 「 ア ライ アン ス 」 を 結成 。 これ に 


れ に 対し て 「 ア ライ アン ス 」 も バー テッ > 
クス 鎮圧 を 宣言 。 予告 時 間 ま で あと 24 
時 間 、 決 戦は 間近 に 迫っ て いた 。 
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念 が 加わ る 
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し だけ Etocetr 唱 す る よう な レイ ヴ ン な どい よう は ず も な く 、 現実 世界 で の 
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っ AllANCE | | ポー テッ クス 
席 側 | を めく る 互 い の 利権 争い に よる 抗争 で 疲 遇 し きっ た アラ イア ンス に よる 支配 に 反対 する 
D ド ジッ プ 同士 が 話し ちっ て つく られ た 連合 統括 組織 。 これ 法 集 団 で 、 数 こそ 少な い が 優れ た き 
5 多少 本 組織 の 強引 さ が 目 に つく 部 分 は わっ た も の ー を 務め る の は 、 か つて レイ バー 
較 に は 新た な 秩序 が 生ま れ 、 世 界 に 平和 が も た ら で 人 1 の を 時 いた レ イヴ YY 
れれ た 。 だ が 、 当 組織 設立 の 半年 後 、 突 名 バー テッ ク ン で あっ た が 、 ア ライ イー ak 

いた 。 し か し 今回 突 基 日 7 


起 寺 組織 が 現状 打破 を 訴え 、 崩 撃 を 予告 。 ア ライ アン 明寺 ct レ イサ ント て に 
それ に 対抗 し て 、 鎮 圧 を 宣言 。 バー テッ クス に 与 する レ を 前 ーッ ス に 対し て 大 も 要 黄 時 認 で 
処分 を 打ち 出し 、 ア ライ アン ス へ の 協力 を 3 、 
る 。 
ザー Pulverizer 
2 だ パー テッ クス の 匠 し い 戦い の 中 、 突 戦場 に 


攻 只 その 場 に いる 者 すべ て に 無 差別 攻 軸 を し か 
5 混和 と 彼 填 を 広げ て いる 。 い っ た いそ の 目的 は 付 

何 か の 組織 に 属し て いる の か ? それ ら は 一 
いう 存在 で ある 。 二 肢 型 や 四 脚 型 な ど 、 
リプ が 確認 され て お り 、 企 業 側 の 新兵 器 で の 
に 関連 し た 何 か で ある と も いわ れ て いる 


テ ミッ ショ * 
「 ラ スト レイ ヴ ン 」 で は 、 受 けた ミッ ショ ン や 、 その 成 和 


に よっ て 、24 時 間 後 の 結末 が 6 通り ある 。 状 況 が 変化 衛 


MISSIONS 中 、 ひ と り の レイ ヴ ン の 判断 が 世界 の 行く 末 を 決め る 。 
: N』 」 晶 08 時 に NROAAC く る 3 っ 0 人 李 庫 
1 ーー ” ー 
| | FIRST MISSION | の ミッ ショ ン を 受け る べき な の だ 2 うか 
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地 久本 管理 局 強行 偵察 
i 急 提 清 還 還 和 科 ドド ーー 
前 線 バー テッ クス アラ イア ンス 本 部 <。 30 
パー テッ クス Coco ・:2 計 
アー 産業 区 ディ ル ガ ン 流通 管理 局 !' ‘2 
ファ サー ド 前 線 基地 旧 ナ イプ : 
0 u 層 尊 の 前 に バー テッ バー テッ クス が 占拠 する ディ ルカ ガ 3 
いさ アラ イア ンス 本 格 的 攻撃 の 前 に バー テッ クス の 本 2 
* SE 拠 地 で ある サー クシ ティ の | 旧 ナ イア | 流通 管理 局 へ の 偵察 行動 を 末 委 
N っ 9 人 うと いう 制限 時 間 の 許す 限 一 産業 区 に 侵入 し て きた 所 属 不明 の る 。 施 設 最深 部 に は レイ ヴ ン ライ 
り 、 破 活動 を 行え ば 、 そ の 成果 に 部 隊 を 排除 する 。 1 機 の も れ も 逃 さ ウン の 操る AC ス トラ ッ ク サ ンダ タ 肝 
| | よっ て 才 還 の 額 も 変わ っ て くる の だ ず 島 入 者 を せん 滅する こと が 大 事 が 待ち 受け て いる が 、 も ちろ A 
| っ た 。 敵 メカ は 戦闘 へ ヘリ の み だ 。 だ 。 敵 MT の 増援 に は 注意 。 も 撃破 し な けれ ば な ら な い 。 
に は 攻 。 
A RN 人 拉 退 中 の 敵 部 隊 を 遂 う た め 、 逃 げ る 敵 いきなり レイ ヴ ン 同士 の 戦い 。 パ 
ーー へ リ は 人 が 乗る 前 に 壊せ ば 被害 が 増え る 。 に 追い つく 形 で 攻撃 する こと に な る 。 は か な り 上 厳し いも の に な る 。 
> 
2 
| 
間 其 属 守備 隊 排 6 
( 計 除 提 除 ' 敵 AC 撃 退 ] 
本 :9 エヴァ ンジ ェ 7/ 3 ・・・ 0 
際 そ 5 RR CC ル ガ ト ン ネ ル 独立 武装 勢力 ! ! ://- :AC ガ レー ジ ・RTT エ リア 
アラ イア ンス 戦 和 部 隊 の リー ダー、 エ ヴァ ンジ ェ か ら の 便 押 こ る 
7 MT83RS と MTO8H-0STRICH の 2 種類 の 3 ^C に 名 撃 を 受け て いる 独立 起 装 勢力 か ら 表 援 を 求め 
成 さ れ た ル ガ ト ン ネ ル 守 備 部 隊 の 排除 を 行なう i 頼 が 入る 。 だ が 、 受 け て みる と 、 こ れ は レイ ヴ ン を 陥れ る 
ー | | ルー ト の 隊 人 で ある た め 、 自生 は で きる だ け 殆 し て れこ た め の 罠 だ っ た 。 依 頼 され た 場所 まで 行く と 、 依 頼 を し た 
た い の で 、 注 意 し な が ら 英 を せん 滅する と と SD 相手 の 弧 立 村 勢力 の レイ ヴ ン 、 ズ ベン L 、 グ が 2 
Me 仙 な どか ら 衝 ち な いよ うに 気 を つけ た い 。 全 | 「 "ソウ サウ スネ イル で 彰 い か か っ て くる 。 どう 人 
ITN CRHMTBgRS の ほっ カス ナン レイ ヴ ン に か けら れ た 賞金 が 目当て の よう だ 。 こ こ で ま 、 
5 だ mw バー ライ フル を 装備 し て ー イル と 、 UA ファ の の 
座 測 半月 いる の で 要 注 意 た だ 。 も し イフ 、 共 に 実弾 系 攻撃 を 
韻 く か ら で も 見 分 けが かつ 主体 と する 2 体 の AC と の 
| へ な ら 、 優 先 し て 油 破 し 連戦 と な る 。 か な り 人 バー 
て いく よう に し た い 。 ド な バト ル を 覚悟 し な げ 
に | 3 れ ば な ら な い だ ろ う 。 
ルレ ンジ の 武器 を 使っ 


現場 到着 と 同時 に 、 依 束 者 


Cr 「 機 ずつ 確実 に 敵 を 蘭 硫 。 
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| 人 隊 が 宙 財 し た ば か り の 少 骨 層 理 局 が 、 本 
em か ら 武 半 集 団 に 占拠 され て し まっ た 。 場所 が 


の MME サー クシ ティ に 直 村 する 軍事 な 地 
再選 し な けれ ば な ら な い が 、 兵力 が 避け 


回 け ぐ 
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術 部 隊 の 信夫 員 が 
部 員 が 草 MT を 大 、 し 還 要 情報 か) 。 
Wi MT を 奉っ て 潤 人 ho rs 人 手 し た 。 外 2 
1 部 隊 を 排除 し 、 條 夫 員 の の 問 地区 に 入っ > 。 
する と いう ミッ ッ 。、 に MT の 防 


MT1 1-STARLING の 8 種 
類 の MT。 そ れ ぞ れ 攻 撃 タ 
イブ が 違う が 、 苦 戦 す る よ 
うな 相手 で は な い 。 


- も に 戦え ば 負け 
J る 相手 で は な い 味方 MT 
pT へ の 攻撃 だ け に 注意 し て 
Ea れ ば 楽勝 の ミ ッ シ ョ ン た 
を 攻撃 し て くる 人 間 の 兵隊 は 
せん 減 対象 で は な い が 、 踏 み 
潰せ ば 倒せ る 。 


件 護衛 対象 の MT 
が ら 、 散 が 現れ た 
(先制 攻撃 


a アラ イア ンス を 勝利 へ と 導 け ば 、 人 
5AST MISSION | の 定か も た ら さ れる の だ 23h? 


地下 部 偵察 バル ヴァ ラ 信 
Zo os ee * te - ア ライ アン ソス 戦術 部 隊 te 部 隊 
-- サー クシ ティ 地下 Ko な 
“ーー テッ この ミッ : 
ク ・0 の 居場所 が 判明 し た 。 アラ イア ンス 困 隊 は バー テッ こぶ 
ある サー クシ ティ の 地下 に ス の 激しい 的 の 中 、 地下 て きた 私 


経路 を 確保 する 。 中 に は 艇 が 汰 し 』 OO 、 
の 拭 所 する ほど に 守り た い 切り れ が 1 Tu 
ある は ず で ある 。 そ れ を 確 陰 す る の MC 
が 、 レイ ヴ ン へ の 馬 後 の 依頼 と が NAM 
し て 、 強 な 英 の 攻 軸 の 中 、 較 ef が 
覚え の ある 声 が 耳 に 届く 


H と の こと 。 依頼 は 彼 の AC フ 
ス ア イ の 撃破 。 ア ライ アン ス 
ックス の 存亡 を 賭け た 戦い 
を 打つ 役目 は レイ ヴ ン に 託 
] 対 1 の バト ル に 向け て 、 

に AC の 構成 を 吟味 する 


e 


シマ 1 
SE KRY 


の 1 対 1 の バト ル 。 ま 


ファ サー ド 前 線 基 地 
エイ ー ダ が ら 、 た だ 
イタ ー を 操る レイ ヴ ン の ジ ナ イー て フ 
たい と いう 申し 出 が ある 。 て バー 
ME く と 、 ソサ イー グ ド 人 0 瑞 中 装 
a は 注 れる と と に な る 。 ey トム の 操る 
0 の し て や っ て きた レイ ヴ ツ 、 フ 7 He 
と し / E25 単 ツ 
上 の 間 有 と し て る 。 スト レイ タス は kh 
AC ス トレ イタ スピ に 特 化し た AC で 、 防 
も 固い が 、 い が か ん せん 
機動 力 に 劣る あ 。 フ ァ シ 
ネイ ター に 比べ れ ば 、 
戦い や すい 相手 だ ろう 。 
最初 か の ら と の スト レイ タ 
ス と 戦う ミッ ショ ン と 思っ 
呈 て 陥 ん だ ほう が いい だ ろう 。 


// 
/ 


ジ ガ イーダ 


- | LAST MISSION _ 


イン ター ネ サ イン 破壊 


ジャ ッ ク ・0 // 


サー クジ テイ : 地下 
いま いよ イン ター ネ サ イン と /( 
ル ヴ ァ ラ イザ ー を 欧 破 する 作戦 
が 決行 され る 。 ジ ナイ ー ダ と っ 
人 で 上 方 が イン ター ネ サイ ン を 、 
も う 片 方 が バル ヴァ ライ ザー を 
倒す の だ 。 まず は フロ ー ト 型 バ 
リヴ ァ ライ ザー と の 対決 に な る 。 ィ 最 初 の 相手 は バル ヴァ ラ 
イザ ー の フロ ー ト 型 。 


と ノ 
に 」 


a 


N ヨ AVd 1SV1 
ヨ dOO d ヨ HOWHV 


500 


元 を 所 た な 
を こない 限 , 
LT Te 


独立 就 装 娠 力 / ポル デス 採掘 場 : 


アラ イア ンス か ら 攻 撃 宮 告 を 受け た 独立 武装 勢力 か ら 青 字 
の 要請 依頼 が 狂い 込ん だ 。 ア ライ アン ス を 裏切り 、 行 氷 
明 中 の エヴァ ンジ ェ を 階 つ て いる 、 と いう の が 理由 な の だ 
が 、 完 全 な 言い が が り で あり 、 目 的 は 支配 下 に 入ら な いじ 
イヴ ン の 排除 で ある こと は 明らか だ 。 放 っ て は お けなし 
相手 は MT10-BAT と ガー ド メ カ ・ ジ ェ リ フィ ッシュ の 2 
種類 の 組み 合わ せ で 、 
手 強 く は な い が 、 散 ら 
ば っ て 配置 され て いる 
た め 、 広 範囲 に 動く 用 
要 が ある 。 

年 守る べき 対象 が 点 在 し て 


E いて 、 か な り 広 い 範 囲 を 動 
員 く こ と に な る 。 


レイ ヴ ン と し て の 独立 の 姿勢 を あぁ 
くま で 買 き 通し た その 結果 は ? 


ジャ ッ ク :O // イン ター ネ ザ イ ジ 
ここ て は 左 の イン ター ネ サ イン 破 
壊 か ら の 連続 ミッ ショ ン で あり 、 
バル ヴァ ライ ザー 撃破 の 仕上 げ 、 
飛行 型 と の 戦い に な る 。 つ い に 
これ が 人 類 の 未来 を 賭け た 最後 
の 戦い と な る の だ 。 な ん と し て 
も 負け られ な い 。 


信 ダメ ー ジ は 前 ミッ シヨ 
ン を ひき ずっ た まま 。 


ジャ ッ ク …O y 


イン ター ネ ザ イ ン | 


ここ も 左 の ミッ ショ ン か ら の 連 
続 ミ ッ シ ョ ン と な る 。 な ん と か 
イン ター ネ サ イン の 破壊 に 成功 
する レイ ヴ ン 。 し か し 、 最 後に 
彼 の 前 に 立ち は だ か っ た の は 、 
最強 の 力 を 求め る レイ ヴ ン 、 ジ 
ナイ ー ダ だ っ た CD 


4 彼女 に 勝て ば 最強 最後 
の レイ ヴ ン だ が …""? 


] [ / 
人 


ジャ ッ ク :.O 


ョ ィ ラ イ 
「 パー キキ / 
lc 『 テッ クス の 本 
| Won” A 上 一 機 で 信人 0 で ある サ 4 
旧 訴 mt いこ と は 曲り そこ で 依頼 され た の が サー くる AG が Were の っ | 
0 議 了 拭 と 先制 攻 撃 で ある 。 と りこ が く 抵 抗 する 前 勢力 ライ アン ス の っ リッ 人 よ / | 
計 て 失 す る の が 、 この ミッ ショ ン の 目的 だ 。 敵 部 隊 操る オラ クル . を 補い る レイ カン ン だ 。 MAC 
| は MT10-BAT 以 外 いと な る 。 強い の ym。 フフ クル と 1 対人 em 
に ーー は 戦闘 へ りや 装甲 戦 し な けれ ば な ら な い た ャ ーー ムッ ) つ ア " 0 則 
NM 闘 車 な どの メカ ば か ーー 間 系 重視 と は 2 ee 
ra 4 
り 、 手 早く 片付け て 3 エネ ルキ Wes 
\ a し まい た い 。 5 の で ar 
vv 
トー ドー ム に は 2 機 の 
vi ECM 発 生 装置 が ある 。 E 
- ト まず は これ を 破壊 だ 。 ここ と 


バー テッ クス 


jLAST MISSIO 
“ N | テ に 本 


エ ヴ ア ンジ ェ 
イン ター ネ サ イン 


の 地下 に AC オ ラク ル 
た バー テッ クス で は 、 エ 


5 過 定 の 三 ツ ジ ヨ ン か ら の 連続 ミ 
リッ ショ ン 。 倒 し た エヴァ ンジ ェ に 用 
れる 。 その た め に は 


菩 3 の っ た も の だ と 判断 | 設 の 破 寺 を で 
[ る. な | 6 っ の エネ ルギー 供給 装置 を 破 失 > 
の けち と な な く て は な ら な い 。 イン ター ネッ 

な り る 。 これ で 最後 の し の 強力 な 攻撃 を か いく ぐる の 
、 勝て ほす べ て は 終わ り ャ 大抵 で は な い が 、 見 事 ク リア 9 


か? ば 、 エ エン ディ ング へ と 向かう 


上 間 を ha ん 0 
隊 くる オラ 


勝利 を 撮れ ば 、 本 当 に し イ 


に で | 


プロ 


な 未来 が 来る の だ る 


NAVH LSVT 
ヨ HOO AHONYY 


AC パリ オス ・ ク サン トス 「 

トロ ッ ト ・S・ ス バー 選 
アラ 「 ア ンス 戦術 部 隊 の 一 員 と 請 
て 、 司 令 官 補佐 と いう ポス ト に 茂 
いて いる た だ し 、 レ イヴ ン と 旧 
て の レベ ル は それ ほど 高く な い 。 


' ァ ラ イア ンス 側 レ イ 
リン の 中 で は No 1 の 
者 で 、 戦 術 部 隊 の 
司令 官 を 務め て いた し か し 、 
分 こそ が ドミ ナン ト だ と 信 
じ て 、 力 を 求め 続け 、 そ の 結 
果 、 つい に は アラ イア ンス を 


TL 


AC レイ ジン グ ト レン ト IV 

ゴー ルディ ・ ゴ ー ド ン | 
裏切る こと に な っ て いく 。 前 作 か ら 組 み 替 え を 行っ て きた 政 
機 は つい に 「IV」。 ア ライ アッ ヌス 
の 多く の 重要 任務 を 任 さ れ て は い 
AS ビンチ ベ ッ ク た よう だ が 、 実力 の 評価 は 今ひとつ っ 。 


2 壮 モリ カド ル - Ac ヘヴン ズレ イ AC サン タイ ルフ ェ ザ ー 


SS 
を 人 証 ジャ ウザ ー 証 プリ ン シ バ ル 8 

当初 は 戦術 部 FTA TSS アラ イア ンズ 

隊 に 所 属し て いた が 、 の 正義 を 盲信 所 属 の 唯一 の 

司令 記 の エヴァ ンジ する 若き レイ 女性 レイヴン a 

ェ の 評価 が 最低 だ っ た た め 、 仕 方 な く 本 ヴ ン 。 経 験 は 浅い が 才能 は ある よう だ 
部 が 引き 取っ た 。 才能 あふ れる 戦い 方 。 が 、 ま だ 力 不足 か 。 


AC フォ ックス アイ 


ak に 織 ジャ ッ ク ・0 


人 人 格 的 に も 高 純粋 に 破壊 や 
潔 で 、 ジ ャ ッ ク ・ 殺し を 楽し お レ 
0 か ら の 信頼 も 語 記 主 イヴ ン 。 常 に 
厚かっ た は ず の レイ ヴ 戦い の こと し か 考え て 
ン 。 後 半 、 な ぜ か 離反 者 お ら ず 、 バ ー テ ックス 
と な っ て し まっ た 。 で は も っ と も 危険 。 
“ad クサ ンタ ー | |ac エイ ミン グ ホ ー ク 
の cy ライ ウン | NAME | 鳥 大 老 3 - . 半 
| 4 実力 は バー テ バー テッ クス 
ックス 内 で も 最 古参 の レイ 
指折り の レイ ヴ ン で ある 。 


ブン 。 途 中 で 敵 と 内 通 
し た と され 、 重 清 され 
る が 、 謎 は 残る 。 


ジャ ッ ク ・0 の 信頼 も 
厚く 、 戦 闘 の 指揮 官 を 
ま か さ れ て いる 


いる 女性 
レイ ヴ ン 。 最 前 
線 に 立つ こと も 
多い が 、 そ れ だ 
中 ナ の 実力 が と も 
て る か と いえ は ば 、 終 問 符 が 付く 


と に ろ 。 


jc ニ フ ル ヘ イム 


N か つて は 
ES だ と 
まで 呼ば 
れ た ほど 、 手 の 
つけ られ な い 犯 
俳 者 だ っ た レイ 
ヴ ン 。 今 は ムー 
he. 徹底 し た サポ ー 
放 聡 に 回 っ て いる 。 


剖 は の 
| Ao - 失 計る 。 お か げ で 、 


ら 大 勢力 の 争い の 中 に 
お いて も 、 ま だ 強 さ だ 
け を 求め 自分 の た め の 
戦い を し よう と する 。 
それ だ け に 、 
速 に 力 を 付け て き て お 
り 、 今 や どの 勢力 に も 
属さ な い レ イヴ ン の 中 
賞金 閣 と し て の 額 も 増 
る 機会 も く な っ て いる よう だ 。 


物欲 と 功 
時 名 心 が 里 

態 な 評判 
の 悪い レイ ヴ ン 
営め られ る よう 
な 実力 も も っ て 
武装 いな い の に 、 独 
武装 勢力 を 率い て いる の も 、 その 功 
時 お iR で) 


6 ウジ / 
を 狩る た 
め な ら 手 
段 を 選ば な い 男 。 
その うえ 、 実力 も 
し っ つかり し て いる 
と あっ て は 、 あ 
る 意味 一 番 危険 な し レイヴ ン か も し れ な 
い 。 要 注意 人 物 だ 。 


旨 必 罰 
件 3 


レレ 


きき 
日:: 
レー エー 


戦い の 中 に た だ 
強 さ だ け を 求め 
る 女性 レイ ヴ ン 。 


最近 、 急 


)LANT 


AC ホッ トス パー 


s う AS 


= 
目 分 | 有利 な な 


う 出 す 策 タイ 
に サド ッ ゥ ンド ロッ フ 


VOLA_Vr 


ゴゴ 1 づ dyH つ 


LV 


1 


TVff 


[ACNX| で 、 パー ツ に 関連 


と 。 も う ひ と つ は 、 一 部 の パ 


a 


ひと つ は 、 パ ー は 
90% に な る と いう こ - 
で い 防 全 、 対 ECM 性 人 


1 
、 人 玉 各 、ENO を 大柄 


en ロ 


HEAD J 
任 仙 、 東 列 防 
| ARNS 量 、 MT 炒 防 件 、EN 防 件 、 財 準 靖 度 


各 バ パラ メー タ アイ コン の 意味 


バラ メー タ 
全 パ バー ツ 鉄 褒 パ ラメ ー タ 
重 押 と ッ の エネ ルギー 消費 量 
パーツ 共 途 パ ラメ ー タ 
RP る 防御 カ 
: 実弾 素 兵 養い ) 
誤 生ん ギー 来 兵 苦 に 対す る 防 件 
准 痢 性能 : 折 符 な ど で 上 昇 し た 機体 温度 を 下げ る 性 能 
葉 理 パーツ 共 通 パ ラメ ー タ 
容 飼 力 : 式 1 発 あ た り の 攻撃 カ 
義手 農 : 式 器 の 使用 可能 回 数 
香 種 試 離 : 武 癌 の 弾 式 が 届く 工 氷 
発射 間 陳 汗 え の 発 晶 答 次 の 弾丸 を 発射 する まで に か か る 時 間 。 
礁 中 時 替 許 : 荘 式 が 命中 し た 敵 に 与え る 熱量 。 
弄 濃 笑 : 蘭丸 1 発 あ た り の 価格 。 エ ネル ギー 系 武器 に は 存在 し な い 。 
本 大 ロッ ク 眉 : 一 度 に ロッ クオ ン で きる 英 の 数 。 
: エネ ルギー 系 武器 の 発射 に 伴う エネ ルギー 消費 量 。 
発 前 時 自己 反動 : キャ ノン 系 の 武器 の 発射 時 に 自 機 が 受け る 反動 。 
天 部 パー ツ 固 有 バ ラメ ー タ 
安定 性 能 : 裕 弾 時 と 着地 時 の 衝撃 を 軽減 する 性 能 。 
諸 ECM 性 能 : ロッ クオ ン や レー ダー を 妨害 する ECM へ の 耐性 。 
コア 園 有 パラ メー タ 
謗 部 最大 積 二 還 : 装備 可能 な 胸部 パー ツ と 武器 の 重量 の 合計 。 
迎 測 性 能 : 敵 ミ サイ ル を 迎撃 で きる 確率 。 
迎 晶 血 村 : 届 ミ サイ ル を 迎撃 で きる 範囲 。 
酔 夫 温度 ・ 


OB 出力 : OB の 出力 。 
OB 時 加 達 : OB の 加速 力 。 
の 生 時 に 汰 供する エネ ルギー。 
3 に 上 昇 する 熱量 。 
EO 取 撃 力 : EO の 攻撃 力 。 
EO 凌 弾 松 : EO の 攻撃 可能 回 数 。 
: EO の 発射 か ら 次 弾 発射 まで の 時 間 。 
EO 身 程 中 区 : EO の 曲 丸 が 還 く 距離 。 a 
: EO が 命中 し た 敵 に 与え る 熱量 。 
EO 措 単価 : EO の 味 涼 1 発 あ た の 人 
き エネ ルギーEO 発 射 時 に 消費 され る エネ ルギー 
オプ ショ ン : 5 ょ オプ ショ ・ Yー 量 。 
折 導 バー ツ 身 二 バラ 可能 な オプ ショ ンス ロッ ト 数 。 
プレ ー ド 回 性 : 飲 部 バー ツ ッ と ブレ ー ド の 相性 。 
ロッ クオ ン し た 敵 に 対す る 痕 準 の 正確 き 。 


: 螺 に 2 
時 紅 パ バー ツ 男 有 バ ラッ 。「 に 5 引き 出し た 射 束 に 必要 な 時 間 。 


中 度 角 : 法 供 可能 な バー ツ 重 量 の 信 

移動 性 駐 ブー スタ を 使わ ず に 移動 する 場 る の 党 度 

聞 時 人 塗 地 し た と さき の 衝撃 に 対す る 安定 性 
安定 人 : 名 し た と き の 条 撃 に 対す る 安定 
時 人体 旋回 さる 送 。 1 

4 どか ら 停止 する まで の 研 区 の 短 き 

フー スタ 人 バッ メー タ ? エ ネル ギー 消費 重 . 
高速 で 移動 で きる 。 


(使用 時 に 消費 き + 
用 時 に 上 算 す RE 


る 身 の 数 。 


ネル ギ ー の 量 。 


EC 
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ー ツ で パラ メー タ を 上 昇 ざ させ る 「 チ ュー シン | 
える よう に な っ た 損 だ が 。 チ ュー シン で きる パ = ジ 
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LEGS | 重量 、 冷 加 層 人 双 、 実 州 幼 伯 。 動 助 件 。 腹部 務 
BOO8T 中 月 | 重 盟 、 ブ ー ス タ 出 力 、 ブ デー スト 崎 低 角 量 
GENEHATOH | 重量 、N 貞 力 。、 コ シン デン サザ 容量 

月 ADIATO 月 | 重量 、 消 費 似 、 冷 吉 憶 施 
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横 ミ サイ ル を 供 乱 する 性能 
損 乱 ミサ イル を 境 乱 で きる 最大 範囲 。 
装填 時 増加 弾 数 : 1 同 の 此 寺 で 同 傷 する 誠 散 
鞭 填 可能 因数 : 氷 丸 を 半 填 で きる 回 燈 
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5 ジ を 発動 で きる 賠 数 。 
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ジ 発 動 時 に 上 昇 す る 角 量 
レー ダー 周 有 パラ メー タ 
レー ダー 距離 : レー ダー の 有効 証 将 。 
スキ ャ ン 間 隔 : レー ダー 上 の 表示 を 更新 ずる 周 良 
対 ECM 性 能 : ロッ クオ ン や レー ダー を 妨 審 ずる ECM へ の 新作 | 
ブレ ー ド 固有 パラ メー タ 
ブレ ー ド 秀 囲 : ブレ ー ド が 届く 範囲 
攻撃 時 発 第 量 : 攻撃 し た 際 に 上 昇 す る 熱量 
シー ルド 園 有 パラ メー タ 
断 符 性 能 : 被 纏 に よっ て 上 昇 す る 航 量 を 抑え る 効果 。 
有効 箇 囲 : シー ルド の 防御 効果 が 有効 な 衣 麻 。 
オプ ショ ナル パー ツ 圏 有 パ ラメ ー タ 
必要 スロ ッ ト 数 : 装備 する 再 に 必要 と な る コア の オプ ショ ンス 器 月 ド 計 


まで の 時 間 。 
量 。 
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: COM タ イプ ・ 標 準 周囲 の 状況 に つい で て の 情報 を 提供 

原因 : COM タ イプ ・ 高 性 能 周囲 の 状況 に つい て 、 2 | 

陣 : COM タ イプ ・ 新 鋭 敵 AC の 武装 に 応じ た 戦 符 ア ドバイ スズ 

: マッ プ 機 能 な し 自分 の 周囲 の み 表示 可能 

Ri : エリ ア & 地 名 表示 機能 通過 し た 場所 と 目 

: 暗 視 スコ ー プ 夜間 ・ 暗 間 で の 視界 を 確保 

昌 : 生体 反応 セン サー 生体 兵器 を ロッ クオ ン 可 能 
9 : 豆 部 内 蔵 型 レー ダー 

: レー ダー 表示 タイ プ ・ 標 準 

: レー ダー 表示 タイ プ ・ 円 形 

: レー ダー 表示 タイ プ ・ 八 角形 

: ミサ イル 表示 機能 レー ダー に 机 ミ サイ ル を 表示 

: 生体 表示 機能 レー ダー に 生体 兵器 を 表示 

: コア タイ プ 、 オ ー バ ー ド ブー ス ト 

: コア タイ プ 、 イク シー ド オ ー ピ ッ ト 

: ハン ガー ユニ ッ ト 

「 ロッ クタ イプ ・ 単 体 1 体 の 敵 を 集中 し で ロッ クオ ン す る 

: ロッ クタ イプ 、 複 浮 複 圭 の 敵 を 順番 に ロッ クオ ン す る 
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Military Fact 軍事 戦闘 用 語 5 
作戦 行動 と 個人 装備 
{Command method / Personal gear e 
備 兵 の 標準 的 な 戦闘 メソ ッ ド と 
sn 行動 レベ ル で は ク ライ アン ト が 策 
た 作 埋 指 示 と 指揮 官 の 命令 を 遂 叶 し 、 さ ら に 細 
カ < 最前 線 で の 局 地 隊 義 レベ ル で は 個々 し 
偽 兵 自身 の 判断 に ぁ る 程 
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有効 時 間 A 放し 消費 EN E RS 消 傘 EN E 

発射 間隔 E 装弾 数 E A 
a a a 1 
講 単 価 D | ー2 


| | 
| | ECM の 中 で も 有 効 時 間 が 最も 長 
( 単体 で の ECM レ < ル は 低 【 
| | が 、 複 数 同時 設置 が 強力 


| 
M E04BB-ANGLER 


14500 C MC 恒 是 E 17900C 7 間 ME 重量 
)- 八 帳 NNE 次 哨 費 EN S | 
ヲ <22H カ EE < ナー スト 0 まま CCーー プ = スク 出 カ 


ブー スト 可能 


、 機体 を 後方 へ と 高速 移動 させ る 補 
助 ブー スタ 。 相 手 と の 間合い を 開 
降 ける の に 役に立つ パー ツ 


RELATION MISSILE| | 


EG ECM MAKERI EC 
CR-E73RM タダ E02RM-GAR 
、 重 量 S 
射程 距離 誠に 消費 EN S 


BACK BOOSTER 


可能 間隔 E 
高度 を 一 定 に 保つ ホバリング 用 1 
スタ 。 箇 量 が 軽く a 


いと いう 特徴 が ある 


| MULTI B00STER| 
MT E08BM-REMORA 
B 24000 C EcML< ル S 


重量 S 
S OIC 消費 EN S 
C ED 8D 
| | ブー スト 可能 間隔 S ] 


| 方 向 を 問わ ず 、 視 線 の 向き に 急 
| 移動 で きる ブー スタ 。 自由 度 の 
い 動き を 可能 と する 


束 
喜 
高 


RELATION MISSILE| 


CR-E84RM2 


45000 C ECML ベ ペル S 重量 B 113200 C EcML べ ル P 重量 D 
有効 時 間 鷹 締 消費 EN S 有効 時 間 B 半 前 費 ENB 
回 二 放 発射 間隔 で -- 装弾 数 発射 間隔 D-- > 姜 億 数 BB 
lsoup| グ 記 可 
AowlActeltcul i: 
| 命中 時 熱量 = A | 弾 単価 S | | 中 時 煮 量 BB | 弾 単価 E| 
同時 発射 数 DI | | 同時 発射 数 Bl 」 
連動 ミサ イル の 中 で は 最大 の 射程 装弾 数 の アッ プ し た 4 発 同時 発射 


距離 を 持つ 。 装弾 数 が CR-E73RM 
の 2 倍 だ が 、 重 量 も 2 倍 に な っ た 


Hm CR-E96RMG 


地面 を 滑空 、 敵 の 目前 で 弾頭 が 分 
裂 する 、 地 上 魚雷 タイ プ の ミサ イ 
ル を 発射 する 特殊 な モデ ル 


RELATION MISSILE| | 


| モデ ル 。 連 動 ミ サイ ル の 中 で は 党 
、 単価 が 最も 高く な っ て いる 3 


RELATION MISSILE| 


<S*s JIKYOH 


有効 時 間 B RS 7 重量 E 38000C EcML ベ ル EE 重量 E 82900 C EcML べ C 重量 E 
発 間 且 B 多数 B A 有効 時 間 D: 六 消費 EN E ーー SM 
so 8 生 レ ーー つ 析 B 間 E  、 半 列 私 B 議 識 草間 同 D- 半 理 和 C 
四 ack ーーー lsounl| 8 3 | 
pg A1 了 ec PN CR NE に 
に | 弾 単 価 S| [ 全 sai AN | 
hi p| ] 人 弾 単価 S | | 命中 時 熱量 B | 弾 単価 C 命中 時 熱量  S | 弾 単価 B | 
1M-GAR の 改良 型 。 凌 弾 数 は 同時 発射 数 D | 同時 発射 数 B| 


命中 時 熱量 は 連動 ミサ イル 中 ト 
プ た が 、 垂 直 に ミサ イル が 発射 


れる た め 地 形 を 選ぶ 欠点 が ある 


I Ch へ こい へ て ーー 


+ ーー 


AU ) 19 EC いて): 
ON ! 四 ' CR-E81AM Wi , CR-E90A ANTI MigsiCE 
14500 C 発射 間隔 A 重量 B 56G 
放 各 距離 C 旨 消 漠 EN S 発 財 間隔 。 
装弾 数 愉 ui E MI NE 
souc 剛 


tsi” OTN D 
* 較 <: St 
T 


3 MR ョ 


DO 


ANTI 
E07AM.M MO AO 


誘導 弾 単価 発動 時 消費 EN 間 隔 和 eg 
ルカ ウン タ 価 A pt 人 | mh ye トト 
が な い 。 っ 敵 の ミサ イル を 迎 軟 する ミサ イル CR-E61AM の | 1 
し て | 関わ な い 利水 1 で 電 間 和 和 衣 が 介し 仁義 人 独 と 生 和 | 
- \ 利 点 が て いる | 
いえ る 。 い 位 置 を 問わ な い 利 点 が ある 、 便 単価 に は 変わ りな い t | hr Tr Pr 由 
る 機体 を 選 
Ni MISSILE CO 
ANTI MISSILE “ SN T 。 OOUME 
wmv RURI RENGA | 
>、 WW 時 C 39000 C ye 本 NN 52000 C 番 時 Ek 
y MANE ー デ ー ュ 
提 Rc ど 科 重 RNB 給 識 消 費 EN S [eB の \ 
ーー 1 に S カン 
本 ee WY PE fT 
ーー ーー ー {) 
OE NFH IE We 
SN 電磁 波 を 発生 させ て ミサ イル の 誘 こ RURI と 比較 する と 発射 時 消費 EN くい! の 
導 を 妨害 。 装 弾 数 が な い の が 最大 が 抑え られ て いる が 、 そ の ぶん か | [ リ 
の 利点 で 、 重 量 も 軽い 。 し な り 重 いと いう 欠点 が ある | リ 『 
が 量 も 少な い 。 
NR CATEGOR SHELL MAGAZINE| [CATEGO! SHELL MAGAZINE| | EN MAGAZINE 
SION >» RYUHZU > BYAKUE | |27 E01MG-ROE 
"30000 c 重量 E 15400 C NS 
庁 拓 D 胃 請 消 費 EN S 洒 誠 ID 拓 滑 費 ENC 
発癌 能 央 C-- 競 笛 馬 で ED 電導 難 E 
sn Pe 
; DD | EPH 還 し 
が | 12 発 回 復 の 予備 3 
TE こち 5 024 上 の が 人 っ た タル | | | | ル 専 用 と な っ て お り 、 実 
弾倉 で 、36 発 の 弾 が 入っ て いる 。 弾倉 。2 回 使え る た 3 | | 系 息 器 は 回 復 で き な v 
使用 で きる 回 数 は 1 回 の み 。 で の 数 は RYUHZU よ り 多 し ト 
EN MAGAZINE 
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the conscription system ] 


軍隊 細線 の 形 肢 を 呼び 隊 業 軍人 や 備 兵 を 生ん だ 。 次 に 戦争 規 
了 還 力 昔 の 時 代 ど な る と 本 来 は 非 戦 有 員 で あっ た 国民 か 5 
用 する 後 兵 制度 が 作ら れ た 。 始ま り は フラ ンス 皇 皇帝 ナポレオン と 結 と 
男子 成 の 40% が 軍務 に 動員 され た と いう 記 加 人 9 
の な い 国民 を 多く 狐 的 に 動 貞 する た め 股 走 兵 も 多く 、 PP 
懲 禄 制度 を も っ て 微 兵 軍 の 統制 を 行っ た 。 RN 
だ る と 肉 地 で の 軍務 を 放 奈 し で 農作物 の 放り 取り の と 
まう と いう 事態 ああ っ た と いう 。 か くし て 軍 の 規律 いわ 
放 到 や 戦場 か ら の 区 脱が 最も 重罪 と きれ とこ 

微 用 兵 の 区 別 無く 軍 の マネ > ジ メ ン で を 
ある 徴 大 は 国家 制度 に より 格差 が ある ok 役 前 と 


これ は あら ゆる 


は 人 男子 を 1 年 か 52 年 の アー 論者 は 予備 役 ("? 
ここ で 教育 する 。 一 際 衣 し た 拓 全 その 他 の 理由 
事 の 際 は 再度 徴兵 され る 。 年 齢 制限 や 負 1 と 軍 季 か ら 肖 


ET | 


| E05MG- ROE2 
21400 C 


(リタ イア ) と し 


く な っ た 将兵 は 退役 軍人 NO 
順 問 、 研 究 機関 員 と Co 


NGION 


ーー 


didvio 


| 大 cR-E82SS2 


に SIDE SHIELD| | SIDEsHieim 


| 27 E03S-TURBOT 


LW | 
生生 B43800 C 有効 分 囲 C。-/、 重量 E 36900 C Aa Ss 
哨 和 EN S 義人 性 能 BB 消 偶 EN S 断熱 性 能代 座 滑 筑 ENp 
防御 l 議 EN 防御 E - 実 編 御 S ー DEV 
エ Nu ml 」 nl 2 
5 | cl EE celictelicn a ーー 
i 中 | | 発動 時 消費 EN | | 発動 時 消費 EN | 
コ 実体 タイ Me 発動 時 消費 EN - : Pt 6 1 [ 
の ブレ ー 半 甲 。 | 断 名 性能 を 持 | | エネ ルギー 防御 に 特 化し た 
ポー = に げ る 3 6 高い 実弾 防御 性 能 と 
エネ ルギー 5 人 の 訪 御 カ を 上 げ る 作 が っ が 、 重 量 も 重い 。 実弾 防御 を 重 る 性 能 を 持つ 。 天 防御 に 関し て 
ド 攻 撃 を 弾く こと が で きる | 9 昌和 較 が 店 、。 所 し た いと き に 使う と いい だ ろう 。 | | は ほとん ど あ て に な ら な い 
利点 が ある 。 | た 性 能 っ k * 8 ーー ! ご _ 半 
a つど eco EN PACK EC ENPACK| [CN a 
9 A < る > を 
「ExTENsION | 3s, SAISUI 5 JIREN | [2%> IWATO 
( RGE "82000 C 舌 旨 D 重量 E 115000 C 簿 玩 札 と 重量 E 52300C ビー:、 生還 B 
和 虹 時 消 費 EN S 天明 ENA SE Ren 
| 6 2 人 0Cー 了 ア カー で ニチ ィ ー ツ 時 A EN 防御 一 御 E 
: i RE NaS Ee PE a EE 
』 中 中 EE 妥 較 臣 是 販 ーー SE | 
ド 発動 時 発熱 量 D 発動 時 発熱 量 sf 消費 EN ] 
| 


ー ス タ で 飛行 する 際 に 滞空 時 間 を 


延ばし た り 、 エ ネル ギー 系 武器 を | 


連射 し た り と 使い 道 は 広い 。 
Military Fact 軍事 戦闘 用 語 9 
紋章 


エム プレ ム と は 元々 は 欧州 の 王侯 貴族 の 家柄 血筋 を 
表す 家紋 か ら 始 まり 、 や が て 商人 達 の 商い 屋号 や 街 
や 都市 国家 、 さ ら に 学校 を 象徴 する も の と な っ た 。 
さら に 資本 企業 と し て の 会 社 の 成立 と と も に 、 社 章 
や カン パニ ー ロ ゴ 、 ブ ラン ド タ イ トル が 生ま れる 。 ま 
た 宮廷 競技 、 い わ ゆ る トー ナメ ント に 出場 する 騎士 
た ちの 紋章 か ら 、 宗教 宗派 やめ 、 ス ポー ツチ ー ム や ク 
ラブ な どの グル ー プ エン ブレ ム が つく られ る よう に 
な っ た 。 自 動車 の 発明 の 後 、 メー カー や 車種 に も エ 
ンプ レム が つけ られ 、 銃 器 も 銃砲 鍛冶 職人 の 印 か ら 
プラ ンド エン ブレ ム を も つ に 至っ た 。 軍事 組織 に お 
いて 部 隊 や 兵科 毎 に 設定 され た エン ブレ ム は 単なる 
クル ー プ の 象徴 と いう だ け で な く 、 特 別 の 意味 を 持 
ーー ンー ボル と な っ た 。 そ れ は 戦場 に お いて 生死 と い 
> 運命 を 同じ くす る も の と いう 一 体感 の 象徴 で 

た 。 優れ た 兵 と は 伝統 と 栄光 の 部 了 】 
る た め に 戦い 、 名 誉 の た 
で ある 。 軍事 組織 に 


機体 の エネ ルギー を 4 回 だ け 回 復 
可能 。 エネ ルギー 消費 の 激しい 機 
体 に と っ て は あり が た い 。 


[emblem] 


£ HLdvVHO 


と 
コ 
コ 


消費 EN と 発動 時 消費 EN が 共に 高 
い が 、EN 防 御 と 断熱 性 能 に 関し 
て は 追加 装甲 の 中 で も 最高 。 


エネ ルギー を 回 復 可能 。 チ ャ ー ジ 
量 、 使 用 回 数 な ど 、 あ ら ゆ る 点 で 
SAISUI を 上 回 る EN パッ ク 。 


隊員 が デザ イン し た エム ブレ ム を チー ム マ ー ク と す 
る こと が 多い 。 戦 車 小 隊 す な わ ち 一 両 の 搭乗 員 の チー 
ム 毎 に 搭乗 車両 に マー ク を つけ た り 、 爆 撃 機 や 戦闘 
機 の 機 首 に 描か れ た ノー ズ ア ー ト に エム ブレ ム が 使 
われ る こと も 多い 。 ま た 中 隊 や 大 隊 師 団 規模 と な る と 
工兵 隊 の 専門 家 が デザ イン を 担当 する 。 とき と し て 持 
校 ク ラブ の メニ ュー デザ イン も する 彼ら は 、 個 人 的 
な 依頼 で エン ブレ ム デ ザイ ン を 行なう こと も 多い 。 


エン ブレ ム は その レイ ヴ ン の トレ ー ド マー ク で ある 。 
ち に 自ら を 印象 付け る た め に も 、 レ イヴ ン た ち は 競 っ 
な エン ブレ ム を 静 機 に 描い た 。 


依頼 た 
て 個性 的 


[c 


| CATEG SMALL MISSILE 
| 用 cR-wBegM 
loWeyriee」 
17500 C 発射 間隔 C 重量 S 
) 人 消 人 ENS 
装弾 数 DD や 隊 没 カ D 
命中 時 熱量 "| 弾 単価 S 
最大 ロッ ク 数 EE | 発射 時 消費 EN 
マガ ジン 装填 数 | マガ 月 装 填 時 間 


初期 装備 と し て は 過 不 足 な い 小 型 
ミサ イル 。 韓 量 で 装弾 数 が 多い 
| め 、 どん な 機体 と も 相性 が いい 


LE| ド ¢ MICRO MISSILE 
SS%< MAGORAGA 


Looe 


67510 C 叶 射 間隔 DD 
射程 距離 母 幸 
装弾 数 
SPYlsouol 


命中 時 熱量 EE | 弾 単価 
最大 ロッ ク 数 EE | 発射 時 消費 EN 
マガ ジン 装填 数 一 - | マガ ジン 表装 員 揚 


重量 S 
哨 費 ENA 
攻撃 力 E 


A 


5 発 の 弾 体 が 地表 すれ すれ を 飛ん 
で いく タイ プ 。 軽量 さ を 活 か し 、 
空中 で 発射 する 使い 方 を し た い 。 | 


CATEGORY 


MIDDLE MISSILE| 


ダグ WB05M-SATYROS 
ご 3seoo c 人間 隔 Dーー:、、 重量 
EC 消 信 ENA 
装弾 数 ニー: 攻撃 
um 


2 


命中 時 熱量 = D | 弾 単価 Al 
最大 ロッ ク 数 E | 発射 時 消費 EN 


マガ ジン 凌 填 数 一 | マガ ジン 陳 芝 時間 


| 


中 型 ミ サイ ル ら し い 確 か な 攻撃 力 
が 魅力 。 和 軌道 も 標準 釣 な の で 、 確 
実に 当て る に は 工夫 が 必要 。 


| 


VERTICAL MISSILE 
ーー 

朋 ch-YwBo5Mv2 | 
Er 上 

89000 C 発 間 司 C。 重量 B 
和 程 上衣 DtENA 
装弾 数 一 攻撃 力 C 


CATECORY 


発射 時 消費 EN 


弾 数 は 少な い が 、 総 合 的 な 命中 素 
と 攻撃 力 に 秀 で た 垂直 ミサ イル 。 
射程 距離 が 伸び が た の も 好 材料 。 


| [マガ ジン 装填 数 


ono 
[ME 
最大 ロッ ク 数 in) A 
トマ カッ 装填 才 "人 時 消 四 EN 
? ガ リッ PIE 


| 6 発 ま で 連続 発射 が 可能 。 ロ リク 


オン 時 間 も 早 く 使い 詳 : 
残 弾 数 を 把握 し な が 8 PA 


MICRO MISSILE 


> KINNARA 


73770 C 発生 間隔 D- >、 重量 A 
計算 華 粒 多胡 ENB 
装弾 数 > 攻撃 力 E 
efTlsouo| 
[aclucne [hc 
命中 時 熱量 E| 弾 単価 A 


最大 ロッ ク 数 E | 発射 時 消費 EN 


ン 月 半 填 揚 


MAGORAGA の 7 発 同時 発射 パー ジ 
ョ ン 。 弾 速 が 極端 に 遅い の で 、 主 
| カカ と する より は 素 制 に 使う べき 


MIDDLE MISSILE 


困 cR-wB7sMp 


50000 C 発 間 用 重量 B 76000C 発射 間 必 6 1 が 
射程 距離 D- 寺 消費 EN S — 射程 忠義 D 消費 ENA 
装弾 数 D- 攻撃 力 B 導 E 攻撃 ナ 
ee cwlkoelkcuil ーー 
[命中 時 熱量  D | 弾 単価 A] [att omen 
| 最大 ロッ ク 数 D | 発射 時 消費 EN 一 | [最大 ロ ッ 
マガ ジン 装填 数 一 | マガ ジン 村 東 議 マガ ジン 装 寺 雪 
[ + ぇ た 垂直 方 向 に 射出 で ー 
『 強 化 さ れ 、 弾 数 も 増え た NE - 
LT 山 な り の 弾道 ゆえ な ^ 
に 近 距 離 で は 当たら な い の が 欠点 
DUAL MISSILE : 
' ro | [ge WBYIM-HYDR 
WB06M-SPA っ 45000 © 区 邊 間 財 は 
に い 
65000 C NNNC WE NEC ™ 
』 軸 D RENA っ) 
装弾 数 D  、 革 還 カ P MT 
D | 3 単 代 
単価 A E | OM ss 
ッッ 衣 境 
EE | 計時 消費 EN 」 | - 
| | | 
飛び 目標 の 前 で 
マル ミサ イル N 
。 間 時 発射 。 | 4 \ の が 難 』 
2 兄 の ミサ イル を を いく 、 回 | と 当て に く ト 
通 動 ミサ イル と の 
半田 隊 な 下 還 を 行え 


和 玉 雪 も 多く 10 生 まっ / 
も 可能 。 弾道 が 山 を な り 


プレ ンジ で の 奉 制 に 活 
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52000 | 必要 スロ ッ ト 数 2 | 45000C| 必要 スロ ッ ト 数 4 15oooc | 
エネ ルギー 系 兵器 の | エネ ルギー 系 兵器 の と 
人間 隔 を 短縮 。EN | 時 の 消 下 エネ ャ ル | 議 和 8 
清 費 量 も 増大 する の | ギー 量 を 軽減 機体 
で 、O06-PHAGE と | に よっ て は 必携 と も 
= に に 3 連作 が 共 本 と な る 。 | な る 便 表 を バーツ 。 | 古語 」 
に す 用 1; | に フ 「 
大 CR-O86R+ > MARISHI | CR-O94ESS > KANGI 
es. ee 1 基 本 
っ 200O C | 錠 要 スロ 30000 C | 必要 スロ ッ ト 数 2 | | 必要 スロ ッ ト 数 1 60000 C | 必要 スロ ッ ト 数 2 
ア ー 冷却 性 能 を 強化 。 ブ | エネ ルギー シー ルド 対 ECM 性 能 を 強化 
> ー ス ト や 彼 弾 時 の 発 の 消費 EN を 軽減 
ォ 地 量 な ど に より 、 使 | CR-083ES と 同様 、 
用 頻度 が 格段 に 高 ま エネ ルギー シー ルド 
of EE 本 | > た パーツ だ | の 効果 を 向上 させ る し 
| まき 本 還 還 
| 
Military Fact 軍事 戦闘 用 語 12 


紅 絆 構成 [MILITARY ORGANIZATION] 


事 組 織 は 大 きく 2 つ に 分 か れる ひと つ は 文官 を 主導 
と し た 還 中 枢 司 令 部 で あり 、 も う ひ と つ は 武官 将兵 
|| を 中 心 と し た 戦闘 軍 で ある その 2 つの 中 間 的 組織 と 
[| し て 世 線 司令 部 、 作戦 司令 室 が 戦闘 戦術 の 状況 に よ 
旧 つて 設置 され る 。 軍 中 枢 司 令 部 と は 戦争 状態 と な っ 
目 た 中 枢 で 国家 指導 者 の 統帥 の も と に さ ま ざ ま な 戦 
踏 ・ 戦 術 ・ 作 戦 の 立案 と 指導 を 行う 軍 の 頭脳 で ある 。 
また 尊 線 の 将兵 が 十分 に 戦闘 を 継続 で きる 物資 兵 装 
| を 人 過 不足 な く 補 給 す る 兵 韻 計 画 も 本 部 の 重要 な 仕事 
た 。 宮 中枢 と は さら に 統合 参謀 本 部 、 三 軍 (陸軍 ・ 
謝 宣 ・ 空 軍 ) 参謀 本 部 や 幕僚 部 、 戦術 司令 部 や 本 土 


防衛 司令 部 な ど 数 多く の 管制 組織 か ら な る 。 対し て 
戦闘 軍 と は 最小 規模 の 小隊 に よっ て 中 隊 や 大 隊 を 形 
成 し 、 さ ら に それ ら を まとめ た 連隊 や 師団 方面 還 
な ど 作 戦 の た め の 実 務 組織 で ある 。 こ れ ら の 編成 は 
時 と し て 侵攻 作戦 で の 遠征 攻撃 に お いて 速やか な 移 
動 を 目的 と し た 旅団 、 複 数 の 指揮 系 統 を また いで 多 
く の 部 隊 を 特別 作戦 の た め に 再編 成す る 戦闘 団 、 す 
で に 制圧 し た 地区 の 統治 を 目的 と し た 進駐 定 な ど 直 
面 する 問題 に 対処 し て の 組織 改編 が な され る 。 そ し 
て 、 こ れ ら の マネ ジメント を 指示 する の が 軍 中 枢 司 
令 部 で ある 。 近代 戦 で は プロ シア 軍 が いち 早く 参照 本 
部 と 前 線 司令 部 、 そ し て それ ら を 結ぶ 騎馬 伝令 兵 と い 


っ ん い さ a 完 させ た 。 
う 合 理 的 な 作 肉 統合 シス テム の 原型 を 完成 さ で 9 


ILUSTRATION GALLERY 


ImLLUSTRATIOPN GALLERY 


アプ ド ・ コ ア 」』 の 世界 は 常に 時 代 の 最 先端 を いく 3DCG で 描か れ て き た 。 し か し 、 そ れ を 沖 み 出し た 背景 に は 、 
m0 和紙 に 描か れ た 弧 密 な 設定 画 が 存在 し て いる 。 ご の ジ で は 、 主 に 河 森 正治 の 手 ぱ よる AC や さま さま * な 
よ 、 和紙 に に 『 


兵器 の 設定 画 と [アー マー ド ・ コ ア 」 が 現在 の 形 に な る 前 の 初期 テ ザイ ン を 収録 し た 
に 設 邊 ヽ = | 


AC EARLY DESIGNS 
ジン リー スズ 第 1 作 目 「 ア コマ ー ド ! コア | の た め に 描か 
れ た テス ト デ ザ イン 現在 と 異な る 点 や 、 共通 点 に 
目 を 向け て みる と お も し ろ い 。 


| スタ ンダ ー ド な 中 量 二 
| 脚 AC。 い わ ゆ る AC1 
| の 「 主 人 公 機 」 で ある 。 
| コア 「XCA-00」 や 豆 

部 パー ツ 「HD-HREDE 
IYE| な ど 、[AC と い 
| えば これ 」 と いう 印象 
| 的 な パー ツ で 構成 され 


両 肩 


両 居 


置 こ ) 電 に 四 
dt wi 較 財 

1 

人 S 

| n LN 
Si 

[a 

聞 

いり 

(| 

選 


| える 逆 関節 型 。 左腕 に 見 える の | 
| | は 武器 腕 デ ュ アル レー ザー キャ | 
| | | フン TAW-XC5500」 の 原型 だ 

| | ろう 。 | 


= | | いか に も 兵 毅然 と し た 印象 を 与 


現れ る ギ \ 
イデ ア が 


いみ 5 バッ で キ 
ルプ - に チキ ん だ スス エメ 生計 


R-SS/REM」 を 装備 し た AC。 調 
| らし き 腕 パ ー ツ の 肩 が 開き 、 


NEMY DESIGNS 


レイ ヴ ン の 前 に 立ち ふさ が る 数 々 の 強敵 。 そ の 姿 は まま が ま が し くも 鍼 力 的 で ある 。 し か し 、 戦い の 中 で 員 に 見 と 
いて は 命 が い くつ あっ て も 足り な い 。 な か な か じっくり 見 る 機会 の 少な い 敵 た ちの 設定 画 を ここ で 公開 し よう NB 


スカ ラバ エ ウ ス ARMORED CO | A ー > 


2 邊 本 
say FBS 2 127 


本 用 げ さ ッ 贅 、 


「 が イ テ アン 


UNKNOWN _ 


[ACNXI に 登場 し た 上 
世代 兵器 UNKNOWN 
は 、 上 半身 全体 が 砲 に 
な る 変形 機構 を 有 し て 
いる が 、 ゲ ー ム 中 で は | 
登場 と 同時 に 人 型 形態 | 
に な っ て し まう た と 、 | 


見 る 機会 は 少な か っ た | 


fe 


『AC2] で 、 火星 の 衛星 フォ | 

ボス の 最深 部 に 待ち 受け る | 

スカ ラバ エ ウ ス 。 そ の 成 容 

と 戦闘 能力 は 、 こ れ ま で の 

| IAC」 シ リー ズ に 登場 し た 敵 | 

「 の 中 で も 最も 印象 深い も の 
の ひと つと いっ て いい 。 


| 
| 


Ms 


ww 々 アノ 
ウィ ク セ ピピ EORE PROJECT PHANTASH 


々 ラ ィ ン / 7 の へ 


= PRODUCTS SESSIOIN 


デザ イン に 宿る 「AC ら し さ 」 の 旅路 
き | [オン リー ワン 」 な ロボ ッ ト ・AC の 魅力 を 、 3 巨頭 みず か ら カ 


ペー 


語る ! 


Z の 各 
か つ 7 夫 
J ん 3 
だ な ん て 
な ナ ) の ある 河 
称 さ ん に お 願 と 
5 個 改め て 考え る と 、 相 当 
= する もん ね ( 笑 
実際 の デザ イン 作業 は 、 


どう いう 流れ で 進め られ た 
の で すか ? 


河 称 最初 に 考え た の は 


や は り ア ニメーション の 

ドッ ト と の 差別 化 で す ビ 
の た め に 、 ま ず は 一 番 個性 
が 出せ そう な コア の デザ イ 


P ン を 固め る こと に し まし た 。 そ れ ま で の ロボ ッ ト と いう 
AC の 魅力 の 源泉 は の は 、 大 抵 ロ ボッ ト 本 体 と ラン ド セ ル の よう な 推進 装置 
レー ス も で きる ( ? ) コア に あり ! 


が 別々 に な っ て いて 、「 ど っ ち に エン ジン 積ん で る の ? 

ーー まず 、「 ア ー マ ー ド ・ コ ア 」 と いう 作品 の 成立 と 、 河 と いう の が ハッ キリ し な か っ た じゃ な いで すか 。 そ の へ 

| 森 さ ん の 参画 の 経緯 を お 聞か せく だ さい 。 ん の 不満 も あっ た の で 、 コ ク ピ ッ ト と 動力 源 か ら 推 進 ノ 
| 負 鳥 企画 その も の は 、『 キ ング ス フ ィ ー ル ド 』 と いう フ ズル まで が ワン ユニ ッ ト に な っ て いる デザ イン に し た か 

| ンタ ジー の ゲー ム が ひと 秋 落 し た 際 に 、[ い まま で と 癌 っ た ん で す 。 手足 や 武器 は あく まで 付属 品 で 、 コ ア だ け 

う 作 品 を つく り た い 」 と いう こと で スタ ー ト し た と 聞い 見 て も 1 つの 機械 と か オプ ジェ と し て 、 機 能美 を 持つ よう 


て いま す 。 僕 が 入社 し た の は 96 年 の 9 月 な ん で すけ ど 、 当 」 に 。[ ア ー マ ー ド ・ コ ア 」 と いう タイ トル も 、 そ れ に 起因 
時 も う プ ロト タイ プ は で き 上 が っ て いて 、 面接 で 「 こ れ 
どう 思う ? |」 っ て 意見 を 求め られ ま し た ね 

河 森 僕 が 最初 に 見 た の も 、 そ の 映像 で す すでに ロボ 
ッ ト も ミサ イル も 画面 狭し と 飛ん で いま クラ 7 だ 議 当 時 は ど 
の メー カー さん も ロボ ッ ト ゲ ー ム の 開発 5 に 難儀 し て いた 
か ら 、 す ご く 和 驚き まし た よ し か も 最後 は 、 ロ ボッ ト か 
ら 人 が 出 て き て ミッ ショ ン を クリ ア す る ん だ よね ? 

負 島 当初 は ちゃ ん と 名 前 の ある 人 公 が いて 、 ロ ボッ 
ト を 操縦 する パー ト と 彼 を 操る パー ト が あり まし た 。 だ け 
どす ぐに 制作 上 の 璧 に 突き 当たっ て し まっ て 、 ロ ロボ ッ ト の 
パー ト だ け を 独立 させ た ん で す 。 その 段階 で 、 「 パ ーッ を 
組み 替え る る 」 と いう コン セプト も 決ま っ た ん で す が 、 当 時 
2 AA の 2 と が な か っ 


ロ < 全 河 森 に デザ イ ・ に 、[AC1」 に 登場 する 3 
フリフ トキ アザ イン で きる 人 還 が か いな か っ た そう 還 の コン メッ コク 


て は 、 最 初 の [アー マー 


で 確 きい で すね 。「 好 き な よ う 

5 分 が 肝 に な っ た 時 点 で 、 
\ 公 に うだ ろ 」 と いう 判断 も 働い た 

お か げ で ロボ 「 ッ ク に は な ら な か っ た 
は 7 マコ ドニ コア 2 と つく る と きい うそ か ガラ 
と 変え ちゃ お う カ と いう 話 も あっ た ん で す よ 。 で 


が ベスト な ん じゃ な v 
か | と 。 そ れ は 今 も 、 基 


本 的 に 同じ で す 


全 「AC2] の ジオ マト リク ス 社 製 腕 部 「ZAN202/TEM」。 


己 完 鋭 の 梓 を 広げ た ら 大 AC 企 業 の 対立 


で は 、 そ の 「 ア ー マ ー ド ・ 
まず この 作品 で ( パ 
定 さ れ ま し た よね ? 


串 竹 あれ の お か け 


コア 2」 に つい て 伺い ます 


ツ の 製造 メー カー が は っ きり 設 
に P4 


\C の 世界 が ず 


: ん 広がり ま 
た 。 PS 時 代 か ら の 雰囲気 を エム ロー ド 社 の / 7 
J + マト リ 件 は 未来 } } ト 
カ 風 っ て いう 差別 化 が 図れ た の は 大 き す 。 お っ 
ロボ ッ | 92 は 

ギリ ギリ の と ころ で 取り 込め まし た か ら 

個 僕ら の 世代 は ゲー ム 機 の 進化 に 合わ せ - 成長 x 
まし た か ら 、PS2 の 発売 時 に は いい 大 人 だ っ か な いで 


すか 。 と ころ が 同時 期す で に 、 ゲ ー ム ボー イ ォ を 遊ん で 3 
ぐ PS2 っ て いう 世代 が 台頭 し て いて 、 タ ー ケ と し て 無 
視 で き な か っ た ん で す よ 。 そ うい う 新 し い 人 た ち 向 け に 
「 印 象 的 な 意匠 を 用 意 し て いき まし ょ う 」| と 

叶 体 的 に 、 そ の 「 還 象 的 な 意匠 」 と は ? 
河 森 や は り 、 ま ず 
計 別 化 が 一 番 難し い 部 分 で すか ら 、 
型 を 基本 に 、 ジ オォ 社 に は 
個 僕 は 個人 的 に 、 頭 は な く て も いい ん じゃ な いか と 
っ て る ん で すけ ど ね 
負 島 パー ツ と し て の 頭 が な いと エラ ー が 出 ち < 
で き な か っ た ん だ よね 。 い ま は 皿 み た ! 
個 せっ か く 自 分 で いろ いろ つく れる ん た 


茶 な 形 で も いい ん じゃ な いか と 思う ん で すけ ど ね 。 た だ 


上 肌 で す よ ね 


ほか の ロボ ッ ト と の 
PS 時 代 の カメ ラ ア イ 


ゴー グル 型 を 用 意 し ま L 


フタ みた いな の だ け で も 


まあ 、 一 応 ロ ボッ ト の ゲー ム な ん で 、 そ の 文脈 は 押さ え 
る べき だ と 、 ON た わけ で す 。 ア ニ メ に 代表 さ 


れる 人 型 ロ ボッ ト っ て 本 物 は 誰 も 見 た こと な の 


て も ぶっ の ゃ な いで すか ( 笑 

いま の 日 本 で は 、 連 綿 と 培 わ れ た ロボ ッ ト 像 

る わけ で すか ら 、 そ うい う 「 空 想 ご と の お 約 東 
(ば の の ね 8 

避 椅 ほか に も 、 ジ オ 社 の ほう に ステ ルス カッ ト 【 福 
注 : 機体 外 板 を 斜め に し た り 、 止 凸 を 減ら す な 

レー ダー の 反射 波 が 返り に くく し た 形状 ) を 採り 人 


り 、 そ れ ま で 四角 だ っ た 部 分 を 五角 形 や 六角 形 ( 


yy は ) た 意匠 を 、 わ 

バイ ク の フル L いな 機械 部 品 然 意 史 を 、 
s. に ら は 
ざと 目立つ 脚 の 外側 に 則 い た り と か 、 軽 量 級 の ふく ら は 
ヵ ふか り と か そう 


ぎ に 敢 えて 剥き 出し の 部 分 を つく っ て み 
いう ディ テー ル 量 は 、 か な り 増 や し て いま 3 
直線 主体 の エム ロー ド と 、 曲 線 主体 の ジオ マト 
いう の も 、 明 確 に 分 か れ て いま し た が ? 
ル 量 が 増え て いく と 、 送 に 個性 は 失わ れ 
ほか の 作品 と の 差別 化 も 含め て 、 オ ー 


2 


河 林 ディ テー 


が ち で すか ら ね 。 


ング の ジ ォ 社 Ac の 


所 1 を は じ め 、 
思い っ きり 円 形 の 部 分 も 
つく っ て あり ます 実は 


アニ メ の メ カ っ て 手 書 1 
だ か ら 、 真 円 は 嫌がら れ 
る の で あま り 使 えな いん 
で す よ | ( 笑 ) 
名 島 いや 、 そ れ は ゲ 
ー ム で も 大 変 だ っ た ん 
で す よ 。 ポリゴン は 基 
本 的 に 丸 は ダメ で すか 
ら 。 い まな ら で き な い 
アー | こと も な いん で すけ ど 、 
史 | 当時 は けっ こう キッ か 
っ た ん で 、 目 立た な い 


デザ イン より 。 必 側 


隊 し ム の よう な 意匠 が と ころ は 「 六 角形 で イ 


包 取 れる ほか 、 機械 杖 と し イ す か ?」 と ( 笑 )。 
mhc され る 。 Io 
AS よく 頑張 っ て くれ て 、 そう いう テイ スト は 上 手 に 
本 と し 込ん で くれ まし た よね 。 

座 突 際 、 ロ ポッ ト と し て の AC の 特徴 は 、 こ の 「AC2] 
還 林 立 し た ん じゃ な いか な 。 

功 錠 で ぜん ぜん 雰囲気 の 違う パー ツ 同 士 が 、 違 
和 寺 を く 組み あがっ ちゃ う の も 驚き で し た 。 

請 記 直線 で 構成 きれ て いる パーツ に も 、 ど こ か に 
用 を 入れ て お く こ と で 、 曲 面 主 体 の パー ツ と 合わ 
詳 G8 目 状 に 見 える よう に 計算 し て いる ん で す 。 逆 に 曲 
な の パー に も 必ず シャ ー プ な 部 分 は 入れ て いま 
誠に の 投 本 を 考え る の が 、 い ちば ん 時 間 の か か る 部 分 
放 有 あ まり バラ ンス ぱか り を 考え て し まう と 、 今 度 
上 提 み 共 えて も 変わ り 映え が し ませ ん か ら 。 


PS2 の 表現 力 が 広げ た 

で に 遊べ る ]」 フィ ー ル ド 

| れい 肩 以外 で も 、『AC2] で ハー ド が 変更 され た 影響 
きか っ た の で は な いで すか ? 

因り ちば ん 差 が 出 た の は 「 デ ィ テ ー ル 増やし て も い 
還っ て 言わ れ た こと で すね 。 フ ロム の 皆さん は 、 
スペック 間 い て [ 俺 た ち を 殺 そ うと し て ん じゃ な" 
っ て 言っ て た けど ( 笑 )。 

必 理 的 な 作業 量 も も ちろ ん で すけ と ど 、 
ら な い の が 悩み の 種 で し た ね 。 

な くき ん 出る も うと し て 、 そ の た め の マ ッ プ ま て 
関 上 放出 せ を いじ ゃ ん 1 」 と か ( 笑 < 
ちの 方 向 に 特 化 ミ きせ て いい の か 、 ぜん ぜん 解 


ハー ド の 限 


ら な か っ ょ か 
ya Ski 敵 を ょ Z 
サ Ws 
{イル を 300% 人 いずれ ぱい, 
「 た く で で らい 最 て れ 
いさん 弾 が 抽 る s) Dr 0 
が 両 方 ある 時 点 で むっ i = | テア 
うり と 思 ら た nw 5 な 
そう と 軌 . te ーー ル は 出せ な い | 数 
- 包 っ 数 は 出せ な い ] ア ィ テー ルル を 邊 
/ ょ うに で きる |」 らい -” 守 財 は 「 な ん で 1 
と ころ まで 7 AC の 多 力 を 、 で 0 
- ろ まで 引き | の あお じ 、 て きる だ け 意 
で し た 。 PS 時 代 に き 。 , の が 、 最 終 物 な 第 
SA 、 に ミサ イル を 8 発 撃て た / な な 着地 
く らい ーー を * だ ん だ か ら 。 [ 
つき 夫 て る よ す に] ag et ON 
一 作 ご と の 挑戦 が 
左 「 呈 ER ョ ロー 
AC を 「 完 成形 ] に 保つ 
= の カ AC3I 5 < 
| 」 以降 、 ハー ド は 変わ っ て いま せん が 、 


や は り ご 苦労 は あっ た の で し ょ うか ? 
河 森 デザ イン 面 で は 「AC2] で や もり 切っ ちゃ っ た 感 カ 
あっ た ん で 、 す ご く 悩 み ま し た よ NR 


も う や る こと な し 


ゃ ん 1! | っ て ( 笑 )。 で も その 甲斐 あっ て 、 オ ー プ 
に 出 て きた 軽量 コア を つく り 上 げた 瞬間 に 、 ま た ひと 


突破 口 が 開け まし た ね 。 

個 重量 級 み た い に 定 型 が な いぶ ん 、 軽 量 級 が 一 番 難し 
いん で す よ ね 。 そ の 点 あ れ は 、 そ れ ま で の 未来 形 み た い 
な 雰囲気 が ちゃ ん と あっ て 、 か つ 以 降 の AC の 大 事 な ポ イ 
ント も よく 顕 れ て いま し た よ 。 

河 森 た と えば 、 機体 前 面 の エア イン テー ク ね 。 収 弾 す 
る こと 考え た ら 前 に 開け ちゃ いけ な いん だ けど 、 軽量 A( 
の よう に 高速 で 動く 物 の 場合 、 後ろ に 開け て も 空気 が 人 


前 に 開け る か わり に 江 2 


> バ 


っ て 来 な いん で す よ 。 そこ で 、 HG もり 
込ん だ 弾 が 中 まで 抜け ちゃ わな いよ ょ う と 
て ある ん で す 。 こう いう 部 分 は [AC2] まで の 坦 馬 党 


。 田 いま 
と 思い ます 


か な り 洗 練 さ れ て いる < こ 


'- 


比べ て 、 


ー プ ブー 

C の 82 

人 前 後に シ 
カー ブ な ど に 


ーー 10E 


点 で も 、 削 ぎ 落 と し た よう な 面 を 使っ た 維 長 の スタ イル カ ヵ 図 6 

確立 で きた し 、 昔 は 左右 に 延び て た 情 武 益 の マウ も 

スッ キリ な く な り ま し た か ら ね 。 産み の 茸 し み が 犬 き 

た ぶん 、 か な り 気 に 入 ます 

個 述 に コレ が で きち ゃ っ た ら 、 あ と は ポ た で す よ ね 

ミラ ー ジ ュ の AC は 「 非 対称 ] っ て いう すでに 湊 

まっ て いた ! 4 [AG1 i 
ポリ ゴン だ と 、 非 対称 は 難し いん で は ? HD-NIGHTEYE 

個 モデ リン グ も テク スチ ャ ー も 左右 別々 に つく ら な くけ 

ゃ いけ な いん で 本 当 は 難し いん で すけ ど 、 な ん 

- 話 し た ら 「 や っ た ら で き た | て 言う ん で ( 医 ) の 課題 か も 【 

河 森 その 頃 は も う 、 か な り ス キル が 上 カ ト ね 次 の 「AC4 

ポリ ゴン モデ ル と 3 面 図 に 、 僕 が 修正 入れ る 必要 が な いく は より 完成 形 が 高く 
いま で 


らい 


- か りら 


作 映像 作品 で あれ は 7 


で は また ハ 


A 候 妙 な 面 の 
|} 民 語 め ら れ 
れ は a 1! 
) 還 \( ) 頃 に 
租 の 完成 ky れ て い 


中 前 


仙 ます 導 に 憎 れ 3 


ませ ん 町 
ド が 変わ り ま す が 、 そ こ で 
新しい AC が 見 られ る と ? 本 1 


個 実際 、 デ ザイ ン 画 の 段階 で は カッ コ 良 く て も 、 ポ ボリ ゴ 何と か な '` れ ば 、 ヾ 女性 を 撮れ ば 潤 0 

ン に する と | アレ 『* > て コト は 、 よ く あ る ん で す よ 。 いて る よう に は 見 X ) | 濱 提 a 
き YS まい の な 

体感 を 損なわ な いよ うに 見 せる 期 所 は 、 か な りつ か め て い で あろ う が ( ぷ I & 同 


た 


負 鳥 まし て EYE シリ ー ズ 
的 な 共 本 形 は 1 作 目 か ら 同 じじ ゃ な いで - 


ン 


洋 


ら 、 そ れ を ぶ <^ 


よう に 思い ます 


( 図 6 参照 ) 


発 者 の 脳 内 に も 明確 な ビジ ョ ン が 出来 」 
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鍋島 俊文 

@ な べし ま ・ と し ふみ ゲ プ ブ プロデュ ー サ ー。 

1997 年 の 「 ア ー マ ー ド ・ コ ア 』 か ら 企 画 と 

し て 参加 。 以 降 「 ア ー マ ー ド ・ コ ア マス 

ター オブ アリ ー ナ 」、『 ア ー マ ー ド ・ コ ア 2 ア 

ナ ザ ー エ イジ ] を 経て 、『 ア ー マ ー ド ・ コ ア 
| ネクサ ス 』 以 降 の 作品 で も プロ デュ ー サ ー 


は 金属 製 だ 


個 健一 郎 

9@ つ くだ ・ け ん いち ろう ププ ロ デ ュ ー サ 
1999 年 の 「 ア ー マ ー ド ・ コ ア マス ター オ 
ブ ア リ ー ナ 」 で 企画 を 担当 、 そ の 後 は 「 ア 
ー ニ マー ド ・ コ ア 2」、 と 「 ア ー マ ー ド ・ コ ア 3]、 
『 ア ー マ ー ド ・ コ ア 3 サイ レン トラ イン ] で 
プロ デュ ー サ ー を 務め 、 シ リー ズ の 中 興 を 


1 メ は コ 任せ な わけ で す 演出 以前 に 被 写 4 
の 頭 と か 、 デ ザイ 体 で ある AC 自 体 に 、 存 在 感 く ー 性 が ちゃ ん 
3 か 。 そ の ぶん と 備わっ て いな い メ な 1 紋 押 縦 
が っ て いま すか し て いる 感じ や 陣場 感 が な く な し まい ます 
よね ? 鍋島 で すか ら こ れ ェ ー ザ ー の 脳 D \( 


ee り ・ し ょ うじ ン [Aa 時空 要 束 マ バ | 
ロス 」(84) で 一 世 を 風 雇 し 、 以降 日 で | 
表す る メカ デザ イナ ー の ひと り と し て きい 
アニ メー ショ ン 怒 督 と し て も 手前 を 叶 
[ 創 可 の アク エリ オン 」 (05) な と 代 

数 。『AC シリ ー ズ で は メカ ニッ クコ ン 

ト デ ザ イン を 担当 。 サ テラ イ ト 所 属 。 


Po MO ED C 
アー マー ド ・ コア 」 の 世界 を 理解 する た め | 1 に see ORE 
気 に な る 用 語 を 見 つけ た な ら ば 、 み ず か ら の こ ご 守 と な る 用 
rd Ce て も らい ない 
| 前 コ コア 村 め を ば に 由 先 で れ た 人 型 戦闘 機械 の KNOWN 
0 で 誠 に 応じ て 機体 各 部 ーー を 交換 で きる の が 最大 ナー ビス が 採 損し ょ = 
5 富 い 汎用 性 を 有 し 、 大 破壊 後 の 世 界 に お ける 軍事 力 の とこ か ら に も な ia を 入る 企業 
に て いる 。 律 機械 | 現し 、 世 < 間 韻 争 が 激 = 
mb と な う る が 、 生 o 和 き 攻 兵器 と も 9 填 滅 寸前 に 化す る 晶 
、 生物 と 機械 呼ば れる 。 ィ の まで 陥れ た 
ョ アイ ザッ クシ ティ se ER , MA a Tr 
ed その 他 の 地下 者 因 と も 考え られ る が 上 人 を 上 を たん 02 に 
a され た と 言わ 中 ア : 下位 の 程 は 定か で は な い 。 
いる の た め 地 下 世界 経済 と 産業 の 中 心地 と し て 発展 し ーー 
6 ーー た と 、 そ の 支配 下 に 置か 事変 を CE NE 
と 大 は ス ッ いい 上 悦 部 は 整備 が 行 。 市 で 久作 兵器 の 開発 4 生ん 1 問 を る 乗る 組 旨 2 
# 必 いて いる が 、 ラ し く 、 反 社会 的 組織 の の 活躍 に よ 開発 を 行なっ て いた と いう も 7 (が この 地下 者 
参議 と な っ て いる 0 に CR その 計画 は 未然 に 2 も の だ が レイ ヴ ン 
ズ ディ 機関 は 「 フ ァ ン タ ズ マ ] の その 際 、 ウェ ン 
且 ア イザ ッ ク 条 約 2 を も レイ ヴ ン に よっ て 間 e れ cus。 
ラグ モミ レニ アム が 企業 問 本 争 の 未 に 共 殺 れ に 四 EO 
還 和 26 ド 世界 は 新た な 支配 者 層 の 座 に 就 と うと する 企 イク シー ド オー ビ : ーー 
上 座 李 に 申 う だ た 。 こ の 混乱 を 収拾 すべ く 、 ア イザ 未 の 総 株 で ある hy 
2 ジテ イ で 逢 結 され た 停戦 条約 が アイ ザッ ク 条 約 で ある 。 行ない 、AC の サポ 人 
が A 穫 能 する 。 そ の た め 密 度 の 
高い 攻撃 が 可能 で あり 、 ーー 
目 ア ヴァ ロン ・ ヴ ァ レ ー イミ ネン ト ・ ス トー ム 1 


アイ ザッ クシ ティ に 代わ る 新た な 市 場 形成 を 目的 に 建設 され た 
者 市 開発 の 主導 権 を 巡っ て 企業 間 の 対決 が 激化 し た と い 
うい わく つき の 都市 で も ある 。 そ の 最 中 、 ム ラク モ ・ EA 
が 他 の 企業 に 先んじ て 本 社 を 移転 させ た こと で 、 さ ら に 激 し 
い 計 立 を 生じ させ る こと と な っ た 。 


還 アラ イア ンス 

UNKNOWN と 呼ば れる 特攻 兵器 の 出現 に 

| 、。 よせ 下 を 叙 貞 させ る べく 形成 さ れ た 新た な 統治 機関 

トラ ギ の 3 大 企業 が 連合 し た 組織 で 

凍 二 バビ よ う て 世界 各地 で 復興 事業 が 進め ら 
5 だ が 企業 を 主体 と する 統治 に 反発 する 者 も 存在 する < 


よっ て 荒廃 し 


軸 アラ イア ンス 戦術 部 隊 
アンス が 組織 じ た 四 問 部 際 で 、 
潤い 島 光 に 除 し て も 投入 され た 。 綴 座 委 富 な 
され で お リト 戦闘 能力 は 極め て 高い 
の は 歴戦 の 兵 で ある エヴァ ンジ ェ 。 
A yy 
| Nt 
電 
Wi 
を 
Huh 上 位 に ラン クイ ン し た 
の 生計 象 と な る 。 また アリ ー ナ は 公認 
で きら に 時 . 優 興 後 の 社会 の 経済 を 支え る 重要 な 施設 で も あ 
れ 章 ルー ルリ 
38 を tc っ マ アリ ー ナ と レイ ツン の 


バニ テッ クス の 
レイ ウン 
。 部 隊 


2 は 1 フン ブー 
賭博 場 と し て 


アイ ザッ クシ ティ を 中 心 に 破壊 活動 を は じ め と する 非 合 法 活動 
を 行なう テロ 組織 。 地下 都市 で の 生活 を よし と せ すず 、 [人類 の 
地下 世界 か ら の 解放 ] を 旗印 に する 彼ら に と っ て 、 地下 都市 か 
ら の 利潤 を 一 方 的 に 條 る 大 企業 は 公然 た る 獣 で る だ が その 
寺 訪 (62 ミネ ント トー ム は クロ ー ム の 下部 組織 と レバ 

面 を 持ち 、 ローム の 権 鐘 確 保 の た め に 数 々 の 地下 活 時 を 


っ て も いる 。 


= 午 団 
装 集団 


礼 x 耕 地区 、? 
ER 4 
無痛 の s 上 軌 退 
ツン アー ee! 
中 


1 d ヨ 1LdVHO 


¢ H ヨ ldVHO 


ャ H ヨ ldVHO 
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レン トラ イン の 調査 は 難航 し た が 、 あ る レイ ヴ ン の 活躍 に よっ 
て 調査 が 完了 。AI が 破壊 され る と 同時 に 衛星 砲 か ら の 攻撃 も 停 
止 し た 。 


還 エヴァ ンジ ェ 
アラ イア ンス 戦術 部 隊 を 率い る 歴戦 の レイ ヴ ン 。 高 い 
カリ スマ 性 を 持ち 、 部 下 か ら の 信頼 も 厚い 。 ま た 戦 十 


と し て の 実力 も 高く 、 戦場 で は 鬼神 の 如き 戦い ぶり を 発揮 する 
こと で 知ら れる 、 だ が アラ イア ンス に 与 する 一 方 、 彼 自身 も あ 
る 野望 を 秘め て いる 節 が あり 、 ーー 航 縄 で いく 人 物 で は な い 。 


下 Al 開 = a 

人 工 知 能 や 機械 知性 と も 言わ れ 、 人 類 に 匹敵 する 知性 を 秘め た 
存在 。 そ の た め 無 人 戦闘 兵器 の 制御 に 用 いら れ た 他 、 大 規模 な 
Al に な る と 惑星 規模 の 環 填 整 代 や 社会 秩序 の 維持 に も 利用 され 
た 。 大 破壊 後 の 人 類 の 住処 と な っ た 地下 都市 レイ ヤー ド を 統治 
し た の も 、 [管理 者 ] と 呼ば れ た AI で ある 。 の ち に 管理 者 は レ 
イヤ ー ド 住民 に 攻 繋 を 加え る よう に な っ た が 、 こ れ は 人 類 が 地 
上 に 復興 する だ け の 力 を 有 し て いる か を 見 極め る た め の 行 動 で 
あり 、 あ ら か じ め プ ログ ラム され て いた よう で ある 。 そ し て 人 
類 の 手 で 管理 者 が 破壊 され た 時 点 で 、 人 類 は 地上 に 戻る 能力 が 
ある と 判断 され た の だ っ た 。 


| 四 A 研究 所 こ 
| イレ ント ライ ン の 員 胡 が 化し 絡め た 順に 設立 
| れ た 研究 機関 。 と は いえ 詳細 な 研究 内 容 は 判然 と し て 
お ら ず 、 存 在 すら 疑わ し いと まで 言わ れ た 謎 の 機関 で ある 。 サ 
イレ ント ライ ン で 遺 遇 し た AI 兵器 の 調査 研究 を 行なっ て いた ら 
し く 、 そ れ を AC の 操縦 系 に 応用 し よう と し て いた よう で ある 。 


て さま ざま な 形状 と 能力 を 有 し て いる が 、Al に よる 自律 行動 を 
行なう と いう 点 が 共通 し て いる 。 武装 し て いる ガー ド メ カ も ぁ 
る が AC と 比較 する と その 戦闘 能力 は 低く 、 数 に 頼っ た 戦い を 
する の が ガー ド メ カ の 基本 戦術 で ある 。 


画 カエ デ 

ムラ クモ ・ ミ レニ アム が 保有 する 宇宙 ステ ーション 。 軌道 上 施 
設 と し て は 破格 の 質量 を 有 し 、 ド ッ キ ング ポー ト と 複数 の 居住 
ブロ ッ ク 、 カ タ パ ル ト 施 設 で 構成 され て いる 。 本 来 は 大 破壊 以 
前 に 建造 され た 軌道 周回 ステ ー シ ョ ン を ムラ クモ が 発見 ・ 改 修 
し た も の で 、 工 業 製品 や 新 素 材 開発 の 研究 施設 と し て 機能 し て 
いた 。 し か し クロ ー ム と の 対立 が 激化 する に し た が っ て 要 案 化 
が 急激 に 進行 し 、 敵 部 隊 の 侵攻 に 備え る よう に な っ た と 言う と 
と で ある 。 


大 火星 

太陽 系 第 4 惑星 。 地 球 の 半分 程度 の 質量 だ が 大 気 を 有 し 、 人 類 
の 居住 も 可能 と 目 さ れ て いた 。 か つて の 人 類 は 火星 移住 を 目的 
と し た 「 火 星 テ ラフ ォ ー ミ ング 計画 ] を 実施 し 、 実 際 に 惑星 改 
造 に 取り 掛か っ て いた が 、 大 破壊 の 影響 に よっ て 長らく 忘れ 去 
られ て いた 。 


破壊 の 影響 で 計画 の 存在 自体 が 忘れ られ て いた が 、 計 画 を 発見 
し た ジオ マト リク ス が 主導 と な っ て 殖民 事業 を 実施 。 そ の 結果 、 
火星 は 第 2 の 地球 と し て 発展 し た 。 だ が 火星 市 場 の 独占 を 狙う 
企業 同士 の 対立 に よっ て 、 火 星 も 戦い の 場 に た っ て し まっ た の 
5 に つ )7 ら ら 


一 ガレ ー ジ 


還 エム ロー ド 
K ヨ 30 年 戦争 以後 の 地球 で 最大 規模 を 誇る 大 企業 。 ク ロー 
ム 系 の 流れ を 引き 継ぎ 、 機 能 性 と 信頼 性 に 重点 を 置い 
た AC バ パー ツ の 開発 メー カー と し て も 知ら れる 。 だ が 、 火 星 市 
場 進出 に お いて は ライ バル 社 の ジオ マト リク ス に 先 を 越 され 、 
No.2 の 座 に 甘んじ る と いう 失態 を 演じ て し まっ た 。 そ の た め 
事 あ る ご と に ジオ マト リク ス と の 衝突 が 絶え な い 。 


| 正式 名 称 は 企業 中 央 委員 会 (Large scale enterprises of 

Central Committee) 。 地 球 政府 直属 の 出先 機関 で あり 、 
火星 市 場 の 利権 競争 の 激化 を 治め 、 企 業 間 対 立 と その 独走 を 監視 
する た め に 設置 され た 。 そ の た め 名 目 上 は 火星 の 統治 組織 な の だ 
が 、 強 力 な 発言 権 を も た な いた め に 、 有 名 無実 化し て し まっ て い 
る 。 と は いえ 完全 に 無力 と いう わけ で は な く 、 治 安 維 持 を 目的 と 
し た 実戦 部 隊 「 フ ライ トナ ー ズ | は LCC の 直轄 部 隊 で ある 。 


「 ーー 


還 OB 


オー バー ドブ ー ス ト 。AC の コア に 搭載 され た 機能 で 、 ジ ェ ネ 
レー タ の リミッタ クー を 解放 する こと で 爆発 的 な 加速 性 能 を 発揮 
する 。 エネ ルギー 消費 が 激しく 、 熟 暴走 に よる 危険 性 も ある が 、 
高速 戦闘 を 得意 と する レイ ヴ ン を 中 心 に 広く 普及 し て いる 。 


加 オペ レー タ 
オペ レー タク と 呼ば れる サポ ー タ ー 的 存在 が レイ ヴ ン に つけ られ 
る よう に な っ た の は 、 人 類 の 火星 進出 以降 (レイ ヤー ド で は 最 
初め の ら オ ペレ ー タ が つけ られ て いた ) で ある 。 主 に 戦闘 に お け 
る 情報 面 の フォ ロー を 行なう オペ レー タ は 、 レ イヴ ン に と っ て 
は な く て も な ら な い 存 在 で あり 、 相 棒 と いっ て も 過言 で は な い 。 


画 ガー ド メ カ 
地下 都市 の 自 敬 団 や 大 企業 が 保持 する 警備 


AC の 整備 と 改装 を 行なう 場所 。1 一 数 台 の AC を 柱 機 する だ け 
の スペ ー ス が あり 、 戦 場 か ら 戻 っ て きた AC と レイ ヴ ン に と っ 
て 、 ガ レー ジ が 休息 の 場 と な る の で ある 。 さ ら に ガレ ー ジ は ネ 
ットワーク を 介し て 各種 施設 と 連絡 し て お り 、AC パ ー ツ の 売 
買 や アリ ー ナ へ の 登録 、 ミ ッ シ ョ ン の 依頼 と いっ た こと も ガレ 
ー ジ か ら 行 な うこ と が で きる 。 


管理 者 
J 地下 積層 都市 レイ ヤー ド を 管理 ・ 運 営 する 機械 知性 。 
ーー 大 破壊 以後 、 レ イヤ ー ド に 移住 し た 人 類 の 締 治 者 と し 
て 機能 し た 。 当初 は その 統治 は 円 滑 に 進み 、 人 類 は 順調 に 復 異 
し て いた 。 し か し 地上 環境 が 人 類 の 生存 に 耐え られ る まで に 回 
復 し た こと が 判明 する と 統治 方 針 を 一 変 させ 、 敵 対 的 な 悪 度 を 
示す 勢力 に 攻撃 を 加え る よう に な っ た 。 そ し て 最終 的 に は 一 般 
市 民 へ の 攻撃 を も 辞 さ な い ほ ど に 過激 化し た の だ が 、 こ れ は す 
べ て あら か じ め 仕 組ま れ た プロ グラ ム だ っ た 。 そ の た め レ イヴ 
ン を 中 心 と する 反抗 勢力 に よっ て 管理 者 が 倒さ れる と 、 人類 は 
地上 へ と 復帰 し た の で ある 。 


時 企業 ー ニ ーー 
大 破壊 に よっ て 葉 廃 し た 世界 を 、 政 府 に 代わ っ て 統治 し た の が 
企業 で ある 。 豊 富 な 資本 と 影響 力 を 誇る 企業 の 主導 の 下 、 人 類 
は 地下 都市 で の 社会 生活 を 拡大 させ て いっ た 。 だ が 社会 が 安定 
する に し た が っ て 企業 間 の 対立 が 表面 化 。 特 に 有力 と され る 大 
企業 が 市 場 独占 を 迷っ て 武力 抗 急 を 勤 発 させ 、 新 た な 戦乱 の 火 
種 を 生じ させ る こと と な っ た 。 


OK EE 


; が 増大 する と 、 クロ ー ム に 依存 する た 
に で が っ て し まっ た < 0 


画 キサ ラ ギ 

ミラ ー ジ ュ と クレ スト に 続く 大 企業 。 高い な 

術 力 に 定評 が あり 、 独自 路線 の AC パ ーッ 

また 「 新 資源 」 を 発掘 し た ナー ビス レ は 
、 共 同 研究 を 行なっ て いる 。 そ の た め 


P ー タ 3 

写 道 を 結ぶ 長大 な エレ ベー タ で 、 地球 上 で 建 人 
上 シャ フト の 長 さ は 36,.000km に も 及ぶ 。 が 
ミ ング 計画 の 一 環 と し て 火星 軌道 に も 建造 され 、 主 に 地 
恒道 間 の 物資 輸送 に 利用 され た 。 


バー 
に ロ 


肉体 ・ 精 神 能 力 を 高め られ た 者 の 総称 。 強化 処理 を 施 
圭 は 、 通 常 の 人 間 より 反射 系 が 数 一 数 十 谷 に 向上 し て い 
了 た 衣 能力 な ども 高め られ 、AC の パイ ロッ ト と し て 簿 
能力 を 発揮 する こと が で きる 。 そ の た め ラ ンカ ー の 多く 
か ら 強 化 処理 を 行なっ て いる と 言わ れる 。 ま た 借金 の か 
ィ イヴ ン に 強制 的 に 強化 処理 を 施し 、 ミ ッ シ ョ ン に 投入 
と いう 非 合 法 な 事件 も 発生 し た 。 


ォ ー ト 
行 場 ム ラク モ ・ ミ レニ アム が 保有 する 飛行 場 の ひと つ 。 
款 在 する 地下 都市 を 結ぶ 航空 路 が 交差 する 要 で あり 、 大 
も 可能 と な る 長大 な 滑走 路 を 保有 する 。 また 軍事 
億 設 さ れ て いる た め 、 敷 地内 に 武装 MT や ガー ド メ カ が 
れ て いる 。 


トブ リッ ジ 

上 の ラテ ナ 山 脈 に 隣接 する 大 断層 に か けら れ た 巨大 な 時 橋 
ロー ド の 衛星 都市 で ある ザク グチ シテ ィ に 向かう 陸上 路 は 
橋 を 通過 する ルー ト し か な く 、 グ レー ドブ リッ ジ が 都市 防 
須 御 と な っ て いる 。 そ の た め 橋 周 辺 に は 航空 機 と 移動 和合 
され 、 ジ オマ トリ クス や LCC 部 隊 の 接近 を 阻ん で い 


時 クレ スト 

| 大 破壊 後 の 世 界 に お いて 、 ミラ ー ジ ュ に 次 ぐ 

N5 2 全 業 トップ シェア を 詩 る ミラ ー ジ ュ に 

9。 人 の と を に っ て を 

』 ) 」 ジ ュ の 高い 軍事 力 を 警戒 し て お り 、 通 常 は 全て) 

りょう と 本 入 し て いる 。 た だ し 水面 下 で は ぞ 
人生 障 を % ら せ て ゎぉ り 、「 新 資源 ] を 巡っ て ミラー ソー 
店 さる ナー ビス に は 密か に 武器 供与 を 行なっ て い 2 々 。 


グロ ー バ ルコ ー テ ックス ーー 
し や ー ド 内 で 縮れ た 人 天 邊 織 。 た アリス 
、 へ の 復帰 を 果 た し た 後に グロ ー バ ルコ 2 
れ 、 そ の 機能 は 備 兵 組織 レイ ヴ ン ズ ア ー ク に 


AA 


地下 世界 で 最大 勢 企 業 体 連合 の 
力 を 誇る 企業 。 企 ピク 
都市 開 、 人 類 の 復 異 を 
計画 (百年 計画 ) を 推進 し 、 と と みず か 


> さ ES 


0 ブー Lg 


軸 ケミ カル タイン 
元々 は 小 規模 の 製薬 メー ュー ニー 

情 を 好転 TP 
を る の HE し 
A し て の 地位 を 確 し ん 
VE 
た と 言わ れ て いる 。 i nes 


か 


: ロ ヨ リル JH ロフ 


還 コア 構想 

AC の 根幹 を な す 機構 で あり 、 コア パー ツ を 中 も と し Aー ッ 「 
換装 シス テム を 指す 。 コ アパ ー ツ に は 複数 の コネ クタ が 設置 & 

れ て いる が 、 コ ア 構 想 の 採用 に よっ て 、 コ ネ ク タ を 介し た 各 パ 

ー ツ の 互換 性 を 確立 し た 。 状 況 に 応じ て パー ツ を 交換 する こと 

で 高い 汎用 性 を 獲得 し た コア 構想 は 開発 メー カー に 普及 。 この 
機構 を 搭載 し た MT は CMT (コア ー ド MT) と 呼ば れ 、 さ 5 に 
洗練 され て 、 完全 武装 を 施し た 人 型 機械 が AC と な っ た 。 


画 航空 機 

高い 汎用 性 を 発揮 する AC だ が 、 
至ら ず 、 空 戦 の 主役 は 未だ に 航空 機 が 
の 台頭 に よ っ て 航空 機 も 変化 を 余 作 な 
応 避 能 な 高 機動 攻撃 機 が 主流 と な た 
を 有する 輸送 機 や 揚 撃 機 も 登場 し 、 AC の 
リ コ プ タ ー も 開発 され た < 


完全 な る 飛行 性 能 を 持つ に は 
握っ て いる 。 た だ し AC 
くさ れ 、 対 AC 温 に も 装 
また 膨大 な ペイ ロ 
輸送 を 専門 と する へ 


ー ド 


本 サー クシ テイ ーー 
UNKNOWN の 消失 後 、 
Pt 


イレ ン トラ の 名 で 
ーー デン 地 ) こ に 8 
窟 か っ の 答 区 と AUC 。 《 似 た 


[ ロコ 1dVH つ 


る YILAVHD 


6 d ヨ ldVHO 


画 ザム ダ 

火星 に お ける エム ロー ド の 宣 事 拠点 。 炭 に 突出 する 形 で 設け ら 
れ た ヘリポート と ミサ イル 砲台 を 中 心 に 強大 な 兵力 を 有する 
他 、 断 剛 内 部 に は 自陣 形成 きれ た 洞窟 を 利用 し た 軍事 施設 が 広 
が っ て いる 。 


| で オマ トリ クス の 火星 支社 を 中 心 に 構成 され た 大 都市 

| 語 科 済 の 中 心 と し て さまざま な 攻 業 が 発 属し て お り 

移民 者 の 数 も 火星 で 最大 を 誇る 都市 の 中 央 部 分 に は ジオ マト 
り クス の 福屋 が 癌 え 立っ て いる 。 


K ] 皿 ジオ シテ ィ 


融 ジオ マト リク ス 
大 破壊 以前 の 火星 テラ フォ ー ミ ング 計画 を 発見 し 、 人 類 の 火星 


移住 に 多大 な 責 献 を な し た 企業 。 その 後 、 火 星 市 場 を 席 差し 、 
経済 面 だ け で な く 政 治 面 で も 大 き な 発言 カ を 有する に 至っ た 。 
その た め 徐 続 企業 の エム ロー ド と の 対立 が 激化 し て いる 


N 本 ジャ ッ ク ・0 
9 , アラ イア ンス の 支配 に 反抗 する 武装 集団 バー テッ クス 
の リー ダー。 か つて の レイ ヴ ン ズ ア ー ク の 主宰 で あり 、 


彼 個人 も 極め て 優秀 な レイ ヴ ン と し て 名 を 馳せ て いる 。 


性 新 資源 の っ 

大 破壊 以前 の 機械 技術 は ほぼ 失わ れ て し まっ た が 、 そ の 一 部 は 
深い 地層 を 発掘 する こと で 出土 する こと が ある 。 こ う し た 過去 
の 技術 遺産 を 「 新 資源 ] と 呼ぶ 。 ナー ビス が 発掘 に 成功 し た 新 
資源 は 同社 に 多大 な 技術 躍進 を も た ら し た が 、 そ の 所 有 権 を 巡 
り ミ ラー ジュ と の 対立 が 表面 化 。 さ ら に 他 の 大 企業 も 加わ る 大 
規模 な 戦乱 状態 に 陥っ て し まっ た 。 


還 スト ラグ ル 6 cs > 
クロ ー ム の 非 合 法 活動 に 対抗 すべ く 組 織 さ れ た 武装 集団 。 し か 
し その 目的 意識 は 次 第 に 薄れ て し まい 、 他 の テロ リス ト 集団 と 
区 別 が 付か な く な っ て し まっ た 。 ム ラク モ ・ ミ レニ アム が 対 ク 
ロー ム の 一 環 と し て スト ラグ ル を バッ クア ッ プ し て いた と の 情 
報 も ある 。 


国 生体 兵器 

クロ ー ム 傘下 の 生化 学 企業 ケミ カル ダイ ン が 開発 を 行なっ た バ 
イオ 兵器 。AC に 匹敵 する 大 き さ の ある 生体 兵器 は 厳密 な 社会 
性 を 有 し 、 女 王 を 中 心 と する 趣 個 体 と し て 機能 する 。 研究 所 か 
ら 脱 走 し た 生体 兵器 が 地下 都市 で 営巣 を 始め た と いう 記録 も あ 
り 、 そ の 一 掃 に レイ ヴ ン が 駆り 出さ れ た こと か ら も 、 生 体 兵器 
の 有効 性 は 一 目 瞭 然 と いう も の で ある 。 ま た レイ ヤー ド か ら 5 復 
帰し た 人 類 も 生体 兵器 と 戦闘 し て お り 、AC や MT と いっ た メカ 
ニカ ル な 兵器 と は 一 線 を 画す る 兵器 と 言え る だ ろう 。 


国 大 深度 戦争 

クロ ー ム と ムラ クモ ・ ミ レニ アム の 企業 間 開 争 を 発端 と する 戦 
争 で 、「30 年 戦争 ] と も 呼ば れる 。 地 下 都 市 の 支配 者 層 で あっ 
た クロ ー ム と ムラ クモ が 月 壊し た と と で 、 そ の 後釜 を 狙う 企業 
同士 の 対立 が 激化 。 抗 争 は 約 30 年 に 渡っ て 続い た が 、 停 戦 委 
員 会 が 仲介 する アイ ザッ ク 条 約 の 締結 に よっ て 終結 し た 。 


恒 大 破壊 。 

人 類 社会 を 崩壊 させ た 未 信 有 の 大 災害 の こと (人 類 が 引き 起こ 
し た 最終 戦争 で ある と も いわ れる ) 。 大 破壊 に よっ で 地上 は 生 
活 す る に は 不適 当 な 場所 と な り 、 生 き 残 っ た 人 々 は 地下 都市 へ 
の 移住 を 余 備 な くさ せら れ た 。 


賠 タレ ント 
表向き は 地下 埋設 型 の 自動 操業 型 MT 工場 。 し か し それ は LCG 
の 目 を ご ま か す カモ フラ ー ジ ュ で あり 実際 は エム ロー ド 系 の 
ACG 研究 所 で ある 。 さ ら に 最深 部 に は 重要 な 研究 アー タ が 秒 諾 
きれ て いる 


| 画 地球 政府 

() 30 年 戦争 停戦 後 、 新 た に 地球 の 統治 機関 と し て 形成 き 
れ た 公 的 組織 。 企 業 の 影響 を 排 し て いる た め 以前 の 

よう な 暴力 装置 と し て の 機能 は 有 し な い が 、 そ の 分 統治 能力 に 

劣っ て いる 部 分 が ある 。 火 星 に 設置 され た LCC は 地球 政府 の 軸 

先 機関 で ある 


較 ディ ソー ダー 

火星 各地 に 出没 し 、 都 市 や 人 々 を 無 差別 に 攻撃 する 無人 装甲 村 
械 群 。 そ の 行動 原理 や 製造 過程 、 さ きら に は どの よう な テク ノロ 
ジー が 用 いら れ て いる か な ど は 一 切 不 明 だ が 、 人 類 の 施 で ある 
こと に 変わ り は な い 。 一説 に よる と ジオ マト リク ス は ディ ソー 
ダー の 解析 に 成功 し 、 人 エディ ソー ダー の 開発 に 着手 し だ と も 
言わ れ て いる 。 ま た 火星 の 衛星 フォ ボス か ら も ディ ソー ダー に 
まつ わる 施設 が 発見 され た らし い 


| 画 ナー ビス 
~ 大 破壊 後 の 地 上 世界 に 台頭 し た 新興 企業 。 元 々 は 中 沙 
企業 の ひと つ に 過ぎ な か っ た が 新 資 源 を 発掘 し た こ 
と か ら 高 い 技術 力 を 獲得 し 、 大 企業 と 肩 を 並べ る 存在 と な っ た 。 
し か し それ が ミラ ー ジ ュ の 不 興 を 買い 両者 の 対立 が 高まる こ 


と と な っ た 。 

画 ナー ビス 紛争 

ナー ビス が 発掘 し た 新 資 源 の 所 有 権 を 巡り 、 ミ ラー シュ と の 間 
に 勃発 し た 武力 衝突 に 端 を 発する 一 連 の 戦乱 を 指 し た も の 。 強 
大 な 軍事 力 を 保有 する ミラ ー ジ ュ に 対し 、 ナ ービス は 他 企 業 の 


協定 を 取り 付け 、 戦 乱 は 企業 抗争 を 超え た 大 規模 紛争 と 化し た 。 
だ が その 最終 局面 に お いて 所 属 不明 の 特攻 兵 問 UNKNO N が 
出現 。 企業 だ け で な く 人 類 社会 を 壊 減 寸前 に 伺い 込ん だ 

た だ し UNKNOWN は 出現 し た 時 と 同じ よう に 突如 消失 し 、 人 
類 は 破 減 を まぬがれ た の で ある 


画 ナイ ンプ ブレ イカ ー 
ラン カー レイ ヴ ン の トッ プ と し て 火星 の ア ー ナ に 君 諾 する レ 
イヴ ン 。 か つて の 伝説 的 な レイ ヴ ン 「 ナ イン ボー ル を 撃 選 し 
た こと か ら こ の 名 を 与え られ た と 言わ れる 

画 ナイ ン ボ ー ル 
回 地球 の アリ ー ナ で 無敵 を 誇 、 て いた 最強 の ラン カー レ 


真っ 赤 な 機体 色 と ビ リ ぜ ー ド の 9 番 ボ ー ル き 


イヴ ン 
ナ の トッ プ 


模 し た エン ブレ ム が 特徴 で あり 、 長 年 の 間 、 ア リー 
の 座 に 君 陣 し 続け た 


回 バー テッ クス 
rd アラ イア ンス の 支配 に 反対 し 、 レイ ヴ ン に よる 新た で 
株 訂 の 創出 を 目指 す 下 装 集 団 、 所 農 す る 者 の あく が 全 
れ た レイ ヴ ン で あり 、 ア ライ アン ス 戦 術 部 隊 に 匹 夫 する ほど の 
戦力 を 有する 。 


画 バル ヴァ ライ ザー ーーー ニー テー で Sa 
アラ イア ンス と バー ナッ クス が 拓 き 弱り 返す 戦 過 に 突出 
し た 無 全 替 。 ど の 組織 に も 与 せ ず 、 そ れ ど ころ か 具 填 し 
取 畔 を 化 桂 ける こと で 破 填 と 温 乱 を 広げ て いく で き さら に 戦い 
潜り 返せ すこ と で 自己 送 化し 、 還 じ バ ル ヴ ァ ラ イザ = で も 地 が 
模 能 の 異な る 機体 が 確認 され て いる 。 


Be 


> 
= 成功 し た 企業 群 の ひと つ 。 【 
と TS で AM WM 


パー ツ を Ne PA 
提供 し て いる 。 ム に は 導い に すか ラス の が 手間 し 
大 の する 
て 
フォ ミッ グ に よっ て 誕生 し た 火星 の 海 の ひと っ アド イィ Ww Wa | 03 
ーー ー ド の : NR が W が : 
0 れ た エム ロー ド の 洛 上 共 地 。4 半 の 人 で 団 に 粒 間 を 析 る し イヤ ー ド 
時 プラ ント で 情 成 され て お り 、 主 に 海 に 管理 者 が 人 間 に いた 知 答 隊 に お いて O 
本地 と し て 利用 され て いる 。 に MR Wm 
に 急進 的 な 攻 東 に 。 絢 人 2 ド な る と | 
日 り ス ト に うっ て で る < 條 電 に 和 に 癌 義 化 | っ 
3 ド 扱い され て いた し と も あり の の 
- の 衛星 都市 に 建造 れ た MT 製造 工場 で あり 、 人 的 資 画 レイ ィ ヴ 2 
ニー マッ ンジ 


に 産 工程 が すべ て オー トメ ー: N 
AATTTT や の EW WG AC を 駅 り 、 企 業 ゃ 特 団 6 

循 な われ て いる 。 セ キュ リティ に TT の] 呼ぶ 。 利権 を A っ て の 信頼 を 7 
ミッ ク が 行なわ か てい やく ュ リ ティ に は 絶対 を 生業 と す っ て 後 数 人 業 が 対立 を レイ ンジ 
上 計ら くい る と いう ここ た り 、 か つて 隅 石 落 着 に よる 電 ンド は る に 
に で 機能 不全 を 起こ し 、 試作 MT が 暴走 し た こと が ある 。 引 お れん すこ と も 碑 わ な いと 


填 エ レ ベータ の 静止 衛 時 軌道 に 浮か ぶ 大 型 テッ 

Oi Se こ 淫 か ぶ 理 者 が 統治 す ーー ニー a 

スラ ーション uty po 

資 輸送 面 で 優位 に 立っ て いる 。 暦 で は な く 、1 日 の 長 さ eng し た 大人 

長き は 定期 的 に 変更 れ 、 レ イヤ ー ド 膨 が どの くち いと の 
= = か は 不明 で ある 。 こ れ は レイ ヤー ド に 昔 ら す 人 々 か ら 地 上 の 生 

中心 と な っ て 実施 し た 地下 都市 開発 計画 。 あま り に 活 サ イク ル を 消す た め の 指 置 で あり 、 管 理 者 に よる 統治 を より 

語 証 で あり 、 完 了 ま で に 百年 か か る と 予測 され た こと か 効率 的 に する た め の も の で も あっ た 。 Pb 

= の 名 称 で 呼ば れる こと に な っ た 。 


画 レク テ ナ 計 5 ッ ウ 
ッ ツタ スマ 火星 の ヘラ ス 平 原 に 設置 きれ た ジオ マト リク ス の エネ ルギー 
ズ デ ィ 機関 が 開発 し た 大 型 機動 兵器 。 サイ バネ ティ クス 集 施設 。 太陽 エネ ルギー を 効率 的 に エネ ルギー に 転 す る プラ 
を 応用 し た と 思わ れ 、 AC の 数 倍 と いう 巨体 を 誇り な が ら ント が 設置 され て お り 、 火星 の エネ ルギー 事情 を 支え る 重要 
記 動 を 発揮 する 。 ま た 複数 の 兵 装 を 装備 し て お 火 施設 で ある 。 の た め 人前 に 対す る 凡人 は 半 和 6 す に の 

も AC を 大 きく 上 回 っ て いる 。 ファ ンタ ズ マ に は 試作 型 し て お り 、 固定 砲 名 を は じ め 、 名 数 の 攻撃 機 が 常時 昌 東 任 衝 に 
どちら も レイ ヴ ぁ た っ て いる 。 


唆 化 型 の 2 タイ プ が 確認 され て いる が 、 
戦闘 に よっ て 撃破 され た 。 画 レビ ヤ タ ン に 和 必 され て いた た で 降 存 の 
目 ブ リ ゲ ー ド ・ ナー ビス 本 社 の 2 ービス が 先 角 し た 秋 
ド ・ プ ロジ ェクト IT も し くり こ 0 


を 破 培 し た レイ ヤー で 提唱 され た 人 類 の 地上 復帰 計 技術 体 ポ て 田 さ れ て いる と ポ 
の な 業 が キ 着 と な っ た と の 計画 は 地上 の 調査 と 開 吉 『 湖 か ら 全て っ た の か も し か がい aa WT 
計る 当初 は 企業 同士 の 協力 が 約束 され て し 尊い は な か っ た が 、 TTA 
委 上 の 間 拓 が 連 も うち に 資源 を 巡っ て の 企業 問 対立 が 表 2 た と いう 町 
し し 、 人 業 間 協力 と いう 条項 は 有名 無実 の も の と な っ た * "Oa ) 武 カ 


2 も 残さ れ て い ? 
ーー 1 章 
- と DU W 
全う だ 江間 税 の 名 ョ ロア eT A 
'@ 高い 汎用 性 を 誇り 、 地下 都市 建築 や 鉱物 質 源 の 採 所 月 面 開発 に 着手 れ し ap・ 上 修 6 ご 
まぐ まな 現場 で 利用 され た 。AC の 普及 後 も MT は 人 。ー ム を 発見 。 ご て いる の は NT TT 
[ 
有 し 


| 用 され 、 
は 挟 装 を 挫 各 し て 戦闘 機械 と し て 運用 され る も の 地上 に 人 は MT 
下 は ピュ ィ ン を 機関 伏 0 に 


ら に 徐 自 すさ 6 6 ¢ NR が 
ーー な し に 長 が < "PIT : 
| 地 7 に お いて 最大 の 市 に 位置 9・ 
0 て れ た 技術 0 P モー ド が 大 1 
ンス で 、 Arm 休学 な パー ツ を 提供 し らし 
eo No.1 の 地位 を 守る とめ に は 武力 行使 も 
に の 電線 が 絶え な いこ と で も 知ら れ て いろ? 
ミミ ラク モ . ミ 」ー 
1 軍 品 を 開発 * 
事 兵 器 に 至る 多種 多様 の 製 ぎ と く 高 品質 ・ 高 性 則 


素 専 門 條 業 。 流行 に 左右 され る こと 
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